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( バー ソナ ル ワ ー フ ロ 。 計 


. 量 FVV-U1S50 


「 ワー ブロ 


@ 日 本 語 ワー ブロ @ 英 文 ワー ブロ 
@⑯ グ ラフ @ 図 形 エディ イタ 


「/// 才 /// [日 本 語 ワー プロ ] 


で つく っ て み ま し た 


⑰⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0G⑩0000000⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩000000000⑩0⑩000⑩000000000⑩0⑩0⑩ 


第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 
⑩0⑳0000000⑩0⑩000⑩0⑩0⑩0⑩0000⑩000⑩0⑩0⑩000⑩00⑩⑩0⑩00000000000⑩00⑩00 
1989・10・3 


の 市 人 迷 ! 


社員 有志 に よる 第 5 回 ト ホ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お ? 


1 に 開催 し ます 。 さ きわ や か な 秋 補 
) 下 、 日 頃 触 えた 腕前 を 発 押す る よさ が や まい り ま 


総 李 泊 の 山田 
て 中 備 


10 月 10 日 


し きり) 所 伯 坦 公園 野 奈 場 


[英文 ワー プロ ] 


Bombacaceae 


カロ ・ で 節 力 


This is a fami1y of dicoty1ledonous trees , OF て en 


some て timeSs wi て th grotesque て runks containing water 


The 1eaves may be simp1e or pa1mate1y divided 


w ユ て Dn oc や 1 も Yo) に 】 


(g19 ペ ー ジ ) 


St1ipules:the  F1owers are asymmetric with five sepals,Five or many 


tamens (free or united into a tube) and a superior ovary. The 


seeds are smooth , often embedded in hair in 1arge capsu1es . 


( み 199 ペ ー ジ ) 


ココ 


ト ふ 
国 
m 


[図形 エディ タ ] 


( 屯 209 ペ ー ジ ) 


(g225 ペ ー ジ ) 


KT 


79Z ペ ー ジ ) 


799 ペ ー ジ / 


209 ペ ー ジ ) 


297 ペ ジン) 


0 の NN の 


ペー マシ 


ジ 
6 さく いん 


14 本 書 の 見 か た 


万 雪 請 ワー プロ 比 


20 操作 の 流れ 

22 画面 表示 の 紹介 

24 カー ソル の 便利 な 動か し か た 

25 設定 し た 杵 に カー ソル を 動か す ( タ プ ) 
26 入力 方 法 を 選ぶ (入力 設定 ) 

26 用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る (書式 設定 ) 
32 書式 の 違い に よる 印刷 例 


レス 

34 いろ いろ な 文字 入力 と 簡単 な 訂正 

36 入力 し た 文字 を その まま 書く ( 無 変換 ) 
37 カタ カナ に 変え る (カタ カナ 変換 ) 

38 漢字 や カタ カナ に 変え る (漢字 変換 ) 

40 1 文字 の 漢字 に 変え る ( 単 漢字 変換 ) 

42 部 首 で 漢字 を 呼び 出す (部 首 画数 辞書 ) 
44 画数 で 漢字 を 呼び 出す (部 首 画数 辞書 ) 
45 記号 を 書く (記号 ) 

46 郵便 番号 で 地名 を 呼び 出す (郵便 番号 辞書 ) 


47 前 回 入力 し た 文字 を 呼び 出す (前 入力 呼出 ) 


46 区 コー ド で 漢字 を 呼び 出す (区 コー ド ) 
50 単語 を 登録 し て 呼び 出す (単語 登録 ) 
52 半角 の 文字 を 書く (半角 ) 


16 他 の ソフ ト へ の 移動 と 戻り か た 


18 操作 を 間違え た と き は 


辱 |3| 編集 
ペー ジ 
54 文字 の 大 き さ を 変え る (文字 サイ ズ ) 
修 56 文字 の 形 を 変え る (強調 ) 
58 網 か け を する (〈 綱 かけ ) 
短 。 59 取消 線 を 引く ( 取 半 析 ) 
60 文字 を 回 転 さ せる (回 転 ) 
62 下線 (アン ダー ライ ン ) を 引く (下線 ) 
挿 ー 
入 63 1 行 振 入 する ( 行 挿入 ) 
64 文字 単位 で 削除 する (文字 列 削除 ) 
削 65 四角 の 範囲 を 指定 し て 削除 する (領域 削除 ) 
66 行 単位 で 削除 する ( 行 削除 ) 
除 67 全文 を 削除 する (全文 削除 ) 
68 削除 し た 文字 を 呼び 出す (貼り 付け ) 
移 69 文字 単位 で 移動 する (文字 列 移動 ) 
70 四角 の 範囲 を 指定 し て 移動 する (領域 移動) 
動 71 行 単位 で 移動 する ( 行 移動 ) 
複 72 文字 単位 で 複写 する (文字 列 複写 ) 
73 四角 の 範囲 を 指定 し て 複写 する (領域 複写 ) 
写 74 行 単位 で 複写 する ( 行 複写 ) 
検 置 75 文字 を 探す (検索 ) 
索 換 76 文字 を 置き 換え る (置換 ) 
改 改 78 行 を 変え る (改行 ) 
行 頁 79 ペー ジ を 変え る C 改 頁 ) 
蔽 80 文字 を 揃え る (セン タリ ング 、 右寄せ 、 左 寄せ ) 
81 カー ソル が 移動 する 桁 を 設定 する (タブ ) 
え 8z 行 の 先頭 の 桁 を 設定 する (イン デン ト ) 
枠 g3 入力 で き な い 枠 を 作る ( 枠 あけ ) 
_ 編 84 枠 を 移動 する ( 枠 移動 ) 
集 85 枠 を 削除 する ( 枠 削除 ) 
ロ 均 


ロゴ 作成 と 均等 割付 (ロゴ ・ 均 等 ) 


礎 6| 外字 


行 単位 で 書式 を 変え る (行書 式 ) 


けい 線 の 種類 を 選ぶ (けい 線 種 ) 
カー ソル キー で けい 線 を 引く 
文字 間 け い 線 を 引く (文字 間 け い 線 ) 


自動 表 作 成 機能 を 使う ( 表 作成 ) 

手動 表 作 成 機能 を 使う ( 表 作 成 ) 

表 を 修正 する ( 表 修正 ) 

表 を 削除 する ( 表 削 除 ) 

表 計 算 を する ( 表 計算 ) 

表 の 中 の デー タ を 並べ 替え る ( 並 替 ) 

表 の 中 の デー タ を 選び 出す (分 類 、 抽 出 ) 


層 |4| 印刷 


ペー ジ 
112 
116 
120 
122 


文書 を 印刷 する (E 刷 ) 

行 単 位 で 印刷 する ( 行 印刷 ) 

色 を 変え て 印刷 する (一 時 停止 ) 
は が き を まっ すぐ に 印刷 する 
(スト レー ト 印 刷 ) 

リフ ィ ル 用 紙 を 印刷 する 

ハン ディ プリ ンタ で 印刷 する 
(ソン ゲイ ザ リ ン の ) 

外部 プリ ンタ で 印刷 する 


124 
126 


128 


層 |5| 保存 

ペー ジ 
文書 を 保存 する (保存 ) 
文書 を 呼び 出す (呼出 ) 
他 の 文書 を 参照 する ( 他 文書 呼出 ) 
文書 一 覧 表 を 表示 、 印 刷 す る (文書 一 覧 ) 
文書 名 を 変更 する (文書 名 変更 
文書 を 複写 する (文書 複写 ) 
文書 を 削除 する (文書 削除 ) 
フロ ッ ピ ー の 内 容 を すべ て 複写 する ( 全 複 写 ) 
文書 フロ ッ ピー を 作る (初期 化 ) 


作 


成 


涯 郊 閉 災 


中 176 


ペー ジ 
160 
162 


操作 の 流れ 
始め か た と 終わ りか た 


164 
165 
166 
167 
168 


外字 を 新しく 作る 

本 体 に 外字 を 登録 する (外字 登録 ) 

外字 パタ ー ン を 消去 する (消去 ) 

登録 済 の 外字 を 呼び 出す (外字 参照 ) 

記号 、 文 字 の パタ ー ン を 呼び 出す 
(記号 文字 参照 ) 


外字 パタ ー ン を 反転 する (反転 ) 
外字 パタ ー ン を 移動 する (移動 ) 
外字 パタ ー ン を 回 転 さ せる (回 転 ) 


170 
171 
172 


173 
174 


登録 し た 外字 を 保存 する (保存 ・ 呼 出 ) 
シス テム 外字 を 呼び 出す (外字 変換 ) 
保存 し た 外字 を 呼び 出す (呼出 ) 


殺 7| 詳 書 


ペー ジ 
178 
180 
181 
182 
183 
184 
185 


始め か た と 終わ りか た 

頭 文 字 を 指定 し て 単語 を 表示 する (検索 ) 
単語 を 削除 する (削除 ) 

ユー ザ 辞 書 を 初期 化す る (初期 化 ) 
単語 の 一 覧 を 印刷 する (E 刷 ) 

ユー ザ 辞 書 を 保存 する (保存 ) 

ユー ザ 辞 書 を 呼び 出す (呼出 ) 


礎 |8| 便利 


ペー ジ 

188 電卓 を 使う (電卓 ) 

189 優先 画面 と オー ト パ ワ ー オ フ を 設定 する 
(シス テム 設定 ) 

各 機能 の 説明 を 見 る (機能 説明 ) 

操作 手順 を 省く 上 級 モ ー ド (操作 設定 ) 
画面 の レイ アウ ト 、 縮 小 、 図 形 表 示 ( 表 示 設 定 ) 
画面 を 2 つ に 分 ける (画面 分 割 ) 


シン 


ー ジ 


操作 の 流れ 
始め か た と 終わ りか た 
英文 行 を 設定 する 
書体 を 変え る (字体 ) 
英文 を 入力 する 
行頭 と 行末 を 揃え る (均等 ) 
修飾 する (修飾 ) 


フ 北 P 4 
操作 の 流れ 

グラ フ を 作る た め に 

始め か た 

終わ りか た 

グラ フ の 種類 を 選ぶ 

詳細 を 決め る (詳細 ) 

大 き さ を 選ぶ (サイ ズ ) 

グラ フ を 作る (作図 ) 


操作 の 流れ 

図形 を 入れ る た め の 枠 を 作る ( 枠 作成 ) 
メニ ュー 

始め か た 

終わ りか た 

画面 に つい て 


礎 |2| 入力 


ペー ジ 
238 
Z40 
Z41 
Z42 
Z43 
244 
Z46 
Z48 
250 
251 
252 


線 の 太 さ と 種類 を 選ぶ (ペン 先 ・ 線 種 ) 
模様 を 付け る (図柄 ) 

直線 を 描く (直線 ) 

平行 線 を 描く (平行 線 ) 

カー ソル キー で 描く (フリ ー ハ ンド ) 
円 を 描く (円 ) 

四角 形 を 描く (四角 形 ) 

網 か け を する ( 網 か け ) 

図形 を 消し ゴム で 消す (消し ゴム ) 
図形 を すべ て 消す (クリ ア ) 

文字 を 入力 する (文字 ) 


層 [3| 編集 


ペー ジ 
256 
260 
264 
266 
267 
272 


図形 を 移動 する (移動 ) 
図形 を 複写 する (複写 ) 

拡大 し て 修正 する (拡大 修正 ) 

晶 黒 反転 する (白黒 反転 ) 
枠 を 変更 する ( 枠 変更 ) 

標準 、 精 細 を 切り 替え る ( 枠 変更 ) 


辱 [4| 印刷 


ペー ジ 
274 
276 


範囲 を 指定 し て 印刷 する (領域 ) 
全 画 面 を 印刷 する (人 画面 ) 


層 [5| 保存 


ペー ジ 
278 
282 
286 
288 
290 


図形 を 保存 する (保存 ) 
図形 を 呼び 出す (呼出 ) 

図形 ファ イル を 削除 する (文書 管理 ) 
図形 ファ イル を 更新 する (保存 ) 
文書 中 の 図形 を 書き 換え る 


奈 [6| 便利 


パージ 
292 
298 
300 


イメ ー ジ スキ ャ ナ の 使い か た 
シス テム イラ スト を 呼び 出す 
年 賀 状 を 作る 


画面 に 表示 され る 記号 の 一 覧 
文書 に 入力 で きる 記号 の 一 覧 

シス テム イラ スト 一 覧 

シス テム 外字 一 覧 

用 紙 サ イズ と 桁 数 、 行 数 、 余 白 の 値 
区 点 コ ー ド 表 

部 首 名 一 覧 

エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


網 か け (英文 ) OOCCPPPYYPYPYPPEYPPPPPPYYPPPPPPKKYYPPPEEYYP 208 

( 修 飼 ) ーー ボー ドド ーー 58 

( 図 形 う ee 248 

アン ダー ライ ン (英文 ) POOCPCCCPCCPCTPPPPTCPPYPPYYPPYTYYYY 208 

い 

イタ リッ ク (英文 ) RCCPCCPCCCCCPCPPTPPPPPPPPCPPPPYPYPYYYYY で | 203 

1 行 桁 数 (書式 ) …………ー ド ww ドド omomooeoreenoerr… 30 

1 字 削 際 ……ー ボ ド ドド 35 

1 字 挿 入 POPCCCCCCCCYPYYYEPLPLPCYYYYPLPCLLKYKPCLCCLCCCCCCLLLKK 35 

1 由 行 数 (書式 ……………ー ド ドド ドド ーー ツー 30 

ーー 本線 (取消 線 ) DCCOPCCPCCPPCPCPPCPPPCPPPPPPYPYPPYEYYTPYYYP 59 
移動 

外字 パタ ー ン の 移動 PCCPCCCCPCPPCCPPCPPYYYPPYYYY 171 

行 単位 DCCCCLCCCPCOCPPOCTPYYPPPPPPCCYPKPPPCPPPCCCCLPLCLLEE 71 

図形 の 移動 COCCOCCDCOCCCCPPCCCPCPPPDDLPPCCPCCPPCDCLKLLL 256 

文字 列 移 動 … 層 …………ーiiiiioioooeooeemm 69 

領域 移動 ………… ト orrerererrrr 70 

枠 移動 CCCCCCPCPPPPPPPPPPPEYPPPPPPPPTYPPPPPPPPPPPPLLYTTP 84 

イメ ー ジ スキ ャ ナ の の merrerttvepeweeeeyeosexo 292 

イラ スト 文字 (記号 ) oo 45 、307 
印刷 

全文 印刷 DOCCCCCPCPCPYPPYYTPPYPYYYYPYPYPPYPYPPYPPYYYYYYP 112 

行 EH 刷 RCCOPCCPCPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPYYPPPPPPPPPKPYIYP 116 

ね らい 打ち E 刷 PCOOOCPCKPCPPCPPCPPLPYTYYYYYLYLYYEYY 119 

縮小 EH 刷 RPCPCCPCCPCPTYPPTPTPPPYPYYPPPPPPPPPYYPYPPPYYTY で | 30 

ロゴ E… の ーー ドド oe 86 

は が き を まっ すぐ に 印刷 する …………… 122 

外部 プリ ンタ で の 印刷 … 〇 に met 128 

條 画面 印刷 (図形 ) …emeoooeoeoomoeoeoeerrr 276 

部 分 印刷 (図形 ) で oo 274 

ハン ディ プリ ンタ で の 印刷 ………………… 126 

語 の 一 覧 印刷 (辞書 ) POPCCPCLCCCPCLPCCPCLLLPTLPLD 183 

リフ ィ ル 印刷 … の (に 研 研 研 に に に em 124 

印刷 一 時 停止 ( 色 を 変え て の 印刷 ) ……………… 120 

印刷 開始 買 … 心 むー ドド ド eeeeeetttttrrreereneert 115 

印刷 終了 買 … ひ 人 (eo 115 

印 届 較べ cm の cnto た の mcneCRG3aCe の YeoeXYCeks 114 

印刷 濃度 (ハン ディ プリ ンタ ) ……… ド ーー 126 

印刷 部 数 で meereteheoeneeeaesveokeaeewvexesones 115 

印刷 方 向 … 〇 に 30 

印刷 用 紙 …… ぐ oo 29 


ピ 。 
ウィ ンド ウ (図形 ) …Gforrmoooooooooo 267 
上 祭 円 016( 和 (08197: 計 (0787880838() 油 683 30 
上 書き (00::0: 和 6930 (17866): 油 191:6@.8: 和 8018 35 
え 
英字 人 0Y636: 和 6249919)02878787878361826i9819(67828 和 887626868ie0,818i8(@:05@ い (806 34 
に > 生 yCCCCCCCCPCCYPCPPCEPCEPCPPEEPCPPEPPCPPEPPPPPPPPPEPPCPPEPEYP 200 
英文 行 90787. も 99168: あき:6796:68( い る 9. 202 
A 4 用 紙 DOPROCKCOKTT OXOL1OPIT TTY や タネ た た ルイ 29 
エラ ー メ ッ ャ セー ジー ドー ドド ーー ツー 333 
円 グラ フ 入澤: 218 
円 (図形 ) XYLTKD SCAN KO スス OPC YOKO TYO 244 
お 
欧文 文字 6 [二宮 和 6092 夫 0'97180.7891008i876:6199j 205 
帯 グ ラフ ROOTXOKYCOPOOLY つ LOCK TO CO OO TCP 218 
折線 グラ フ OO スイ PO に OL OCT 218 


か が 

カー マル に だ 24 
カー ソル キー ドド 24 
カー ソル の 移動 …… の 憲 ooo 24 
開始 マー ク ( ロ ゴ 、 均 等 ) う oo 86 
行 …ririririririi 78 
外字 作成 af): 人 821 (8 [670 060616.9079:6 人 19519 164 
外字 登録 方 電 820 電電 260 電電 165 
外字 ii 174 
外字 編集 

に 27OEGGSCGEEOCEETTEPCTEECPECCEKCCAKCID 170 

移動 …… ド ドド 171 

和 回転 172 

消去 半生 T 7[7 と エ れ リリ 166 
回 転 

し SNRRRECRRREOPPREPTPEECCCEECCEAKD 172 

文字 8 て サヤ サイ PET TLTTT XTCYE TO 60 
外部 プリ ンタ ドド oo 128 
"4 三 SSGGCECOOKETEEYPEECCEECCKYKKEOCOLID 79 
学習 機能 で 全 eo ウル 
画数 Go 44 
拡大 、 縮小 (図形 ) CRLCKOOCIOOCOCL 258、262 
拡大 割付 … の ee 253 
拡大 修正 〇 oo 264 
拡張 ii 16 
時 付き … ド ot 56 
影 付 き 文字 昌和 た て て CK CKULTTTTP UTAOLTIDAAT 56 
重ね ii 89 
下線 (アン ダー ライ ィ イン) ore 62、208 
カタ ナカ ナー iri 34 
カタ ナナ 変換 ……i(t ゾ ツ io 37 
か な 配列 …i 27 
画面 

外字 集 画面 … び olioeeerr 162 

入力 揚 集 画面 だ 〇 OO 償 人 (ooiiimrrerrere 22 

縮 』 \ 画 面 0 ee の:90781609) 滞 090: (0616(6 あ 9:079 23 に 1 94 

レイ アウ ト 画 面 …… の lirroeoeoererererrerr 23、194 

図形 表示 画面 …… の で er 23、194 
画面 分 割 で Oo 196 
漢字 ( 単 漢字 変換 ) … 〇 iroiieieieiorerreerrrerrre 憲 40 
漢 数 字 ooeoeoeeeiiii 3d9 


キー ボー ド の 配列 (か な 配列 ) PCOCCCCPCPCPPPPPYPYPYEYYP 27 
ee 45、205 
機能 説明 や 〇 の eeeeevteortrtrrtreeeeepheea 190 
基本 書体 DCCCCCCCCPCPPPPPYPPYPPPPPYPYYYYPPPPPPPYYYYPPYPYYYPPP 89、114 
行 
改行 … 上 ero 78 
英文 行 FOOCCPCPPPPPPPPPPPPPPPPPPPCPPPPPEPPPPPPPEPYETPPP 202 
行間 ii 116 
行間 隔 PCCPCCPCCPCCPCPPPPCTPPPPPYEPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPYYTYP 30、89 
行 削 了 ペ hh 66 
行書 式 …… で ot 88 
行 数 PCOPCCPCCPPCPYCPYTYYYYYPPYPYYYYYYYYYYYYYYYYYYPPYPYYYYYYYYYY 30 
行 挿入 CPPCPPTPPTPTPPPPPPPYPPPPYPPPPPPPPPPYPPPPPPPPPPPPPPPPPPYPP 63 
行 単位 POCCCCCCCCPLCPPCPCTYYTPPPPPPPPKYPYPPECPYYKYYYYYYYYYYSY 66、71、74 
行 豆 RCCPCPPCPPPPPCPCPPPPPPPPPPPPPPPPPYPPPPPPYCPPPKYYPPPPYPPYYYYYYP 24 
行末 RCCPCCPCPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPYKPPPPPPYPYYPYYYYP 24 
禁則 処理 RCCCCPCPCCCCTKYTYTYPYTYTYEYPTYPTYYTYYYPYYYYYYYYYYPYYYYYYY 27 
禁則 領域 27 
凍 半 (0 スチ ィ ライ サー ツ ョ 9) や で 206 
均等 着付 … の ee 86 
く 
区 点 コ ー ド ドド 48、315 
区 点 コ ー ド 表 に eee 315 
句読点 変換 EPCPCCCPCPPPTCTTYYLPLPCPLPCLCPPCPCLCCPCCCCTEPCTKYYD の 9 
グラ ラフ バド 209 
ク リ ア (図形 ) OOCCPCCKKYYYKYYYYPPCYYYKYYYYYKKKEYYSYEEYSSYD 251 
け 
警告 音 EPCCPPCCPPPPCPPPCPPPPTTEYKYYYPLYYLTYYKYYKYKYYCPYYYYYYYYYYY 27 
計算 PCOPCCCCECPLPPLCPLPPCCLLLPCCPCCCCCCLLCCCCCKKKYEKYTYY 102、188 
けい 線 
けい 線 の 引き か た …… で ioeoeeerrrrr 92 
文字 問 けい 線 ……oeeeoeoererrererrr 93 
けい 株 ii 114 
けい 線 種 CPPPPPPPPPPTPPPPPYYPTYYYYYPTPPTYPPPPPPPPPPPPTEYPLPYKYYY 90 
消 し ョ 人 REPPCPCPPPPCTPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPYPTPPPPTYYYKYEYYYT 250 
io _25、82 
析 数 oo 30、94、312 
原稿 用 紙 CPPCPPPPCPPPPPPPCPPPPPPPPPPCPPCCPPPPPPPCPEPYKYTYD 29、31 


ha 
人 102 
更新 
(日 本 語 ) つ …………… ド ドド ドド 21 
(図形 う …ー… ト ドー ドド ドド いい 290 
後退 DTDOUXYUKTPYYYOOOUZTOLCCO KT て YY 35 
頂 目 数 DOCLOLTYOCIKXXXLKKYLT CK と と と し イル 221 
項目 表示 …… 〇 和 ( 悟 の ドド ドー 219 
さ 
最小 値 (グラ フ ) ae 220 
最大 値 ( グラ フ ) KOK コス OO 220 
削除 
文字 列 POCOCPOOOOOOUKCOOCOCCOCLCKCOCOCLCOOCOCLCCOOCOCCLLOL 64 
領域 全 YY YA て 65 
領域 文字 RCCPCOOYKYYPDPLCYPDUPYCOCLOOCCELPDCOCLLLOCCCLLL 65 
行 … ド oo 66 
に 8 POOLYOOKXYEKKKLY KYO 67 
ユー ザ 辞 書 に hh 181 
iT 85 
削除 し た 文字 の 呼出 (貼付 ) OL 68 
鎖線 
下 旨 … ひ tr 62 
けい 線 人 (910196197818 人 88978.8818Y87628 0)286X808190878U8'8 い 166 90 
左右 回 転 
(日 本 語 POOTYTYYYYYYPYTTYYLYC KT 60 
(外字 ) ROY 人 7 
(im 257、261 
左右 上 下 逆 転 (図形 ) … 旗 上 研 研 上" 257、261 


し 


四角 形 POCCOOPPDCPOCCCKYCCLKDOLCPOCCCPLCOCCCCCLOCPCLCCLLCLLL 246 
四角 の 範囲 の 移動 DOCOCLCCDOOCPPLLCLCCCCLLCOCOODOCOOLCLCCLLKCO 70 
四角 の 範囲 の 削除 …… の 人 〇 … の ii ドド oooeeeeeee… 65 
四角 の 範囲 の 複写 DOC 73 
軸 方 向 DDOCULCLDUDULDOCEEEYOCCDEKKCKCCOEOLCLLKTLKLCCCCLDLCCLL に EE 22 1 
辞書 編集 PCEOLYIXKIOPETYKYOOCKYYOCKYKXYOPLKTLL SIT 178 
シス テム イ ラス ト PPPCPPPPPYPPPKYYKYYCYYLKKKIOCDCCCCCKLLLL 298 
シス テム イラ ス ト 一 覧 RODULKKYKYKLTLYKYYKXYTYLLPPLK 308 
シス テム 外字 RODCOCCPKIIITYYYYYYYCYYYYYYCKCKCCCCCKLPLL 174、310 
実線 (下線 ) POLOCUOOLYOCCOCLCCDCOLOOKCPPLYLLLCTLLLL 62 
容 線 (けい 線 ) で eeesseeeeds 90 
自動 禁則 esseeeeeee ee 27 
自動 表 作 成 DOCOPPOCPPOTPPOPYYYPYTTYYYYYPPKKC 94 
ジャ ステ ィ フィ ケー ショ ンド … ド に に に 206 
笠 線 DOOCLULLKKOCYYYIUDOOYYIPIKKYYYYYOOPCOLCCOC し し 58 
笠 体 DOUULLLLLIYLYYKYYTYPYYYYYYYYYYYKKKYLKOCKCKKEKTTEPCTLPCLD 56 
修飾 
網 か けけ 58 
回 転 eoeeeeeeeeeeeesseesieeeeseeeeeeeeeeeieeeeeaeeieesseee 60 
9 遇 DDOOOCCCYYPPCYKYYKYYYYPPCKYYYYPYKYKKKKKKKKKECCCLLLLD 56 
取消 線 DOOOODCCCLCYYYYCYYYPPPYPPYTYYYYYYYSEYYYYEYYYEPPPPP 59 
住所 録 0 0herCWete:i 和 ef: あき 16 人 0: 人)[ 還 (02878(97916::0: 16 
縮小 表示 DCOOLCCCCLPPPLPPPPPPPPYYYY ャ YYP ヤ PP で PP と PPPPFP と FPP 194 
手動 表 作 成 COUTPLUPYNIKITYYYEYYYYTY と YY 96 
消去 (外字 ) (30808): 166 
詳細 (グラ 5 PPPPODOLPPEYYPYYYPYYYYYYYYYYKYYYCPKKYKYYKLLTEE 219 
上 緩 モ ー omega 192 
初期 化 DDOLKXAERYKUTYTXYYXYOLYOOEOLXAATK た PIT 158 
書式 DOOOOOKKKYYIIYKYYYPIYTYKYYPYYTYOLTOPPP YK 28 
書式 の 違い に よる 印刷 例 …… 必 ー ド ドー……ー…ー 32 
書体 88、114 
曰 黒 反転 本 086:1976192 が 987efa816195819 人 9 党 282018iS8D 人 5 58、170、266 
白 抜 き HUKXXXXYYIOULKXKXYNYTTNYRAYPYYPY い PP と し 56 


な RECOECCCHCCECECCCCEECCCPCCCEECECCPCEECECECEECECECEYCECEEEP 34 
図柄 (図形 ) 0) 区 8) 016 02005) (816: 和 608:919(9 240 
スキ 292 
スキ ャ ナ 入 力 OPCOCLLLDCCYOYYLYYCCCCCOCCCOCLKCKCCCCCCOOOO い いい 293 
ラン 画 に | PCBPOTF CPP ウロ 22 
図形 エディ タタ ドド eonet 226 230 
図形 の E 過 
全 画 面 E 刷 aaraieiene ah ae 人 276 
訟 域 EH 刷 ここ 274 
図形 の 入力 OO て いこ 237 
図形 の 編集 
移動 ……… の ドド 256 
拡大 修正 ooooeeooooeseeeeeoooeeee 264 
拡大 縮小 oooeoessee 261 
左右 回 転 …… to 261 
上 下 左右 逆転 98 06019 あめ 261 
日 黒 反転 oeeS も も とる る る SSeeeeeeeeeeeeooeoo 266 
複写 OCT て YKP 260 
図形 の 保存 POT し と 278 
図形 ファ イル の 削除 1 ある ある 99: 969 699 9 ある ai9 な る 286 
図形 を 描く 
網 か けけ ii 248 
円 …ooo 244 
クリ ーー ドド ドド ドド 251 
四角 形 PRODCCKCTLCLKKLPLCCLCCCCCOLLLCCCCOCOCLLLKL い いい 246 
図柄 POOCCOOPCKKCLKKKKYYLKKKKCCCCLCKCCKKKCKCKCKKKKKK) 240 
直線 PROCOCCOOPCCCYCKOCKYKCYEKKKKCCCCCLKKKKKKKKLKLKKKK い II) 24 1 
間 ー ハ ン ド OOCOOOCKKKYYCKYLLLKKKKKKELLLKKKKKLLEO 243 
平行 線 OOCOOCOOOCCOOOCKKKKLLKKKKKCCCCLCCCLC て CC 242 
ペン 先 PCDOOCCCPCOCOPOCOCCCCOOOPCLOCCYOOCCC て CK 238 
文字 人 (li 会 上 he 252 
図形 精細 oe る Seeaeoe eeeseoee seieese 272 
図形 標準 電電 電電 808 272 
図形 表示 ……… の ie 194 
図形 枠 
移動 … 和 ドド TTPTTm 84 
肖 了 ii 85 
スタ イ ミー (英文 ) CC 203 
スム ー ジ ン グ 90 6999.99.Ai6 118 


せ 
精細 て て て て て て 272 
全 画 面 印刷 (図形 ) ……… ポ momo 276 
全 南 面 保存 (図形 ) 必 村 …… ド ooo 278 
全角 ンプ 半 角 PPCCOCCCOOPEKKCCCCPPCCCCCKKKYLCCCCCCCKKCCCCOCCCLKK い い 34 
全角 文字 人 才 18N82 850)8828829881(81SI805S16i625618i98196 34 
セ ンタ リ シグ PCKCKYYKLKCCYKCCCCLLPCPLLLCOCLLCLLCCCCCCCCCOC 80 
全 置 揚 … 上 で rr 76 
前 人 力 呼 び 出し eo 47 
條 複写 POPCPLCPPLLPLLKKYYYYYYYYYYYYYYYYKYYYYKYYYKCKYKCCCCCLCCCCLCLL 156 
全文 削除 ii 67 
そ 
提 作 設 192 
操作 の 流れ 
日 本 語 POPCCCCCOCCCCCCCCCCCCCDLCLOLCOCOCCLLLLLCCCLLLL い い 20 
舌 文 oe 200 
グラ ララ H ヨ ダ 〔qTi 21 0 
図形 CCCCCCCCCCCCCCCOCCCCCOOCCCCLCCOCOCCOCCCCCODCOCCCCCCCC い いり 226 
挿入 
1 字 挿 入 POOLCCOCCCDCCLYLCLCCOCCOCCCCCCCCCCCKYLL い 35 
行 挿入 PCOOOYYYCCCCCOCCCCCCCCOCCCCCLOCCOCKL 63 
揃え PPCCPCCPPYCLYYCCCKCCCCCLCCCCCLCCOCCCCLCCCCCCCOCCCCOLLCCCCCCLL い 80 
寺 
第 2 書体 PCPCCPCOCCCCPCLPLCLCCCCCLCCLCCLPUCCCPCCLCLLCCLCLLLLLLLL 1 18 
縦 書き POPPLPTYCPCCOPLLCCCCPCCCCLCCCCCCCPCULLCCCCCCCCCOLCLLL 30 
縦 使い PPTPPPOYLLYCYCPCPOPCPCCCCCCCCCCCOOCOOOOLLLL 29 
縦 倍 角 文 字 入浴 54 
人 ii 196 
レジ ウメ PCOCOCCCCCCCKCCCCCCOCCUCCCCCCCCOCULLCCCOCOCCCCCCOCOCOCCCCCCLC 25 
の プ ブ 設 定 POPPCCOPCCOCOCCCCLPOCCCCOCCCCLCCLLCOCDCCLLCCLCLCL 25 
他 文書 参照 PCCCCCOOCCOODCCCCCCOOCCOCCCCCCCCCCCOCCCOCCCOCOCCCCCL て KC 146 
単 涯 字 変 揚 ……ー ド ドド one mr 40 
単語 登録 ……ー ド oonreeerrerrrrr 50 
ち 
置換 COCOOCCOCCCOOOOCOLCOLLDOOLLOULOCLLL 76 
中 断 
回 1 0 た CCCCCLCOOCOCCOLDOOLCODLL 1 8 
還 譜 つむ に eeeeeetnreoesenpzseeaecesaseoes 113 
抽出 PP て CCCCCCCCCCCCCCOOCCCOCOCLODOODLLLLLKXYLL 108 


直線 ( 図 穫 ii 241 


の 
積み 上 げ グ ラ 5 イス で ヤッ イイ イッ セト スイ ルフ OLK て て) 21 8 
g 
デー タ 数 ある 601616 6 る の (ある 6 の の (66 の 696 の る ウ 2 
点線 
下線 oseoeS る る 6 る も 666 も る の 6 る 6 の る る お る る る る る の る pooeaae る る る る の の る の 6 お る むる 62 
けい 線 6): あ 228): 人 6.6183 記 9 90 
電卓 YY で ヤル YY YY TYOLLLKXOOKAXOOKOO 188 
テン キー 11912 人 あ 渦 、871[) 人 (1 71871 9 34 
と 
取消 まい ルイ いて たてれ BR CYPCKKKOOCKLYATLSK KA 18 
取消 線 5169:0】@:76(】6167 人 07991878 近 01663 人 0)(8 和 (119161@3 き [あめ 59 
な 
波線 
下線 人 (07): (8: 人 66207! あ 62 
けい ii 90 
普 人 ii 106 
に 
二 重 線 
下線 て て に て ん て ん て LUX KYO YOLLOOCE KKT OTTO 62 
けい ii 90 
二 本 線 (取消 株 ) ion 59 
月 26 
ね 
ね らい 打ち oo 118 
年 賀 状 イラ スト 
呼び 出 し (01) 人 [07116197 人 8 湯 人 0 和 1020:819:W( 和 718: 298 


パイ 力 ピッ チ PPCCPPCPPCCCCCLPLLPLCLCCCLCLPCLLCCCOCCLLCOLLKL 205 
は が き 

書式 … の ドド 29 

年 賀 状 POPPCPPCPPPCPPPPPPPPPPPPCPPPPPPPPPCPPCLLLCLLYTE 309 
貼付 ……ーー ド ーー 68 
半角 文字 PPPPPPPCCCCOCPPPCCOPCLCCLUCCLPCCCCLCCCLCOOCLCCCLLKLCL 34 
ハン ディ プリ ンタ ドド 126 
反転 

條 と 委 …itweiieee 58 

人 170 

ひ 

B 5 用 紙 OOCCCCTYYYYYEYTYYEYLLPLLPLLCCLCUPCLUPDLLCCCCCCLCLLCCL 29 
B 4 用 紙 CCCPCCPCCPPPPPCPPCYPCPLPLLECLCCPCLPCLLCLCCCCCLCLCLLL 29 
B 4 用 紙 の 印 … の 〇 の ire に eeoeoeeoeoeerererrererrnrrre 113 
大 せ …… の ee 80 
左 祭 白 …… の ineeeoeoeo 30 
標準 精細 の 切り 換え … 人 上 l 審 hemememeoeorererrrerrnrnr 272 
標準 POPPCPPPPPPPPTPPPPPPPPPPPPPPYYPPKYPYYYYYYPPYYYYPYYYPYYYYYYY 272 
標準 但 差 … 記 ineooeooeoereeeneeerrrrrrr 105 
標準 割り 付け "oo 254 
標準 モー ドド eee 192 
表 修 正 (拡大 、 縮小 ) PCOCCCCCPCOPCCCCCCCCCCOCCCOCCCOCCLLCLL 98 
表 計 人 算 で ieeoeoeoeooe 102 
表 作 成 ……… の itemeeoeooeooe 94、96 
標準 画面 …… の ioeeeeeee 194 
表示 設定 POPPPPCCPCCCPPPPCPPCPCPPOLPCLECPDCULLPPCLPCLCCCCLLLEKTEYP 194 
表 集 上 …… 上 ieeeoeoeoe 94 
ひら が な PCCPCCPCCCPLLPLLPCLLCDLLLLLCCCOCCCCCCLDLLCLCLCCLLLLLL の 27 


複写 
文字 列 複写 OL 72 
領域 複写 oooeeeeeeeoeoe る らら 73 
行 複写 PCCCCCCCCCOCCCCCOCLCLC い いい 74 
全 複 写 … で …… ド oe 156 
図形 の 複写 …………… ド ion 260 
フロ ッ ピー の 複写 だ 人 … つ 人 上 ( 上 M 上 me 152 
フロ ッ ピー の 全 複 写 …( つ il で つぐ のど で oooioi… め ー 156 
代 と iii 114 
部 閣 rt 42 
部 首 名 一 覧 POLOCPOOLCOOCOOCLKKCLCPCCCLOCLCL 330 
太字 
紅 ossesesssseaeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeseeeeieeeee 56 
図形 POOLCCCCCCCCCCCCCOCOOCCCCCCCCOCDCCCCOOOOOLOOOOOOO 253 
太 実 線 (けい 線 ) …… ド eo 90 
サリ 29 
本 リ ー ハ ン ド oooeeeeeeseeooee 243 
AN り が な OCPLCLKOCOOOOOOO つ OO よい て いい 89 
フロ ッ ピー (初期 化 ) soseoeosseooeeseeeeseeeseesseesee 1 58 
文書 一 覧 印章 … 必 フ の つ ー ie 148 
文書 印章 …… の ii の ee 112 
文書 削除 CCOOCOOOOCPCCCCCCOODCCOCCOCOOCOCCCCCOOCCCOC 154 
文書 複写 oeeoooeeeeeeooesseeeeeeseeesoeoeoeeeo 152 
文書 フ ロッ ピー POPCCCCCCPCCCCCCCOCPPCCCCCCCCCCCCCCOCCCC い CC 1 58 
文書 保存 COCPPCPCCCCCCOCOCOPCCCOCOCOCCCCCCCOOCCCCCCOO よ ここ て 142 
文書 名 PPPPPPCCOOCCCPOCCOCCCOOCCOCCCOCOCCPCCCCCL い 142 
文書 名 変更 POCOCCCCOCCCCOCCCKCCCCOCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC に し 150 
文書 呼出 POOLCCCCCCOOCO て ここ し 144 
文節 PPPPPPPTPPCPCPCCCLLTCLPOCCCCOCCCOCOLCCCCCCCCOLCCCCCCCCCCCLL 39 
文節 区 切 eeoeeeeeeeeeeeoeoooeoeeooeo 39 
文節 伸 DPP です で で で ャ で で で で で で で で で TFTYTPPLPLYLT エ エエ エエ エエ ャ で て YY て 39 
文節 縮 oooeeoeeeeeooeeeeeeee 39 
文頭 FPPPPPPCLPPPPCLLYKYCPCLCELKKKCCCCCCCDDCCOCCLOCOLLCCCCOCCCCCCL 24 
文末 eeeeosseseeeeeeeeeseoeeeeeeesee 24 
分 類 PCOCCOCOCCCOCOCCOOOOCPOLOCCKLOPLKCCKCCCOCCCCCCCOOOCCCC い こい 108 


の NS 
平均 …… バ ーー に に に に 102 
平行 線 PPPCCPOPTYTYYYYYYYYYYYYKYYYYYYYYYYCCCCCLLLCC と た と CC こい 242 
皿 頭 oeeoeooseeeeeeeeoeseeooooeooo 24 
貝 番号 eeeeeeeeeesseeoeooeeeeeeee 1 15 
貝 末 PODOOOCO 24 
変換 
力 の 力 ナ 変 損 POPCCOPPCCLCCCCCCCCCOCODCCCCOOCCCCK て て 37 
単 漢字 変換 …… 層 モニ デ ヨ ピ ツレ ーーー ドー ドー 40 
無 変換 060: 36 
ペン 先 oooeeoeeoooeeoooooooo ゃ 238 
だ |EERGECECECCECECECECCPCECECECECPEPPPCECECECPPPPCPCEPEEEEEEE 105 
編集 
日 本 語 oooeeeeeeeeeeeoe ee 53 
図 レ DOCOOCOOLCKYYYPYYYYPCCCOCOCCOCCCCCOCCCK 255 
ほ 
棒 グ ラ ボタ ヌ ヨ 〔 ぇ 〔 ペ ii 218 
ボー ルド に ドド ドド ドー 205 
保存 
日 本 語 ooo 142 
グ ラ ボ ーー 21 6 
図形 oooeeeoseooseoooeoeeeeeoe 278 
人 ilizi}zi}i 173 
和 き 書 集 … 上 上 …① 交 伯 ーー ドー 178 
本 文書 oeeeooeeoseooeeee 146 
み 
右寄せ oo 80 
明 朝 体 
日 本 語 ・ PPOCCOOCCOCKY YY と し と に 1 1 2 
関 穫 で 252 


無 EH 字 (けい 線 ) 生き 88 (6 な な き S 90 
無 変 換 誠人 578 人 588 人 6608 宙 6 36 
め 

区 ュー 

図形 aeoeeosooeooeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeoooooeooooocs 230 
目盛 り 188) 他人 0806 が 220 
メモ リ (記憶 領域 ) 二 N9978) あ 939 者 20 

も 

文字 間隔 人 30 
文字 問 け い 線 PPPYPPPPPPCPPCLPCCCPLDPLCDCCCOCLCOLLC い 93 
文字 けい 線 6 を 099:076708281 ま (879036199.98 全 93 90 
文字 サイ ズ 

標準 、 天文 字 、 中 文字 、 小文字 …………… 89 

1/4 一 4 倍角 (879) 6 人 (99999 54 

X 1 一 20 倍 つつ つつ LCT よい 116 
文字 修飾 (7618:9( 和 81618!0819: あ 9: 人 6:0!6' 56 
文字 入力 村人 泊 (2780 あ ( 和 (人 の 34 
文字 の 回 転 9 党 9:0 0187: 人 0: 人:0::0: 人 97! ああ:97 96 60 
文字 の 形 WLCLLYTTYY AA 56 
文字 列 複 写 eeeeooeoeooererererrerrrrrrrre 72 
文字 列 移動 6846: 99702 70 お (20 人) る 8 あ 6198! 69 
文字 列 削 除 人 人吉 8:918)87808(9: が 80: 67 64 

ゆ 

郵便 番号 辞書 本!)8(95 ほ :01(8: 和 07): を [182 46 
ュー ザ 矢 書 に oe 178 


よ 
用 紙 サ イズ 2 29 
用 紙 使い 誠人 江渡: 人 29 
横 拡 大 PP と CPPCCCCCCCCCCOCOCCCCCCCCCCULLCCCC い いい 126 
横書き 
日 本 語 COCO 29 
図形 ooo 253 
横 使 い Te7ja)9 人 [9306C679(9 和 8) 電電: 人 898) 導電 19:W き 61 29 
横 倍 笛 文 字 … で ーー 54 
横 分 割 COOCTTYYYPYYTYYTYXLK) 1 96 
呼出 
文書 iP 144 
他 文 書 … 償 toeooeoeeo 146 
図形 OPCCCCCOCCCCLOCCCCCOCCLLL に 282 
ユー ザ 評 書 38008 599287 あ 15820 あ 生 人 8 20 人 98 185 
シス テム 時 字 Oiirihihihirii 174 
シス テム イラ スト (ドド ii 298 
4 何 和 文字 54 
1 4 上 付 文字 ……ー ド ドド に に ooo 54 
1 グ 4 下 付 文字 と ルコ 54 
り 
リ フィ ル PCPPPPPCCCCOCCOCCCCCCCCOCOCOCOOOCOCOCOCOCCKOOCCLOL 124 
領域 移動 …………… ド io 一 70 
領域 複写 …… 上 …… ド iomooeererrrerrrre 7 人 8 
領域 削除 
文字 ATCCKKX KTLLX ス スコ 65 
全 削 了 ……ーーー ド oo 65 
領 感 人 mii 278 
領 虹 還 部 …ー ド ドド ooo 274 
れ 
レ イ ア ウ ト 表示 PCOOOODCCOLOOOLLLLOULLLK い AL 1 94 
レー ダー チャ (es ト と COCOLOKXKKTOOCHIOTLILKLY 2 1 8 
ろ 
ロー マ 字 か な 入力 PPPOECPCCCCCCOPCCCCCCCCDDDLLDOLDOOLL 35 


口 ゴ 殺 刷 誠人 泊 誠人. あ (0(8( 和 0) 86 


わ 


ワー ドラ ッ プア ラウ シ ド eeeseeeee ゃ る る 204 
枠 

(グラ フ ) 9 人 08 人 (88678 測地 220 

(図形 うー ドド 228 
梓 ま あけ ii 83 
柳 移動 POCCCCCOCCCCCLCCCCCCCOCCPOCCCLCCCCCCCCCCCCOCCCCCC て いい 84 
桁 サ イズ eeeeeeeeeeseoeeeeeseeeeeooooeeeeeee る る の る る る る る ゃ 229 
桁 削除 POCOCCCOCCKOCLKKYPKCPCKLCCCPCCCCCCCLCCCCCCCCCOCCCCCCKLLLL い 85 
桁 変更 eeeeeeeeeeeeeooeseeeeee る る eeeeeeoeooeeeeo oe 267 
柏 人 人 … の herihiririiii 83、84、85 


だ 


本 書 は 日 本 語 ワ ー プ ロ 、 英 文 ワ ー プ ロ 、 グ ラフ 、 図 形 の 各 機 能 に つい て 説明 し て いま す 。 
辞書 感覚 で 使え る よう に 各 機 能 ご と の 説明 と な っ て いま す の で 、 わ か ら な いこ と が あれ ば そ ぞ 
の 都度 お 読み くだ さい 。 

SMAbA 人 「 入 門 ガ イド 」 を お 読み くだ さい 。 


本 書 は 次 の よう に 大 きく 5 つ に 別れ て いま す 。 


一 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 
日 本 語 ワ ー プ ロ と し て の 機能 を すべ て 説明 し て いま す 。 


圏 英文 ワー プロ 編 
英文 の 入力 、 編 集 に つい て 説明 し て いま す 。 
(印刷 や 保存 は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 で 行い ます 。) 


圏 グラ フ 編 
文書 中 の 表 を グラ フ に する 方 法 を 説明 し て いま す 。 
( 表 の 作成 お よび 印刷 は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 で 行い ます 。) 


一 図形 編 
文章 中 に 取り 込む イラ スト や 図形 の 作成 方 法 を 説明 し て いま す 。 
還付 録 


漢字 の 区 コー ド や エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 表 な ど を 載せ て いま す 。 漢字 の 区 コー ド を 知り 
主 の 


本 書 は 大 的 に 活用 で きる よう に 機能 ご と に 説 引 し て いま す の で 、 操作 手順 に 従っ た 説明 順 
序 に な っ て いま せん 。 そ こ で 如 編 の 最初 に 「 〇 〇 作成 の 流れ 」 と いう 項目 を 設け て いま す の 
で 、 ま ず こ こ を 読ん で 操作 の 流れ を つか むこ と を お 勧め し ます 。 

( 編 の は じ め の 他 に 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 「 第 6 章 外字 」 の 最初 に も あり ます 。) 


本 書 で は キー 0 の 較 で 昌 怖 生じ おば 
2 2 


に 導 ーー 
EE 当 


圏 ある キー Tpro8PP 人 時 
例 : [ フ ト を 押し な が ら ([ 終 了 了 ] を 押す と き は [フト (終了 
また 、 [機能 1 ]、[ 機 能 2 ] の 場合 は 、 そ れ ぞ れ の キー を 押し た 後 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し て 
も か まい ませ ん 。 

田 キ ー を 順番 に 押す と き は 、 並 べ て 表記 し ます 。 


例 :( あ )(Q]( う )( え )( お ) 


本 書 の 見 だ 


機能 の 概要 や 、 操 作 の 前 に 気 
を 付け て ほし いこ と を 書い て 
いま す 。 


文字 単位 で 範囲 を 指定 し て 、 
削除 し ます 。 


1 文字 単位 で 削除 する と き は 「 い ろ い 
ろ な 文字 入力 と 科 単 な 訂正 」(gmg35 ペ ー 


ジ ) を 参照 し て くだ さい ! 
優 腸 チ ー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ 一 、 参 加 満 全員 。 


信勝 チ ー ム 、 準 優 壮 チー ム に トロ フィ ー、 
ウス ルプ レー 次 導 eIGI 参加 賞 全員 


その 他 


フアン タダ ジョ シン 
に 対応 する 機能 を 書 
いて いま す 。 


実際 の 操作 に つい て 
書い て いま す 。 


(文字 列 ) を 押す 。 


5 居 内 坪 誰 各 科 


WW し F2 (削除 ) を 押し て [FT ) 


カー ソル キー 


操作 の 順番 と 使用 する キー を 
書い て いま す 。 


に! 


ーー を 押し て くだ さい 


削除 する 最初 の 文字 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


個 徐 チー ム . ム に トロ フィ ー.。 還 の 他 作 ・・・・・・・ーーーーーーー ト ーー・ 
ハッ スル アデ レー 宮 も で 。 老 早 守 合間 。 ・・・・・・・・・・・-・・ ーー・-・・・ 


その 操作 直後 の 画面 


最後 の 文字 に カー ソル を 移動 し て [ 誠 生 の 必要 な 部 分 を 載せ 
旨 ) し て [実行 ) を 押す 。 で れい ポ 


『 削除 する 範囲 を 確認 し て [ F1 )( は い ) を 押す 。 


| | 伯 チ ー ム 、 準 優貴 チー ム に トロ フィ ー、 詩 加 近 全員 。・・・・・ーーーーー・・ーー・ 


機能 を 使う 上 で 特に 注意 し て 四 。 
も らい た い 事 を 書い て いま す 。 に 者 ス ペー ス が ある と スペ ー ス の まで に 所 らら れ ます 。 
必ず お 読み く だ さ (CO。 @ あ ぷ ゃ 貼付 け 機能 (gg68 ペ ー ジ ) を 使っ て 、 削 除 し た 文字 を 他 の 場所 に 搬入 し た り 、 元 の 位置 


に 戻す こと が で きま す 
w 一 度 に 削 除 で きる の は 、330 文 字 ま で で す 。 


より 詳し い 説明 や 知っ て いる 
と 便利 な こと な ど に つい て 書 
(0CGO ま ⑨5 


@ る けい 線 、 枠 あけ 、 図 形 枠 、 イ ン デ ント マー ク 、 英 文 行 を 削除 する こと は で きま せん 。 け 

テ E ョ い 線 は 表 削 除 (mg101 ペ ー ジ ) 、 枠 あけ 、 図形 枠 は 枠 削除 (ww85 ペ ー ジ )』 で 削除 する こ 
と が で きま す 

半角 文字 は 2 文字 香 位 で 削除 され ます - 


参照 ペー ジ を 表し て 
いま す 。 


その 他 こ 注意 
画 掲 載 し て いる 印刷 例 は スペ ー ス の 関係 上 、 実 際 の も の と 桁 数 や 行 数 、 文 字 の 大 き さ な ど 
が 異な る こと が あり ます 。 


面 同じ キー で も その 時 の 操作 に よっ て 表記 が 異な る こと が あり ます 。 
例 : ・ 日 本 語 ワ ー プ ロ 、 英 文 ワー プロ 、 図 形 エディ タ 、 グ ラン 間 の 移動 メニ ュー ) 


・ 住 所 録 、 スケジュ ー ル 、 メ モ 等 か ら 日 本 語 ワ ー プ ロ へ の 移動 し ワー プロ 」 


他 の ソフ ト へ の 移動 と 戻り た 


) ス ケ ジ ュ ー ル 、 メ モ 、 人 住所 録 、 拡 張 へ の 移動 


田 ス ケ ジ ュ ー ル 、 メ モ へ の 移動 
文書 を 作成 し て いる 途中 で も [ スケ ジュ ニル ) ま た は [ 各 を 押す だ け で 文書 を 消す こと な く 物 動 
する こと が で きま す 。 


本 ス 7 ジュー SB 


( 還 還 還 軒 「 フ ワー ブロ | 因 シラ ト 半生 議 還 押 | 


過当 ロ 2 クト ジョ リル 
(日 本 語 、 英 文 ) 


・ グ ラフ 、 図 形 か 
間 還 還 還 記 IEICEEESSS > 
せん il | 十 


一 住所 録 、 拡 張 (デー タ ノ ー ト 等 ) へ の 移動 
文書 を 保存 し て お か な いと 移動 時 に 消去 され て し まい ます 。 
あら か じ め 文 書 を 保存 し て お く か 、 住所 録 ま た は 拡張 へ 移動 する と き に 表示 され る メッ セー ジ 
に 従っ て 保存 を 行っ て くだ さい 。 ("gw「 保 存 」146 ペ ー ジ ) 。 


(文書 の 保存 が 必要 ) 
ワー プロ ーー 


(日 本 語 、 英文) (文書 の 保存 が 必要 ) 
9 グラ が 図形 か 


RS 拡張 / 補 助 | の 後 、 (拡張 ) (文書 の 保存 が 必要 ) 


プロ グラ ム 終 了 後 ワー プロ ) 
(プロ グラ ム に より 多少 異な り ま す 。) 


に ゃ ワー プロ か ら ス ケ ジ ュ ー ル を 起動 し た 後 、 用 途 キ ー の [住所 録 ) を 押し た 場合 。 
・ ワ ー プ ロ で 文書 を 作成 し て いた と き 
日 本 語 ワ ー プ ロ で 保存 の 確認 メッ セー ジ が 表示 され ます 。 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 操作 し 
た 後 、 終 了 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 [実行 ] を 押す と 住所 録 の 画面 が 表示 され ます 。 
・ ワ ー プ ロ で 文書 を 作成 し て いな いと き 
日 本 語 ワ ー プ ロ で 終了 メッ セー ジ が 表示 され ます 。 [苦行 ] を 押す と 住所 録 の 画面 が 表 
示さ れ ま す 。 
Q 住所 録 G ゆ や スケジュー ル 間 や スケ ジュ ー ル ぐ ご ツメ モ 間 の 操作 は "住所 録 / ス ケ ジ ュ ー ル / メ モ 』 
を ご 覧 くだ さい 。 


他 の ソフ ト へ の 移動 と 戻り ガ だ 


日 本 語 ワ ー プ ロ と 英文 ワー プロ 、 グ ラフ 、 図 形 エ ディ タ 間 の 移動 


日 本 語 ワ ー プ ロ 、 英 文 ワ ー プ ロ 、 グ ラフ 、 図 形 エ ディ タ は 1 つの 文書 に 混在 し て 使用 する こ 


と が で きま す 。 日 本 語 ワ ー プ ロ を 中 心 に 、 必 要 に 応じ て 各 ソ フト を 使用 し て くだ さい 。 


圏 英文 ワー プロ へ の 移動 
英文 ワー プロ は 日 本 語 ワ ー プ ロ の 中 に 行 単位 で 英文 行 を 挿入 し ます 。 文書 の 初め か ら 英 
文 ワ ー プ ロ と し て 使用 する こと も で きま す 。 


田 グ ラフ へ の 移動 
日 本 語 ワ ー プ ロ で 作成 し た 表 の デー タ を 元 に グラ フ を 作成 し ます 。 作 成 し た グラ フ は 日 
本 語 ワ ー プ ブロ の 文書 に 取り 込む こと が で きま す 。 
グラ フ の 入っ た 文書 を 印刷 する た め に は 、 日 本 語 ワ ー ブ ロ の 文書 が 保存 され て いる 文書 
フロ ッ ピ ー に グラ フ を 保存 し て お く 必要 が あり ます 。 


一 凶 形 エ ディ タ へ の 移動 
日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 取り 込む 図形 を 作成 し ます 。 図 形 エ ディ タ へ の 移動 に は 、 あ ら 
か じ め 図 形 枠 を 作成 し 、 図 形 の 大 き さ を 決め て か ら 移動 する 方 法 と 直接 図形 エディ タ に 
移動 し 、 適 当 な 大 き さ の 図形 を 作成 する 2 通り の 方 法 が あり ます 。 
図形 の 入っ た 文書 を 印刷 する た め に は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 が 保存 され て いる 文書 フ 
ロッ ピー に 図形 を 保存 し て お く 必 要 が あり ます 。 


し メニ ュー の 後 、 (英文 
人 英文 ワー プロ 


(シフ ト [終了 ) ま た は [ メニ ュー 


し メニ ュー ) の 後 (グラ フ ) 
日 本 語 ワ ー プ ロ ei グ ラ 
(終了 ) (保存 が 必要 ) 「 


| 。 [メニ ュー) の 後 、F3 (図形 


(終了 ) (保存 が 必要 ) 


ジ / 


操作 を 間違え だ と き は 


ワー プロ の 機能 を 使っ て いて 操作 を 間違え た と き な ど 、 操 人 作 を 取り 消し た い 場 合 が あり ます 。 
この よう な と き は 、[ 最 潤 と 條 10] (中 断 ) を 使い 分 ける と 便利 で す 。 


較 探 作 を すべ て 取り 消す に は 
(中 断 ) を 押し ます 。 
(中 断 ) は 、 機 能 ガ イド 行 に 「 言 還 中 断 」 と 表示 され て いる と き 、 機 能 を 使う 状 
態 か ら 入力 編集 する 状態 に 戻す 働き を し ます 。 
操作 の どの 段階 か ら で も 、 入 力 編集 の 状態 に 戻す こと が で きま す 。 
機能 に よっ て は 操作 を 終了 し 、 入 力 編集 の 状態 に 戻す と き に 使い ます 。 


一 探 作 を 一 つ 前 に 戻す に は 
[取消 ] を 押し ます 。 
[ 取 潤 は 、 機 能 を 使う 状態 で 、 一 つ 前 の 手順 に 戻す 働き を し ます 。 [取消 を 押し 続け る と 、 
入力 編集 の 状態 に 戻り ます 。 


互 本 主 ワ ソー フ ロ 績 


4 倍角 けい 線 
( 呈 54 ペ ー ジ ) oooeeooeeeeeeooeeeeeeeeeeeeeeeese/ ワ ソ (wg90 ペ ー ジ ) 
第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 
の ⑩⑩⑩④⑩⑩⑰⑯⑩⑩⑪⑩⑳⑩⑩⑪⑪⑪⑯⑪⑩⑪⑪⑩⑩⑩G⑩⑩⑳⑩⑩0 半角 
影 付 文字 1989・10・3 
(gg56 ペ ー ジ ) ン スポ ー ツ シー ズン の 到来 ! (56 ペ ー ジ ) 
社員 有志 に よる 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 開催 し ます 。 さ わ や か な 秋空 
の 下 、 日 頃 最 えた 腕前 を 発 押 する と き が や っ て まい り ま し た 。 
格 さ ん 、 よ る っ て 郊 参 加 下 さい 。 参加 ご 希望 の 方 は 、 お 手数 で す が 、 下 記 の 申し 込み 春の 
所 定位 に ご 記入 の 上 、 総 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 
表 な お 、 用 具 は こち ら で 汰 備 し て いま す が 、 専 用 の も の を 持参 し て も か まい ませ ん 。 
セン タリ ング に に 
(80 ペ ー ジ ) っ 網 か け 
記号 1 0 月 10 日 ( 土 ) 午後 1 時 一 (雨天 中 止 ) ( 呈 58 ペ ー ジ ) 
(gw45 ペ ー ジ ) 孤 公 彫 野天 へ けい 線 (文字 間 ) 
了 (93 ペ ー ジ ) 
g 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 そ の TA 
均等 割付 他 ハ ッ ス ルプ レー 筑 etc. 参加 賞 全 員 。 6 (56 ペ ー ジ ) 
(86 ペ ー ジ ) 
けい 線 


w90 ペ ー ジ 
下線 


(62 ペ ー ジ ) 


20 操作 の 流れ 

22 画面 表示 の 紹介 

24 カー ソル の 便利 な 動か し か た 

25 設定 し た 桁 に - カ ー ソ ル を 動か す (タブ ) 


Rer 26 入力 方 法 を 選ぶ (入力 設定 ) 


28 用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る (書式 設定 ) 
32 書式 の 違い に よる E 刷 例 


司 探 作 の 流れ 


日 本 語文 書 の 作成 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 文書 を 作成 する と き の 基 本 的 な 操作 の 流れ を 説明 し ます 。 


1. 書式 を 決め る | まず 、 印 刷 す る 用 紙 と その 内 容 に 合わ せ て 書式 を 設定 し ま 
ー 攻 gi& 。。。” ” ”" | す (w28 ペ ー ジ )。 
操 
作 
洲 
れ 


し 


2。 入力 する 。 | 文字 や 記号 を 入力 し ます (34 一 52 ペ ー ジ )。 


p ず 拓 ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 全 ・・・・ 


第 5 
SYOSSe2 要 本 
区 回 鹿 必 レ シー ズン の 到来 ! 2 提 の Ns る 3 いみ っ 6 に な 
3. 編集 する | 入力 し た 文字 を 大 きく し た り 、 修 飾 し た り 、 移 動 さ せる な ど 
隔 RNN _ | 文書 を ペー ジ ご と に 編集 し て いき ます (ez54 一 110 ペ ー ジ )。 
"eesoeegeoSS9sooecsesossseoscsesse- | ' 邊 小 表示 や レイ アウ ト 表 示 (r194 ペ ー ジ ) を 使う と ペー 
語ら 回 ソフ ト ボ ー ル 大 華 の お 知ら せ 。 ジ 全 体 の イメ ー ジ を 確か め る こと が で き 便 利 で す 。 


の m。 
了 一 ツ シ ー ズ ジ の K!。 | 
社 品 有 志 に よる 第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 開催 し ます , まわ や か な 了 補 
の 下 、 日 頃 訟 えた 腕前 を 発揮 する と まき が や っ て まし た 。 回 | 
皆さん 、 ふ る っ て 御 多 加 下さ い . 参加 ご 希望 の 方 は 、 お 手 表 て す が . 下記 の 申し 込み 故 の | 
所 定本 に ご 記入 の 上 、 綾 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 加 ・・・・・・・・・・・ー・ー・ 


l 


4. 印刷 する | で き あ が っ た 文書 を 印刷 し ます (112 ペ ー ジ )。 


必要 な 文書 は 、 文 書 フ ロッ ピー に 保存 し て お きま す (142 

トン 

・ 作成 し た 文書 は 電源 を 切っ て も 本 体内 の メモ リ (記憶 領 
域 ) に 残っ て いま す 。 し か し 、 新 た に 文書 を 作る と き は 、 
その 文書 を 消去 し な けれ ば な り ま せん 。 ぞ そこ で 、 必 要 な 
文書 は 文書 フロ ッ ピー に 保存 し て お きま す 。 

・ 保存 し た 文書 は 必要 な と き に 文書 フロ ッ ピー か ら 呼 び 出 
し て 使う こと が で きま す 。 

・ 文書 フ ロッ ピー は 、 あ ら か じ め 本 機 で 初期 化し 、 作 成 し 
て お きま す (158 ペ ー ジ )。 


探 作 の 流れ 


保存 し た 文書 の 更新 


次 に 文書 を 更新 する (保存 し た 文書 の 内 容 を 書き 換え る ) と き の 、 基 本 的 な 操作 の 流れ に つい 
て 説明 し ます 。 


0 文書 フロ ッ ピ ー か ら 目 的 の 文書 を 呼び 出し ます 。 ( 呈 144 
ペー ジ )。 
・ 文 書 作 成 中 に 呼び 出す と 、 作 成 中 の 文書 が 消え て し まい 
ます 。 作 成 中 の 文書 が ある と き は 、 保 存 し て か ら 呼 び 出 
し レ し で くだ さい 。 

人 正 する 文書 を 修正 し ます 。 
第 3 回 社内 ゴル フ コ ン べ の お 知ら せ | . 
了 PT 
に と る 3 3 8 ルフ コン を 、 Gr さわ や か な 秋空 


人 さ ん 。 ふる っ て 070 さい 人 0 ご 名 の は て です が 下記 の 申し 込み 書 の 
所 定 入 に ご 記入 の エ 、 久 務 斉 の 山田 まで ご 展 出 下さ い 。 加 ・・・・ー ド ドー ーー 


3. 印刷 する | 書き 換え た 文書 を 印刷 し ます (mw112 ペ ー ジ )。 


4. 再 保存 する 書き 換え た 文書 を 保存 し ます (142 ペ ー ジ ) 


画面 表示 の 紹介 


画面 に 一 度 に 表示 で きる の は 、 全 角 文 字 で 18 行 X40 桁 (標準 画面 ) で す 。 書式 サイ ズ に より 文 
書 全 体 を 表示 で き な い と き は 、 文 書 を 上 下 左右 に 移動 させ て 隠れ て いる 部 分 を 表示 させ る ご 
と が で きま す 。 こ れ を スク ロー ル と 呼び ます 。 カ ー ソ ル を 移動 させ る 機能 を 使う と 、 カ ー 
ル の 動き に 合わ せ て 文書 が 移動 し ます 。 


旨 


画面 表示 部 分 


y 幣 団 固 3 


EE よ 4 に ル 大 会 を 、 下記 の と お り に 開催 し ます 。 さ わ や か な : 秋 補 
| の 下 . 日 頃 毅 久 た 腕前 を : する と さき が や っ て まい り ま し た 。 休 
て 全 台 ト さ い さい . 記 の 方 は 、 お 


\ い 


の 


・・ 衣 也 富 品 ・・・・・・ 人 優勝 チー ム 、 準 優 際 チ ー GS 2 
他 ハ ッ ス ルプ レー 富 ・ 参加 定 全 員 


< 記 本 下 モ の 
ーー・・ 胡 次 品 ・・G・・・・ 偽 勝 チー ム 、 準 優勝 チー ー ム に トロ フィ ー、 そ の 
4 Fec ト 4 1 UBS 用 が 7. 他 ハ ッ ス ルプ レー 富 ・= よ c. 参加 富 全 ・ 


・・・・・ 軍 あ 力 口 - に 克 を あわ (O で 囲ん で 下さ い ) ・・・・・・・・・・ 


どき 吾 


画面 の 外側 


引 苦 HI 


画面 の 文字 は 1 文字 が 縦 16、 横 16 の 小さ な 点 ( ド ッ ト ) で 表示 され て いま す 。 印刷 され る 文字 
は 縦 48、 横 48 の 点 で で き て いま す の で 、 画 面 に 表示 され る 文字 と 印刷 され る 文字 で は 、 形 や 
大 き さ が 異な り ます 。 行 と 行 の 間隔 、 文 字 と 文字 の 間隔 な ども 、 画 面 に 表示 され て いる も の 
と 印刷 され た も の と で は 異な り ま す 。 


画面 表示 で は 


ル を 抜け る と 、 週 く 破 掴 の 少 @ 六 が 見 えた 。 回 


EH 刷 する と 


分 水 人 嶺 > 長 い 


を 抜け る と 、 如 くに 友 邦 の 施 の の が 見 えた 。 


画面 表示 の 紹介 【 


画面 表示 に は 標準 画面 の 他 に 、 次 の よう な 表示 も で きま す 。 (これ ら の 表示 に は いく つか の 制 
限 が あり ます 。 参照 ペー ジ で 確認 し て くだ さい 。) 


ーーーー ーー] 縮小 表示 (194 ペ ー ジ ) 

文字 を 縮小 表示 し 、 最 大 で 34 行 X80 桁 を 一 度 に 表示 し ます 。 
(標準 画面 で は 最大 で 18 行 X40 桁 

行 数 、 桁 数 の 多い 文書 も 一 度 に 多く の 文字 を 見 る こと が で き 、 編 
集 し や すく な り ま す 。 

た だ し 、 縦 16 ドッ ト ( 点 )X 横 16 ドット ( 点 )( 全 角 文 字 の 場合 ) で 表 
示さ れ て いた 文字 が 、 縦 8 ドッ トメ X 横 8 ドッ ト に な り ま す の で 、 画 
数 の 多い 文字 は つぶ れ て 見 に くく な り ま す 。 

| レイ アウ ト 表 示 (z194 ペ ー ジ ) 

カー ソル の ある ペー ジ の 文字 や 図形 の 配置 を 表示 し ます 。 

レイ アウ ト を 確か め な が ら 編集 する こと が で きま す 。 


| 第 3 回 内 ゴル フ コ ン ペ の お 知ら せ 
スポ ー ツ シー ズン Ww 縛 
rs 


画 
面 
表 
の 
の 
紹 
介 


39 の とおり に 開催 し ます 。 さ - 


| FammEEfiiFtiimmmimeasmmmmme 本 PO 図形 表示 ("194 ペ ー ジ ) 


|。 2 | 支 攻 に 取り 込ん だ 図形 や グラ フ を 表示 し ます 。 
5 2 ご | 罰 形 や グラ フ が 入っ た 文書 の お お よそ の イメ ー ジ が 確認 で きま す 。 
き 1 入力 、 編 集 等 は 行え ませ ん 。 


画面 分 割 表示 (z196 ペ ー ジ ) 

ー ソ ル 位 置 を 基準 に 画面 を 上 下方 向 また は 左右 方 向 で 2 つ に 分 け 、 
それ ぞ れ 下 側 また は 右側 の み を スク ロー ル さ せる こと が で きま す 。 
項目 数 の 多い 表 を 作成 する と き な ど に 使う と 便利 で す 。 


カー ノル の 便利 な 動 ガ けし ガ た 


回 量 問 凍 還 且 画 開 … 上 正 に 移 動 


文書 の 先頭 へ 移動 
(シフ ト [区 頭 


ペー ジ の 先頭 へ 移動 
(シフ ト )+[ 引 頭 


入力 編集 中 の ペー ジ 


(シフ ト )( 行 頭 
行 の 先頭 へ 移動 


〔 シ フト 」+[【 頁 未 ] 
ペー ジ の 未 尾 へ 移動 


行 の 末尾 へ 移動 
[シフ ト )+[ 行 来 ) 


@ 禁則 領域 に 文字 が ある と き は 、 
禁則 領域 が 行末 に な り ま す 。 


(シフ ト +[ 文 未 
文書 の 末尾 へ 移動 


e 文頭 で ]、[ を 押す と 警告 音 が 出 ま す 。 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 
@ カー ソル が 頁 頭 に ある と き に [シフ ト 」 十 [ 買 頭 ] を 押し て も 、 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 
e カー ソル が 頁 未 に ある と き に [シフ ト 」+ 買 来 ] を 押し て も 、 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 


設定 し た 桁 に カー ソル を 動 ガ す 


カー ソル を あら か じ め 設 定 し 
た 桁 ( タ ブ 位 置 ) に 移動 し ます 。 


タブ 位置 は あら か じ め 1 桁 目 か ら 5 桁 ご 4 マ マ M 
と に 設定 され て いま す が 、 自 由 に 変更 51 藤 5 1 し 1 員 

ご 2 に 0 縛 PPP ROW 0 義 き 

に 

シテ ト ] 電 康 軸 だ 

に 

リ 

ン 

ル 

を 

動 

作 

CN 


行末 方 向 の タブ 位置 へ 移動 する に は [区 也 ] を 押す 。 


行頭 方 向 の タブ 位置 へ 移動 する に は [ シ フ ト 」+ [タプ 
を 押す 。 


寺 語 2m 蘭 へ 2 補 36 行 4 着 1 Til 


[シフ ト 員 タ プ ) 


で "orRI27F 


入力 方 法 を 選 


文書 を 作る 前 に 変換 方 式 や 
キー ボー ド の 配列 な ど を 設定 
し ます 。 
RCCJC コ に に JE に ] に 
llllldall ーー テー ュ 
人 入 、 E 
2 記 
法 
を 
選 て 
ノヽ 1 
JIS 
十 [ F9 (入力 設定 ) を 押す 。 
Ci 機能 2 証 LFg 
ひま) 


項目 を 設定 する 。 
le 攻 本 医 2 1 し ! | を 押す 。 
- 邊 ー 1 内 容 の 設定 し  ]、 し つ ] を 押す 。 


各 頂 目 の 詳細 は 、 次 ペー ジ で 説明 し ます 。 


【 取 消 】 = 


am 


入力 方 法 を 選ぶ 


@⑤@@@@ 〇 


① 旬 読点 変換 
句点 「。」 ま た は 読点 「、」 を 入力 する と 、 自 動 的 に 漢字 や カタ カナ に 変換 し ます 。 
句読点 変換 を し な い 場 合 は 、[ 朗 抱 / 次 候補 ] を 押し て 変換 し ます 。 
② ロ ー マ 字 仮 表示 
ロー マ 字 入力 時 に 、 キ ー を 押し て 一 つの 文字 に な る 過程 を 表示 し ます 。 
例 : き ゃ ( 四 Kl 選 信昌 ) を 入力 する 場合 、「k 一 ky 一 きゃ 」 と キー を 押す ご 
と に 表示 され ます 。「 し な い 」 に 設定 し た 場合 周 <YjR ] と キー を 押し 
た 時 点 で 「 き ゃ 」 が 表示 され ます 。 
③④ 学習 機能 
一 度 確定 し た 漢字 と 同じ 読み で 漢字 に 変換 する と 、 そ の 漢字 を 優先 的 に 表示 する の が 「 学 
習 機能 」 で す 。 「 学 習 機能 」 を 「 な し 」 に する こと .、 漢 字 が 表示 され る 順序 は 変わ り ま せん 。 
「 学 習 機能 」 を 「 な し 」 に 設定 し た 後に 確定 し た 文字 は 、「 学 習 機 能 」 に 記憶 され ませ ん 。 
(以前 に 確定 し た 文字 は 「 学 習 機能 」 に 記憶 され て いま す 。) ・ 
「 学 習 機能 」 の 内 容 を 消す に は 、[ ラ ト 」 と [ 除 選 ] を 押し な が ら 電 源 を 入れ 、[ 詩 利 を 
押し ます 。 こ の 場合 、「 学 習 機能 」 の 内 容 だ け で な く 、 本 体内 の 文書 、 ユー ザ 辞 書 、 外 
字 も すべ て 消え て し まい ます の で よく 確認 し て か ら 行 っ て くだ さい 。 
④ か な 配列 
キー ポ ボード の か な 配列 を 「JIS」、「 新 JIS」、「50 音 」 の いずれ か に 切り 替え ます 。 
(gg『 入 門 ガ イド 』43 ペ ー ジ )。 
⑥⑤ 警 告 音 
操作 に 間違い が ある と き な ど に 「 ピ ッ 」 と 鳴る の が 「 警 告 音 」 で す 。「 止 め ある 」 に する 
と 警告 音 は 鳴り ませ ん 。 
⑥ 自 動 禁 則 
句点 「。」 や 読点 「、」 な ど 、 行 頭 に 来る と 都合 の 悪い 文字 を 前 の 行 未 に 送る の が 禁則 
処理 で す 。 自 動 的 に 禁則 処理 する か どう か を 設定 し ます 。 
禁則 処理 の 対象 に な る 文字 ( 禁則 文字 ) は 次 の 通り で す 。 


配 湊 配 君 か っ ご 記号 | 、 ゥ >。。* ロ や きず 可 一 ー- ""))」]!1 2) ょ 」』1 


ひら が な カタ カナ | あい うえ お や ゆ よ つ わ ア イ ウ エ オ ヤ ユ ヨ ツ ワカ ケ ( よ う 促 音 ) 


前 の 行か ら 続 け て 禁則 文字 を 入力 し た と き に 禁則 処理 され ます 。 禁 則 処 理 さ れ た 行 を EH 
刷 す る と 、 文 字 間 が 詰め られ て 1 桁 目 と 最終 桁 が 他 の 行 と 揃い ます 。 イ ン デ ント な ど で 
行頭 が あい て いる 場合 は 、 禁 則 処 理 で 文字 間 が 詰め られ る た め 他 の 行 と 揃い ませ ん 。 


次 の 場合 は 禁則 処理 され ませ ん 。 

・ 行 頭 で 新 た に 禁則 文字 を 入力 し 、 確 定 さ せ た と き 

・ 禁則 文字 が 全角 、 縦 何 角 以外 の と き 

・ け い 線 、 文 字 間 けい 線 、 枠 あけ 、 図形 枠 が ある 行 で は 、 印 刷 時 に 禁則 処理 され た 文字 
が 1 文字 分 は み 出 し て 、 他 の 行 と 揃い ませ ん 。 


層 NN> 計 計 


に 
の / 
ン 


用 克 に 台 わ せ て 書式 を 決め る 


韻文 書 を 作り 始め る 前 に 、 印 刷 
準 する 用 紙 の 大 き さ や 印刷 する 上 款 白 
、 形式 、 文 書 の 内 容 に 合わ せ て 
備 | き 式 を 設定 し ます 。 用 紙 サ イズ 
、 文書 作成 中 に 書式 を 変更 する こと も で 
紙 きま す 。( 書 式 の 変更 に は 制限 が あり ま 生 宗 日 1 貞 行 数 
に す 。31 ペ ー ジ の メモ と ご 注意 を ご 覧 く 
上 だ さ ()。) 1 行 桁 数 
せ 
寺 
式 
を 
決 EH 刷 され る 範囲 ( 図 部 ) 
る 
導 / | 機能 2 ] 十 [F1 ]( 書 式 ) を 押す 。 
証人 後 能 2 層 (F1 ] 
9 (書式 ) 
、 = 
3 各 項 目 を 設定 する 。 
| | 四 」」 項目 問 の カー ソル 移動 必 [ 1 ]、[ 」 ] を 押す 。 
四 ー| 内 容 の 設定 ら 還 、 加 を 押す 。 
0 数 値 設定 数 字 を 入力 する 。 


各 項 目 の 詳細 に つい て は 、 次 ペー ジ 以 降 を ご 覧 くだ さい 、。 


EE 4 5 ら は が き フリ ー 
サイ ス 縦 : (90-C3624) 
横 : 
い 


(90 て 257) 

紙 使 原稿 用 紙 

印刷 方 向 き 
上 祭 白 (15- 99) 
左 余白 (1 4ー 60) 

1 行 桁 数 GS 

1 頁 行 数 (uim n ち 0 
文字 間隔 ッ ト ( 0 一 12) 
行間 隔 トド 引 (12… 48) 
印刷 モー ド 縮小 印刷 
文字 サイ ズ Xe 中字) XX 宇 

*※ 大 文字 は 8 ドッ ト 以 上 に 設定 し て くだ さい 

書式 設定 EN : 項目 選択 トー ンプ 1 チ 
【 実 行 】 : 設定 終了 【 取 消 】: 未 設定 終了 


書式 設定 の 操作 が 終了 し た ら 、[ 実 行 」 を 押す 。 
画面 に 表示 され て いる 書式 が 設定 され て 、 入 力 編集 の 画面 に 変わ り ます 。 


用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る | 


( 1 
\ 印 刷 
中 文字 小文字 
| さ 太 地 は 9 ドッ ト 以 上 に 設定 し て くだ さい 
書式 調 : ] 自 目 選 択 *ー 
【 実 行 】: 設定 終了 【 取 消 】 

R1 0 8 


4 5 


ひき 当 誰 L 剛 1 は び HDf ( 


ーー プア 表 
: 未 設定 終了 


せ 


[ Z 


①Eh 刷 イメ ー ジ 
実線 で 囲ま れ た 部 分 が 、「 印 刷 用 紙 」 の 項目 に 設定 され て いる サイ ズ の 用 紙 で す 。 破線 
で 囲ま れ て 網 か けさ れ た 部 分 が 、 現 在 設定 され て いる 書式 で の 文書 の 還 刷 範囲 で す 。EH 
刷 イ メー ジ は 、 書 式 の 各 頂 目 を 変更 する に つれ て 変化 し ます 。 書 式 を 設定 する と き の 目 
安 に し て くだ さい 。 


② 印 刷 用 紙 / 用 紙 サ イズ 
印刷 する 用 紙 を 選び ます 。 選べる サイ ズ は 次 の 通り で す 。( 単 位 : mm) 
A4  : 縦 297X 横 210 B4  : 縦 364X 横 257  B5  : 縦 257X 横 182 
は が き : 縦 148X 横 100 フリ ー : 縦 (90 一 364) メ 横 (90 一 257) 
・「 争 刷 用 紙 」 で 「 フ リー」 を 選ん だ と きのみ 、「 用 紙 サ イズ 」 の 指定 が で きま す 。 


③⑬ 用 紙 使 い 
用 紙 を 使う 方 向 を 選び ます 。 ま た 原稿 用 紙 に 印刷 する と き は 「 原 稿 用 紙 ] を 選び ます 。 
@ 「 原 稿 用 紙 」 は 「 印 刷 用 紙 」 で A4 ま た は B4 を 選ん だ と きのみ 設定 で きま す ( 字 31 ペ 
ー ジ : メモ ) 。 
@ 次 の 「 印 刷 方 向 ]」 で 「 縦 書き 」、「 横 書き 」 を 選ぶ こと に より 、4 通 り の 印刷 が で き 
ます 。 詳しく は 「 書 式 の 違い に よる 印刷 例 一 覧 ] ( 字 32 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


縦 使い 横 使 い 毅 形 っ 層 芝 っ 
横書き 横書き に IO 選 和 0 


用 紙 に 合せ て 書式 を 決め る 


④ 印 刷 方 向 

文書 を 縦 書き で EH 刷 する か 、 横 書き で 印刷 する か を 決め ます 。 

「 縦 書き 」 を 設定 する と 、 画 面 に は 横書き で 表示 され ます が 、 印 刷 時 に は 縦 書き で 印刷 
され ます 。 

※「 縦 書き 」 で 印刷 する と 、 下 線 は 文字 の 右側 に 引か れ て 傍 線 に 、 縦 倍角 は 横 倍角 に 、 
横 何 朋 は 縦 倍角 に ぞ それぞれ 変わ り ま す 。 半 角 文 字 、1/4 上 付 、1/4 下 付 は 、1 文 字 ず つ 


紙 縦 に 並び ます 。 な お 、 半 角 文 字 は 文字 の 高 さ が 全 角 の 半分 に な り ま す 。 
四 中 3 守 
各 也 ろ っ 玩 直 Q 康 包 つ しり ^ 棄 つ っ 時 久 利 中 
書 1 NAO も 8 まつ WW | 
式 画面 の 表示 印刷 例 ( 縦 書 き ) 
を 
決 「 用 紙 使い 」 と 「 印 刷 方 向 」 を 組み 合わ せる と 、4 通 り の Eh 刷 が で きま す 。 詳し く は 
詳 「 書 式 の 違い に よる 印刷 例 一 覧 」 (ez32 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 
⑤ 上 余白 / 左 余白 
用 紙上 端 ま た は 用 紙 左端 か ら 何 mm あけ て 印刷 する か を 指定 し ます 。 
⑥ 1 行 桁 数 
1 行 に 入力 で きる 文字 数 を 設定 し ます 。 
② 1 頁 行 数 


1 頁 に 印刷 で きる 行 数 を 設定 し ます 。 


(⑧ 文 字 間 隔 
印刷 する 文字 と 文字 の 間隔 を 決め ます 。 標 準 は 12 ド ッ ト ( 約 0.84mm) で 、4 ド ッ ト ( 約 
0.28mm) 単位 で 設定 し ます 。 
・ 曰 抜き 、 影 付き 、 太 字 、 斜 体 な どの 強調 を 行う と き は 、4 ド ッ ト 以 上 に 設定 し て くだ 
さい 。 文 字 が 欠け た り 重 な っ た りす る こと が あり ます 。 


⑨ 行 間隔 
印刷 する 行 と 行 の 間隔 を 決め ます 。 標 準 は 48 ドッ ト ( 約 3.36mm) で 、4 ド ッ ト ( 約 0.28 
mm) 単位 で 設定 し ます 。 
・ 曰 抜き 、 影 付き 、 太 字 、 斜 体 な どの 強調 や 、 下 線 、 綱 かけ の 種類 「 2 」 を 使っ て いる 
と き は 、16 ド ッ ト 以 上 に 設定 し て くだ さい 。 文字 が 欠け た り 重 な っ た りす る 場合 が あ 
り ま 堂 。 


⑩EH 刷 モー ド 
「 標 準 EH 刷 」 : 全角 文字 を ⑪ の 「 文 字 サ イズ 」 で 選ん だ 大 き さ で 印刷 し ます 。 
「 縮 小 印 刷 」 : 全角 文字 を 24 メ X24 ド ッ ト ( 約 1.68mmX1.68mm) の 大 き さ で 印刷 し ます 。 
※「 縮 小 EH 刷 」 に 設定 し た と き は 
・ 文 字 の 大 き さ が 標準 時 の 1/4 に な り ま す 。 
・ 白 抜き 、 影 付き 、 太 字 、 斜 体 は 設定 し て いて も 無効 に な り ま す 。 
・「 標 準 Eh 刷 」 に 戻す と き は 、 桁 数 と 行 数 を 標準 値 に 設定 し ます 。 
標準 値 に つい て は 、 付 録 の 「 用 紙 サ イズ と 桁 数 、 行 数 、 余 白 の 値 」 ("312 ペー ジ ) 
を 参照 し て くだ さい 。 


用 紙 に 合せ て 書式 を 決め る 


⑪ 文 字 サ イズ 
印刷 時 の 全角 文字 の 大 き さ を 設定 し ます 。 
「 標 準 ]」 必 48X48 ド ッ ト (10.5 ポ イン ト 相 当 : 約 3.36mmX3.36mm) 
「 大 文字 」 層 56X56 ド ッ ト (12 ポ イン ト 相 当 : 約 3.64mX3.64mm) 
「 中 文字 」 補 40X40 ド ッ ト (8 ポイ ント 相当 : 約 2.80mmX2.80mm) 
「 小 文字 」 32X32 ド ッ ト (7 ポイ ント 相当 : 約 2.24mX2.24mm) 
行書 式 を 使う と 、 1 行 ず つ 全 角 文 字 の 大 き さ を 設定 する こと が で きま す 。 
※ 文 字 サ イズ を 「 大 文字 」 に 設定 する と 、 印 刷 速度 が 遅く な り ま す 。 


に e 書式 を 変更 する 文書 に けい 線 や 枠 な の け が ある と き は 、 「 印 刷 用 紙 」、「 用 紙 サ イズ 」、「 用 
紙 使い 」、「 桁 数 」 の 変更 は で きま せん 。 

@ 図形 枠 や 英文 行 が ある と 、 書 式 は 変更 で きま せん 。 
e 設 定 で きる 範囲 外 の 数 値 を 入力 する と 、 警 告 音 と と も に 元 の 数 値 に 戻り ます 。 
e 桁 数 、 行 数 を 変更 する と 、1 文 書 に 入力 で きる 文字 数 が 少な く な る こと が あり ます 。 
文字 を 入力 し た 後 で 上 記 の よう に 書式 を 変更 し た 場合 、 あ ふれ た 文字 が ある と 「 文 書 の 
ー 部 が 削除 され ます よろ し いで すか ? 」 メッ セー ジ が 表示 され ます 。 [中 1 (は い ) 
を 押す と あふ れ た 文字 が 削除 され 、 書 式 が 変更 され ます 。 削 除 さ れ た 文字 は 元 に 戻す こ 
と が で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 
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Q @ 標準 値 で よい と き は 
「 印 刷 用 紙 」 と 「 用 紙 使い 」 を 設定 し て [ 某 利 を 押す だ け で 、 自 動 的 に 標準 値 の 書式 を 
設定 する こと が で きま す 。 
@ 問 違 えた と き は 


入力 し た 数 字 を 間違え た と き は 、[ 比 選 ]】 を 押し て 削除 し て か ら 入 力 し な お し ます 。 
カー ソル を 移動 し て 修正 する こと は で きま せん 。 
@ 文書 作成 中 (また は 作成 後 ) に 書式 を 変更 する と 
・ 操 作手 順 は 28 ペ ー ジ の 書式 の 設定 方 法 と 同じ で す 。 
・ 入 力 済み の 文書 は 新しい 書式 に 合わ せ て 再編 集 さ れ ま す 。 
・ タ ブ 、 イ ン デ ント の 設定 は 解除 され ます 。( 桁 数 が 同じ 場合 、 タ ブ は 解除 され ませ ん ) 
・ 制 御 ス ペー ス の み の 行 は 削除 され ます 。 
・ 行頭 か ら 文 字 ま で の 制御 スペ ー ス は 削除 され 、 文 字 が 詰め られ ます 。 
・ レ イア ウト 表示 、 画 面 分 割 は 解除 され ます 。 
・「 行 書式 」 の 「 大 文字 」、「 中 文字 」、「 小 文字 」 は 「 標 準 」 と し て 扱わ れ ます 。 
書式 を 変更 する と 、 元 の 文書 は 残り ませ ん 。 元 の 文書 を 残し て お きた いと き は 、 あ ら か 
じ め 文 書 フ ロッ ピー に 保存 し て お いて くだ さい 。 
@「 袋 と じ 印 刷 」 を する と き は 、「 印 刷 用 紙 」 で 「B5」 を 選ん で くだ さい 。 そ ぞ れ 以外 で は 
袋 と じ 印 刷 で きま せん 。 
@「 原 策 用 紙 」 に 設定 し た と き は 
・「 印 刷 用 紙 」 と 「 印 刷 方 向 」 以外 は 自動 的 に 適切 な 値 が 設定 され 、 カ ー ソ ル を 動か す 
こと は で きま せん 。 
・ 原稿 用 紙 は コク ヨ 株 式 会 社 製 の 下記 品番 の も の を 使用 し て くだ さい 。 
A4 ジ ケ -70、 ケ -70G、 ケ -20、 ケ -270 
B4 必 ケ -60、 ケ -60G、 ケ -10、 ケ -210、 ケ -260 
・ 文書 は 全部 全角 で 入力 し て くだ さい 、。 文字 サイ ズ を 変更 する と 、 原 稿 用 紙 の マス 目 に 
うま く 入 ら な く な り ま す 。 ま た 禁則 処理 が 設定 され て いる と 、 禁 則 文字 が マス 目 か ら 
は み 出 る 場合 が あり ます 。 
・ 行 書式 は 無効 に な り ま す 。 
・「 ロ ゴ 」、「 均 等 」 は 処理 され ませ ん 。 
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用 紙 は すべ て 縦長 の 方 向 で セッ ト し ます 。 
「 用 紙 使い 」 と 「E 印 刷 方 向 」 の 組み 合せ に よ 


( 


※ ス ペー ス の 関係 上 、 実 際 の Eh 刷 例 と は 、 桁 数 、 行 数 が 異な っ て いま す 。 


り 、 つ き ぎの 6 通り の 印刷 が 可能 で す 。 
自分 が 印刷 し た い 形 に な る よう に 、「 用 紙 使い 」 と 「 印 刷 方 向 」 を 設定 し て くだ さい 。 


画面 上 で は 入力 し た 文字 は すべ て 横書き で 表示 され ます 。 ) 


F1 グ ラン プリ 。 それ は 世界 一 
加 い 男 境 の 壮絶 な 戦い の 場 だ 。 エ 
ンジ ンー ュー クタ た ガ 
ニッ ク 、 ド ライ バー、 そ し て 駆け 
引き 。 こ の 中 に 一 つ で も 不備 が あ 
る と 、 勝 利 は 簡単 に 逃げ て いっ て 
し まい 、 と き に は 人 の 命 さ え 礎 っ 
で 莉 あ 。 

私 は F 1 の メカ ニッ ク と し て は 
じ め て 参加 じ た と き 、 そ の こと を 
思い 知ら され た 。 1991 年 開幕 


戦 、 プ ブラ ジル の ネル ソン ビ ケ サー 


キッ ト 。 い つも の よう に 和香 く 、 
し い 載 い が 始 まろ うと し て いた 。 
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いろ いろ な 文字 入力 と 簡単 な 訂正 

入力 し た 文字 を その まま 書く ( 無 変換 ) 
カタ カナ に 変え る (カタ カナ 変換 ) 
漢字 や カタ カナ に 変え る (漢字 変換 ) 

1 文字 の 漢字 に 変え る ( 単 漢字 変換 ) 

部 首 で 漢字 を 呼び 出す (部 首 画数 辞書 ) 
画数 で 漢字 を 呼び 出す (部 首 画数 辞書 ) 
記号 を 書く (記号 ) 

郵便 番号 で 地名 を 呼び 出す (郵便 番号 辞書 ) 
前 回 入力 し た 文字 を 呼び 出す (前 入力 呼出 ) 
区 コー ド で 漢字 を 呼び 出す (区 コー ド ) 
単語 を 登録 し て 呼び 出す (単語 登録 ) 
半角 の 文字 を 書く (半角 ) 


いろ いろ な 又 字 入力 と 簡単 な 訂正 


いろ いろ な 文字 入力 の 方 法 と 、 簡 単 な 訂 正 の し か た を 説明 し ます 。 


文字 種類 は ヘッ ダー の この 部 分 に 表示 され て いま す 。 
還 ひ ら が な の 入力 : ( 記 な / カ ナ ] を 押し て ヘッ ダー を 「 か な 」 に し ます 。 
か な / カ ナ ] を 押す た びに 、「 か な 」 と 「 カ ナ 」 が 切り 換わり ます 。 


田 カ タカ ナ の 入力 : [か な / カ ナ ] を 押し て ヘッ ダー を 「 カ ナ 」 に し ます 。 
か な / カ ナ ] を 押す た びに 、「 か な 」 と 「 カ ナ 」 が 切り 換わり ます 。 
・ カ タカ ナ は ひら が な で 入力 し て カタ カナ に 変換 する こと も で きま す (ez37 ペ ー ジ )。 


画 英 数 字 の 入力 : [ 自 数 大 / 小 ] を 押し て 、 ヘ ッ ダ ー を 「 英 大 」( 英 大 文字 、 数 字 ) また は 「 英 小 」( 英 小文字 、 
数 字 ) に し ます 。 
英 数 大 / 小 ] を 押す た びに 、「 英 大 」 と 「 英 小 」 が 切り 換わり ます 。 
・ 英 数 字 入力 で は [ 銚 フト ] を 押し な が ら 入 力 す る と 、 大 文字 と 小文字 が 入れ 代わ っ て 入 
力 さ れ ま す 。 
・ ローマ字 入力 の 場合 、「 か な 」 の まま で も [シフト] を 押し な が ら 入力 する と 英 大 文字 
が 入力 で きま す 。 ま た 、 数 字 に つい て も 「 か な 」 の まま で 入力 で きま す 。 


画数 字 の 入力  :[ 衝 能 1 )[ テン キー ) を 押し て 、 ヘ ッ ダ ー を 「 テ ン キ ー」 に し ます 。 
(デン キー) テン キー に つい て は [入門 ガイ ド 】(gg19 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


Et9 生 と 対 WOOO 


文字 サイ ズ は ヘッ ダー の この 部 分 に 表示 され て いま す 。 
@ 半角 文字 の 入力 : ee ま ヘッ ダー を 「 半 角 」 に し ます 。 
全角 / 半 角 ] を 押す た びに 、「 全 角 」 と 「 半 角 」 が 切り 換わり ます 。 
・ 文字 を 入力 後 、 他 の サイ ズ に 変更 する こと が で きま す (ez54 ペ ー ジ )。 
・ 半角 文字 に は いく つか の 制限 が あり ます 。 詳 しく は 「 半 角 の 文字 を 書く 」 (52 ペ ー ジ ) 
を 参照 し て くだ さい 、。 


いろ いろ な 文字 入力 と 科 単 な 訂正 | 


Ag 


A4 縦 _ 36 行 4⑩ 笑 1 1 1 | 上 当 靖 較 有 


入力 方 法 は ヘッ ダー の この 部 分 に 表示 され ます (ロー マ 字 入力 時 の み ) 。 


較 ロ ー マ 字 で ・ かな を す ヘッ ダー を 「 ロ ー マ 字 」 に し ます 。 
入力 する [シラ ト 」+ を 押す た びに 、「 ロ ー マ 字 」 と 無 表 示 (か な 入力 ) が 切 
り 換わり ます 。 


・ か な 入力 に は 、JIS、 新 JIS、50 音 順 の 3 つの 方 法 が あり ます 。 

詳し く は [入門 ガイ ド 」(w43 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 

・ ローマ字 入力 、 か な 入力 それ ぞ れ の 特徴 に つい て は 、「 入 門 ガ イド 】 ("18 ペ ー ジ ) を 
ご 覧 くだ さい 。 


挿入 、 上 書き は ヘッ ダー の この 部 分 に 表示 され ます 。 


画 文 字 を 挿入 する : を 押し て 、 ヘ ッ ダ ー を 「 挿 入 」 に し ます 。 
搬入 / 上 書 ) を 押す た びに 、「 挿 入 」 と 「 上 書 」 が 切り 換わり ます 。 


画 文 字 を 上 書き する : [押入 / 書 ) を 押し て 、 ヘ ッ ダ ー を 「 上 書 」 に し ます 。 
挿入 / 上 上 書 ) を 押す た びに 、「 挿 和 」 と 「 上 書 」 が 切り 換わり ます 。 


・ 挿 入 は 文字 と 文字 の 間 に 入力 する と き 、 上 書き は すでに 入力 し て ある 文字 を 書き 換え 
る と き に 使い ます 。 詳し く は 「 入 門 ガ イド 」 (31 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


DI <RYcGt も 自 単 な で いつ LE 
し 「 字 7 を な 9 呈 
MOUWUMODUND bb rlANdNrmrafnet4 


圏 カ ー ソ ル 位 置 の 文字 を 消す 


京都 の 軒 は ・・・・・・・ > (1 字 削 除 ] > | 京都 の 園 ・・・・・・・・ 
田 カ ー ソ ル の 前 の 文字 を 消す 
京都 の 設 は ・・・・・・・ に > | 京都 詩 は ・・・・・・・・ 


画 1 文 字 分 スペ ー ス を 挿入 する 
京都 の 主 は ・・・・・・・ や や > | 京都 の 護 春 は ・・・・・・ 


・ こ の 他 に も 四角 の 範囲 を 指定 し て 削除 し た り 、 行 単位 で 挿入 する な どい ろ い ろ な 方 法 
が あり ます 。 第 3 章 「 編 集 」 で すべ て 説明 し て いま す の で 、 ぞ ちら を 参照 し て くだ さ 
い 。 


い 
る 
い 
る 
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文 
字 
と 
ガ 
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科 
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な 
き ] 
ni コ 


入 
カ 
し 
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科 
ー デ 
を 
ぞ 
の 
ま 
ま 
中 
マ 


ひら が な 、 カ タカ ナ 、 数 字 、 
英字 は 、 変 換 せ ず に キー ボー 
ド か ら 直 接 入力 し ます 。 


入力 する 文字 種 は | か な / カ ナ ] ま た は 
英 数 大 / 小 | で 選択 し て くだ さい 、。 


さわ や か な 


文字 を 入力 する 。 
| ama 時 El に 2 


、 押 変換 ) を 押す 。 


ン N さ 
[ 無 変換 に て と 2 し 拉 人 BMC る SN33cau 


EEE 
回 < 確定 前 (文字 が 半 転 し て いる 状態 ) に 間違い に 気付 いた と き は 確定 後 と 同様 「 い ろ い ろ 
な 文字 入力 と 簡単 な 訂正 」 (前 ペー ジ ) と 同じ 方 法 で 訂正 で きま す 。 [取消 ] を 押す と 入 
力 し た 文字 が すべ て 取り 消さ れ ま す 。 
e [改行 、[ 実 行 ] で も [ 無 変換 ] と 同じ よう に 文字 が 確定 し ます 。 


カツ カナ に 変え る 


ひら が な を 入力 し て カタ カナ 
に 変換 し ます 。 


さん ふ 


カカ 
ピー 
カカ 
に 
変 
え 
る 


文字 を 入力 する 。 


asa- 28 が 3 が まるい 258GEEIIS を Sr 出 は 出 あ りあ | 


。 し カタ カナ 変換 」 を 押す 。 


関 WE 
sr Pa 、 。 本 03E ri 間 本 Pi | 


に 注意] e ひら が な で 入力 し た 文字 が すべ て カタ カナ に 変換 され ます 。 
e「 ヴ 」 が 入力 で きる の は 、 ロ ー マ 字 入力 で カタ カナ 入力 の 状態 の と きだ け で す 。 ひ ら が 
な で 入力 し て 変換 する こと は で きま せん 。 


紀 。e 本 機 の 辞書 に は 、 約 5500 語 の カタ カナ の 語句 が 含ま れ て いま す の で 、 外 来 語 な ど は ひら 
が な で 入力 し た 後 [ 要 換 / 次 候補 で カタ カナ に 変換 する こと も で きま す 。 


党 
ー テ 
や 
カ 
2 
カ 
旨 
変 
え 
る 


ひら が な で 読み を 入力 し て 、 
漢字 や カタ カナ に 変換 し ます 。 


文節 伸 ]、 を 活用 する と 、 


より すばやく 変換 で きま す 。 


本 還 記 


甲 ず 園 球場 


_ | 


0 読み を 入力 し て | 変換 / 次 候補 」 を 押す 。 
7 目的 の 漢字 に な る まで | 変換 / 次 候補 」 を 押す 。 


上 ( 秋 換 / 次 人 補 


則 い 。 6 和 11 り バ 所 が 
4 3 

四 
上 1 Mb 


0 ド "3 NB の 漢字 に な る まで [ 秋 換 / 次 候補 」 を 押す 。 
し 変換 / 次 候補 [実行 ] を 押し て 確定 させ る 。 


咽 行 上 


人 読み を 修正 する に は 
[ 計 換 / 次 候補 を 押し た 後 で 間違い に 気付 いた と き は 、[ 取 潤 ] を 押し て 、 読 み を 入力 し 
た 状態 に 戻し ます 。 修正 方 法 は 「 い ろ い ろ な 文字 入力 と 簡単 な 訂正 」 ( 字 35 ペ ー ジ ) を 
参照 し て くだ さい 。 
e 変換 中 の 操作 
前 の 候補 に 戻す に は > [シフ ト ] 十 [前 候補 を 押し ます 。 
ひら が な に する に は > [ 無 変換 ] を 押し ます 。 
カタ カナ に する に は [| カタ カナ 変換 ] を 押し ます 。 押 し 続け る と 文節 の 右端 か ら ひ 
ら が な に な り ま す 。 
e 名 読点 変換 を 「 す る 」 に 設定 し て いる と き 
[ 卒 換 / 次 候補 ] を 押さ な く て も 、 名 読点 を 入力 し た 時 点 で 自動 的 に 変換 され ます 。 


ーー 】 


= 


田 入 力 し た 文字 数 が 多い と き は 
入力 し た 文字 が 多 す ぎ て 一 度 に 変換 で き な い と き は 、 後 ろ の 文字 が 反転 表示 され ます 。 


変換 後 [ 裏 行 ] を 押す と 、 最 初 に 下線 部 が 確定 し 、 後 ろ の 文字 が 変換 で きる 状態 に な り ま す 。 
最初 に 確定 し た 部 分 は 、[ 取 消 ]】 を 押し て も 修正 で きま せん 。 


田 文 節 の 区 切り を 変え た いと き は 
自動 的 に 区 切ら れ た 文節 で は うま く 変 換 で き な い 場 合 、 文 節 の 区 切り を 変え る こと が で きま す 。 
文節 を 縮め る に は [ 肪 節 縮 ] ま た は [| 』 ] を 押し ます 。 
文節 を 伸ばす に は 選 [ シ フ ト 」+ [区 節 伸 ] ま た は 人 ] を 押し ます 。 


画 長 い 文節 を 変え た いと き は 
[ 切 / 次 候補 ] を 押し た 後 、 区 切り を 変更 する 文節 に カー ソル を 移動 し 、[ 和 態 1] (区 節 縮 
を 押し ます 。 ぞ の 後 、 

に は 間 
文節 を 伸ばす に は 選 [ 機能 1 ] 十 [| 一 」 を 押し ます 。 
文節 が 目的 の 長 さ に な っ た ら 、[ 朗 換 / 次 候補 を 押し ます 。 


圏 あ ら か じ め 文 節 を 区 切っ て お くに は 
読み を 入力 し て いる と き に 、 区 切り た い 所 で [区 節 縮 を 押し ます 。 変 換 す る と き に その 位置 が 
文節 の 区 切り に な り 、 正 し く 変 換 さ れる 確率 が 高く な り ま す 。 


| 文節 縮 ] を 押す 。 
②「 近 鉄 の 津 駅 か ら 」 と 一 度 に 変換 され ます 。 


圏 漢 数 字 に 変換 する に は 
数 字 を 入力 し て [変換 / 次 候補 | を 押し ます (数 字 は 16 桁 まで 一 度 に 変換 で きま す ) 。 
漢 数 字 は ひら が な で 読み を 入力 する より も 、 数 字 を 入力 し て 変換 し た 方 が 早く 変換 で きま す 。 


e 変換 中 に [ 戻 行 ]、( 政 和 を 押し た り 、 文 字 を 入力 する と 、 そ の と き の 状 態 で 文字 が 確 
定 し て 、 文 節 の 変更 や 修正 が で き な く な り ま す 。 

e 一 度 に 入力 で きる の は 240 文 字 ま で で す 。 た だ し 、 画 面 分 割 の と き な ど 、 画面 上 に 入 

力 で きる 範囲 が 少な い 場合 は 、 画面 が いっ ぱい に な っ た 時 点 で 入力 で き な く な り ま す 。 

一 度 に 変換 で きる の は 40 字 以内 の 15 文 節 ま で で す 。 


幻 。@ 正 し い 読 み を 入力 し て くだ さい 。 


例 1 :「 配 付 」 と 変換 し た い 場 合 例 2 :「 和 缶詰 」 と 変換 し た い 場 合 


「 は いふ 」』 層 「 配 付 」 〇 「 か ん づめ 」 避 [缶詰 」 〇 
「 は いぶ 」 ツ 「 背 部 」 メ 「 か ん ず め 」 必 「 間 詰め 」 、「 和 缶詰 め 」 メ 


の ATNN ぶ きす 9 滴 


用 | 又 字 の 漢字 に 変え る 


変換 の と き に 文節 の 区 切り を 


変更 し て 、1 文 字 ず つの 読み 
。 箇 | で 漢字 に 変換 し ます 。1 文 字 
分 の 読み だ け を 入力 し て 、 漢 
人 に 委 換 す る こと も で きま す 。 回 賠 因 】 
カ [ 朗 換 / 次 候補 を 何 度 押し て も 目的 ンド 
1 の 漢字 に な ら な いと き に 便利 で す 。 ヒコ 
科 
ー デ 
の 
漢 
ー チ 
に 
識 
ズ て 
る 
「 漢 字 に 変え る 」 の 手順 に 従っ て 、 読 み を 入力 し て 変換 
文字 入力 
する 。 
変換 / 次 作 笠 】 語 引 遇 曲り 0 | 
カー ソル を 移動 漢字 の 読み が ある 文節 へ カー ソル を 移動 し て 、 
| 文節 縮 」 ま た は [シフト ) 十 [文節 伸 ] で 漢字 1 文字 分 の 
EE 読み に な る よう に 文節 の 長 さ を 調節 する 。 
[シフ ト 文節 伸 ] 
ms 了 事 (に に を 枯 村 1 人 電 科 本)IN 還 I | 
し 単 漢字 を 押す 。 


1 文字 の 漢字 に 変え る 


部 首 と 画数 で 漢字 を 絞り 込む 

手順 3 で 表示 され た 漢字 が 多 す ぎ て 、 目的 の 漢字 を 探し に くい と き は 、 部 首 と 画数 で 漢字 を 絞り 込 
むこ と が で きま す 。 

部 首 で 絞り 込む や F2 ] (部 首 ) を 押し て 部 首 名 を 入力 し 、[ 実 行 ] を 押す 。 
画数 で 絞り 込む ら > [ F3 ] (画数 ) を 押し て 総 画数 を 入力 し 、[ 実 行 ) を 押す 。 


1 
ー テ 
の 
漢 
字 
に 
変 
え 
る 


e 入力 し た 読み に 対応 する 漢字 が 一 つも な いと き は 、 警 告 音 が 鳴り 、 漢 字 は 表示 され ませ 
ん 。 読 み を 変え て 入力 し 直し て くだ さい 。 


e 部 首 名 が わか ら な いと き 
付録 の 「 部 首 名 一 覧 ] (@w330 ペ ー ジ ) を 参照 に する か 、 (部 首 ) を 押し て か ら 
[機能 1 ][ 部 首 画数 ] を 押し て 、「 部 首 一 覧 ] を 表示 させ て 選び ます 。 


@ 単 漢字 変換 の 読み に つい て 
・ 音 訓 ど ちら で も 特殊 な 読み を 除き 変換 で きま す 。 
・ 単 独 で 読む と き の 読 み を 使用 し て くだ さい 。 
例 : 「 山 田 ] の 「 田 」 「 写 ] で な か な く 「 た 」 
「 日 本 橋 」 の 「 橋 ] 「 ば し 」 で な く 「 は し 」 
・ 送 り が な を 含め た 読み が 必要 な も の も あり ます 。 
例 : 「 落 ] 「 お ちる 」 で 変換 (「 お 」 だ け で は 変換 され ませ ん ) 。 
「 愛 』】 「 い と し いで 変換 (「 い と 」 だ け で は 変換 され ませ ん ) 。 
も ちろ ん 、 そ ぞ それぞれ 「 ら く 」、「 あ い 」 で も 変換 され ます 。 


部 省 で 漢字 を 叩 び 出す 


漢字 を 部 首 (へ ん 、 つ くり ) 
の 読み 、 ま た は 「 部 首 一 覧 」 
で 呼び 出し ます 。 


部 首 名 を 入力 
漢字 の 読み が わか ら な いと き に 使い ま 


す 。 [部 首 一 覧 ] で の 呼び 出し は 、 部 首 し | [か | ゝ 
名 が わか ら な いと き に 便利 で す 。 有 


部 首 一 覧 か ら 選ぶ 
鹿 


部 
首 
Bb 
河 
ー デ テ 
を 
器 
び 
出 
す 


で 漢字 を 呼び 出す | 
IN WW 漢字 を 入力 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


0U に と ピン ャ ーー タマン 人 t 和 8C 折 信和 や に KUNrBC FE も か DE 


「 し か 」 な どの 部 首 名 を 入力 し て [機能 1 ] 十 
部 首 画数 ] を 押す 。 


戦国 の キリ シタ ン 大 名 大 


全休 Kerite 培 WKP5e | ari eS 


目的 の 漢字 に カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 


埋 還 の 守り リタ RA 東 粒 HAS ME お SG 1 4 駅 作 0 し 


紀 該当 する 漢字 が 多い と き 
一 度 に すべ て の 漢字 を 表示 で き な い 場合 が あり ます 。 そ の と き は [1! ] を 押す と 、 ス ク 
ロー ル し ます 。 
e 部 首 名 が わか ら な いと き は 
付録 の 「 部 首 名 一 覧 」 (g330 ペ ー ジ ) を 参照 する か 、[ 機能 1 ] 十 [ 部 首 画数 】 を 押し て 、 
「 部 首 一 覧 ] を 表示 させ て 選び ます 。 


部 首 で 漢字 を 呼び 出す 


漢字 を 入力 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


戦国 の キリ シタ ン 大 名 大 友 款 謀 ・・・・・・・・・ ト ーー ドー ドド に レレ に レッ ーー 


ーー トー 


し 部 首 画数 戦国 の キリ シタ ン 


w eeeiKieJ eS YY: ' (rs SE 


補い J 交 うる 友 0 に 4 本 こす 1 は UK 7 生 、 


L 入 員 の 2 
クレ ヒビ キト ロロ ム 又 マロ ロキ 寺 久 災 夕 大 女子 ー り |・」 
トロ 己 ち ヨ ヨ ライ 包 |.. 
、+ 支 戸 戸手 支 壇 文革 方 天元 日 曰 月 木 欠 止 多 因 . 
還 比 毛 氏 世 水 氷 》 火 へ か ーe 久 有 年 犬 玄 玉 ミ 四 


し 電電 穫 は に 2 還 E LSE 2 に ES、 肖 C 


二宮 きい 7 まし 


が )。 交 っ 間 MM AE io し 


の eee を. の 7 を) た I EK 


最 下段 で 計 当 を 押す と 次 の 部 首 一 覧 画面 に 変わ り ま す 。 上 段 で 和信 を 押 
す と 前 の 部 首 一 覧 画面 に 変り ます 。 


目的 の 部 首 に カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 。 


戦国 の キリ シタ ン 大 名 大 友 未 2 
生れ ROLa78 ーー 
E 床 記 9 


| 


目的 の 漢字 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


一 度 に すべ て の 漢字 を 表示 で き な い と き が あり ます 。( 還 還 を 押し て スク ロー 
ル さ せ て くだ さい 、。 


戦国 の キリ シタ ン 大 名 大 友 款 昧 調 Se 6 人 い SBV20029 や し 2 1 2 は を | 


前 ペー ジ の 手順 2 と 上 記 手 順 3 で 表示 され た 漢字 が 多 す ぎ て 目的 の 漢字 を 探し に くい と き は 、 読 み 
と 画数 で 漢字 を 絞り 込む こと が で きま す 。 


読み で 絞り 込む 必 [F1 」( 読 み ) を 押し て 読み が な を 入力 し 、[ 実 行 】 を 押す 。 
画数 で 絞り 込む F3 (画数 ) を 押し て 総 画数 を 入力 し 、[ 実 行 】 を 押す 。 


qECRR 治 d 悦 議 


画 
数 
に 
党 
ー デ 
を 
器 
び 
出 
す 


漢字 を 総 画数 で 呼び 出し ます 。 


漢字 の 読み や 部 首 名 が わか ら な いと き 


に 使い ます 。 

読み や 部 首 名 を 入力 し て 、 絞 り 込む こ 15 画 

と も で きま す 
億 儀 健 ー う Ii 
叶 員 員 
幡 抽 贈 


漢字 を 入力 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


| キス カ し て 還 誠 + 個 還 昌 ゃ ョ ィ 
= ( 全 1 )( 人 画 
AA 目的 の 漢字 に カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 
“ 実行 その 和 鳥 は 黄色 い 呈 1 間 生 ee SD 


" PE 人 謗 (に 
クル デ 1 


ま 順 1 で 表示 され た 漢字 が 多 す ぎ て 目的 の 漢字 を 探し に くい と き は 、 読 み と 部 首 で 漢字 を 絞り 込 
むこ と が で きま す 。 


読み で 絞り 込む 必 [F1 ]( 読 み ) を 押し て 読み が な を 入力 し 、[ 実 行 ] を 押す 。 
部 首 で 絞り 込む 必 [ F2 ]( 部 首 ) を 押し て 部 首 名 を 入力 し 、[ 実 行 ) を 押す 。 


に 注意 e 漢字 を 絞り 込む と き に 、 指 定 し た 条件 に 該当 する 漢字 が な い 場 合 は 、 最 後に 指定 し た 条 
件 が 無視 され ます 。 
e 一 部 の 文字 で 画面 表示 画数 と 印字 画数 が 異な る 場合 が あり ます 。 


名 手順 1 で [F3 ] (画数 ) を 押し て 、 画 数 を 変更 する こと が で きま す 。 

e 部 首 の 読み が わか ら な いと き は 
2 「 部 首 名 一 覧 ] (gg330 ペ ー ジ ) を 参照 する か 、[ FZ ] (部 首 ) を 押し て か ら 
[機能 1 ) 十 [ 部 首 画数 ] を 押し て 、「 部 首 一 覧 ] を 表示 させ て 選び ます 。 


「』、「 層 」 な どの 記号 、 
フラ ンス 語 、 ド イツ 語 な どの 
欧文 文字 イラ スト 文字 と 
いっ た キー ボー ド に は 書か れ 
て いな い 文 字 を 入力 し ます 。 


本 機 に 内 蔵 さ れ て いる 記号 の 他 に 、 目 
分 で 作っ た 文字 や 記号 (外字 : が いじ ) 
も 同じ 操作 で 呼び 出す こと が で きま す 。 
(159 ペ ー ジ )。 


カー ソル を 移動 


9 
F1 右 F8J 
eS ON 
「 


カー ソル を 移動 


実行 


う 


記号 を 入力 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


較 100O 東京 都 千代 田 区 丸の内 1 1ー1・・・・・・・・・ー バ ーーー | 


記号] を 押し て 目的 の 記号 の ある グル ー プ を [F1 1( 欧 
文 ) 一 [F8 ] 図 イラ スト )、 人 FE10]( 外 字 ) の 中 か ら 選 
ん で 押す 。 


まま 


En 

と 人 | が | 

②「」『』【】 |! ダヴ わっ ゐ 吐 急 

2 
M 


せる マコ ビブ NN ペン 守 や 
目的 の 記号 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
[実行 ]) を 押し て 確定 させ る 。 


〒 調 OO 東京 都 千 代田 区 丸の内 1 一 1 一 1・・・・・・・・ーーーーーーーー 


の 
人 Q。 記号 が 見 つか ら な いと き は 
選ん だ グル ー プ 名 が 間違っ て いる 場合 が あり ます 。 付 録 の 「 文 書 に 入力 で きる 記号 の 一 
覧 」 (iz307 ペ ー ジ ) で 確認 し て くだ さい 。 
@ 地図 イラ スト は 、? 画 面 で 表示 され ます 。 
最初 の 画面 最 下行 で [_} ]、2 番 目 の 画面 最 上 行 で | † ] を 押す と 、 画 面 が 切り 変わ り ま す 。 


記 
写 
を 
書 
に 3 


各 
便 
番 
号 
KM 
地 
名 
を 
慰 
び 
出 
す 


郵便 番号 で 地名 を 呈 び 出す 


郵便 番号 を 入力 し て 、 郵 便 番 
号 に 該当 する 地名 を 呼び 出し 
ます 。 


"か 東京 都 千 代田 区 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト す る 。 
入力 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


で [郵便 番号 


(この 操作 は 入力 し た 郵便 番号 が 未 確 定 の 状態 で 行い ます 。) 


[実行 を 押す 。 


e 私 書 箱 を 呼び 出す こと は で きま せん .。 
e 1989 年 2 月 現在 の 郵便 番号 と 地名 を 登録 し て いま す 。 
郵便 番号 は 新しく 追加 され た り 、 変 更 され る 場合 が あり ます 。 


手順 3 で 該当 する 地名 が 2 個 以上 ある 場合 は 、(]、[ ) で カー ソル を 移動 し ます 。 
e 郵便 番号 が 5 桁 の 場合 は 、2 通 り の 入力 方 法 が あり ます 。( ど ご ちら で も か まい ませ ん 。) 
① 続 け て 入力 する 。( 例 10001) 
@ 桁 入力 後 、 ハ イフ ン (- ) を 入力 し て 2 桁 入 力 する 。( 例 100-01) 


前 回 入力 し た 文字 を 還 び 出す 


ー つ 前 の 操作 で 確定 し た 文字 
を 呼び 出し ます 。 

同じ 文字 を 続け て 入力 する と き や 、 _ 
変換 を 間違え て し まっ た と き な ど 「 博多 営 業 所 」 
に 使用 し ます 。 


| 所] | THE 


読み を 入力 、 変 換 し 、 確 定 さ せる 。 
例 :「 は か た えい ぎょ うし ょ 」 を 入力 し 、[ 朗 換 / 次 候補 ] を 押し て [実行 ] を 押す 。 


時) ・( 硬 お 計量 ] を 押し て 呼び 出せ る の は 、 漂 に 変換 する 前 に 入力 し 文字 (読み ) で 
す 。 漢字 に 変換 する と き は 、 も う 一 度 変換 の 操作 を し て くだ さい .。 
e 郵便 番号 評 書 で 入力 し た 数 字 を 呼び 出す こと は で きま せん .。 


名 住所 録 カ ー ド を 作成 する と き 、「 フ リガ ナ 」 の 欄 を ひら が な で 入力 し 、「 氏 名 」 の 欄 で 
前 入力 呼出 ] を 使え ば 便利 で す 。( 写 『 住 所 録 】」 「 カ ー ド に 入力 する 」14 ペ ー ジ ) 


月 
回 
入 
カ 
し 
の 
科 
ー デ 
を 
び 
出 
す 


付録 の 区 点 コ ー ド 表 ("315 
ペー ジ ) に ある すべ て の 文字 
や 記号 を 、 区 コー ド で 呼び 出 
し ます 。 


圏 國 園 周 


地 天 折 
考 坊 吾 


区 
軸 
は 
ド 
党 
ー デ テ 
を 
器 
び 
出 
・ 


カー ソル を 移動 ーー 5 NH 


記号 
0 celsat 少 rSE る 20DHARWNESGSR 
昌 目的 の 文字 の ある 区 コー ド の 数 字 を 入力 し て [実行 】 を 押す 。 
実行 導 お は 中 RNN 


01 誠 和夫 は 暫 も Ho を よい 


し JE 3y Ye 7 Ye ご 


全て ( に 1 析 江 仙 0 な 記 xp 0 1 SH 


し 2 


内 あ 電 1 生 に 湯 う 8 [We と っ 生 Ne 枯 人 


0 ・ 


2 に は 牧 、 で 二 2 な 3 em Ya 才 て っ 


要り 岳人 - せ 電 お P す は 全 77ST の の P 人 OE あ 押 1 


し SW - 汗 凍 お に 10 1E 放 1 で 本 六 SED It は 


Q 。% 区 コー ド の 入力 を 間違え た と き は 
[取消 ] を 押し て 入力 し 直し ます 。 
後退]、[ 1 字 削 除 ] は 使え ませ ん 。 


区 コー ド で 漢字 を 呼び 出す 


- 目的 の 文字 ペ へ カー ソル を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


dEG 呈 NH 活 コ テーU 図 | 


に @ 区 コー ド は 「1 区 」 一 「8 区 」 、「16 区 」 一 「84 区 」 、「87 区 」 一 「93 区 」 で す 。 
それ 以外 の 数 字 を 入力 する と 警告 音 が 只 り 、 文 字 は 表示 され ませ ん 。 


人 手順 4 の と き に [ ラ トド 上 で 前 の 区 、[ 区 ヲ ド 」+ 四 で 次 の 区 を 表示 する こと 
が で きま す 。 
e 市 販 さ れ て いる ワー プロ 用 の 漢字 辞典 を 利用 する と 、 読 み 、 画 数 、 部 首 か ら 目的 の 漢字 
の 区 コー ド を 調べ る こと も で きま す 。 


は | 3 5 
に 


dECRC 和 NB lo 


パナ ワー ド FW-U1 の 基本 辞 
書 に な い 単 語 や 何 度 も くり 返 
し て 使用 する 単語 、 短 文 な ど 
に 見 出し を つけ て 「 ユ ー ザ 辞 
書 」 に 登録 し ます 。 


「 ユ ー ザ 辞書 」 に 単語 を 登録 し て お く と 、 


入力 が 楽に な り 、 文 書 を 作成 する 時 間 
が 短縮 で きま す 。 


文字 入力 


し 機能 2 直 [ F4 ) 
(単語 登録 


カー ソル を 移動 


実行 


カー ソル を 移動 


実行 


ソフ ト ボ ー ル 大 会 
2 


読み 「 そ ふと 」 で 登録 


登録 し た い 単 語 を 入力 し 、|[ 機能 2 ] 十 [ F4 ]( 単 語 登録) 


を 押す 。 


すでに 文書 中 に 登録 し た い 単語 が ある 場合 、 あらためて 入力 する 必要 は あり ま 
せ 


ん 。 


| 単語 を 登録 し て 呼び 出す 


本 
ーッ 変換 / 次 候補 


Y 
ソフ ト ボ ー ル 大 会 
Ei 


登録 する 単語 の 先頭 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て 


[実行 ] を 押す 。 


賠 フ ト ボ ー ル 大 会 ・・・・・・・ 


に SR 提 還 2005 本 間 に 3 削 情 - 0 村 条 て 電 幸 Mr 3 yk 用 PB PE 


最後 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


で 実行 そ で を 押し て 8 い 


単語 の 見 出し を 入力 し 、 


実行 」 を 押す 。 


単語 を 登録 し て 呼び 出す 記 有 


qaEECIC 交 RWE 5 


e 登 録 する 単語 は 、 あ ら か じ め 入 力 し て お いて くだ さい 。 
e 登 録 で きる 単語 は 、30 文 字 以内 の 全角 の 文字 だ け で す 。 
e 見 出し に 使用 で きる 文字 は 、 全 角 の ひら が な と 長音 記号 (一 ) だ け で す 。 
e 同じ 見 出し で 登録 で きる 単語 は 5 つま で で す 。 
e 制御 マー ク は 登録 で きま せん 。 
e 文字 修飾 ( 網 かけ 、 回 転 な ど ) し た 単語 を 指定 する こと は で きま す が 、 文字 修飾 し た 状 
態 で は 、 呼 び 出せ ませ ん 。 
e 次 の 13 文 字 (小さ な ひら が な や マイ ナス 符号 な ど ) を 見 出し の 先頭 に 使う こと は で きま 
せん 。 


ぁ い うえ ちゃ の よ ち っ の ネー| 


小さ いひ ら が な 


e@ 登録 し た 単語 を 編集 する に は 
[機能 2 ] 十 [ F6 (辞書 編集 ) で 編集 で きま す 。 (177 ペ ー ジ ) 
e 登録 で きる 単語 数 は 約 320 語 (見 出し 4 字 、 登 録 語 5 字 の 場合 ) で す 。 
@ 基本 辞書 と ユー ザ 辞 書 の 違い に つい て 
基本 辞書 : 本 体内 に あら か じ め 用 意 さ れ て いる 辞書 で す 。 内 容 を 変更 する こと は で きま 
せん 。 
ユー ザ 矢 書 : 自分 で 作る 辞書 で す 。 内 容 を 変更 する こと が で きま す 。 
e 見 出し を 1 文字 に する と 、 そ ぞ の 文字 が 入力 され る た びに 登録 し た 単語 が 呼び 出さ れ ま す 。 
2 文字 以上 で 自分 に わか りや すい 見 出し を つけ る と よい で し ょ う 。 


Plp 


半 
角 
の 
科 
ー デ 
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書 
ぐ 


桁 数 の 多い 数 字 や 日 本 語 の 中 で 英語 の 
単語 を 入力 する と き に 使い ます 。 


文字 を 半分 の 大 き さ (半角 ) 
で 入力 し ます 。 


1989 


| [ 愉 朋 / 半 月) を 押す 。 


(全角 / ギ 骨 且 


に e 読み の 中 に 全角 と 半角 の 文字 を 混ぜ て 入力 し た 場合 、 別 々 の 漢字 に 変換 され る と き が あ 
り ま す 。 
e 宰 雑 な 形 の 文字 は 、 読 み に く く な る 場合 が あり ます . 
e 半角 の 文字 は 、 全 角 1 文 字 分 の スペ ー ス に 必ず 2 文字 分 入力 され ます 。 前 の 文字 を 「 半 角 
上 位 」、 後 ろ の 文字 を 「 半 角 下 位 」 と 呼び ます 。 


ギ 角 上 位 


半角 下位 
@ 全角 で 入力 する 状態 に 戻す に は 


も う 一 度 全 角 / 半 角 ] を 押し ます 。 
@ 半角 文字 が 奇 数 の と き 


半角 の 制御 スペ ー ス が 追加 され ます 。 こ の 制御 スペ ー ス を 削除 し て 、 文 字 を 半角 分 ずら 
すこ と は で きま せん 。 


Hp 


下 本 主 フ ワープロ 遂 


章 溢 國 悦 


に し 】 
央 巡 注 隔 


文字 の 大 き さ を 変え る (文字 サイ ズ ) 
文字 の 形 を 変え る (強調 ) 

網 か け を する ( 網 か け ) 

取消 線 を 引く (取消 線 ) 

文字 を 回 転 さ せる (回 転 ) 

下線 (アン ダー ライ ン ) を 引く (下線 ) 


_ 1 行 挿入 する ( 行 挿 入 ) 


文字 単位 で 削除 する (文字 列 削除 ) 

四角 の 範囲 を 指定 し て 削除 する (領域 削除 ) 
行 単位 で 削除 する ( 行 削除 ) 

全文 を 削除 する (全文 削除 ) 

削除 し た 文字 を 呼び 出す (貼り 付け ) 

文字 単位 で 移動 する (文字 列 移動 ) 

四角 の 範囲 を 指定 し て 移動 する (領域 移動 ) 
行 単位 で 移動 する ( 行 移動 ) 

文字 単位 で 複写 する (文字 列 複写 ) 

四角 の 範囲 を 指定 し て 複写 する (領域 複写 ) 
行 単位 で 複写 する ( 行 複写 ) 
文字 を 探す (検索 ) 

文字 を 置き 換え る (置換 ) 

行 を 変え る (改行 ) 

ペー ジ を 変え る ( 改 買 ) 

文字 を 揃え る (セン タリ ング 、 右 寄せ 、 左寄せ) 
カー ソル が 移動 する 桁 を 設定 する (タブ ) 
行 の 先頭 の 桁 を 設定 する (イン デン ト ) 
入力 で き な い 枠 を 作る ( 枠 あ け ) 

枠 を 移動 する ( 枠 移動 ) 

枠 を 削除 する ( 枠 削 除 ) 

ロゴ 作成 と 均等 割付 (ロゴ ・ 均 等 ) 

行 単位 で 書式 を 変え る (行書 式 ) 

けい 線 の 種類 を 選ぶ (けい 線 種 ) 

カー ソル キー で けい 線 を 引く 
文字 問 けい 線 を 引く (文字 間 け い 線 ) 

自動 表 作 成 機能 を 使う ( 表 作 成 ) 

手動 表 作成 機能 を 使う ( 表 作 成 ) 

表 を 修正 する ( 表 修 正 ) 

表 を 削除 する ( 表 削 除 ) 

表 計 算 を する ( 表 計 算 ) 

表 の 中 の デー タ を 並べ 替え る ( 並 替 ) 

表 の 中 の デー タ を 選び 出す (分 類 、 抽 出 ) 


= 文字 の 大 き さ を 変え る 


文字 の 大 き さ を 変え て 、 効 果 
的 な 文書 を 作成 し ます 。 


全 角 ス ポー ツ シ ー ズ ン の 到来 


メキ サイ ズ は 、 次 の 信人 と 組み 回 


せ て 使用 する こと が で きま す 。 
(強調 ・ 網 か け ・ 回 転 ・ 取 消 線 ・ 下 線 ) 縦 倍角 ス ポ MD メ ソ の 到来 
4 有 スポーツ シ ー ズ ン の 到来 
修 
も 半 角 7#- ツ シー メ >9 球 1/4 上 付 *“ー ッ シー ズ シ o 至 灯 1 /4 下 付 メー シー メン oga 
半 
の 
人 
ミ 
上 機能 1 ] 十 [ F1 ]( サ イズ ) を 押す 。 
る [機能 1 Jm[F1 
(サイ ズ ) 
し F1 (全角 ) 一 [ F7 (1/4 下 付 ) の 中 か ら 変 更 する 
文字 サイ ズ を 選ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 
LF1 馬 F7 」 


文字 サイ ズ 
W カー ソル キー で 人 を 聞 呈 キ ー を し て くだ さい 


サイ ズ を 変更 する 最初 の 文字 に カー ソル を 移動 し て 
カー ソル を 移動 [実行 ] を 押す 。 


実行 


| 限 ポ ー ツ シー ズン の 到来 RS 論旨 齋 を は 音曲 Eee (le 和夫 6 本 Se ERaE | 


最後 の 文字 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル を 移動 


実行 


文字 の 大 き さ を 変え る 


ご e 継 倍角 、 4 倍角 の 文字 は 2 行 に 数 えら れる た め 、 縦 倍角 や 4 倍角 の 文字 が ある 行 数 分 だ け 、 
その 文字 の ある ペー ジ の 行 数 は 減り ます 。 
e ペー ジ の 最終 行 の 文字 を 縦 倍角 、4 倍 角 の 文字 に する と 、 そ の 行 は 次 の ペー ジ へ 送ら れ 

ます 。 こ の 場合 、 元 の ペー ジ も 1 行 減り ます が 、 ( 行 挿入 ) を 押す と 元 の 行 数 に 

戻す こと が で きま す 。 
e 半角 、1/4 上 付 、1/4 下 付 の 文字 は 、 範 囲 指 定 の と き に 2 文字 単位 で 指定 され ます 。1 文 
字 だ け 指 定 す る こと は で きま せん 。 
e 半角 、1/4 上 付 、1/4 下 付 の 文字 が 奇数 の と き は 、 そ れ ぞ れ の 最後 に 半角 の 制御 スペ ー 
ス が 追加 され ます 。 こ の 制御 スペ ー ス を 詰め る こと は で きま せん 。 
画面 で は 印刷 する と 


で >.Hs. の OH 二 O> 一 2 で C 二 3H2.O ei 叶 lsMIO 還 十 0.。 me の CC 四則 


e 複雑 な 形 の 文字 を 半角 、1/4 上 付 、1/4 下 付 の 文字 に する と 、 読 み に く く な り ま す 。 
@ 又 字 サイ ズ を 変更 する と 、 印 刷 速 度 が 遅く な り ま す 。 
e 文字 サイ ズ を 変更 する と 、 貼 付 デ ー タ ( 字 68 ペ ー ジ ) は 削除 され ます 。 


ひび 和 詩 AOLOK 閉 S 昧 紋 到 生 


@ ふり が な (ルビ ピ ) な ど を 付け る と き は 1/4 下 付 文字 を 使用 し ます 。 
詳し く は 「 行 単位 で 書式 を 変え る 」 (88 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 
@ 問 違え て 文字 サイ ズ を 変え て し まっ た と き は 
文字 サイ ズ を 選び 直し て 範囲 を 指定 し 、 元 の サイ ズ に 変更 し ます 。 
@ 4 倍角 より も 大 き な 文 字 を EH 刷 する に は 
行 印 刷 を 使う と 文字 を 縦横 それ ぞ れ 設定 サイ ズ の 20 倍 まで 拡大 で きま す 。(w116 ペ ー ジ ) 
e 書式 設定 、 行 書式 で 大 文字 (全角 56 メ 56 ド ッ ト ) 、 中 文字 (全角 40X40 ド ッ ト ) 、 小 文 
字 (全角 32X32 ド ッ ト ) の 設定 が で きま す 。 ( 屯 26、886 ペ ー ジ ) 


例 : 〔 縦 倍角 文字 の 場合 〕 〔 半 角 文 字 の 場合 


標準 人 所 が 有 炎 わ り ま し た 。 ppsuk。 


大 文字 住所 が 鱗 わ り ま し た 。 大 更 yu 


中 文字 住所 が 変わ り ま し た 。 gppguk。 


小文字 作 所 が 変わ り ま し た 。 ygpyiuk, 
@ サ イズ を 変え る と 、 そ れ 以 降 の 文字 が 改行 マー ク の ある と ころ (改行 マー ク の 前 に 制御 
スペ ー ス が ある と き は 制御 スペ ー ス の 前 ) まで 送ら れ た り 、 詰 め ら れ た り し ます 。 
@ サイ ズ を 変更 で きる 範囲 は 、 全 角 、 縦 倍角 が 330 文 字 以 内 、 横 何 角 、4 倍 角 が 165 文 字 以 
内 、 半 角 、1/4 上 付 、1/4 下 付 が 660 文 字 以 内 で す 。 


較 文字 の 形 を 変え る 


ONSW 呈 証 和 者 


文章 中 の 文字 の 形 (文字 種 ) 
を 変え て 、 そ の 部 分 を 強調 し 
ます 。 


文字 種 に は 、 白 抜き 、 影 付き 、 
太字 、 衝 体 の 4 種類 が あり 
組み 合わ せる こと に よっ て 11 
種類 の 文字 が 使用 で きま す 。 
強調 は 以下 の 修飾 機能 と 、 組 み 合 わせ 
て 使用 する こと が で きま す 。 
(文字 サイ ズ ・ 網 か け ・ 回 転 ・ 下 線 ・ 取 消 
線 ) 
[機能 1 店 [F2 」 
( 修 節 ) 
[FT 戻 UF4. 
カー ソル を 移動 
実行 
カー ソル を 移動 
実生 


F10 


[機能 1 ] 十 [ F2 ]( 修 飾 ) を 押し て [ F2 ]( 強 調 ) を 押す 。 


[し F1 ]( 白 抜き ) 一 [ F4 ]( 斜 体 ) の 中 か ら 文 字 種 を 選 
ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 


M 了 \ ら 


あー ン ル キー でる を 傍 り 行 キ ー を 押 : に 1 いい 


文字 種 を 変更 する 最初 の 文字 ヘ へ カー ソル を 移動 し て 
[実行 ] を 押す 。 


[F10)( 中 断 ) を 押す 。 


手順 2 で それ ぞ れ の 文字 種 に 対応 する ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 
画 文 字 種 を 選び 直す と き は 、 一 度 [ F5 ]( 解 除 ) を 押し て か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます 。 
田 56 ペ ー ジ で 例 に あげ た 4 つの 文字 種 を 組み 合せ る こと に より 、 次 の 文字 種 が 使用 で きま す 。 
( 影 付 き [F2 を 押す と 自動 的 に 白 抜き [F1 ] も 設定 され ます 。) 


白 抜き 十 影 付き 十 太字 十 斜体 ( 尼 6](F3J(F4J) 白 抜き 十 影 付 き 十 太字 (([F2J(F3J) 


イダ 一 スポ ポーツ 

白 抜き 太字 十 斜体 ( (EEJ(E4)) 白 抜き 二 影 付き 十 貸 体 ((Fg JCF4 J)) 
白 抜き 太字 (FTJ(F3J) 太字 二食 体 ((E3J(F4)) 
スポ ー ツ ズ ダ ゲージ 

白 抜き 十 斜 体 ( F1J(F4)) 

マッ ダー シン 


に 注意 e 和 小 出 に 設定 し て いる と き は 、 文字 の 強調 は で きま せん 。 
e 影 付き は 白 抜き と 同時 に 指定 され ます 。 影 付き だ け を 指定 する こと は で きま せん .。 
e 画 数 の 多い 文字 を 太字 や 白 抜き に する と 、 文 字 が つぶ れる 場合 が あり ます .。 
e 文字 間 遇 が せま いと き に は 、 斜体 の 傾い た 部 分 が 次 の 文字 と 重なる た め 、 印 刷 時 に 欠け 
て し まう 場合 が あり ます 。 
e 4 倍角 文字 を 倖 体 に 変更 し て 、 網 か け 、 取 消 線 、 下 線 の 修 節 を する と 、 印 刷 時 に 次 の 文 
字 と 重なる 場合 が あり ます 。 文字 間隔 を 広げ て 調整 し て くだ さい 、。 
e 文字 の 形 を 変え る と 、 印 刷 束 度 が 遅く な り ま す .。 


急 文字種 を 元 に 戻す に は 
手順 2 で [ F5 ]( 解 除 ) を 押し て 範囲 を 指定 し ます 。 


修 
分 
科 
ー テ 
の 
形 
を 
変 
え 
る 


文字 に 網 を か けた り 、 文 字 の 


白黒 を 反転 し た り し ます 。 | 
網 か け と 反転 に は 8 種類 あり 
ます 。 開 呈 |) 湊 い 1 スポ 光 學 湊 い 2 和沙 消 党 党 寺 送 
湊 い 2 一 反転 2 は 主 に 文字 間 け い 線 で 囲 
則 ん だ 枠 内 の 綱 か け に 使い ます 。 放線 1 ク ク シ ジン タク ング グン 和伸 線 2 クル クタ ジジ ク グン 

他 ) か け は 、 以 下 の 修 節 機 能 と 組み 合せ | 

飾 ” て 使用 する こと が で きま す 。 反転 1 反転 2 

綱 (文字 サイ ズ - 強 調 回 転 - 下 弧 ) 

か 取消 線 と 組み 合せ る こと は で きま せん 。 

を 

K・ 必 

る 


し F1 ( 湊 い 1) 一 [F8 (反転 2) の 中 か ら 種 類 を 選ん 
で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 


クー ソル キー て 86 を びー 5 K だ さい 
災い 2 還 光 い 2 罰 転 2 ク 賠 契 了 


網 か け を する 範囲 の 始点 ヘ へ カー ー ソ ル を 交 動 し て 尊 還 を 
押す 。 


ms は 條 1Ai aEIMINRNSIUSD llleWieilaleital 2 Ia | 
= 


終点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


(中 断 ) を 押す と 、 入 力 編 集 画面 に 戻り ます 。 


@ 反転 文字 を EH 刷 する と 文字 が つぶ れる 場合 が あり ます 。 文字 を 強調 (太字 ) し た 後 、 反 転 
する よう お 勧め し ます 。 な お 、 白 抜き 文字 の 反転 は 、 ふ ちどり 線 が 細く 使用 で きま せん 。 
@ 網 か け を する と 印刷 速度 が 遅く な り ま す 


@ 網 か け を 解除 する に は 
手順 2 で [ F9 ]( 解 除 ) を 押し て 、 網 を か ける と き と 同 じ 手 順 で 範囲 を 指定 し ます 。 


取消 線 を 引く 


文字 に 取消 線 を 引き ます 。 取 
消 線 に は 一 本 線 と 二 本 線 が あ 
り ま す 。 


取消 線 は 、 以 下 の 修飾 機能 と 組み 合せ ー 本 線 
て 使用 する こと が で きま す 。 
で -9-9- ひ - 
(文字 サイ ズ ・ 強 調 ・ 下 線 ・ 回 転 ) aa ro ( 
「 網 か け 」 と 組み 合せ る こと は で きま せ 定価 5 9 0 0 円 (消費 税別 ) 
ん 。 二 本 線 
定 価 -9=6=- 円 (消費 税別 ) 
修 
節 
取 
消 
線 
を 
ヨ 
「 機能 1 ] 十 [F2 ]( 修 飾 ) を 押し て [ F4 (取消 線 ) を 押す 。 
機能 1 蛋 [ F2 】 
( 修 節 ) 


取消 線 の 種類 を 選ぶ 。 
Pt ey 
*Kelro) 二 本 線 の と き 必 [ F2 ]( 二 本線 ) を 押す 。 


カー ソル を 移動 取消 線 を 引く 範囲 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [苦行 を 


押す 。 
実生 定 細 講和 600 間 6 交 本 才 馬 有 旨 MEUk 、 AxibEUe WIREI | 
「 終点 ヘ へ カ ー ソ ル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル を 移動 
レー 定価 写 @ 久 円 (消費 科 別 ) 紅 ・・・・・・・ ト ・・ ト トト ・ ト トト トト トト トト トト ーーー 
実行 | 


(中 断 ) を 押す と 、 入 力 編集 画面 に 戻り ます 。 


に 注意 e 取消 線 を 引く と 印刷 速度 が 遅く な り ま す 。 


人 Q “取消 線 を 消す に は 
手順 2 で [ F3 ) (解除) を 押し て 、 取 消 線 を ひく と き と 同 じ 手順 で 範囲 を 指定 し ます 。 


修 
秀 
科 
ー デ 
を 
回 
転 
さ 
せ 
る 


文字 を 右 回 り (時 計 和 回 り ) で 
90" 、180" 、270" に 回 転 し ます 。 


回 転 は 、 以 下 の 修飾 機能 と 組み 合せ て 
使用 する こと が で きま す 。 

(文字 サイ ズ ・ 強 調 ・ 網 か け ・ 下 線 ・ 取 消 
線 ) 


横書き の 場合 
( 吉 さ き 財 ざさ 藩 ) 


| 眉 9 了 9 紛 ) " ( 條 9 注 6 王 ) 


(選ぶ 記 壁 ) 


機能 1 ] 十 [F2 ]( 修 飾 ) を 押し て [ F3 ]( 回 転 ) を 押す 。 


[F1 ](90') 一 [F3 ](270') の 中 か ら 選 ん で ファ ンク 
ショ ン キ ー を 押す 。 
回 カー ソル キー で e を び 実 行 キー を 押し て くだ さい | 


"TaE 


[F10]( 中 断 ) を 押す 。 


文字 を 回 転ぶ させ る 


修 
節 
科 
に 
を 
回 
転 
さ 
せ 
る 


レレ トート 72238 和義 EROSfSDSR 捕 557922SPRC3R9REERIPEEHZR 后 2 


ご e 平 角 、1/4 上 付 、1/4 下 付 の 文字 を 回 転 させ る こと は で きま せん 。 
。 字 の 「 回 転 」 と Eh 衛 方 向 の 「 縦 書き 」 、「 横 書き 」 は 異な る 部 分 が あり ます の で 、 文 
を 回 転 させ て 部 分 8 に 縦 書き に する と き は 以下 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
・ か っ こ や 長 章 記 号 (一) 、 波 ダッ シュ (一) 、 ハ イフ ン (一 ) な ど は 回 転 させ な いで 
くだ さい 。 
. 名 点 (、) 、 読 点 (、) 、 よ う 促音 (か な の 小さ い 文字 ) は 、 位 置 が ずれ て 印刷 され 
ます 。 
例 : 印刷 方 向 横書き 」 で 270" 回 転 させ た 場合 


叶 口 由 鞭 / リ の 人 さい OTD 0 6 伝 0 ツン 。 


e 角度 は 通常 の 文字 の 角度 を 量 準 に 設定 され て いま す 。180* を 2 回 指定 し て も 180' の まま 
で す 。 
e 文字 を 回 転 さ せる と 印刷 速度 が 遅く な り ま す 。 


通常 の 角度 に 戻す に は 
手順 2 で F4 ] (解除 ) を 押し て 範囲 を 指定 し ます 。 


下線 (アン ダー ラ イ ン ) を 引く 


文字 に 下線 を 引き ます 。 
下線 に は 、6 種 類 あ り ま す 。 


下線 は 、 以 下 の 修飾 機能 と 、 組 み 合 せ 
て 使用 する こと が で きま す 。 

(文字 サイ ズ ・ 強 調 ・ 網 か け ・ 回 転 ・ 取 消 
線 ) 


lo 


二 間 人 』  【〔F? (下線 ) を 押し て [ F1 (実線 ) 一 [F6 )( 鎖 線 ) の 中 
LT の | から 違 ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 


。 還 どこ か ら ? 


AR(CAW 一 入 じ 3) 半 | E 


カー ソル を 移動 


ご e 下 線 を 引く と 、 多 少 印刷 束 度 が 遅く な り ます 。 


@ 下線 を 消す に は 
手順 1 で [ F7 ] (解除 ) を 押し て 範囲 を 指定 し ます 。 
@ 縦 書き 印刷 を する と 下線 は 文字 の 石 側 に 引か れ 、 傍 線 に な り ま す 。 
お | お | お | お お ! お 
| 知 知 知 知 知 
ら | ら 】 ら ! ら 
せ | せ 》 せ , せ 


1 行 反 入 する 


行 と 行 の 間 に 未 入力 の 新しい Na 間 0NU NNW 99 

行 を 挿入 し ます 。 _ に EEEEEEEEEEEEEEEE 
記 | 10 月 (0 日 土 ) 午 後 1 時 一 

行 挿入 を 行う と 、 ぞ それ 以 降 の 行 が 挿入 NN 浜 き 公 科 野 革 場 ・・・・・・・・・・・・・・・ 


し た 分 だ け 後 に 送ら れ ま す 。 ペ ー ジ 末 
に ある 文章 は 次 ペー ジ に 送ら れ ま す の 
で 、 注意 し て くだ さい 。 

1 文字 単位 で 挿入 する と き は 「 い ろ い 
ろ な 文字 入力 と 科 単 な 訂正 」 (g35 ペ ー 


ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 (NE 
-mw| 


PC に ーー 生 一 OOEEEEEIEEEEO 人 2 


人 


1 Tr) 生 1 (PCO 細 0 い 」 提 半 還 1 0 衝 」 陸 : 間 義 0 は 計時 : 」 


浜寺 公 と の 9 9 we ゆき の Em で ゅ mc6 


挿入 する 行 へ カー ソル を 移動 する 。 


_[F4 」( 行 挿入 ) を 押す 。 
[F4 ] を 押す た びに 、1 行 ずつ 挿入 され ます 。 


行 挿入 を 行なう と 、 ぞ その 行 以降 、 作成 最終 行 ま で 1 行 ずつ 送ら れ ます -。 


に 注意 e 本 体内 の メモ リ (記憶 領域 ) の 容量 が 残り 少な いと き は 、 行 挿入 で きま せん 。 
@ 桁 あけ 、 図形 枠 の ある 行 で は 行 挿入 で きま せん 。 


0d 到 生計 各 半 委 記 


文字 単位 で 削除 する 


文字 単位 で 範囲 を 指定 し て 、 
削除 し ます 。 


1 文字 単位 で 削除 する と き は 「 い ろ い 
ろ な 文字 入力 と 簡単 な 訂正 」( 字 35 ペ ー 
ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


(削除 
者 
[実行 

カー ソル を 移動 


実行 


優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 用 の 個 
| ハッ スル プレ ー 綿 etc.| 参加 賞 全員 。 


と 


| 個 騰 チー ム 、 準 優勝 ナ ー ム に トロ フィ ー、 参 加 賞 全員 


し F2 」( 削 除 ) を 押し て [ F1 ]( 文 字 列 ) を 押す 。 


R1 M / 


ES 
| 6 カー ソル キー で 6 店 を 選び 突 行 キー を 地 し て くだ さい り | 
削除 する 最初 の 文字 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


の ご 仙 WcPeE | テコ 0322 


優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 瑞 の 他 較 ・・・・・・・・・.・.....・.・.。 | 


最後 の 文字 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 語 7 
バン スル プ ' レー 買 = + - 22 川 に = 


削除 する 範囲 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


eeeroooー ee 4 UCS | 


文字 を 削除 する と それ 以降 の 文字 が 改行 マー ク の ある と ころ (改行 マー ク の 前 
に 制御 スペ ー ス が ある と き は 制御 スペ ー ス の 前 ) まで 順に 詰め られ ます 。 


ご e 貼付 け 後 能 (68 ペ ー ジ ) を 使っ て 、 削 除 し た 文字 を 他 の 場所 に 挿入 し た り 、 元 の 位置 
に 戻す こと が で きま す 。 
e 一 度 に 削除 で きる の は 、330 文 字 ま で で す 。 


@ けい 線 、 枠 あけ 、 図 形 枠 、 イ ン デ ント マー ク 、 英 文 行 を 削除 する こと は で きま せん 。 け 
い 線 は 表 削 除 (g101 ペ ー ジ ) 、 枠 あけ 、 図 形 枠 は 枠 削除 (85 ペ ー ジ ) で 削除 する こ 


と が で きま す 。 


@ 半角 文字 は 2 文字 単位 で 削除 され ます 。 


四角 の 範囲 を 指定 し て 削除 する 


四角 の 範囲 を 削除 し ます 。 


領域 全 削除 
範囲 内 を すべ て 削除 し ます 。 330 文 字 ま 


で 削除 で きま す 。 8 | 
領域 文字 削除 8 関東 | 関西 
領域 全 削除 で 削除 され る も の の 中 で 、 当 | パソ コン 


けい 線 と 文字 問 け い 線 は 削除 され ず に 当 「 ニ ー ' 
残り ます 。 330 文 字 まで 削除 で きま す 。 四 ー プロ |1654|1088| 3 | ] 


[ F2 (削除 ) を 押す 。 


ソコ ン 画 2 76| 
ワー テロ It 6 


- 9 月度 売り 上 げ 表 ( 台 


領域 文字 削除 の 場合 
・ 9 月度 売り 上 げ 表 ( 台 ) ・・・ 


・ 2 王 区 0 


33 生 ちっ a ーー RM 2 に る あび らち 992 ES 
_ 領域 全 削除 湖 に 0 


パッ コシ 
ペー ン プロ 


関東 | ご | 


276| 198 | 靖 議 議 織 細 隊 NN 


関東 


関西 


パソ コン 


の ー グ プロ 


除 し た いけ い 線 上 に カー ソル を 移動 し て くだ さい 。 


に e 指定 し た 範囲 で 削除 が 行わ れ ま す 。 文字 は 詰め られ ませ ん 。 


e 枠 あ け 、 図 形 枠 は 削除 され ませ ん 。 枠 あけ 、 図 形 枠 は 枠 削除 (85 ペー ジ ) で 削除 する 


こ 亡 が が で きま すず す 。 


名 es 和 領域 全 削 除 の 場合 、 貼 付け 機能 ( 字 68 ペ ー ジ ) を 使っ て 削除 し た 範囲 を 元 に 戻し た り 、 


領域 全 削 除 の と き は び (領域 ) を 押す 。 
領域 文字 削除 の と き は 忌 [し F3 (領域 文字 ) を 押す 。 


終点 ヘ へ カ ー ソ ル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


削除 する 領域 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 
領域 全 削除 の 場合 
・9 月 度 
際 KEES3 


20 7 


上 の 例 は 文字 問 けい 線 を 使っ て いま す 。 通 常 の けい 線 を 使っ た 表 の 場合 は 、 削 


他 の 部 分 に 入力 する こと が で きま す 。 領域 文字 削除 で は 貼付 機能 を 使え ませ ん 。 


の ee いて 信人 あ ES や あす DE 


症 ee が Renet ie で ee や も 0 ne も を を に の AD 


売り 上 げ 表 ( 台 ) ・・・ 


に 人 


削 
除 
負 
の 
箇 
囲 
を 
指 
AF 
レ 
ヒレ 
削 
除 
時 
る 


削除 する 領域 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [ 誠 行 を 押す 。 


a 昌 位 て 削除 する 


行 単位 で 範囲 を 指定 し て 削除 
し ます 。 
削除 し た 行 は 詰め られ ます 3 ー 
っ 。 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 そ の 他 
則 ハッ スル プレ ー 賞 etc. 参加 賞 全員 。 


優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 
ハッ スル プレ ー 賞 etc. 参加 賞 全員 。 


その 他 


OR 5 き 本 閉 


削除 する 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル は 削除 する 行 の どこ に あっ て も か まい ませ ん 。 


・ 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 そ の 固 
3 いた ES 他 ハ ッ ス ルプ レー 賞 ・e tc. 参加 賞 全 員 。 回 ・・ 


最後 の 行 に カ MobdkL。 col 


oasis 人 JJSAuk 


圏 ・ 大 B 富 品 ・・・ ・ 優 勝 チ ー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 そ の 人 了 因 ・・・ 
人 0 本 06 あら すし 8 らら あて He さる 5 3 他 ハ ッ ス ルプ レー 富 ・ et も. 参加 賞 全 員 。 個 ・・・ 


0 識 LCVIIK IS SA 攻 SE KO 1 8) 1 2 ま 、23P か 本 全 き SS は ER 2 半 証人 まま 信 い e 2 が に い 


人 


行 削除 する と 、 ぞ の 行 以降 、 作 成 最終 行 ま で が 前 に 詰め られ ます 。 


に @ 枠 あ け 、 図形 枠 の ある 行 を 削除 する こと は で きま せん 。 枠 あけ 、 図形 枠 は 枠 削除 (gr85 
ペー ジ ) で 削除 する こと が で きま す 。 
記 削除 する 行 に ある 文字 が 、 禁 則 領 域 を 含め て 330 文 字 以内 の 場合 、 貼 付け 機能 を 使う こ 
と が で きま す 。 
貼付 け で きる と き は 、 手 順 3 で 「 削 除 デ ー タ は 貼付 で きま す 」 と メッ セー ジ が 表示 され 
ます 。 


生 文 を 削 了 す る 


入力 編集 中 の 文書 を すべ て 削 


除 し ます 。 


) 


ソフ ト ボ ー ル 大 会 


社員 有 有 お に よる 第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 、 mar さわ や か な 秋空 
の 下 、 日 細 角 え た 腕前 を 発 畠 す る と き が や っ て まい り ま し た 。 

、 ふ る っ て 御 参 加 下 さい 。 2 2 計 お 8 て す か 下記 の 申し 込み 書 の 
所 定 欄 に ご 記入 の 上 、 総務 課 の 山田 まで 
※ な お 、 用 内 は こち ら で 源 備 し て いま す が 、 者 用 の も の を 拓 条 し て も まい 表せ ん 回 ・ 


@ 全文 削除 を 行う と 、 文 書 を 元 に 戻す こ と は で きま せん 。 
保存 ( 字 142 ペ ー ジ ) また は 十分 な 確認 を 行っ た 上 で 、 削 除 し て くだ さい 。 


削 
除 
季 
文 
を 
削 
陸 
す 
る 


削除 し た 文字 を 呈 び 出す 


「 メ モ 」 や 削除 (文字 列 削除 、 
領域 全 削除 、 行 削除 ) の 内 容 、 


けい 線 の た め に あふ れ た 文字 | 所 定 欄 に ご 記入 の 上 、 総 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い ,| 
列 を 呼び 出す こと が で きま す 。 
これ を 「 貼 付 ] と いい ます 。 ツレ 削除 


も う 一 度 「 メ モ 」 を 入力 し た り 、 文字 総務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 
間 列 削 除 や 文字 サイ ズ の 変更 な ど を 行う 
\ ル レ 


と 、 貼 付け デー タ が 更新 され 、 前 の 貼 
に 付け デー タ は 消え て し まい ます 。 


[所 定 欄 に ご 記入 の 上 、 総 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い .| 


昌 四 還 還 請 請 国 主 中 付け る 位置 へ カー ソル を 移動 し て 十 


度 / 了 明 間 衣 議 昌 (貼付 ) を 押す 。 
|。 目 EE 和 ..WZ4 
0 ROD 訳 了 記 | : 文字 列 削 除 し た 文字 を 貼付 ける 。 


原 定 欄 に ご 記入 の 上 、 総 務 斉 の 山田 まで ご 提出 くだ さい 。 回 ・・・・・・・・ ーーーー・ | 


「 所 定 欄 に ご 記入 の 上 、」 を 削除 する 。 
(FZ 」 (削除) を 押し て [ 三 生 (文字 列 ) を 押す ) 


| EN | 


[機能 1 ] 十 [F7 ] (貼付 ) を 押す 。 


所 定 欄 に ご 記入 の 上 、 鍋 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 固 ・・・・・・・・・・・・・・ | 


記 。@「 メ モ 」 の 内 容 や 文字 列 削除 、 行 削除 330 文 字 以 内 の も の ) 、 領 域 全 削除 で 削除 し た 内 
容 、 け い 線 な どの た め に あふ れ た 文字 列 の うち 、 最 新 の 貼付 け デ ー タ を 呼び 出す こと が 
で きま す 。 
@ 電源 を 切っ た り 、 日 本 語 ワ ー プ ロ を 終了 する と 、 貼 付け デー タ は 消え ます 。 
@ 文字 列 削 除 、 行 削除 で 削除 し た デー タ や あか ふれ た 文字 列 お よび メモ の 内 容 は 、 カ ー ソ ル 
位置 に 挿入 され ます 。 領域 全 削除 で 削除 し た デー タ は 、 カ ー ソ ル 位 置 に 上 書き され ます 。 


文字 単位 で 移動 する 


文字 を 文書 中 の 別 の 場所 へ 移  :※ 負 議 妥 間 間 間 還 還 還 MM ONNuledw 
動 し ます 。 移動 し た 文字 は 、 | 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 且 
移動 先 に 挿入 され ます 。 その 他 ハ ッ ス ルプ レー 賞 etc. 参加 賞 全員 。 9 0 


| 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 参 加 賞 全員 。 還 還 上 
| その 他 ハ ッ ス ルプ レー 賞 etc. 隊 人 1 


[F3 ]( 移 動 ) を 押し て [F1 ]( 文 字 列 ) を 押す 。 


カー ソル キー で 上 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい Lo) | 
移動 する 先頭 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロフィー』 トト トト トト トト トト トト トッ 
その fi パッ スル プレー 箇 |、 = も ci 柚 加 者 生 具 。 回 ・・・・ に こう NO KS 


Ad きき SR)N きき 


最後 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 
指定 し た 範囲 の 先頭 15 文 字 が ガイ ド に 表示 され ます 。 


id I 
カー ソル キー で 移動 先 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 


移動 先 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 参 加 賞 全員 。 倍 ・・・・・・・・・・・・・・ 
詳 の 他 ハ ッ ス ルプ レー 賞 、 本 De: 本 Wuieane: e AA の は ec)A61、、 る に る 知り G 


に @ けい 線 、 枠 あけ 、 図 形 枠 、 改 軸 マ ー ク 、 改 軸 ス ペー ス 、 イ ン デ ント マー ク 、 英 文 行 を 移 
動 す る こと は で きま せん 。 け い 線 は 領域 移動 ( 字 70 ペ ー ジ ) 、 枠 あけ 、 図 形 枠 は 枠 移 動 
(gg84 ペ ー ジ ) で 移動 する こと が で きま す 。 
@ けい 線 、 枠 あけ 、 図形 枠 、 英 文 行 に 移動 する こと は で きま せん 。 け い 線 上 に 移動 する 場 
合 は 、 領 域 移動 (gg70 ペ ー ジ ) で 移動 し て くだ さい 。 
@ 一 度 に 移動 で きる の は 、330 文 字 ま で で す 。 
Q “半角 文字 の 移動 
有 本 * 生 = 移動 する 半角 文字 の 間 に 半 角 の 制御 スペ ー ス が ある と き 、 半 角 の 制御 スペ ー ス は 移動 さ 
- れず に 文字 が 詰め られ ます 。 半 角 の 制御 スペ ー ス を 残し て お きた いと き は 、 領 域 移 動 (w 
70 ペ ー ジ ) で 移動 し て くだ さい 。 (全角 の 制御 スペ ー ス は その まま 移動 で きま す 。) 


画面 例 弟 5 回 ツ ト ネ ポー ル ・ 寺 ・・| 宛 | 短 馬 條 ル 彼 ・・・・ 


。J 四 月 の 範 肝 を 指定 し て 移動 する 


四角 の 範囲 を 移動 し ます 。 移 


囲 は に き 
動 範 囲 は 移動 先 に 上 書き され 較 東 | 仙 
ます 。 
276| 198 
1 表 や けい 線 を 移動 させ る こと が で きま 1654|1088 
] す 。 


関東 | 関西 
276 1 9 8 
1654|1088 


0 [F3 (移動 ) を 押し て [ FZ 」( 領 域 ) を 押す 。 


) | 


の 1 
カー ソル キー で 範囲 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
必 「4 Fs 『p % 「8 「 り 


の d き WICHGKNSSSB WS 


カー ソル を 移動 


カー ソル を 移動 


実生 


に e 反転 し た 領域 (移動 元 ) は 、 制御 スペ ー ス に 置き 換わり ます 。 

e 枠 あけ 、 図形 枠 、 改 財 マ ー ク 、 改 軸 ス ペー ス 、 英 文 行 を 移動 する こと は で きま せん 。 枠 
あけ 、 図 形 枠 は 枠 移動 (gr84 ペ ー ジ ) で 移動 する こと が で きま す 。 
e 枠 あけ 、 図 形 枠 、 英 文 行 を 含む 範囲 を 移動 先 と し て 指定 する こと は で きま せん 。 
e 横 倍角 、4 信 角 の 文字 が 分 断 さ れる よう な 位置 に 移動 する こと は で きま せん 。 
e@ イ ン デ ント マー ク を 移動 する と 制御 スペ ー ス に な り ま す 。 
e 移 動 先 の 領域 が 行末 に か か り 移 動 元 よ り も 小さ い 場 合 は 、 メ ッ セー ジ が 表示 され 、 あ ふ 
れ た 部 分 は 移動 し ませ ん 。 


行 単位 で 秘 動 する 


行 単位 で 範囲 を 指定 し て 、 移 
動 し ます 。 移動 し た 行 は 、 移 
動 先 に 挿入 され ます 。 


項目 の 順番 を 変更 する と き な ど に 使用 
し ます 。 


友 場 所 浜寺 公園 野球 場 

文 参 加 費 無 料 

文 賞 品 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 そ の 他 
ハッ スル プレ ー 賞 etc. 参加 賞 全 員 | 


場 所 浜寺 公 野球 0 
文 賞品 優勝 チー ム 、 準 優勝 チー ム に トロ フィ ー、 ぞ の 他 | 
ハッ スル プレ ー 賞 etc. 参加 賞 全 員 。 6 


指定 し た 最初 の 行 の 先頭 15 文 字 が 、 ガ イド 行 に 表示 され ます 。 


移動 先 へ カー re は aaa 


・ 英 也 場 所 ・ 

回 ・ 衣 防 富 品 ・ チー ム に トロ フィ ー、 

ゃ erre 計 1 詳 ex9t6) は.) ee の (る et C. 参加 宮 全 員 。 に の 
大 也 参 加 費 ・ 包 ・・・・ 無 料 9・・・・ ド トド ドド トド トト トト ・ ト ・ ト ーー 


に 注意 e 枠 あけ 、 図 形 梓 の ある 行 を 移動 元 や 移動 先 に 指定 する こと は で きま せん 。 枠 あけ 、 図形 
枠 は 枠 移動 Cer84 ペ ー ジ ) で 移動 する こと が で きま す .。 
e 行書 式 の 設定 は 移動 し ませ ん 。 移 動 し た 行 の 行書 式 の 設定 は 解除 され ます 。 


Ad 叶 SJRBi きき 


単位 で 複写 する 


指定 し た 男 囲 の 文字 を 複写 先 
に 挿入 し ます 。 


第 5 回 ウフ ド ボ ー ル 大 会 を 開催 いた し ます 。 
優勝 チー ム に は トロ フィ 一 と 豪華 賞品 。 - 


シル 


第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 開催 いた し ます 。 
フフ ト ボ ー ル 優勝 チー ム に は トロ フィ ー と 豪華 賞品 。 


が 


の dl 中 選対 間 導 鞭 


| 隊 還 [F1 (複写 ) を 押し て [ F1 ]( 文 字 列 ) を 押す 。 


M 0 時 Brif NEO)9am 
MK カー ソル キー で 寺 還 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
トド 2 証 『「4 「s Fp 路 』 Fa 『g 
[ 複写 する 先頭 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル を 移動 
第 回 困 多 ドド ボー リ レ 大 会 宮 閉 催 い 直し ます 。( 個 ・・・ に ・・・ に だ に し OO いら.・・ こ に ・ 
に にょ コ ノー 人 半 夫 寺 交 居 ま RE ウ イー8 杭 内 潮 品 525 ト ト トー に に こと うに 2 いい IS 2 
内 1 は | 
最後 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル を 移動 
人 時 を 開催 いた し ます UM uo 01 
エー ー ム に EK グー アー 所 
実行 NR 
複写 先 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル を 移動 
JP が ト さり 抄 入 全 を 開催 (5 送 じ ま が (回 いい は と RNAi 計 
[実行 ソフ ト ボ ー ル 電 隊 チ ー ム に は トロ フィ ー と 湯 加 賞品 。 0 半 2 0el cr | 


に 注意 e け い 線 、 枠 あけ 、 図 形 枠 、 改 軸 マ ー ク 、 改 由 ス ペー ス 、 イ ン デ ント マー ク 、 英 文 行 を 複 
写す る こと は で きま せん 。 け い 線 は 領域 複写 Cr 次 ペー ジ ) で 複写 する こと が で きま す 。 
e けい 線 、 枠 あけ 、 図形 枠 、 禁 則 領 域 、 英 文 行 に 複写 する こと は で きま せん . 
e 一 度 に 複写 で きる の は 、330 文 字 ま で で す .。 
e 上 書き の 状態 に し て いて も 、 挿 入 さ れ ます .。 


四角 の 範囲 を 複写 し ます 。 複 
写 範囲 は 、 複 写 先 に 上 書き さ 
れ ま す 。 


表 や けい 線 を 複写 する こと が で きま す 。 


| ロン 
| ワー プロ 


oi 2 


に @ 枠 あ け 、 図形 枠 、 改 軸 マ ー ク 、 改 軸 ス ペー ス 、 英 文 行 を 含む 範囲 に 複写 する こと は で き 
ませ ん 。 


@ インデ ント マー ク は 複写 先 で は 制御 スペ ー ス に な り ま す 。 

e 複写 先 の 領域 が 行末 に か か り 複 写 元 よ り も 小さ い 場 合 は 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 あ ふ 
れ た 部 分 は 複写 され ませ ん 。 

@ 挿入 の 状態 に し て いて も 、 上 書き され ます 。 


Oi 工人 導 団 角 9 避 目 間 首 講 


CCUF な に imi 語り 沿 首 


行 単位 で 範囲 を 指定 し て 、 複 
写し ます 。 指定 し た 行 は 、 複 0 02 上 
写 先 に 挿入 され ます 。 OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 


第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 


OO の OO の OO の OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOQO ) つ OOOOOOOO 


第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 


OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOQOOO 


最後 の 行 へ カー ソル を 移動 し て | 実行 」 を 押す 。 


kp 


LN 2 
カー ソル キー で 複写 先 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
民 Fe Fn F ッ Fa F。 


に @ 枠 あけ 、 図形 梓 の ある 行 を 複写 元 や 複写 先 に 指定 する こと は で きま せん 。 
@ 行 書式 の 設定 は 複写 し ませ ん 。 複 写 先 で は 行書 式 の 設定 は 解除 され ます 。 
@ 英文 行 へ 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 作成 し た 行 を 複写 する こと は で きま せん 。 


文書 中 の 指定 の 文字 を 探し ま 
す 。 


特定 の 事柄 に つい て 書か れ て いる 所 を 「 新 幹線 」 を 探す 。 
探す と き な ど に 使用 し ます 。 


東京 大 阪 間 の 新幹線 利用 宮 は 増加 傾向 に ある が 、 現 在 の 設備 で は 


これ 以上 の 新幹線 の 増発 は 不可 能 で 、 シ ー ズ ン オ フ で も 新幹線 


の 切符 を 取る の が 難し く な っ て いる 。 四 
置 
換 
交 
を 
MM ビ 6 探 
1 人) [機能 1 ] 十 [F9 ]( 検 索 ) を 押し て [ F1 ]( 検 索 ) を 押す 。 すず 
(検索 ) 
検索 する 文字 を 入力 し て [実行 を 押す 。 
文字 入力 
実行 
検索 する 方 向 を 選ぶ 。 
0 カー ソル より 後 を 探す と き 必 [F1 ]( 次 検索 ) を 押す 。 
| カー ソル より 前 を 探す と きら [F2 )( 前 検索 ) を 押す 。 
検索 文字 が ある と き 選 検索 文字 の 先頭 に カー ソル が 移動 し 、「 見 つか り ま し た 」 
と 表示 され ます 。 
検索 文字 が な いと き ぺ 警告 音 が 鳴り 、「 見 つか り ま せん 」 と 表示 され ます 。 
続け て 同じ 文字 を 検索 する と き は 、 こ の 操作 を くり 返し ます 。 
ョ WS LF10]( 中 断 ) を 押す 。 


@ 検索 され る 文字 に つい て 
文章 の 意味 や 文字 サイ ズ 、 文 字 の 修飾 に 関係 な く 、 指 定 し た 文字 ある い は その 文字 を 含 
む 語 句 が 検索 され ます 。 


検 
索 
軒 
換 
科 
ー テ 
を 
置 
き 
換 
え 
る 


文書 中 の 指定 し た 文字 を 探し 
出し 、 別 の 文字 に 置き 換え ま 
す 。 


置換 

ー つ ずつ 確認 し な が ら 置 き 換え る 。 
全 置 換 

一 度 に すべ て を 置き 換え る 。 


文中 に 何 度 も 出 て 来る 単語 を 、 他 の 単 
語 に 変え る と き な ど に 使い ます 。 


東京 大 阪 間 の 新幹線 利用 容 は 増加 傾向 に ある が 、 現在 の 設備 で は 
| これ 以上 の 新幹線 の 増発 は 不可 能 で 、 シ ー ズ ン オ フ で も 新幹線 
| の 切符 を 取る の が 難し く な っ て いる 。 


東京 大 阪 問 の 航空 機 利用 容 は 増加 傾向 に ある が 、 現 在 の 設備 で は | 
これ 以上 の 上 空 機 の 増発 は 不可 能 で 、 シ ー ズ ン オ フ で も 毅 空 機 
の 切符 を 取る の が 難し く な っ て いる 。 


0 お NNE2HNSHUUR ERO00UHU 


置き 換え る 方 法 を 選ぶ 。 
確認 し な が ら 行 う 場合 必 [ F2 (置換 ) を 押す 。 
一 度 に 行う 場合 F3 ]( 全 置換 ) を 押す 。 


置換 文字 [ 9 ド ] 


Fo 


検索 する 文字 を 入力 し て [実行 ) を 押す 。 


に 


町 一 暫 一 琶 財田 田面 一 田面 hm 


置換 する 文字 を 入力 し て [実行 を 押す 。 
「 條 置換 ] を 選ん だ と き 選 手順 7 の 終了 の 操作 を する 。 


文字 を 置き 換え る 


検索 する 方 向 を 選ぶ 。 
カー ソル より 後 を 探す と き 必 [ F1 ]( 次 検索 ) を 押す 。 
カー ソル より 前 を 探す と き 必 [ F2 」( 前 検索 ) を 押す 。 


検索 文字 が ある と き 避 検索 文字 の 先頭 に カー ソル が 移動 し 、「 実 行 キー で 置換 9 
し ます 」 と 表示 され ます 。 和 
検索 文字 が な いと きび 警告 音 が 鳴り 、「 見 つか り ま せん 」 と 表示 され ます 。 


本 現在 の 設備 で は これ 以上 男 
4 Po ] 能 で 、 Aa 
ょ っ て い 


M 

4 

置 

換 

文 

置き 換え て も よい こと を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 に 
換 
え 
る 


東京 大 阪 間 り 用 宮 は 電 加 傾向 に ある が 、 現 在 の 設備 で は これ じ L 上 m 
の の 人 人 可能 で 、 シ ー ス ズン オフ で も 閑寺 線 の 切 和 を 取る の が 
NT 4 二 生 昌和 生生 DRCIMRNW 


続け て 同じ 文字 を 置換 える と き は 、 手 順 5、6 の 操作 を くり 返し ます 。 


[F10]( 中 断 ) を 押す 。 


に e 置換 文字 を 入力 せ ず に 置換 を 行う と 、 検 索 文字 が 削除 され て 文字 が 詰め られ ます 。 
検索 文字 と 置換 文字 の 長 さ が 違 うと き は 、 文 字 が 詰め られ た り 、 送 られ た り し ます 。 


Q @ 文字 サイ ズ と 修飾 に つい て 
検索 され た 文字 の サイ ズ が 変更 され て いた り 、 修 飾 さ れ て いる 場合 は 、 そ の 設定 状態 で 
その まま 置き 換え られ ます 。 


2 テニ クッ バ ーー 
〆 グ ば へ 
を 当 ス る 
行 を 改め て 新しい 段落 を 始め 


ます 。 

社員 有志 に よる 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 
改行 位置 か ら 次 の 改行 マー ク ま で の 文 開催 し ます 。 圏 わ や か な 春風 の 下 、 日 頃 鍛え た 腕前 を 発揮 す 
字 は 順次 送ら れ ま す が 、 次 の 改行 マー る と き が や っ て まい り ま し た 。 
ク 以 降 の 段落 は 変化 し ませ ん 。 


社員 有志 に よる 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 
開催 し ます 。 [ 同 


さわ や か な 春風 の 下 、 日 頃 鍛 えた 腕前 を 発揮 する と き が や っ 
て まい り ま し た 。 


改 
g 選 
改 
頁 
行 
を 
変 
え 
る 


改行 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


社員 有志 に よる 第 ら 回 ソフ ト ボー ルル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 画 
催し ます 。 較 わ や か な 春山 の 下 、 日 設え た 腕前 を 発揮 す 
る と き が や っ て まい り ま し た 。 回 ・・・・・・・・・・・・ 


[改行 ] を 押す 。 


半生 の や ロ ツマ ト ボ ポー ル 大 会 を 、 Ra 
PS 時 え た 有 和 を 発電 する と き が や っ 
Re に AA に UPS 


に e 文字 が ある 場所 で 改行 する と 改行 マー ク が 挿入 され て 、 カ ー ソ ル 以 降 の 文字 が 次 の 行 へ 
移動 し て 、 文 字 が 順に 送ら れ ま す 。 こ の と き 文字 の 問 の 制御 スペ ー ス が な く な り 、 文 字 
り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


紀 改行 を 取り 消す に は 

改行 マー ク は 、[ 後 退 ] ま た は [ 1 字 削 除 で 削除 で きま す 。 改 行 マ ー ク を 削除 する と マー 
ク の あっ た 位置 に 次 の 行 の 文字 が 詰まり ます 。 ま た 、 詰 まる の は 次 の 行 の み で 、 2 行 目 
以降 は 変り あり ませ ん 。 た だ し 、 次 の 行 の 先頭 が 制御 スペ ー ス の と き は 、 文 字 は 詰まり 
ませ ん 。 
e 改行 と 段落 
改行 マー ク の 次 の 行か ら 、 次 の 改行 マー ク ま で が ー つ の 段落 に な り ま す 。 
@ 改行 マー ク か ら 行 末 の 間 に 文 字 を 入力 する と 
挿入 の 状態 の と き は 、 改行 マー ク は 文字 の 次 へ 移動 し ます 。 
上 書き の 状態 の と き は 、 改 行 マ ー ク が 消え ます 。 


ペー ジ を 区 切り 、 新 し い ペ ー 


ジ か ら 次 の 文章 を 始め ます 。 


文書 作成 中 、 章 や 項目 が 変っ た と き な 〔 ソ フト ボー ル 大 会 の お 知 せ 〕 〔 ソ フト ボー ル 大 会 の お 知 せ ] 二 
ご ど 強制 的 に ペー ジ を 変え ます 。 


回 覧 回 覧 


改 周 マーク 


@ 改 軸 で きる の は 、 カ ー ソ ル が 1 桁 目 に ある と きだ け で す 。 
@ 桁 あ け 、 図形 枠 が 分 断 さ れる 位置 で の 改 軸 は で きま せん 。 


@ すでに 文字 が 入力 され て いる 行 で 改 軸 する と 、 そ の 行 は 次 の ペー ジ の 先頭 に 移動 し ます 。 


けい 線 が ある と き は 、 け い 線 も 分 断 さ れ ま す 。 
e 改 軸 ス ペー ス に 文字 を 入力 する と 、 入 力 し た 文字 の 行 が 挿入 され て 、 改 軸 マ ー ク の 行 は 
その 次 の 行 へ 移動 し ます 。 


e 改 貞 を 取り 消す に は 

[| PJ ( 改 軸 マ ー ク ) に カー ソル を 移動 し 、 1 字 削 除 を 押し ます 。 マ ー ク の あっ た 
位置 に 次 の ペー ジ の 先頭 か ら 文 字 が 詰め られ て きま す 。 
e 自動 的 に ペー ジ が 変わ る と き 

文書 が 書式 で 設定 し た 1 ペー ジ の 行 数 を 越え る と 、 そ こ で 自動 的 に ペー ジ が 変わ り ま す 。 
この 場合 、 文 書 を 修正 する と ペー ジ の 区 切り を 越え て 文字 が 送ら れ た り 、 詰 め ら れ た り 
し 義 す 。 

自動 的 に ペー ジ が 変わ る と き の 区 切り に は 、 ヘ ッ ダ ー の 表示 で 確認 し て くだ さい 。 


ペー ジ を 変え る 行 の 1 桁 目 へ カー ソル を 移動 する 。 


8 [1 、 7 1 鬼 t 0 


と 本 人 0 当 72 RS な まく 3 っ tf EC 4 は TI  。 


29 31 F」 和信 た 2 せま 2 


[ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ ] a. 


恒 回 還 庫 回 還 画 基 末 画 司 画 全 本 机 純 細 恒 面 測 押 陣 前 環 本紀 


は 


改 
凡 
改 
頁 
1 
2/ 
を 
変 
え 
る 


文字 を 行 の 中 央 、 左 端 、 右 端 
へ 揃え ます 。 


【 ソ フト ボー ル 大 会 の お 知 せ 〕 
1989・10・3 


ja 
ぜ 必 須 邊 ン グ 
右寄せ ーー 


〔 ソ フト ボー ル 大 会 の お 知 せ ]〕 


1989・10・3 


0 層間 者 まま | 


揃え る 行 へ カー ソル を 移動 する 。 


YUU 020 いら 


で vi も 4 な て 員 %ek 議 間 了 、 ま MX 0 陸 、2W 隊 っ 8 YE で 季 ) WE  E と t ま 選 


FTP 
の 中 か ら 揃 える 位置 を 選ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 
他 に 揃え た い 行 が ある と き は 、 続 け て カー ソル を その 行 に 移動 し 、 揃 
える 位置 の ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 


F10]( 中 断 ) を 押す 。 


に e イン デン ト が 設定 され て いる と き は 、 イ ン デ ント と 行 未 の 間 で セン タリ ング され ます . 
e 桁 あけ 、 図形 梓 が ある と き は 、 枠 の 位置 と 行頭 、 ま た は 行末 の 間 で 揃え られ ます . 
@ けい 線 が ある と き は 、 け い 線 と けい 線 の 間 、 ま た は けい 線 と 行頭 、 行 未 の 間 で 揃え られ 
ます 。 
e 書式 で 酢 数 を 変更 する と 、 文 字 は 左端 へ 寄せ られ ます 。 
e 石 寄せ を 行っ た と き 、 半 角 文 字 が 奇数 個 の 時 は 石 側 に 半角 の スペ ー ス が あき ます . 
また 、 改 行 マー ク も 1 字 分 と し て 揃え られ ます 。 


@ 空白 が ある と き 
空白 や 文字 と 文字 の 間 ま た は 文字 と 改行 マー ク の 間 の 制御 スペ ー ス は 揃え の 対象 に な り 
ます 。 


カー ソル ガ が 移動 する 桁 を 設定 する 


タブ の 位置 (や) を 設定 し な 
お し ます 。 


[ 家 プ | で 設定 し た 位置 に カー ソル を 移 
動 さ せる こと が で きま す 。 「 設 定 し た 桁 
に カー ソル を 動か す 」( 呈 25 ペ ー ジ ) 。 


- (2 フ 2) | 古 sg 
MR3Y タブ 位置 ) の 設定 設定 する 位置 に カー ソル を 移動 し 、 
NNー 実生 ) を 押す 。 
且 タフ 男 <⑦ の 誠人 解除 する に カー ソル を 移動 し 、 
2 [実行 を 押す 。 
複数 の タブ 位置 (や) を 解除 設定 する と き は 、 こ の 操作 を 繰り 
返し ます 。 
0Nee (F10 (中 断 ) を 押す 。 
F10 講 


人 ・ タ プ 8 和 書式 で を 変更 する と タブ は 設定 前 に 戻り ます 
行頭 の タブ は 解除 で きま せん 。 
* イ ン デ ント 位置 (82 ペ ー ジ ) と 重なる タプ 位置 () は 、 信 力 人 画面 上 に 表示 され ませ ん . 


文書 を 文書 フロ ッ ピ ー に 保存 する と 、 設定 し た タブ 位置 も いっ し ょ に 保存 され ます 。 
文書 を 呼び 出し た と き は 、 そ の 文書 に 設定 され て いた タブ 位置 が 表示 され ます 。 
@ タブ 位置 は あら か じ め 1 桁 か ら 5 桁 ご と に 設定 され て いま す (初期 値 ) 。 
@ タブ は 最大 30 ヶ 所 まで 設定 で きま す 。 


拉 
え 
+ 
の 
ル 
が 
移 
動 
す 
る 
桁 
査 
に 
自 
す 
る 


CENECIRiCGI 還 導 


行 の 先頭 の 桁 を 


訂 


入力 する 文字 の 先頭 の 位置 を 
設定 し ます 。 


改行 する と カー ソル が イン デン ト 位 置 
に 移動 し 、 用 紙 左側 に 一 定 の スペ ー ス 
(空白 ) を 取る と と も に 行 の 先頭 を 揃 
えま す 。 


機能 2 ] 十 [ F3 (タブ 設定 ) を 押し て 
[ F2 |( イ ン デ ント ) を 押す 。 


7 ME 『o 則 中 状 


ル を 移動 し 、 


・ 内 3 4 「s Fp 間 
イン デン ト を 設定 する 桁 へ カー ソ 
押す 。 イン テン ト 位 置 


昌 5KXE ウ Am 間 和信 害 36 行 4O 衝 1 3 人 
第 ら 回 ソフ の る 1 人 139 を SH を 2702 


KUN ST 


あや MD IES ン にし 20 ざる 2 まう (2 光 に は RET 


文字 を 入力 し 、 確 定 す る か 、[ 改 行 ] を 押す と 、 行 頭 か ら 
イン デン ト 位 置 の 前 まで イン デン トマ ー ク が 表示 され 
ます 。 


第 ら 回 ソフ ト ボ ー) ル 大 会 の お 知ら せ 佑 し 2 久生 
ae AR 近い 
CSC322213】 送 5OIRD2RNEeCISKU00 


に は 軸 e すでに 文字 が 入力 され て いる 行 で は 、 イ ン デン ト は 作用 し ませ ん . 
イデ ント 設定 後 、 電 源 を 切る か 、 書 式 の 変更 を 行う と 、 イ ン デ ント 位置 は 1 桁 目 に 戻り 
ます 。 


名 。@ イ ン デ ント は あら か じ め 1 桁 目 に 設定 され て いま す 。 
棚 短 $ イ ン デ ント を 解除 する に は 
1 桁 有 昌 に イン デン ト を 設定 し て くだ さい 。 解除 し た こと に な り ま す 。 
@ イ ン デ ント マー ク の 上 に も 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 


EH 刷 し た 文書 に 手書き で イラ 
スト を 描い た り 、 写 真 を 貼り 
込ん だ りす る た め の 枠 を あけ 
ます 。 


文字 を 入力 する 前 に 作っ て お きま す 。 
すでに 文字 が 入力 され て いる 位置 に 作 
る と 、 後 の 文字 送り が 正しく 送ら れ な 
いこ と が あり ます 。 


[F1 ]( 枠 あけ ) を 押す 。 


ギ 


こ が か が ら 
カー ソル キー て で 範 困 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 


枠 を 作る 始点 の 位置 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


伝い 、 へ on 鐘 "Mt 9 EL RS っ 和幸 


PT 


終点 の 位置 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押し 、 枠 の 範 
囲 を 確認 し て [F1 (はい) を 押す 。 


REEEM 近 4 還 机 RY AS 人 SKK 人 
EEE 本 仙人 
kaNKx75RE ュ NKK だ 人 7 拓く WE 928 記 LN に 3 


に e 他 の 枠 あけ 、 図 形 枠 と 接する 位置 に 枠 を あけ る こと は で きま せん 。 


@ 図形 枠 の 作成 に つい て は 「 図 形 を 入れ る た め の 桁 を 作る 」 ( 補 228 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 
@ 桁 あけ を 削除 する に は 
「 枠 を 削除 する 」 (w85 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


枠 
編 
集 
要 
を 
移 
動 
Tr・ 必 
る 


枠 あ け 、 図形 枠 ( 字 228 ペ ー ジ ) 
を 移動 し ます 。 


EE 回 回 還 回 回 ・・・・ 


・・ 上 回 各局 各局 口 
・・ 凹 回 占 局 身 回 器 


| 。 。 [機能 1)+(LF8]( 枠 編 集 ) を 押す 。 
、( 析 編 集 ) 


開 際 dd 移動 する 枠 の 一 部 に カー ソル を 移動 し て [ F3 ]( 枠 移動 ) 
_ カー ソル を 移動 を 押す 。 


ET 移動 先 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ]】 を 押す 。 
。 カー ソル を 移動 移動 先 を 指定 する と き は 、 カ ー ソ ル の 位置 が 枠 の 左上 に な り ま す 。 


1 01 替り lo 4 ロ PnWrHPir ll 和信 い 


和 当 た 56190209 岳 1.0 あ 4278871 GCC loIClolololllo 区:20O8D0OEtSCRGNE22 選 SS 
が 全 GPSFie あ 人 沈 (e 回 四 EE Pet 


に @ 枠 の 一 部 に カー ソル が な いと き は 、 枠 を 移動 で きま せん 。 
@ すでに 文字 が 入力 され て いる 位置 へ は 、 枠 を 移動 し な いで くだ さい 。 後 の 文字 が 正しく 

送ら れ な いこ と が あり ます 。 

@ 図形 枠 を 移動 し て 2 ペー ジ に また が る と き は 、 図 形 枠 を 移動 で きま せん 。 

@ すでに 図形 桁 が ある ペー ジ に 図形 枠 を 移動 する こと は で きま せん 。 

@ 他 の 枠 と 接する 位置 へ は 、 枠 を 移動 で きま せん 。 

e 移動 先 に 英文 行 や けい 線 が ある 場合 は 、 枠 を 移動 で きま せん 。 

@ 行 挿入 を し た り 、 文 字 サ イズ を 縦 倍角 文字 や 4 倍角 文字 に 変更 する と 、 図 形 枠 が の ペー ジ 

に また が る こと が あり ます 。 桁 移動 で 1 ペー ジ に お さま る よう に 移動 し て くだ さい 、。 

e 移動 先 の 領域 が 行末 に か か り 枠 が 分 断 され る 場合 は 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 移 動 で き 

ませ ん 。 移 動 先 を 選び 直し て くだ さい 。 


@ 栓 は 移動 先 へ 挿入 され ます 。 


空 和 を 削除 する 


枠 あ け 、 図形 枠 (228 ペ ー ジ ) 
を 削除 し ます 。 


as 導 導 さ 2 拉 主 


[機能 1 ] 十 [ F8 」( 枠 編集 ) を 押す 。 


- 削除 する 枠 の 一 部 に カー ソル を 移動 し て [ F2 」( 枠 削除 ) 


卓 敵 (Y 対 革 UH 欠 半 ・UH 半 


呈 


共 ! 


スモ 


EH 刷 時 の 文字 の 間隔 を 調整 し 


文字 間隔 を な くし て 文字 と 文字 の 間 を 
| 詰め 、 一 つの 文字 や マー ク と し て 印刷 


、 文字 数 の 異な る 単語 の 左右 を バラ ンス 


[機能 1 下 [F10) 
UN 


LF1 まだ ほ [F2 


カー ソル を 移動 


[実行 


し ー 誠一] 
【 守 | 


F10 


均等 割付 


機能 1 ] 十 [F10」( ロ ゴ 均 等 ) を 押す 。 
ロゴ Eh 刷 の と き 選 [F1 (ロゴ ) を 押す 。 


均等 割付 の と き 選 [ FZ (均等 ) を 押す 。 


文字 間隔 を 調整 する 最初 の 桁 へ カー ソル を 移動 し て 


[F 10( 中 断 ) を 押す 。 


@「 ロ ロゴ 印刷 」 と 「 均 等 割付 」 を 解除 する に は 


「 ロ ゴ 印 刷 」、「 均 等 割付 」 の 開始 マー ク ( 了 p、 選 ) と 終了 (、q ) マー ク を [後退] ま 


た は し 1 字 削 除 」 で 削除 し ます 。 


ロゴ 作成 と 均等 割付 | 


記 | 


CS 


2 つ 以 上 の 文字 や 記号 を くっ つけ て 、 記 号 や マー ク を 作る と き な ど に 使用 し ます 。 
特に 外字 で は 、 右 半分 、 左 半分 な ど 何 個 か に 分 け て 作成 し 、 そ れ を ロゴ 印刷 で 1 つの も の と し て 印 刷 す 
る こと が で きま す 。 


例 : 参 、 芋 、 天 、 開 、 選 の 5 個 の 外字 を 組み 合せ て 楽 符 を 印刷 する 。 
ロゴ EH 刷 する と き 


ビーー コ IE 


ロゴ EH 刷 し な いと き (文字 間隔 が 0 以外 の 場合 ) 


ーーEIIE ア PT 


に @ 行書 式 で 「 大 文字 」 に 設定 し て いる 場合 、「 ロ ゴ EH 刷 」 を する と 文字 が 重なり ます 。 
@2 行 以上 に 渡っ て 指定 する こと は で きま せん 。 

@ けい 線 、 枠 あけ 、 図形 枠 、 禁 則 領 域 へ は 、 カ ー ソ ル を 移動 で きま せん 。 
@ 編集 の 結果 、「 ロ ゴ E 刷 」、 ま た は 「 均 等 割付 」 の 開始 マー ク 〈( 了 、 取 ) だ け と な っ た 行 は 、 
開始 マー ク と 行末 の 間 の 文字 が 、 ロ ゴ EH 刷 また は 均等 割付 され ます 。 終 了 マ ー ク (、) 
だ け の 行 は 、 処 理 さ れ ま せん 。 
また 、 終 了 マ ー ク を けい 線上 に 設定 する と 、 開 始 マ ー ク だ け に な り 、 開 始 マ ー ク と けい 線 
の 間 の 文字 が 処理 され ます 。 
終了 マー ク を けい 線上 に 設定 印刷 する と 


均等 割付 


@ 範囲 を 指定 し た 後 、 開 始 マ ー ク と 終了 マー ク の 間 に 枠 ( 枠 あ け 、 図 形 枠 ) を あけ た り 、 
けい 線 を 引く と 、 開 始 マ ー ク と 枠 ま た は けい 線 の 範囲 で 処理 され ます 。 

@ 1 ペー ジ に 「 ロ ゴ 印 刷 」 と 「 均 等 割付 ] は 合わ せ て 100 個 まで 設定 で きま す 。101 価 目 以 
降 は 設定 し て も 処理 され ませ ん 。 

e 編集 の 結果 、 同 じ 行 に 「 ロ ゴ E 刷 ]」 と 「 均 等 割付 」 が 混在 する 場合 は 、 最 初 に 設定 され 
た も の だ けが 有効 に な り ま す 。 

@ ロゴ 印刷 を 行う と 、 文 字 間 隔 が 詰め られ た 分 だ け 左 右 に 空白 が で きま す 。 
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串間 


行 
書 
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で 
書 
式 
を 
変 
ええ 
る 


行 単位 で 書式 を 変え る 


1 行 ご と に 行間 隔 、 文 字 サイ 
ズ 、 書 体 を 設定 し ます 。 


その 行 を 目立た せ た い と き や 、 数 式 を 書 
く と き 、1 / 4 下 付 文字 を ふり が な と し て 


使う と き な ど に 便利 で す 。 


[機能 2 寺 [ F2 」 
(行書 式 ) 


カー ソル を 移動 


LF1 記 F3 1 


F 10 


の ぶな ゆき 


信行 


行書 式 を 設定 する 行 へ カー ソル を 移動 する 。 

行間 隔 を 設定 する 選 [F1 (行間 隔 ) を 押し て [ F1 ]( 禁 

と き 準 ) 一 [ F5 (1 / 2 重ね ) を 選び ファ 
ンク ショ ン キ ー を 押す 。 

文字 サイ ズ を 設定 必 [ F2 |( サ イズ ) を 押し て [ F1 ]( 無 

する と き 指定 ) 一 [ F5 (小文字) を 選び ファ 
ンク ショ ン キ ー を 押す 。 

書体 を 設定 する 忌 [F3 (書体 ) を 押し て [ F1 ]( 基 本 

と き 書体 ) ま た は [ F2 (第 2 書体 ) を 押す 。 

他 に も 設定 し た い 行 が ある と き は 、 こ の 手順 を くり 返し ます 。 


[F10]( 中 断 ) を 押す 。 


人 Q 行書 式 を 確認 する に は 
設定 の 操作 時 に 機能 ガイ ド 行 に 表示 され ます 。 確 認 し た い 行 に カー ソル を 移動 し て 確認 


し ます 。 


行 単位 で 書式 を 変え る | 


一 行間 隔 
設定 し た 行 と その 次 の 行 の 間隔 を 変え ます 。「 標 準 」 は 書式 で 設定 し た 値 で す 。「 重 ね 」 を 
指定 する と 、 指 定 し た 行 数 分 だ け 印 刷 さ れる 行 数 が 減り ます 。 
標準 以外 の 行間 隔 を た くさ ん 設定 する と 、 印 刷 し た と き ペ ー ジ 下部 に 奈 白 が で きま す 。 


標準 1 / 2 改行 0 改行 
szraoxes 寺 1/4 下 付 文字 OR ] ] 
長嶋 信行 長嶋 信行 長嶋 信行 9 
行 
重ね 1 / 2 重ね に 
| 且 還 em : 2 + イイ ー 1 / 2 重ね を 設定 恒 引 生 
は 横 倍角 を 使用 | .=. っ. 時 
\ 
マツ し て いま す 。 2 層 
EZ 6 
b 
人 | を 
変 
画 文 字 サ イズ え 


行 ご と に 文字 の サイ ズ を 指定 し ます 。 無 指定 は 書式 で 設定 し た 文字 サイ ズ で す 。 例 えば 書 
式 で 大 文字 に 設定 し た 場合 、 無 指定 は 大 文字 に な り ま す 。 

標 準 必 全 角 の 文字 が 48X48 の 点 (ドッ ト ) で 印刷 され ます 。 (10.5 ポ イン ト 相 当 ) 

大 文字 必 全 角 の 文字 が 56X56 の 点 (ドッ ト ) で 印刷 され ます 。 (12 ポ イン ト 相 当 ) 

中 文字 必 全 角 の 文字 が 40X40 の 点 (ドッ ト ) で 印刷 され ます 。 (8 ポイ ント 相当 ) 

小文字 必 全 角 の 文字 が 32X32 の 点 (ドッ ト ) で 印刷 され ます 。 (7 ポイ ント 相当 ) 


標準 (一 辺 3.36mm) 大 文字 (一 辺 3.92mm) 中 文字 (一 辺 2.8mm) 小文字 (一 辺 2.24mm) 
圏 書 体 


別売 り の ROM カ ー ド を セッ ト し た と き に 、 明 朝 体 と ROM カ ー ド の 書体 の どちら で 印刷 す 
る か を 行 ご と に 設定 で きま す 。( 印 刷 時 に 「 基 本 書体 」 と 「 第 2 書体 ] を どの 書体 に する か 
決め ます 。) 


介 計 NN、 還 、 補 な ど を 行う と 、 舞 集 先生 生葉 定 は 衣 訟 され ます 。 
e 縦 倍角 、4 倍 角 の 文字 が ある 行 は 2 行 分 に な る た め 、「 重 ね 」 また は 「1 / 2 重ね 」 に 設定 
する と 1 行 分 ずれ て 印刷 され ます 。 
e 図形 枠 の ある 行 で 「 重 ね 」 ま た は 「1 / 2 重ね 」 に 設定 する と 、 文 字 と 図形 が 重なっ て 印 
刷 さ れる 場合 が あり ます 。 
e 書式 で 「 原 稿 用 紙 」 に 設定 し て いる 場合 は 、 大 文字 を 指定 し て も 標準 の 文字 で Eh 刷 され 
ます 。 
e 書式 で 文字 間隔 を 4 ドッ ト 以 下 に 設定 し て いる と き に 大 文字 の 指定 を する と 文字 が 重 な 
り ま す 。 
e 行 印刷 の と き は 、 文字 サ イズ は すべ て 標準 に な り ま す 。 
e 毛筆 体 、 ゴ シッ ク 体 で 印刷 する 場合 、 明 朝 体 で 印刷 し た 場合 と 一 部 形 が 異な る 漢字 が あ 
り ま す 。 


けい 線 の 種類 を 選ぶ 


[機能 1] カ ー ソ ルキ ー で け 
い 線 を 引く と き の け い 線 の 種 


文字 や 記号 を けい 線 と し て 使う こと も 
で きま す 。 


類 を 選び ます 。 実線 
けい 線 は 8 種類 あり ます : UE 
6 波線 


_ 無 h 字 線 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
線 人 本 還 還 に 提 あ る る る る る る る る る る る る る る る る る る そる ささ: 
( ナ 
UN 
線 
の 
種 
類 
を 
選 


て 
ン 
ン 


[機能 1 ] 二 [ F3 ]( け い 線 種 ) を 押し て [FT (実線) 一 
[ F8 (文字 ) の 中 か ら け い 線 の 種類 を 選ん で ファ ンク 
ショ ン キ ー を 押す 。 


 ( 戻 包 を 押す 。 
還 | けい 線 の 種類 を 選ぶ 操作 が 終了 し て 、 入 力 編集 する 状態 に 戻り ます 。 
機能 1 」 十 カー ソル キー で けい 線 を 引く こと が で きま す 。 


人 凍 < 租 天 を 選ぶ と 、 次 に 変更 する まで 同じ 種類 の けい 条 に な り ま す . 
* すでに 引い た けい 線 の 種類 は 変わ り ませ ん . 
文字 問 けい 線 は 種類 を 選ぶ こと が で きま せん 。 す べ て 「 実 線 ] に な り ま す 。 


@[ F8 | (文字 ) に は あら か じ め 「 六 」 が 設定 され て いま す 。 文字 けい 線 の 文字 を 選ぶ と 
き は 、 次 ペー ジ の 「 け い 線 に 使う 文字 を 選ぶ 」 を 参照 し て くだ さい 。 

%[F7 ] ( 無 EU 字 ) は 画面 上 で は 通常 の けい 線 と 同じ 働き を を し ます が 、 印 刷 さ れ ま せん .. 
2 段 組 の 文書 を 入力 する と き な ど に 区 分 線 と し て 使い ます 。 

% こ の 章 の 「 カ ー ソ ルキ ー で けい 線 を 引く 」(w92 ペ ー ジ ) の 説明 に 従っ て 操作 する と 選 
ん だ 種類 の けい 線 を 引く こと が で きま す 。 


けい 線 の 種類 を 選ぶ 


入力 編集 画面 で けい 線 に 使う 文字 か 記号 を 全角 で 入力 


けい 線 に 使う 文字 に カー ソル を 移動 し て [ 雇 行 ] を 押す 。 
けい 線 用 の 文字 が 指定 され て 、「 司 (文字 )」 が 反転 し ます 。 


[ 宇 行 ] を 押す 。 


カー ノル キー で けい 線 を 引く 


けい 線 を 引き ます 。 


文字 を 囲む と き な ど に 使用 し ます 。 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 
は 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 
線 
カ 
| 
ジ 
代 
紅 “ けい 線 を 引き 始め る 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 
( け AN 
いい 結 0 0 直 に さら: まり: 、 が Wo IaUICE 補 Re ee 1 な AUSt せ 0 了 泊 
0 nt: 電 ラ 回 ソフ ト ボ ー ル 大 開 .…… | 
較 ! 。 上 EEEEEoEGCCOMKN と こす 
、 ロロ am 機能 1 ] を 押し な が ら 、 け い 線 を 引く 方 向 の カー ソル 
7 キー を 押す 。 
cm mm 細 軸 ii 
| ML 第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 .… …… | 


けい 線 種 で 選ん だ 線 


が で きま す 。 
@$ レイ アウ ト 表 示 を し て いる と き は 、 処 理 速度 が 遅く な り ま す 。 


@ けい 線 を 消す に は 
けい 線 の 上 に カー ソル を 移動 し て 、[ 開 態 @」 二 カー ソル キー で けい 線 を 消す こと が で 
きま す 。 「 表 削除 」 ( 字 101 ペ ー ジ ) や 「 領 域 全 削除 」 (w65 ペ ー ジ ) で 消す こと も で きま す 。 

@ けい 線 の 種類 を 変え る に は 「 け い 線 の 種類 を 選ぶ 」 ( き 90 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

@ 文字 けい 線 の と き は 
議 熊 岬 二 カ ー ソ ルキ ー で カー ソル が 移動 し た と ころ に 指定 し た 文字 が 入力 され ます 。 


に けい 線 は 、 制御 スペ ー ス 、 ス ペー ス (空白 ) 、 け い 線 、 文 字 けい 線 の 上 に だ け 引 く こ と 
Q 


文字 間 け い 線 を 引く 


隣接 する 文字 と 文字 の 間 、 行 

と 行 の 間 に け い 線 を 引き ます 。 衣 本 : 10 月 10B 

文字 を 囲む と き な ど に 使用 し ます 。 文 場 所 : 浜寺 公園 野球 場 
文 参加 費 : 無料 


Ip』 


文 日 時 : 10 月 10 日 
文 場 所 :| 浜 寺 公 園 野球 場 ら 
文 参 加 費 : 無料 
4 
- チ 
間 
は 
[機能 1] F4 (文字 間 け い 線 ) を 押す 。 名 
に 


文字 問 けい 線 を 引き 始め る 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


に 遇 も 縮 1eE 9 6 Se 入れ WS 証し IL 0 1 YS 390 邊 MC 2 結 あ 人 90 ee 223 つ 6) 3 あつ 7. 移 も 


機能 1 ] を 押し な が ら 、 け い 線 を 引く 方 向 の カー ソル 
キー を 押す 。 


和え が TH 3 2 生ま っ な くく YS 0 SS AS 人 が 7 2 は 2 信人 ブ 2 か は 


(中 断 ) を 押す と 、 入 力 編集 画面 に 戻り ます 。 


に e 横 倍角 、4 倍 角 の 文字 を 分 断 す る と き は 、 警 告 音 が 鳴り カー ソル は 移動 し ませ ん 。 
e 文 字 間 けい 線 を 消す 場合 は 、、 カ ー ソ ル の 向き を 文字 問 けい 線 を 引い た と き と 同 じ 向 き に 
し て 、 操作 し て くだ さい 。 
e 株 の 種類 を 変え る こと は で きま せん 。 
e 縦 線 を 引く と き の 左 向き (AN ) と 右向き 4( ヽ ) 、 横 線 を 引く と き の 下 向き ぃ (4) 
と 上 向き ( ヽ ) と で は 、 同 じ 所 に 引い た 線 で も 別々 の 線 に な り ま す の で 、 注 意 し て くだ 
きい 、。 


Q @ 文字 問 けい 線 を 消す に は 
文字 間 け い 線 の 機能 を 使っ て いる と き に [機能 2 」 カ ー ソ ルキ ー で 、 文 字 間 けい 線 を 
消す こと が で きま す 。 「 表 削除 ] (g101 ペ ー ジ ) で 消す こと も で きま す 。 


表 
編 
集 
還 
動 
表 
作 
成 
機 
能 
を 
合 
?” 


自動 表 作成 機能 を 使 つ 


マス 目 ( 枠 ) が すべ て 同じ 大 
き さ の 表 を 作り ます 。 


表 の デー タ の 並べ 替え や デー タ の グラ 
フ 化 が で きま す 

並べ 替え (w106 ペ ー ジ ) 

グラ フ 化 (r209 ペ ー ジ ) 


[機能 1 証 F5 基 


人 


し F1 (自動 ) り を 押し て [FT ]( 文 字 間 け い 線 ) 一 [F9 )( 文 
字 ) の 中 か ら け い 線 の 種類 を 選ん で ファ ンク ショ ン キ ー 
を 押す 。 


こ か ら ? 
カー ソル キ 


ー で 二 囲 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
一 征 償 時 所 語 RE] 字 衝 


芝 尺 課 再 二 h 


「1 枠 の 桁 数 」、「1 枠 の 行 数 」、「 横 の 枠 数 」、「 縦 の 枠 数 」 
を 入力 する 。 
それ ぞ れ 数 字 を 入力 し て [実行 ]) を 押す 。 


AE きか 3EY 肖 YE YE CC (と IGP に い 二 の 


1 WE AT ミ あ ぶな お 因 あ おもい に US あ し ゆか 


自動 表 作成 機能 を 使 つ 
[F10]( 中 断 ) を 押す 。 


例 : 1 枠 の 桁 数 : 5、1 枠 の 行 数 2、 横 の 枠 数 6、 縦 の 枠 数 5 の 場合 。 
1 枠 の 桁 数 (5 桁 ) 


1 枠 の 行 数 (2 行 ) 


横 の 枠 数 (6 枠 ) 


に e 指定 し た 範囲 に 枠 あ け 、 図 形 枠 、 英 文 行 、 改 軸 行 が ある 場合 は 、 警 告 音 が 鳴り 、 メ ッ セ ー 
ジ が 表示 され ます 。 範 囲 の 始点 を 変更 し て くだ さい 。 
e 編集 中 の 文書 より も 大 き な 表 を 作る こと は で きま せん 。 
「 枠 数 メ 1 枠 の 桁 数 」 が 、 書 式 の 桁 数 を 越え な いよ うに し て くだ さい 。 
e 指定 し た 範囲 に 文字 が ある 場合 は 、 け い 線 が 上 書き され ます 。 


e くり 返し 表 を 作る と き は 
手順 4 の 後 、 手 順 2 か らく り 返 し ます 。 
e 設 定 値 を 間違え た と き は 
[ 了 潤 を 押し て か ら 入 力 し 直し て くだ さい 。 


表 
編 
集 
司 
動 
表 
作 
成 
機 
能 
を 
合 
て つう 


手動 表 作成 機能 を 使う 


けい 線 を 組み 合わ せ て 、 表 を 
作り ます 。 


表 の デー タ の 並べ 替え や デー タ の グラ 
フ 化 が で きま す 。 

* 並べ 替え ( 呈 106 ペ ー ジ ) 

グラ フ 化 ( 字 209 ペ ー ジ ) 


し ます 。 


表 
編 
集 
手 
動 
天 
作 
成 
林 
能 
を 
使 
や ゼ 


(すめ を 放 し て Ex 上 けい 5 ウー の 
字 ) の 中 か ら け い 線 の 種類 を 選ん で ファ ンク ショ ン キ ー 
を 押す 。 


どこ か 
カー ン ) ルキ ー 和 を 之 天 キー 1 3 7 っ 
5 5 了 o8 県 匠 HHEF 


表 の 作成 が 終了 する と 、 ふ た た び 終 点 を 指定 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
終点 の 位置 を 変え て 、 続 け て けい 線 を 引く こと が で きま す 。( 始 点 の 位置 は 変わ 
り ま せん 。) 

取消) を 押す と 、 始 点 の 位置 を 変え る こと が で きま す 。 

[F10】( 中 断 ) を 押す と 、 入 力 編集 画面 に 戻り ます 。 


手動 表 作 成 機能 を 使う 


表 作成 例 本 

た と えば 右 の よう な 表 を 作る 内 

と き に は 、 下 記 の よう な 手順 

で 行い ます 。 ⑨ 
④ 
⑥ 
⑥ 
⑦ 

1 。 始点 A と 終点 め 、④、⑦、⑧⑲ 2. [ 取 潤 を 押し て 始点 を B に 動か し 、 
を 指定 する 。 終点 ③、⑥、⑯、⑯ を 指定 する 。 


表 
編 
侍 
手 
動 
表 
作 
成 
機 
能 
を 
使 
マメ 


[取消 ] を 押し て 始点 を C に 動か す 。 
[F6 」 を 押し て 太 実線 を 選ん だ 後 、 
終点 や ①、②⑦ を 指定 する 。 


4. 文字 と 数 値 を 入力 する 。 
合計 の 値 は 、 表 計算 を 使っ て 入力 
する こと も で きま す 。 
(ww102 ペ ー ジ ) 


に e 文字 の 上 に けい 線 を 引く と 、 挿 入 、 上 書き の どちら の 状態 で も 、 け い 線 が 上 書き され ま 
ザ : 
e けい 線 の 上 に は 、 文 字 を 入力 で きま せん 。 入 力 し よう と する と 警告 音 が 鳴り ます 。 
e 終点 を 指定 する と き 、 ペ ー ジ を 越え て カー ソル を 移動 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 改 軸 マー ク が ある と き は 、 ペ ー ジ を 越え る こと が で きま せん 。 ま た 、 本 体内 の 
メモ リ ( 記 憶 領域 ) を 越え る と 、 カ ー ソ ル の 移動 が で き な く な り ま す 。 全 


e 始点 と 終点 が 同じ 行 、 ま た は 同じ 桁 に ある と き は 、2 点 を 結ぶ 直線 に な り ま す 。 (文字 
間 け い 線 の と き は 行 ま た は 桁 を 囲む 四角 形 に な り ま す 。) 
e けい 線 を 消す に は 
「 表 削除 」 (101 ペ ー ジ ) で けい 線 を 消す こと が で きま す 。 
[機能 2 」] カ ー ソ ルキ ー ま た は 「 領 域 全 削除 」 (r65 ペ ー ジ ) で 消す こと も で きま す 。 
e けい 線 の 種類 を 変え る に は 
始点 と 終点 を 指定 する 間 に [F1 (文字 間 け い 線 ) 一 [ F9 (文字 ) を 押し て 、 け い 線 の 種 
類 を 変更 し ます 。 


表 を 右 方 向 、 下 方 向 に 拡大 し 
た り 、 左 方 向 、 上 方 向 に 縮小 
し ます 。 ま た 表 の 移動 も 行え 


カー ソル を 移動 させ る と き は 、 


[ 多 フ ト ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー 


表 
編 
集 
表 
を 
修 
正 
す 
る 


| | | 
1088| 


| 人 4 | 
拡 大 


) [機能 1 ] 十 [F5 ]( 表 編集 ) を 押し て [ F2 ]( 表 修正 ) を 押 


す 。 


拡大 、 縮 小 す る けい 線 の 種類 を 選ん で ファ 


キー を 押す 。 


LF2 し F8 ] ま で の どれ を 押し て も すべ て 反転 し ます 。1 種 類 だ け を 選ぶ こと 


は で きま せん 。 


ティ: 交 小 


【 シ フト 】 カー ソル キー : カー ソル 移動 


夫人 回 点 伯 下流 紀 加重 秋 太 実 馬 留 償 線 男 和 ED 字 " 


[シフ ト ]] カ ー ソ ルキ ー で 修正 する 表 の 位置 へ カー ソ 


ル を 移動 する 。 


カー ソル を 移動 する 位置 は 、 後 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


[ 一 を 押す と 


尼 10]( 中 断 ) を 押す と 、 入 力 編集 画面 に 戻り ます 。 


1 


本 コン 276 196 交 | 皿 ツ ニン 276 ・198 旧 


・ ワー プロ 1654 1088 


ンク ショ ン 


還 拡大 、 縮 小 、 移 動 す る 方 向 の カー ソル キー を 押す 。 


表 を 修正 する | 


修正 する と き の カ ー ソ ル 位 置 は 次 の よう に な り ま す 。 拡大 、 縮 小 は 枠 に 対し て の カー ソル 位置 、 移 動 に 
つい て は 表 に 対し て の カー ソル 位置 を 表示 し ます 。 
拡大 、 縮 小 時 の 文字 に つい て は 、 次 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


| 
| 
| 
| 
し 


右 に 拡大 する と き | 年 | また は | 『 | 計 
編 
年 
表 | に 絶 小 す る と き | 旧 | 生 
修 
車 局 
修 に 
正 | 上 に 縮小 する と き | 上 | 回 症 
下 に 拡大 する と き | | また は 
右 に 移動 する と き 1 十 || * た は 還 ト | 
遼 
左 に 移動 する と き 
の | 
移 詩 
一 | 上 に 移動 する と き ーー 
上 問 ーー ヤ 


に e 複数 の 表 が ある と き に 表 を 修正 する と 、 他 の 表 が 壊れ る こと が あり ます 。 カ ー ソ ル の 位 
置 に 注意 し て くだ さい 。 
e 指定 し た 種類 の けい 線 だ けが 修正 され ます 。 た だ し 、 け い 線 の 一 部 に 文字 間 け い 線 を 使っ 
て いる と き は 、 他 の けい 線 を 修正 する と き に 文字 問 けい 線 も 同時 に 移動 し ます 。 カ ー ン 
ル の 位置 に よっ て は 拡大 、 縮 小さ れる こと も あり ます 。 
e 表 を 拡大 し て 、 右 端 、 下 端 の けい 線 が 文字 に か か る と き は 、 拡 大 で きま せん 。 制御 スペ ー 
ス を 挿入 する か 、 文 字 を 移動 し て くだ さい 。 
e 移動 時 、 表 が 文 未 や 行 未 に か か る と き は 、 警 告 音 が 鳴り 、 移 動 で きま せん 。 
e 大 き な 表 を 修正 する 場合 、 カー ソル キー を 押し て か ら 修正 が 実行 され る まで か な り 時 間 
が か か り ま す 。 誤 っ て 押し すぎ な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 


| 表 を 修正 する 


横 方 向 に 修正 ( 右 拡大 、 左 縮小 ) する と き は 、 カ ー ソ ル の ある 桁 が 基準 に な り ま す 。 右 に 拡大 する と き 
は カー ソル の ある 宇 に 制御 スペ ー ス が 挿入 され 、 左 に 縮小 する と き は カー ソル 桁 の 文字 が 削除 され ます 。 
縦 方 向 に 修正 ( 下 拡大 、 上 縮小 ) する と き は 、 カ ー ソ ル の ある 行 が 基準 に な り ま す 。 下 に 拡大 する と き 
は 、 カ ー ソ ル の ある 行 に 制御 スペ ー ス が 挿入 され ます 。 上 に 縮小 する と き は 、 カ ー ソ ル の ある 行 が 削除 
され ます 。 

石 に 拡大 する と き 


1 カー ソル の ある 桁 


[ご を 押す と 


表 
編 
集 
表 
を を 
修 
上 上 
す 
る 


1 制御 スペ ー ス が 挿入 され る 
較 左 に 縮小 する と き 


1 カー ソル の ある 桁 


(ご を 押す と 


1 文字 が 削除 され ます 。 
一 下 に 拡大 する と き 


[1 ] を 押す と 


表 を 削除 する 


指定 し た 種類 の けい 線 を 削除 
し ます 。 


表 の けい 線 だ け を 削除 し ます 。 表 中 の 


文字 も 削除 する と き は 、 領域 全 削 除 (g 


65 ペ ー ジ ) を 使っ て くだ さい 、。 


[機能 1 ) キ [F5 | 
( 表 編 集 ) 


LF1 編 F9 


カー ソル を 移動 


実行 


カー ソル を 移動 


関東 


パソ ヨン ee7.6 


ワー ジロ 65.4 1088 


[機能 1 ] 十 [F5 ]( 表 編集 ) を 押し て [ F3 ]( 表 削除 ) を 押 
す 。 


0q5※ 潮間 oo 


削除 する けい 線 を 選ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 
(文字 間 け い 線 ) 、 (実線 )~F8 (無印 字 )、 (文字 ) の 
3 種類 の 中 か ら 選 び ま す 。 

(実線 )-[F8 ) (無印 字 ) は まとめ て 1 種類 と な り 、 そ の 中 か ら は 選べ 
ませ ん 。 


クー ソル キー で 6 を びー を 提 し て くだ さい 
『s 臣 RFp 玲 夫 き 所 75 措 E 字 抱 ]) 


表 を 削除 する 始点 の 位置 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 
押す 。 


範囲 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 
指定 し た 範囲 の けい 線 が 削除 され ます 。 指 定 し た 種類 の けい 線 以 外 に は 影 
は あり ませ ん 。 


380 に 人 電 -ESIGUO 0 は 032y の く 06 和 U0 を IA い ZURNOUPS716 が 内 
が 3200 20 人 ID に SWIM 1 
ウー プロ 1 る 54108 議 し し こけ リト に に に に に い バ ルド に (に イッ ドル スト ッッ ・ 


Oldt 揚 半 洲 江 攻 潜 


表 の 中 に ある 二 つ 以 上 の 数 値 
を 、 縦 方 向 、 ま た は 横 方 向 に 
計算 し て 結果 を 表 の マス 目 に 
表示 し ます 。 最 大 有効 桁 は 16 


桁 で す 。 


旧 計算 で きる 方 向 と 計算 の 種類 は 、 


次 の 通り で す 。 


| 方 向 、 横 方 向 
、 合計 、 平 均 、 掛 け 算 、 割 り 算 、 標 準 偏差 (gg 


105 ペ ー ジ )、 偏 差 値 ( 字 105 ペ ー ジ ) 


縦横 同時 
合計 の み 


し 機能 1 店 [F5 
( 表 集 
LF4 ) 


[F1 属 F3 


1 用 (Fe) 


カー ソル を 移動 


実行 


能勢 | 合計 
46| 135 
66| 138 


計算 の 方 向 を 選ぶ 。 
縦 方 向 に 計算 する と き は 選 [ F 1 ( 縦 計算 ) を 押す 。 
横 方 向 に 計算 する と き は 忌 [ F2 |( 横 計算 ) を 押す 。 
縦横 の 合計 を 出す と き は 心 [ F3 (縦横 計算 ) を 押し て 手順 4 へ 


[F1 」( 合 計 ) 一 [ F6 」( 偏 差 値 ) の 中 か ら 計算 の 種類 を 選 
ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 

"Mi ソル キー で 伯 ーー トー く だ さい 
FE 上 5 本 o 


監 六 ER ナ 


有価 処 の 回 本 = ソル 入 和 で 人 


人 | G に 人 0 到 =1W UEi97 40 
旬 邊 生 析 人 HU le[ 当 科 1 箇 電信 IRIS88BeiVeU BE 
Shi 守 計 te | (ek 1 時 介 1 時 3 明 机 0 誠 | 出 NIIEIe 
の 主人 eSEMNI1Me1aGBE 季 2803 
し kk っ 提 計 2 Er 人 直 に 衝 YE URI 1 Ne7 で IKE 0 1 間 と 肖 際 に 湖 


9. 語 > 人 記 が に] に SHE EE UE 


YR 8 


表 計 算 を する 


最後 の マス 目 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


EEEEEEEIES 
ea 


計算 結果 の 精度 を 選ぶ 。( 端 数 は 切り 捨て ます 。) 
整数 や し F1 (整数 ) を 押す 。 

小数 2 桁 ま で し F2 」( 小 数 2) を 押す 。 

小数 16 桁 まで し F3 (小数 16) を 押す 。 


計算 結果 を 入力 する マス 目 の 一 つ に カー ソル を 移動 し 
て [実行 ] を 押す 。 


て 0 1 3 30 所沢 生 し 柏 I だ お Eb 地板 肖 は UEt だ 人 計 5E に に 証 由 有 Bm 寺 に 0 


し 


し 明 全 3 は 2 し 表記 寺 上 2 寺 1 請 に FC 8 RC MHR い 昌 ( 陸 1 


電信 人 に 91 生出 2 人 5 人 中 】U iD 末光 


IMG [RS 人 
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す 
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縦横 の 合計 を 出す と き は 下図 の よう に 縦横 が 交わ る マス 目 に カー ソル を 移動 し 
ます 。 


E EEEE 
5| や [seess 
思 ヒ >:l 放 末 |-72|-eelisel 
EEEHEEE 時 


この 位置 に カー ソル を 移動 
※ 次 ペー ジ で 計算 で きる 表 と で き な い 表 、105 ペ ー ジ で 標準 偏差 と 偏差 値 に つ 
いて それ で ぞ れ 説明 し て いま す 。 


に e 前 後 の 縦 の けい 線 で 区 切ら れ た 男 囲 を つの 項目 と し て 扱い ます 。 横 の けい 線 が な く て 
も 、 縦 の けい 線 で 区 切ら れ て いれ ば ー つ の 項目 と みな し ます .。 
e 計算 結果 を 表示 する マス 目 に 文字 が 入力 され て いる と き は 、 文字 を すべ て 削除 し た 後 、 
結果 を 上 書き し ます 。 
e 計算 結果 の 整数 部 が 17 桁 以上 に な る と き や 計 算 結果 が マス 目 に 入り きら な い 場合 に は 、 
「>>>」 が 表示 され 、「 桁 あふ れ し ま し た 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 桁 あふ 
れ し た 数 値 は 貼付 け で きま せん 。 小数 部 分 だ けが 切り 捨て られ た と き は 「 丸 小数 部 分 が 
切り 捨て られ まし た 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


名 。 計算 結果 の 文字 サイ ズ は 、 最 初 の 行 ま た は 列 の 数 字 の サイ ズ (全角 、 半 角 の いずれ か ) 
に な り ま す 。 
(1/4 の と き は 半角 に な り ま す 。) 
最初 の マス 目 に 数 字 が 入力 され て いな いと き は 、 全 角 に な り ま す 。 
e 計算 結果 を 表示 する マス 目 は あら か じ め 桁 に 余裕 が ある よう に 、 設 定 し て くだ さい 、。 


表 
編 
集 
表 
計 
算 
を 
す 
る 


表 計 算 を 行う 場合 、 表 を 作成 する に あたっ て いく つか の 制限 が あり ます 。 次 に 挙げ る 制限 を 守っ て 表 を 
作成 し て くだ さい 。 


一 使用 で きる 文字 に つい て 

数 字 の 他 に 次 の 文字 と 記号 が 使用 で きま す 。 こ れ ら 以外 の 文字 や 記号 が ある と き 、 そ の 
デー タ は 「0」 と し て 計算 され 、「 計 算 で き な い も の が あり まし た 」 と メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 

@ 数 字 の 先頭 に ある 記号 

「\」 (円 記号 )、「 $ 」 (ドル 記号 )、「@」 (単価 記号 ) 

計算 時 これ ら の 記号 は 無視 され ます 。 計 算 結果 に 記号 は 付き ませ ん 。 

@ 数 字 の 先頭 に ある 符合 

「 填 」 (プラ ス )、「 一 」 (マイ ナス ) 

計算 結果 が 負 (マイ ナス ) の と き 、「 一 」 符号 が 付き ます 。 正 (プラ ス ) の と き は 符号 
が 付き ませ ん 。 

@ 小数 点 と 位 取り 

kt 避 りみ ド )。 1。」 (コンマ) 

計算 時 「,」 (コン マ ) は 無視 され ます 。 計 算 結果 に 「,」 は 付き ませ ん 。 計 人 算 結 果 に 小 
数 部 が ある と き は 、「.」 (ピリ オド ) が 付き ます 。 


一 計算 で きる 数 字 と サイ ズ 
全角 、 半 角 、1/4 の 数 字 だ け で す 。 漢 数 字 や [記号 ] で 入力 し た 数 字 、 お よび 横 倍角 、 縦 
倍角 、4 倍 角 の 数 字 は 0 と し て 計算 され 、「 計 算 で き な い も の が あり まし た 」 と メッ セー 
ジ が 表示 され ます 。 


画 表 の 形式 
縦 の けい 線 が 途中 で ずれ て いる よう な 表 で は 、 項 目 の 並び を 正しく 認識 で き な い こと が 
あり ます 。 こ の よう な 表 で は 電卓 機能 ( 字 188 ペ ー ジ ) を 使っ て 計算 し て くだ さい 。 
計算 で きる 計算 で き な い 


還 EEGEG 回 還 E2 


Egg 


表 計算 を する | 


標 準 偏差 と は 
分 布 が 平均 値 か ら ど の くら いずれ て いる の か を 数 値 化 し た も の 。 
値 が 大 きい ほど 、 デ ー タ の バラ ツキ が 大 きい こと を 示し ます 。 
デー タ の 個々 の 値 と 平均 値 と の 差 を 2 乗 し た も の の 平均 値 (分 散 ) を 、 開 平 (1/2 乗 ) 
し て 算出 し て いま す 。 
計算 例 


2 552253|-55| 1 35 


区 BE 区 EEZIEEEPIEII 
EEEEEEEEZEEE] 


一 信 差 値 と は 
平均 を 50 と し て 、 平 均 か ら ど の くら いずれ て いる か を 数 値 化 し た も の 。 
その と き の デ ー タ の 分 布 状態 に よっ て 異な り ま す が 、 お お むね 最高 で 75、 最 低 で 25 ぐ ら 


い に な り ま す 。 


@ 縦 計算 の と き は 1 列 単 位 、 横 計算 の と き は 1 行 単 位 で 計算 し ます 。 

2 列 以 上 、 ま た は 2 行 以上 で 範囲 を 指定 し た 場合 、 縦 計算 の と き は 反転 表示 の 1 列 目 、 横 

計算 の と き は 反転 表示 の 1 行 目 が 無 条 件 に 選択 、 計 算 さ れ ま す 。 

計算 例 

詳 EEEGESLRJEEIEGJIE 
本 554| sel el -eo| 証 | 
EGIE】 区 22 | 


Q 標準 偏差 、 偏 差 値 計算 の 注意 事項 な ど は 、 他 の 表 計 算 の と き と 同じ で す 。 前 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 。 


話 当 EEIEEHIEEIEEHIEEI EEEHIESEEHIEEHIEEIL 


ひ qlN 執 平 清 江 苦 其 


を 並べ 替え る 


けい 線 や 文字 問 け い 線 の 表 に 
入力 され て いる 数 字 や 文字 を 
行 単位 で 並べ 替え ます 。 
並べ 替え の 順序 は 、 次 の よう に な り ま 
す 。 

Ii? 言 | 数 字 : 大 きい 順 また は 小さ い 順 

則 文字 : 区 点 コ ー ド 順 

(gw「 区 点 コ ー ド 表 」 315 ペ ー ジ ) 


ミコ 


(機能 1 司 LF5 
( 表 編集 ) 


ひ Q 遼 2 肝 NAーNISHS 沖 江 衝 着 敵 本 庶 


LF5 


ー ソ ル を 移動 


実行 


カー ソル を 移動 


実行 


ー ソ ル を 移動 


実行 


当 業 所 4 月 合計 営業 所 | 4 月 | 5 
梅 田 570 1 | 吉 |308 35 
LESHEJ| | まき 8 
難 波 |455| 新 大 阪 309 

天王 寺 | 345 | 難波 |455 


| 堺 1303 梅田!50|6 


例 : 合計 の 小さ な 順に 並べ 替え ます 。 


[機能 1 ]+[ F5 」( 表 編集 ) を 押し て [ F5 ]( 並 替え ) を 押 
ー 


並 替 え どこ か ら ? 
mo ーー ジン ルー を 押し て くだ さい 
Si 「 Fo 6 「8 「o 


が べき 拓 の 行 ペ カー ツル 到 物 動 し で 壮 議 皇 す 。 


EECEIPT 8 5 


8 
っ ン 


並べ 替え の 基準 に な る 項目 ( キ 
移動 し て [実行 ] を 押す 。 
ここ で は 合計 を 大 準 に 並べ 替え ます 。 


一 項目 ) に カー ソル を 


表 の 中 の デー タ を 並べ 替え る 


並べ 替え る 基準 と 種類 を 選ぶ 。 
SE  ' ら 較 

内 容 の 設定 ? し て 」、 

[実行 】 を 押す 。 

並べ 替え の 範囲 と 内 容 を 確認 し て [F1 |( は い ) を 押す 。 
EE 回:EzIE: 四 区 后 馴 


[aog | ae ] 5e7]345 3o7 | ee] 2552 


に e 並べ 替え の 量 準 に 指定 で きる の は 数 字 16 桁 、 文 字 40 桁 まで で す 。 
e 並べ 替え は 、 行 単位 で 行わ れる た め 、 下 の よう に 2 行 以 上 に 渡る デー タ は 、 正 常に 並べ 
替え られ ませ ん 。 


@ 並べ 替え の キー 項目 は 、 反 転 し て いる 範囲 か ら 指 定 し て くだ さい 。 


表 
幼 
集 
表 
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中 
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1 
タ 
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並 
2 
替 
え 
る 


m 表 の 中 の デー タツ を 選び 出す 


dEG 交 Wy-NNSBS 当 汗 計 隊 工 3 


けい 線 や 文字 間 け い 線 の 表 に 
入力 され て いる デー タ の うち 
ー 定 の 条件 に 合っ た も の を 選 
び 出 し ます 。 


分 類 

条件 に 合っ た も の を 上 に 、 合 わな か っ 
た も の を 下 に 分 け ま す 。 

抽出 

条件 に 合わ な か っ た も の を 、 削 除 し ま 
す 。 


機能 1 ] 証 (F5 」 
( 表 編集 
LEF5 」 


し F2 評 た ほ [ F3 」 


カー ソル を 移動 


実行 


カー ソル を 移動 


に 導出 


カー ソル を 移動 


実行 


例 : 合計 2500 以 上 の も の を 選び 
出し ます 。 人類 


1 


条件 に 合わ な い デ ー タ は 
削除 され ます 。 


Eo 
カー ソル キー で 範 較 始 点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
目 賠 提 計 に Fu Fu 


ID と どこから 
カー ソル キー で 二 囲 始点 を 選び 実行 ー を 押し て くだ さい 
| Fs Fc 『p 語 Fo 


分 類 また は 抽出 を 行う 最初 の 行 へ カー ソル を 移動 し て 
半音 


分 類 ま た は 抽出 の 基準 に な る 項目 に カー ソル を 移動 し 
て [ 戻 行 ) を 押す 。 


選び 実 ? 


表 の 中 の デー タダ を 選び 出す 


ファ ンク ショ ン キ ー で 条件 を 指定 する 。 
| 。。 上 UNAeLF2J 範囲 内 の も の を 選ぶ 必 F1 (範囲 内 ) を 押す 。 
| | 。 範囲 外 の も の を 選ぶ [し FZ (範囲 外 ) を 押す 。 


天 行 間 

[実行 } を 押す 。 

Ki 条件 と な る デー タ を 入力 し 、[ 苦 得 押す 。 
(0 分 類 の 場合 

実行 、 「 F F。 > 0 8 ゴー[2500 


] [2500 
『「a 


「4 中 「F 「7 


範囲 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


表 
編 
集 
表 
の 
中 
の 
則 
タ 
を 
選 
び 
出 
す 


ご e 分類 、 抽 出 の キー 項目 と し て 指定 で きる の は 、 数 字 16 桁 、 文 字 40 桁 まで で す 。 
e 分 類 、 抽 出 は 、 行 単位 で 行わ れる た め 、2 行 以上 に 渡る デー タ は 、 正 常に 選び 出せ な い 
場合 が あり ます 。 
e 分 類 、 抽 出 の キー 項目 は 、 反 転 し て いる 範囲 か ら 指定 し て くだ さい 。 
e 抽出 で 条件 に 合わ な か っ た デー タ は 削除 され 、 元 に 戻す こと は で きま せん 。 
大 切な デー タ は 文書 フロ ッ ピー に 保存 し て か ら 行っ て くだ さい 、。 


Q < 細 囲 デー タ の 指定 に つい て ( 例 ) 
肌 生 = 半  ( デ ー タ は 0、5、10、15 の と き を 例 に 説明 ) 


範囲 指定 範囲 内 幼 囲 外 
| トッ て | 5 以上 、1O 以 (5、10) | 5 未満 、10 を 越え る (0、15 
<(5 | 1 
隊 2 | ptD50 10 を 越え る (15) 
( )- ロ 0 
に し 
10) - (0) | 10 の み (1⑩ 10 以外 (05、15) 


[ 〕( 何 も 入力 し な い 場 合 ) は 〔0}) と な り ま す 。 


万 示 誠 ソー フ 費 


全文 印刷 ( 字 112 ペ ー ジ ) 行 印刷 ( 補 116 ペ ー ジ ) 
スポ ー ツ シー ズン の 到来 ! 


⑩⑩⑩⑳⑩00⑩⑩0⑩0⑩0⑩0⑩⑩0⑩0⑩0000000⑳⑩⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩00⑩0⑩90 
第 5 回 ソフ ト ボー ル 大 会 の お 知ら せ リフ ィ ル 用 紙 印刷 (124 ペ ー ジ ) 


⑯⑳⑩⑩⑳⑳⑩⑩9⑳⑩9⑳⑩⑩⑩⑳⑩⑩⑩9⑳0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩0⑩⑩0⑩0⑩⑩0⑩0⑩0⑩9⑩④⑩090900⑩ 
1989・10.3 


スポ ー ツ シー ズン の 到来 ! 


社員 有志 に よる 第 5 回 ソフ ト ポ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 開催 し ます 。 さ わ や か な 秋空 
の 下 、 日 頃 替え た 腕前 を 発揮 する と まき が や っ て まい り ま し た 。 6 
尼 さ ん 、 ふ る っ て 御大 加 下さ い 。 参加 ご 希望 の 方 は 、 お 手数 で す が 、 下 記 の 申し 込み 書 の 
所 定 備 に ご 記入 の 上 、 総 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 

失 な お 、 用 員 は こち ら で 遇 備 し て いま す が 、 専 用 の も の を 持参 し て も か まい ませ ん 。 


き 己 


0 用 0 日 ( 土 ) 午後 1 時 一 (南天 中 止 ) 
ELET | 


つこ は は (切り 取り 邊 ) 


要 - カロ - で 天 - カ ロ ( 〇 で 囲ん で 下さ い ) 


ペー ジ 
112 文書 を Eh 刷 す る (Eh 刷 ) 
116 行 単位 で Eh 刷 す る ( 行 印刷 ) 
120 色 を 変え て 印刷 する (一 時 停止 ) 
122 は が き を まっ すぐ に 印刷 する (スト レー ト 印 刷 ) 
124 リフ ィ ル 用 紙 を 印刷 する 
126 ハン ディ プリ ンタ で 印刷 する 
ポッ ブリ ツタ ) 
128 外部 プリ ンタ で EH 刷 する 


文書 を El 刷 す る 


編集 中 の 文書 の 全 ペ ー ジ 、 ま 
た は 指定 し た 男 囲 を ペー ジ 単 
位 で 印刷 し ます 。 


英文 ワー プロ や 図形 、 グ ラフ の ある 文 
書 も この ま 順 で 印刷 し ます 。 


⑯⑩⑳④⑩⑩G⑩G⑩G⑩⑩⑩G⑪G⑩⑩G⑪G⑩G⑩G⑩⑩G⑩G⑩⑩⑩⑪⑩⑪⑩⑪⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑨ 


第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 
@@ew の e@ ら の @@@ の の の の の の の の の OO の OO の の の OO の の の の の 
1989・10・3 


スポ ー ツ シー ズン の 到来 ! 


社員 有 去 に よる 第 5 回 ノ ソノ フト ボー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り に 開催 し ます 。 さ わ や か な 秋空 
の 下 、 日 頃 鍛 えた 腕前 を 発揮 する と き が や っ て まい り ま し た 。 

皆さん 、 ふ る っ て 御 参加 下さ い 。 参加 ご 希望 の 方 は 、 お 手数 で す が 、 
二 定 令 に ご 記入 の 上 、 総 務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 
田 具 は こち ら で 状 備 し て いま す が 、 束 と 


下記 の 申し 込み 書 の 


か 4 
書 
を 
EH 
刷 | 
す 
る 


| [F10)ED 刷 ) を 押し て [ F2 ]( 全 文 ) を 押す 。 


Eh 刷 書式 を 設定 する 。 
項目 問 の カー ソル 移動 >[ † ]、[ ! ) を 押す 。 
内 容 の 設定 ツ し ーー 」、[ ー を 押す 。 
29 数 値 設定 数 字 を 入力 する 。 
各 項 目 の 詳細 に つい て は 、「 項 目 の 詳細 」( み 114 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


[ 呈 PS eo 
実行 6 疫 生 終了 ア 【 取 消 】 ・ 未 設定 終了 


[実行 ] を 押す 。 
員 し 


軒 は い 遍 い いえ 調 Fal Fcl Fl F7| 問 軸 両 


文書 を 印刷 する | 


- プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て [実行 」 を 押す 。 

2 ペー ジ 以 上 印刷 する と き は 、1 ペ ー ジ 印刷 する た びに メッ セー ジ が 表示 され ま 
す 。 新しい 用 紙 を セッ ト し 、[ 講 得 を 押し て くだ さい 。 

用 紙 の セッ ト の し か た は 、 [入門 ガイ ド 」34 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 

印刷 を 中 止 す る と き は [取消 ] を 押し ます 。 


B4 サ イズ の 用 紙 に 印刷 する と き 
B4 サ イズ の 用 紙 に 印刷 する と き は 、 本 フタ 上 部 に ある つま み を 押し 下げ て 開け ます 。 
体 右 側 に ある プリ ンタ 側面 フタ を あら か 
じ め 開 け て お いて くだ さい 。 


3 
書 
を 
EH 
刷 
す 
る 


グラ フ 、 図 形 の ある 文書 の 印刷 


手順 5 の 後 、 グ ラフ また は 図形 の ある ペー ジ を 印刷 する 前 に 、 フ ロッ ピー を セッ ト す る 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 図形 、 グ ラフ の デー タ が 保存 され て いる フロ ッ ピ ー を セッ 
ト し て 、[ 戻 利 を 押し て くだ さい 。 

[ 孤 潤 ) を 押す と 図形 、 グ ラフ は Eh 刷 さ れず 、 本 文 の み の 印 刷 に な り ま す 。 


印刷 一 時 停止 を 設定 し て いる と き 
「 印 刷 一 時 停止 」 を 設定 し て いる 位置 の 印刷 が 停止 し 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


印刷 一 時 停止 
【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 


リボ ンカ セッ ト を 交換 し て [ 鹿 行 ]】 を 押す と 、 印 刷 が 続行 され ます 。 
「 印 刷 一 時 停止 」 の 設定 に つい て は 「 色 を 変え て 印刷 する 」(w120 ペ ー ジ )、 リ ボン カ 
セッ ト の 交換 に つい て は 「 入 門 ガ イド (gw33 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


文書 を 印刷 する 


ッ ン シン い 


印刷 開始 頁 


① け い 線 印刷 
けい 線 を 印刷 する か どう か 設定 し ます 。 た だ し 、 文 字 を 使っ た けい 線 は 設定 に 関係 な く 
常に 印刷 され 、 無 EH 字 けい 線 は 設定 に 関係 な く 常 に 印刷 され ませ ん 。 


文 
書 
を 
EH 
刷 
す 
る 


⑧ 袋 と じ 印 刷 
B5 サ イズ の 文書 2 ペー ジ 分 を B4 用 紙 1 枚 に 印刷 し ます 。 用 紙 の 中 心 で 折り た た むと 袋 状 
に と じ る こと が で きま す 。(〈 中 心 が ず れる と き は 、 用 紙 セ ッ ト 位 置 を ずら し て 印刷 し て 
erc3 の 
あら か じ め 書 式 で 「 印 刷 用 紙 」 を B5、「 印 刷 モ ー ド 」 を 「 標 準 印刷 」 に 設定 し て お いて 
くだ さい 。 な お 、 ペ ー ジ 番号 を 印刷 する こと は で きま せん 。 


B5 B5 


スム ー ジ ング 
文字 を 拡大 し て 印刷 し た と き に 、 文 字 の ギザ ギザ が 目立つ 場合 スム ー ジ ング を 「 す る 」 
に 設定 する と ギザ ギザ が な め ら か に な り ま す 。 
スム ー ジ ング を 「 す る 」 に 設定 する と 、 印 刷 速度 が 遅く な り ま す 。 


ぐ ④ 書 体 
別売 り の ROM カ ー ド を セッ ト し て いる と き に 、「 基 本 書体 」 と 「 第 2 書体 ] を それ ぞ れ 
設定 で きま す 。 「 大 本 書体 ] と 「 第 2 書体 」 の 設定 方 法 は 、「 行 単位 で 書式 を 変え る 」 
(Cr88 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


文書 を 印刷 する 放 : 


⑤ 感 熟 紙 
感熱 紙 を 使用 する か どう か 設定 し ます 。 感 熱 紙 以 外 は 「 使 わな い 」 に 設定 し ます 。 
「 使 う 」 に 設定 する と 印字 ヘッ ド の アッ プ ダ ウン を 省略 する た め 、 印 刷 速 度 が 速く な り 
ます 。 ま た 、 感 熱 紙 を 使用 する 場合 、 リ ボン カセ ッ ト は 不要 で す の で 取り 外し て くだ さい 。 


⑥E 印 刷 開始 頁 / 終了 貞 
2 ペー ジ 以 上 の 文書 を 印刷 する と き に 、 何 ペー ジ か ら 何 ペー ジ ま で 印刷 する か を 設定 し 
ます 。 開 始 頁 、 終 了 頁 と も 同じ ペー ジ を 設定 する と 、 そ の ペー ジ の み 印 刷 さ れ ま す 。 


⑦⑰ 頁 番号 初期 値 
文書 に ペー ジ 番 号 を 付け て 印刷 する と き に 設定 し ます 。 
設定 し た 番号 は 印刷 開始 買 か ら 印 刷 さ れ ま す 。 
「1 一 999」 の 範囲 で 指定 し ます 。 
「0」 の 場合 や 、 書 式 で 「 印 刷 用 紙 」 を 「 は が き 」 に 設定 し て いる 場合 、 袋 と じ 印 刷 を 行 
う 場 合 に は ペー ジ 番 号 は 印刷 され ませ ん 。 


2 ue 0 選 世 っ 郷 要 っ 
横書き 横書き 思 骨 0 選 和 人 O SS 
| 
⑧EH 刷 部 数 


同じ 文書 を 何 部 Eh 刷 す る か 設定 し ます 。 「1」 一 「99」 の 範囲 で 設定 し ます 。 


プリ ンタ 
本 体 の 内 蔵 プ リン タ を 使う か 、 外 部 プリ ンタ を 使う か を 設定 し ます 。「 外 部 1」、「 外 部 2」 、 
「 外 部 3」 は 外部 プリ ンタ の タイ プ を 設定 し ます 。 外 部 プリ ンタ で は いく つか の 利点 と 制 
約 が あり ます 。 詳しく は 「 外 部 プリ ンタ で 印刷 する 」(w128 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


@FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201 で 作成 され た 文書 を 呼び 出す と 、「 ス ムー 
ジン グ 」 が 「 す る 」 に 設定 され て いま す 。 印刷 速度 を 速く し た いと き は 、「 ス ムー ジン 
グ 」 を 「 し な い 」、 書 式 (w28 ペ ー ジ ) で 「 文 字 サ イズ 」 を 「 標 準 」 に 設定 し て くだ さい 。 

e 書 式 (g28 ペ ー ジ ) で 「 印 刷 モ ー ド 」 を 「 縮 小 印刷 」 に 設定 し て いる 場合 、「 書 体 」 の 
設定 は で きま せん 。 す べ て 「 明 朝 体 」 で 印刷 され ます 。 


e 横 使い に 設定 し て いる と き 

書式 (28 ペ ー ジ ) で 「 用 紙 使い 」 を 「 横 使い 」、「 文 字 サ イズ 」 を 「 大 文字 」 に 設定 
する と 印刷 速度 が 遅く な り ま す 。 

例 : 197 ペ ー ジ の 「90 年 度 営業 成績 一 覧 表 」 を 印刷 し た 場合 で 約 12 分 か か り ま す 。 

e 印刷 を 中 断 す る に は 

[取消 ) を 押し ます 。 

印刷 を 中 断 し た 後 で 再び 印刷 する と き は 、 新 し い 用 紙 を セッ ト し て か ら 行 っ て くだ さい 。 
ペー ジ の 途中 か ら 印 刷 す る こと は で きま せん 。 


文 
書 
を 
EH 
刷 
す 
る 


行 単位 で 印刷 する 


編集 中 の 文書 を 行 単 位 で 印刷 
し ます 。 _ 
素 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 の お 知ら せ 
文字 を 縦横 どれ ぞ れ 20 倍 まで 拡大 し た スポ ー ツ シー ズン の 到来 ! 
り 、 印 刷 開始 位置 を 設定 し 、 
人 社員 有志 に よる 第 5 回 ソフ ト ボー ル 大 会 を 下記 の 通り 開催 し ます 。 


スポ ー ツ シー ズン の 到来 ! 


品 社員 有志 に よる 第 5 回 ソフ ト ボー ル 大 会 を 下記 の 通り 開催 し ます 。 
5 

届 

る Fm 0 昌 ) を 押し て 1 Eh 刷 ) を 押す 。 


の の 4 


宙 な に よる 第 第 ク 守 人 
3 1 EEE 


所 定 棚 に ご 記入 
※ な お 、 用 貞 は こ 


数 字 入力 Eh 刷 書式 を 設定 する 。 

| | 大 | 商 呈 織 文字 サイ ズ LA 

人 1 を 間 す 

生 商議 内 容 の 設定 の し ーー 」、 し を 押す 。 
[実行 ] を 押す 。 


各 項 目 の 詳細 に つい て は 、「 各 項目 の 詳細 」 (118 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 
Eh 刷 書 式 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


ee ちゃ 
カー ソル キー で 範囲 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
e F Fc Fn Fr 『a Fo 


行 単位 で 印刷 する 


Eh 刷 する 最初 の 行 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


カー ソル を 移動 

隊 昌 2 っ ロン ト ボ ポー ル 全 の ルウ ーー 

実行 ミー ツツミ シー ズン W 

訴 講 "ずる 最 後 の 行 へ カー ソル を 移動 し て ( 誠 生 | を 押す 。 
人 行 EH 員 剛 人 NZ 

実行 還 は い 硬い いえ 閉 町 、 男 、 硬 罰 囲 、 硬 、 画 


範囲 を 確認 し て [F1 」( は い ) を 押す 。 
行 印刷 プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て 実行 キー て ぐだ さ いい 


す 
| | 避 加 軸 Fl 『2| | 両 る 


「 プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て [実行 」 を 押す 。 
用 紙 を セッ ト 用 紙 の セッ ト 位 置 に つい て は 、「 印 刷 開始 位置 の 決め か た 」(w119 ペ ー ジ ) を 
参照 し 、 上 下方 向 の ED 刷 開 始 位置 を 決め て くだ さい 。 


1 くり 返し Eh 刷 す る に は 用 紙 送 り ノ ブ を 回 し て 用 紙 を 
送っ た 後 、47 を くり 返し ます 。 
F10]( 中 断 ) を 押す 。 

F10 


に @ 書式 ( 字 28 ペ ー ジ ) で 次 の 設定 を 行っ て いる と き は 
・「 用 紙 使い 」 で 「 横 使い 」 を 設定 し て も 、「 縦 使い 」 を 設定 し た と き と 同 じ よ うに EH 
刷 さ れ ま す 。 
・「 縮 小 印刷 」 で きま せん 。 「 印 刷 モ ー ド 」 で 「 縮 小 印 刷 ]」 (24X24 ドット) を 設定 し て 
も 、 通 常 の 48X48 ドッ ト の 文字 で 印刷 され ます 。 
・「 文 字 サ イズ 」 で 「 大 文字 」、「 中 文字 」、「 小 文字 」 を 設定 し て も 、 す べ て 「 標 準 」 
の 文字 で 印刷 され ます (行書 式 の 場合 も 同じ で す ) 。 
・「 行 間隔 」 、「 文 字 間隔 」 は すべ て 設定 し た 値 に な り ま す (行書 式 の 場合 も 同じ で す )。 
e 横 方 向 に 文字 を 拡大 し た 場合 や 、 印 字 ヘ ッ ド を 移動 し た 位置 に よっ て 、 印 刷 可 能 範 囲 を 
越え る 部 分 に つい て は 印刷 され ませ ん 。 
@A4 サ イズ の 用 紙 幅 を 越え る 可能 性 が ある と き は 、 あ ら か じ め 本 体 右側 の プリ ンタ 側面 
フタ を 開け て お いて くだ さい (開け か た は 呈 113 ペ ー ジ ) 。 
@ 行書 式 の 重ね 、 1/2 重 ね 、0 改 行 、1/2 改 行 の ある 行 は 、 全 文 印刷 の と きよ り 行 間隔 が 多 
少 広く 印刷 され ます 。 


| 行 単 位 で 印刷 する 


① 文 字 サ イズ 

印刷 する 文字 の 大 き さ を 縦横 それ ぞ れ 2 一 20 倍 まで 拡大 する こと が で きま す 。 
単 指定 し た 倍率 は 、 入 力 編集 画面 で 設定 し た 文字 サイ ズ に 対し て の 倍率 に な り ま す 。 
位 例 : 4 倍角 文字 の 場合 、 も と も と 縦 2 倍 横 2 倍 に な っ て いま すか ら 、 こ こ で 縦横 それ ぞ れ 
Eh 3 倍 に 指定 する と 印刷 され る 文字 は 縦横 それ ぞ れ 6 倍 (36 倍 角 ) の 文字 に な り ま す 。 
誠 
雪 ② ス ムー ジン グ 

文字 を 拡大 し て 印刷 し た と き に 、 文 字 の ギザ ギザ が 目立つ 場合 スム ー ジ ング を 「 す る 」 

に 設定 する と ギザ ギザ が な め ら か に な り ま す 。 


例 : 3X3 僅 の 場合 


する し な い 


③ 書 体 
別売 り の ROM カ ー ド を セッ ト し て いる と き に 、「 基 本 書体 」 と 「 第 2 書体 ] を それ ぞ れ 
設定 で きま す 。「 基 本 書体 」 と 「 第 2 書体 ]」 の 設定 方 法 は 、「 行 単位 で 書式 を 変え る 」 
(Cr88 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


(④ ね らい 打ち 
「 す る 」 に 設定 する と 、 カ ー ソ ルキ ー で 印字 ヘッ ド が 動か せる よう に な る た め 、 自 分 の 
ね ら っ た 位置 か ら 印 刷 が 始め られ ます 。 
用 紙上 下方 向 は 、 用 紙 送 り ノ プ を で 回 し て 調整 し ます 。 詳 し く は 次 ペー ジ を ご 覧 くだ 


ざい 。 
(⑤ 負 方 向 
横書き か 、 縦 書き か 選び ます 。 
123 MANig 
横書き 雇 幅 0 
⑥ 感 熟 紙 


感熱 紙 を 使う か どう か 設定 し ます 。 感熱 紙 以外 は 「 使 わな い 」 に 設定 し ます 。 

「 使 う 」 に 設定 する と 印字 ヘッ ド の アッ プ ダ ウン を 省略 する た め 、 印 刷 速度 が 若干 速く 
な り ま す 。 ま た 、 感 熱 紙 を 使用 する 場合 、 リ ボン カセ ッ ト は 不要 で す の で 取り 外し て く 
だ さい 。 


印刷 開始 位置 の 決め か た 


行 単位 で El 刷 す る 


較 大 準 位置 に つい て 
を 石 方 向 の 大 準 位置 上 下方 向 の 基準 位置 


| 
| 
| 
1 
1 
1 
| 
1 


説明 の た め に リボ ンカ セッ ト は 
外し た 図 に し て いま す 。 


較 基 準 位置 と Eh 刷 開始 位置 の 関係 文字 間 けい 線 
量 準 位置 が 印刷 開始 位置 に な り ま す 。 行間 隔 (48 ドッ ト )X1/2 三 24 ド ッ ト ( 約 1.7mm) 
た だ し 、 行 間隔 お よび 文字 間隔 が ある た め 、 開始 位置 


文字 の Eh 刷 位 置 は それ より 上 下方 向 で 約 1.7mm 
下 側 、 左 右 方 向 で 約 0.4mm 右 側 に な り ま す 。 
= 文字 間隔 12 ドッ ト )X1/2 ニ 6 ドッ ト ( 約 0.4m) 


田上 下方 向 の 合わ せ か た 
用 紙 送 り ノ ブ を まで 回 し て 用 紙 を 一 度 引 き 込 み 、 送 り 出す 方 向 で 上 下方 向 の 明 準 位置 に 合わ せま す 。 


画 左 右 方 向 の 合わ せ か た (ね らい 打ち 設定 時 の み 行え ます ) 
(カー ソル キー) で 印字 ヘッ ド を 動か し 、 左 右 方 向 の 基準 位置 に 合わ せま す 。 


右 に 動か す と き は 忌 [ ご ] (16 ド ッ ト テ = 約 1.1mm) また は [ 逐 ラ ト 」 十 [ ご ] (80 ド ッ ト ー 約 5.6mm) を 押す 。 
左 に 動か す と き は 避 [  ] (16 ド ッ ト = 約 1.1m) また は [ 逐 ラ フト ]+[ 一 ] (80 ド ッ ト = 約 5.6m) を 押す 。 


手順 7 の 後 、 印 刷 開始 位置 に 印字 ヘッ ド を 合わ せ て (実行 ] を 押し ます 。 
Eh 字 ヘ ッ ド の 合わ せ か た は 、 上 記 「E 出 開始 位置 の 決め か た 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ご 注意 価 アク リル カバ ー を 閉じ て 印刷 し て くだ さい 、。 


色 
を 
変 
え 
ャ 
EH 
刷 | 
す 
る 


色 を 変 ズ て EI 刷 する 


EH 刷 を 一 時 停止 させ ます 。 


リポ ンカ セッ ト を 交換 する と 、2 色 以上 | 浜寺 公園 野球 坦 
の 印刷 が で きま す 。 無 料 


優勝 チー ム に トロ フィ ー 


浜寺 公園 野球 場 
無 料 
優勝 チー ム に トロ フィ ー 


放 和 1F) [機能 1 ]+[F10]( ロ ゴ 均 等 ) を 押し て [ F3 ]( 停 止 ) り を 押す 。 


( 口 ゴ 均 等 ) ロゴ ・ 
日 な 調 侍 F [ F F。 ド ド F 
「 色 を 変え る 先頭 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 
実生 | me WE | 
本 も う 一 度 [ F3 (停止 ) り を 押し た 後 、 最 後 の 文字 の 後 へ 
0 カー ソル を 移動 し 、[ 実 行 ] を 押す 。 
実行 ・・・ 隊 大 参 加 旨 NNNGCHM の UN | 
人 F10 (中断) を 押す 。 


F10 


色 を 変え て 印刷 する 【 


印刷 時 に は 
※ 印 刷 の し か た は 「 文 書 を EH 刷 する 」(112 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


印刷 停止 位置 の と ころ で 、 印刷 が 止ま り 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
リボ ンカ セッ ト を 交換 し 、[ 寒 征 ] を 押す と 印刷 が 続行 され ます 。 


印刷 一 時 停止 
【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 


※ 印 刷 停止 位置 を 設定 し た 行 に 、 下 線 や 文字 問 けい 線 、 縦 倍角 文字 、4 倍 角 文 字 な ど が あ 
る と 、23 回 上 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 文字 、 下 線 、 文 字 間 けい 線 、 縦 何 角 文 字 、 
4 倍角 文字 の 上 半分 と 下 半 分 な ど を 別々 に 印刷 し て いる た め 、 ひ と つ ひ と つ を 印刷 する 
ご と に 上 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
リボ ンカ セッ ト を 変え る 必要 の な いと き は 、 そ の まま [ 戻 短 を 押し て くだ さい 。 


午 。 * 用 抜 を 「 枝 合い 」 に 設定 し て いる 場合 、 印刷 時 停止 マー ク が あっ て も 便 止 し ませ ん - 
e 図形 枠 だ け の 行 で は 、 印 刷 一 時 停止 マー ク が あっ て も 停止 し ませ ん 。 

@「 印 刷 一 時 停止 」 は 、 必 ず 同 じ 行 に 始点 と 終点 を 設定 し て くだ さい 。 色 を 変え る 部 分 が 

2 行 以上 に 渡る と き は 、 各行 に も 「 印 刷 一 時 停止 」 の 始点 と 終点 を 設定 し て くだ さい 。 


Q 印刷 一 時 停止 を 解除 する に は 
除 思 また は [1 字 削 除 ] で ED 刷 一 時 停止 マー ク を 消し ます 。 
@ 印刷 一 時 停止 マー ク は 、 設 定位 置 に 挿入 され ます 。 印刷 する と スペ ー ス (空白 ) に な り 
ます 。 


が Ei 内 SIN 


は が さ を ま つ 9 ぐ に 印刷 する 


は が き を まっ すぐ に 伸ばし た 
状態 で Eh 刷 し ます 。 

は が き を カー ル さ せ ず に 還 出 
する こと が で きま す 。 


印刷 方 法 は 文書 の EH 刷 と 同じ で す 。 
(w112 ペ ー ジ ) 


は 


は 


Wq 盲 避 fAgl U 州 計 O 


ベベ 膨 4 


は が き 印 刷 用 の スタ ンド を 取り 付け る 。 


用 紙 セ ッ ト つ まみ を 回 し て 「 解 除 」 の 状態 に し た 後 、 
用 紙 取 り 出 し 口 (本 体 上 面 ) か ら は が き を まっ すぐ に 
差し 込む 。 


は が き を まつ すぐ に 印刷 する 


は が き を 「 は が き 左 端 」 の 線 に 合わ せ 、 用 紙 セ ッ ト つ 
まみ を 「 紙 押さ え 」 の 位置 に する 。 


は 

が 

き 

ま 

用 紙 送り ノブ を 回 し て 、 一 度 は が き を 引き 込ん だ 後 、 ? 
は が き の 上 端 を アク リル カバ ー の 先端 に 合わ せる 。 だ 
刷 

軸 

アク リル カバ ー の 先端 る 


@ 刷 が 始ま っ た ら 、 画 面部 を は が き が 当たら な いよ うに 引き 起こ し て くだ さい 。 画 面部 
に は が き が 当たる と 、 正 常に 印刷 で き な い こと が あり ます 。 
@ 官製 は が きよ り 屋 い 用 紙 や 、 官 製 は が き と サ イズ が 異な る 用 紙 に は 印刷 で きま せん 。 
9 手順 4 で は が き を 引き 込み 過ぎ る と 、 下 に 落ち て し まう こと が あり ます 。 


リフ ィ ル 用 紙 を E 刷 する 


シス テム 手帳 用 の リフ ィ ル 書 BHC 


式 が 、 付属 の 補助 フロ ッ ピー UN 6 記 が 0 0 4 2 


の 中 に 10 種 類 用 意 さ れ て いま 
の 


す 。 

日 本 語 ワ ー プ ロ で 呼び 出し て 、 
別売 り の リフ ィ ル 用 紙 に Eh 刷 
昌 し ます 。 


呼び 出し た 後 、 他 の 文書 と 同じ よう に 
上 文字 を 入力 し た り 、 保 存 し た りす る こ 
” と が で きま す 。 


Eu: や に まい Ia 細 


フロ ッ ピ ー を セッ トド し て 実行 ーー を 押し で ぐだ さい 


の 〇 書式 B 
OADDRESS ODAILY PLAN 
〇 DO CHECK OGOLF SCORE 
QOGOOD PLACE OMONTHLY 


OPERSONAL OWEEKLY 

〇 議事 録 〇 集計 表 
使用 する リフ ィ ル に カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 
・ADDRESS (住所 録 ) ・MONTHLY (月 間 ス ケ ジ ュ ー ル ) 
・DAILY PLAN (日 々 の 行動 予定 ) ・ PERSONAL (個人 デー タ ) 
・ DO CHECK (チェ ッ ク リ スト ) ・WEEKLY (週間 スケ ジュ ー ル ) 
・GOLF SCORE (ゴル フス コア ) ・ 議事 録 
・GOOD PLACE (アナ 場 リ スト ) ・ 集 計 表 


に 渦 @ 印刷 に は 別売 り の 当社 製 リ フィ ル 用 紙 を ご 使用 くだ さい 。171mmX86mm の リフ ィ ル を 一 
度 に 2 枚 ず つ 印 刷 で きる よう に な っ て いま す 。 こ れ は 、 市 販 の シス テム 手帳 の バイ ン 
ダー(6 穴 ) に 対応 し た サイ ズ に な っ て いま す 。 

熟 転写 リフ ィ ル 用 紙 (6 穴 用 / 2 枚 X50 セ ッ ト ) : CF-PP93 1RF 
感熱 リフ ィ ル 用 紙 (6 穴 用 / 2 枚 X50 セ ッ ト ) : CF-PP932RFS 
(感熱 リフ ィ ル 用 紙 に 印刷 する と き は 、 リ ボン カセ ッ ト は 不要 で す 。) 
@ 中 売り の リフ ィ ル 用 紙 に E 負 す る 場合 、 用 紙 を ミシン 目 で 切り 離し て し まう と うま ぐ 印 
刷 で きま せん 。 切り離し は 、 印 刷 が 終っ て か ら 行 っ て くだ さい 。 


リフ ィ ル 用 紙 を 印刷 する 


文字 を 入力 する 。 
(入力 し な いで その まま 印刷 する こと も で きま す 。) 


[F10J(ED 刷 ) を 押し て 、[ F2 ]( 全 文 ) を 押す 。 


ここ で は その まま [実行 ]】 を 押す 。 


専用 の リフ ィ ル 用 紙 を セッ ト す る 。 

② ア クリ ルカ バー の 
先端 に 用 紙 の 上 端 
を 合わ せる 。 


ひ ql 弄 円 NN 疑 棋 こ さこ 


EDI 


①「 用 紙 左端 じ 」 
に 合わ せる 。 


[FT1 (は い ) を 押し 、[ 実 行 ] を 押す 。 


に 6 市 販 の リフ ィ ル 用 紙 で は 印刷 時 の 紙 送り の 関係 上 、 最 後 まで 印刷 で きま せん 。 
e 英文 ワー プロ や 図形 を 使用 する こと は で きま せん 。 
e 呼び 出し た リフ ィ ル に デザ イン され て いる 文字 や けい 線 、 枠 あけ マー ク (円) 等 は 入力 
され た も の で す 。 文字 を 上 書き し た り けい 線 を 移動 、 削 除 等 し た りす る と 、 リ フィ ル の 
デザ イン が くず れ ま す 。 
e 禁則 処理 は で きま せん . 
e 作 成 し た 文書 を 保存 する 際 は 、 分 類 名 と 文書 名 を 付け 直し て 文書 フロ ッ ピー に 保存 し て 
くだ さい 。 
e 分 類 名 、 文 書名 を 変更 し な いで 補助 フロ ッ ピー に 保存 する と 、 リ フィ ル 用 紙 が 書き 換え 
られ ます 。 


e 専用 の リフ ィ ル 用 紙 が な いと き は 、 横 192mX 縦 200mm よ り も 大 きめ の 用 紙 に 印刷 し て シ 
ステ ム 手 帳 の 取り 付け 穴 の 位置 に 災 を あけ 、 リ フィ ル の 大 き さ に 切っ て 使い ます 。 
e 書式 は 自動 的 に 設定 され ます 。 


2 バ 
ン 
デ 
イ 
プ 
り 
ング 
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で * 
EH 
刷 | 
す 
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オプ ショ シ の ハン ディ プリ ン 
タ ( 品 番 : FW-PU1B、FW- 
PU1 ) で 印刷 し ます 。 


ハン ディ プリ ンタ の 接続 方 法 や 取扱 上 

の 注意 は 、 ハ ン デ ィ プ リン タ の 「 取 扱 

説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 
※FW-PU1 の イン ター フェ イス カー ト 
リッ ジ は 不要 で す 。 


、 フロッピ ー を 入れ る 
本 


ie 
抽選 ho 


 W 皿 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト す る 。 
F10」(Eh 刷 ) を 押し て [ F3 ]( ハ ン デ ィ ) を 押す 。 


日 本 語 フ ワーフ 


| ロ 


(0 っ へ まい 生 机 提 30 RT 夫 本 机 い 私) め 1 (人間 全 「Iedi S け 


| ・・・・| 2098 2117 1984 | 1775 


E 還 刷 書 式 を 設定 する 。 
PC 1 | ! を 押す 。 
を 


内 容 の 設定 [| ー ]、 
文字 間隔 や 数 字 を 入力 する 。 


設定 内 容 を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 


押す 。 


名 。 % 横 拡 大: 指定 し た 文字 を 横 方 向 に 2 倍 の 大 き さ で 印刷 し ます 。 
@ 印刷 濃度 : 印刷 の 濃 さ を 設定 し ます 。 数 字 が 大 きく な る に 従っ て 、 印 刷 濃度 も 濃く な り ま す 。 


ハン ディ プリ ンタ で 印刷 する 


Eh 刷 する 最初 の 行 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ]】 を 押す 。 


ティ フリ ウタ 


最後 の 行 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


ハン ディ プリ ンタ で 印刷 する 。 
くり 返し 何 度 も 印刷 する と き は 、 手 順 46 を くり 返し ます 。 


ノ ハハ 
ビー 
の 
オギ 
プ 
旧 
の 
タ 
で 
EH 
届 | 
す 
る 


[F10」( 中 断 ) を 押す 。 


に e 本 機 で ハン ディ プリ ンタ ( FW-PU1B ) を お 使い に な る 場合 は 、 下 図 の 位置 に 印刷 され 
ます 。 ハンディ プリ ンタ 本 体 の 取扱 説明 書 (g10 ペ ー ジ ) に 記載 され て いる 印刷 位置 と 
異な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


印刷 方 向 横 書き 縦 書き 
文字 全角 文字 の み の 行 | 縦 倍角 ・4 倍 角 文字 を | 全角 文字 の み の 行 | 縦 倍角 ・4 倍 角 文字 を 
サイ ズ | の 場合 含む 行 の 場合 の 場合 合 む 行 の 場合 


印刷 例 


本 休 の プリ ンタ 9 0 年 度 9 0 年 度 

バップ リン 宮 提 BE 穫 立 OO 年 護 - ち =6- 年 上 

@ 行頭 か ら 文 字 ま で の 制御 スペ ー ス は 詰め られ て 印刷 され ます 。 な る べく 行頭 か ら 入 力 し 
GS だ さき 人 6)。 


@ E 刷 可能 長 さ は 約 224mm で す (文字 間隔 6 ドッ ト の 場合 、 全 角 50 文 字 以 内 、 横 拡大 25 文 字 
以内 ) 。 印刷 可能 長 さ を 越 える 場合 は 、 印 刷 さ れ ま せん 。 

@FW-PU1 を お 使い の 場合 は 、FW-PU1 の イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ お よび その 付 
属 ソ フト は 使わ な いで くだ さい 。 動 作 し ませ ん 。 


る ト 
部 
FM 
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外部 プリ ンタ で 印刷 する 


外部 プリ ンタ (ドッ トイ ン パ クト 方 式 ) で の EH 刷 に は 、 次 の よう な 特徴 が あり ます 。 
※ 外 部 プリ ンタ を 使用 する と き は 、 そ の プリ ンタ の 取扱 説明 書 も よく お 読み くだ さい 。( 特 
に 取り 扱い 上 の 注意 、 接 続 の し か た 、 単 票 用 紙 の セッ ト 方 法 な ど ) 
一 印刷 速度 が 速い 
一 経済 的 
内 蔵 プ リン タ が 1 本 の リボ ン を 一 度 し か 使用 で き な い の に 比べ 、 同 じ リ ボン を 何 度 で も 
使用 で きま す (た だ し 、 印 刷 濃度 は 湊 く な り ま す ) 。 
画 複 写 式 の 用 紙 (カー ボン 紙 な ど ) に 印刷 で きる 
内 蔵 プ リン タ で は 印刷 で きま せん が 、 外 部 プリ ンタ で は 手 で 書い た と き と 同 じ よ うに 下 
の 用 紙 に 複写 され ます (用 紙 厚 の 調節 が 必要 で す ) 。 
較 ア ルカ リ 乾 電池 使用 時 に も Eh 刷 で きる 
AC ア ダ プ タ や 充電 電池 の 他 に 、 ア ルカ リ 乾 電池 で 使用 し て いる 時 で も 印刷 が 行え ます 。 
一 機能 が 制限 され る 
外部 プリ ンタ で は いく つか の 機能 が 制限 され ます (@w130 ペ ー ジ ) 。 
還 E 刷 イメ ー ジ が 異な る 
内 蔵 プ リン タ が 48 ド ッ ト で 印刷 する の に 対し て 、 外 部 プリ ンタ で は 24 ド ッ ト 印 刷 と な り 
ます 。 ド ッ ト 数 の 違い の た め 、 印 刷 イ メー ジ が 多少 異な り ま す 。 


外部 プリ ンタ を 使っ て 印刷 する に は 、 本 機 と プリ ンタ の 他 に 次 の 周辺 機器 が 必 
要 で す 。 

プリ ンタ イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ 当社 製 FW-CPS1 

プリ ンタ ケー ブル 当社 製 CF-2505A 


外部 プリ ンタ を 使っ て EH 刷 で きる ソフ ト は 次 の と お り で す 。 


所 


ソフ ト 名 と 主 な 機能 可 不 可 備 考 


日 本 語 ・ 英 文 ・ グ ラフ 
行 印 刷 
辞 書 編集 (辞書 印刷 ) 
文書 一 覧 印刷 


機能 に よっ つて は 使え な いも の も あり ます 。 
( 呈 130 ペ ー ジ ) 。 


| 図形 エディ タ 日 本 語 ' リ ワー プロ に 取り 込ん だ 図形 は 印刷 で きま す 。 


スケ ジュ ー ル 、 メ モ 


住所 録 


XX メメ X 〇 


拡張 デー タ ノ ー ト 等 の 拡張 機能 で は 印刷 で きま せん 。 


@ 図形 や グラ フ の 印刷 に お いて 、 使 用 する プリ ンタ に 逆 改 行 (バッ ク フ ィ ー ド ) が ある 場 
台 、 こ の 領域 に 図形 が か か る と 図形 や 文字 の 途中 に 隙間 (空白 ) が 生じ ます 。 
外部 プリ ンタ の 取扱 説明 書 を 参照 し 、 逆 改行 領域 に か か ら な いよ うに 図形 枠 を 移動 し て 
くだ さい 。 (「 枠 を 移動 する 」 84 ペ ー ジ ) 。 


外部 プリ ンタ で E 刷 する 


本 機 で 使用 で きる プリ ンタ は 次 の 通り で す 。 


一 推奨 機種 
| メー カー 名 | 機 種 名 | 設定 
松下 電器 M シリ ー ズ 用 24 ド ッ ト 支 CV-MPR453 外部 1 
(Panasonic) ドッ トイ ン パ クト 漢字 プリ ンタ CV-MPR652 外部 1 
使 用 可能 機種 


下記 の 機種 も 使用 する こと が で きま す が 、 第 2 種 情 報 装置 の 正規 許容 値 (VCC| 基準 ) 
を 満足 し な い 場 合 が あり ます 。 周 辺 の 機器 に 電波 障害 等 の 妨害 を あたえ な いこ と を 十分 


タ ト 
確認 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 (VCC| 基準 に つい て は : 「 入 門 ガ イド 」 1 ペー ジ ) に 3 
メー カー 名 機 種 名 | 設定 の 
松下 電器 M シリ ー ズ 用 24 ドッ ト EE に 3 
(Panasonic) ドッ トイ ン パ クト 漢字 プリ ンタ | ょ CV.MPRe651 外部 1 
間 還 目 5 松下 電器 ” | MSX 用 24 ド ッ ト | 用 FS-P400 ※1 外部 3 4 
(National) ドッ トイ ン パ クト 漢字 プリ ンタ (生産 完了 品 ) 還 
PC-PR201G 外部 2 
日 本 電気 PC98 シリ ー ズ 用 24 ド ッ ト PC-PR201V2 外部 2 
(NEC) ドッ トイ ン パ クト 漢字 プリ ンタ PC-PR201CL 外部 2 
PC-PR201H3 外部 2 
プラ ザー 24 ド ッ ト 支 M-1024 ILP/X 外部 3 
(brother) ドッ トイ ン パ クト 漢字 プリ ンタ | _M-1224P/X ※2 | 外部 3 
ソニ ー MSX 用 24 ドッ ト 廊 PRN-M24 外部 3 
(SONY) ドッ トイ ン パ クト 漢字 プリ ンタ TYPEI ー 


※1 : FS-P400 は 現在 製造 し て お り ま せん 。 

※2: M-1224P/X は 、MS メモ ー ド で 使用 し て くだ さい 。 

廊 還 の ある プリ ンタ に は 、 専 用 の プリ ンタ ケー ブル CF-2505A が 必要 で す 。 

それ 以外 の プリ ンタ に つき まし て も 、 上 記 プ リン タケ ー ブ ル の ご 使用 を お 勧め し ます 。 


本 機 と プリ ンタ の 電源 を 切り 、 次 の よう に 接続 し ます 。 詳 しく は プリ ンタ イン 
ター フェ イス カー トリ ッ ジ (FW-CPS1) の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


プリ ンタ イン ター 
フェ イス カー トリ ッ ジ 
FW-CPS1 (別売 ) 


テー プリ ンタ ケー ブル 
コン セン ト へ CF-2505A (別売 ) 


DCEIe な ACGNE: 押 


外部 プリ ンタ で 印刷 する 


同 中 過 内 


山 


B4 


B5 

は が き 

ジー 

原稿 用 紙 
縦 ・ 横 使い 印刷 
上 ・ を 奈 白 


縮小 印刷 
大 文字 、 標 準 、 
中 文字 、 小 文字 


連続 
けい 線 E 刷 
袋 と じ 印 刷 
ーー ジン グ 
第 2 書体 

由 指 定 
貞 番 号 付け 


印刷 部 数 指定 


行間 制御 

大 文字 、 標 準 、 
中 文字 、 小 文字 
第 2 書体 


網 か け 


〇 O 〇 OxXO 〇 OO 〇 OxXOO 


〇 


〇 


下記 の 機種 で は B 4 書式 は 使え ませ ん 。 
CV-MPR402 、FS-P400、M-1024 IP/X、PRN-M24TYPE HI 
設定 し な いで くだ さい 。 


設定 し な いで くだ さい 。 


上 款 白 ・ を 奈 白 は 用 紙 の セッ ト 位 置 に よっ て 異な り ま す 。 ま た 、PC-PR201 
シリ ー ズ 使用 時 は 設定 値 ど お り に は な り ま せん 。 


文字 間隔 ・ 行 間隔 は 表示 ドッ ト 数 の 半分 の ドッ ト 数 に な り ま す 。 
設定 し な いで くだ さい 、。 


設定 し な いで くだ さい 


た だ し 、PC-PR20 1 シリ ー ズ の 場合 は フリ ー で 書式 設定 し た と きのみ この 機 
能 が 使え ます 。 使 用 する プリ ンタ の 仕様 に より 、 紙 送り 方 向 に 印刷 不可 能 領 
域 が 約 35mm 以 上 ある 場合 は 印刷 で き な い こと が あり ます 。 


内 蔵 プ リン タ に 比べ て 網 か け は ドッ ト が 大 きく 粗く な り 、 下 線 ・ け い 線 は 2 
倍 ほ ど 太 く な り ま す 。 


用 紙 横 使い の 場合 は 、 下 線 が 文字 に 重なり ます 。 


記号 ・ シ ステ ム 外 字 は 内 蔵 プ リン タ で 印刷 し た も の と 多少 デザ イン が 異な り ま す 。 


外部 プリ ンタ で 印刷 する 故 j 


還 較 プリ ンタ に 合わ せ て 書式 を 設定 (変更 ) す る 
設定 方 法 は 「 用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る 」( 呈 28 ペー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


BE が きき の リラ 
(90 一 364) 
(9 の … フ 57) 


一 当社 製 M シ リー ズ 用 プリ ンタ (CV-MPR シ リー ズ ) や MSX 用 プリ ンタ を 使う に は 
①E 刷 用 紙 
「 は が き 」 以外 の 用 紙 を 選ぶ こと が で きま す 。 
・ 下 記 の 機種 で は B 4 用 紙 に EH 刷 で きま せん 。 
CV-MPR402 、FS-P400、M-1024 TP/X、PRN-M24TYPE TH 
③ 用 紙 使 い 
「 縦 使い 」 か 「 横 使い 」 を 選び ます 。 原 稿 用 紙 に は 印刷 で きま せん 。 
⑦ 文 字 間隔 / 行間 隔 
それ ぞ れ の 間隔 は 表示 の 半分 の 値 に な り ま す 。 
⑧Eh 刷 モー ド 
「 標 準 印刷 」 必 全 角 文 字 を 24 メ 24 ド ッ ト で 印刷 し ます 。 文字 の 大 き さ は プリ ンタ の 種 
類 に よっ て 異な り ま す 。 
「 縮 小 印 刷 」 層 印 刷 で きま せん 。 
@② 、④ 一 ⑥、⑨ の 設定 は 本 体内 蔵 の プリ ンタ と 同じ で す 。「 用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る 」 
(28 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 
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外部 プリ ンタ で 印刷 する 


一 日 本 電気 製 PC-9800 シ リー ズ 用 プリ ンタ (PC-PR201 シ リー ズ ) や 紙 送 り 方 向 に 印刷 不 
可能 領域 が 35mm 以 上 ある プリ ンタ を 使う に は 
① 印 刷 用 紙 

「 は が き 」 以外 の 用 紙 を 選ぶ こと が で きま す 。 こ こ で は A4、B5、B4 の 用 紙 に 印刷 

する 場合 で も 「 フ リー」 に 設定 する こと を お 勧め し ます 。 

・「A4」 か 「B5」 か 「B4」 に 設定 し て ある 文書 を PC-PR201 シ リー ズ で 印刷 する 
と き は 、135 ペ ー ジ を 参照 し て 「 上 余白 」、「 左 余白 」、「 文 字 間隔 ノ 行 間隔 」 を 設 
定 し な お し て くだ さい 。 た だ し 、 図 形 枠 や 英文 行 が ある と き は 書式 変更 で きま せん 。 

⑧ 用 紙 サ イズ 

「E 刷 用 紙 」 を 「 フ リー」 に 設定 し た 場合 、 実 際 の 用 紙 の 縦横 の 寸法 を 次 の 補正 式 に 

代入 し 、「 用 紙 サ イズ 」 の 縦横 の 値 を 求め ます 。 

・ 用 紙 縦 使い の 場合 : 

用 紙 サ イズ の 縦 の 値 三 (用 紙 寸 法 -A-B) テ K 十 35mm 
用 紙 サ イズ の 横 の 値 三 (用 紙 寸 法 -C-D) エ K 十 24m 

・ 用 紙 横 使い の 場合 : 

用 紙 サ イズ の 縦 の 値 三 (用 紙 寸 法 -C-D) エ K 十 24mm 
用 紙 サ イズ の 横 の 値 三 (用 紙 寸 法 -A-B)K 十 35mm 
※K の 値 


K 三 1.125 PC-PR201 シ リー ズ (160 ド ッ ト / イン チ ) 
K=1.00 その 他 の プリ ンタ (180 ド ッ ト / イン チ ) 

※A、B、C、D の 値 
A、B、C、D の 値 は 各 プ リン タ の 仕様 を 見 て 確認 し て くだ さい 、。 

A : プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て 用 紙上 端 か 
ら は じ め て 印刷 で きる 位置 (m) 。 

B : 用 紙 の 最も 下 に 印刷 で きる 位置 で 、 そ れ 
以上 下 に 印刷 し よう と する と ペー パー エ 
ンド に な る 位置 (m) 。 

C : プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て 用 紙 左端 か 
ら は じ め て 印刷 で きる 位置 (m) 。 

D : プリ ンタ の 印刷 不可 能 領域 (m) 。 


C D 


・「 フ リー」 に 書式 設定 し 、 補 正式 を 使っ て 「 用 紙 サ イズ 」 の 縦横 の 値 を 入力 し た 場合 、 
「 印 刷 イ メー ジ 」 を 目安 に 「 上 余白 / 下 余 白 」、「 文 字 間隔 / 行間 隔 」 の 値 を 設定 し ま 
す 。 詳 し く は 「 用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る 」 (28 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

・ 用 紙 縦 寸法 と 用 紙 横 寸 法 
用 紙 横 寸 法 と 用 紙 縦 寸 法 は 次 の 表 を 参考 に し て くだ さい 。 これ 以外 の 用 紙 を 使用 する 
と き は 実際 に 大 き さ を は か っ て くだ さい 。 


用 紙 用 紙 寸 法 (m) 
A 4 210x297 
B 4 257 x364 
B 5 182x257 


外部 プリ ンタ で 印刷 する 


⑬ 用 紙 使 い 

「 縦 使い 」 か 「 横 使い 」 を 選び ます 。 原 稿 用 紙 に は 印刷 で きま せん 。 
④ 印 刷 方 向 

「 縦 書き ] か 「 横 書き 」 を 選び ます 。 
⑤ 上 奈 白 / を 余白 

紙 の 上 端 ま た は 左端 か ら 何 mm あけ て 印刷 する か を 指定 し ます 。 た だ し 、 実際 に 印刷 され 

た と き の 上 余白 / を 余白 は 用 紙 の セッ ト 位 置 に より 異な り ま す 。 

PC-PR201 シ リー ズ を 使っ て いる と き は 、 上 祭 白 / 左 奈 白 は 設定 値 通 り に な り ま せん 

(ほほ 135 ペ ー ジ ) 。 
⑥1 行 桁 数 / 1 頁 行 数 

詳し く は 「 用 紙 に 合わ せ て 書式 を 決め る 」 (28 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 
⑦ 文 字 間 隔 / 行間 隔 

文字 間隔 と 行間 隔 は 表示 の 半分 の 値 に な り ま す 。 
⑧ 印 刷 モ ー ド 

「 標 準 印刷 」 必 全 角 文 字 を 24X24 ドット で 印刷 し ます 。 文 字 の 大 き さ は プリ ンタ の 種 

類 に よっ て 異な り ま す 。 

「 縮 小 EH 刷 」 層 印 刷 で きま せん 。 
⑨ 文 字 サ イズ 

「 標 準 」「 大 文字 」「 中 文字 」 「 小 文字 」 の どれ か を 選び ます 。 
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外部 プリ ンタ で 印刷 する (印刷 の し か な ) 


嘩 印刷 の し か た 


<) 


実行 


用 紙 を セッ ト 


[F10]ED 刷 ) を 押し て [ F2 」( 全 文 ) を 押す 。 


EH 刷 書式 を 設定 する 。 

「 袋 と じ 印 刷 」 は 「 し な い 」 に 設定 する 。 

「 感 熱 紙 ]」 は 「 使 わな い 」 に 設定 する 。 

「 プ リン タ 」 の 設定 は 「 使 用 で きる プリ ンタ 」( 補 129 ペ ー 
ジ ) を 参照 し 、 設 定 する 。 


Eh 刷 書式 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


! 0 トス タ ( セッ ト し て 実行 キー KG に Pe 


用 紙 を 縦 に セッ ト し て [| 実行] を 押す 。 

用 紙 は 縦 使い 、 横 使い に か か わら すず 必ず 縦 方 向 ( 縦 使 い ) に セッ ト し て くだ さい 。 
用 紙 の 左右 の セッ ト 位 置 は プリ ンタ に 合わ せ て バラ ンス よく 印刷 で きる 位置 を 
探し て くだ さい 。 

印刷 を 途中 で 中 止 す る と き は [取消 ) を 押し ます 。 


@ E 刷 実行 中 に 用 紙切れ が 発生 し た 場合 は 、 プ リン タ の オン ライ ンス イッ チ か SEL ス イッ 
チ を 押し て くだ さい 。 フ ォ ー ム ズ オ ー バ ー ラ イド 機能 が 働い て 残り 1 行 分 が 印刷 され る 
こと が あり ます 。 


外部 プリ ンタ で 印刷 する (PC-PR201 シ リー ズ で の 行間 司 / 文 字 間隔 ) 


) PC-PR201 シ リー ズ で の 行間 隔 文 字 間隔 

内 蔵 プ リン タ や 、M シ リー ズ 用 プリ ンタ (CV-MPR シ リー ズ ) な ど が 、1 イ ンチ あ 
た り 180 ド ッ ト で 印刷 する の に 対し て 、PC-9800 シ リー ズ 用 プリ ンタ C(PC-PR201 
シリ ー ズ ) は 1 イン チ あ た り 160 ド ッ ト で 印刷 し ます 。 書 式 に よっ て は 、1 ペ ー ジ に 
お さま ら な いこ と が あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 

すでに 作成 済 の 文書 な ど を 使っ て 「A4」 か 「B4」 か 「B5」 に 書式 設定 し て 、PC- 
PR201 シ リー ズ に 印刷 する 場合 は 下 の 表 を 参考 に し て 「 上 余白 」、「 を 余白 」、「 文 
字 間隔 / 行間 曲 」 を 設定 し 直し て くだ さい 。 


田 A4 用 紙 縦 使 い の と き 


PC-PR201 シ リー ズ 使用 時 に 用 紙 縦 使い で 印刷 する に は 、 上 余白 、 行 間隔 、 行 数 を 次 の 部 
組合 せ で 設定 する と 文字 が A4 用 紙 1 ペー ジ に お さま り ま す 。 ( 表 中 の *** 部 分 は 行間 隔 や 導 
文字 間隔 の 設定 を どの よう な 値 に し て も 1 ペー ジ に お さま り ま せん 。) ン 
行 数 ( 行 ) 入 
26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 Eh 
上 余白 (m) | 行間 隔 (ドッ ト ) 生 
15 。 |64 56 48 44 36 32 28 24 20 16 16 12 * ww る 

20 前 錠 4 40 96 32 28 24 20 届 科 人 の 生 で 

25 人 名 52 44 40 32 28 唱 20 16 16 信 ト 

30 |56 48 44 36 32 28 24 20 16 12 12 *WW wt 

35 。 |52 48 40 36 28 24 20 16 16 12 *ww We We 

40 9 抽 症 錠 0 人 和 0 1 1 

45 組 朝 開 98 24 0 人 人 1 

55 44 36 32 24 20 16 12 12 *PP BR AR 

65 36 32 24 20 16 12 来 来 来 来 ※ 来 来 ※※※ 玉 来 ※ 玉 ※ 玉 玉 ※ 氷 来 玉 来 素 ※ 玉 

75 3Z 28 20 16 12 玉 来 氷 氷 来 来 来 ※ 来 来 来 来 ※※ 来 玉 来 氷 玉 ※ ※ 玉 ※ ※※※ 


PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 縦 使い で 印刷 する に は 、 左 款 白 、 文 字 間 隔 、 桁 数 を 次 
の 組合 せ で 設定 する と 文字 が A4 用 紙 1 ペ ー ジ に お さま り ま す 。 


桁 数 ( 桁 ) 
30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 
余白 (m) | 文字 間隔 (ドッ ト ) 

15 24 0 16 12 8 8 4 0 0 *WW30 
20 中 50 16 12 8 4 4 0 *WwnWemephk 
25 20 16 12 8 4 4 0 0 *F*NWAWWM 
30 16 12 12 8 4 (0 (0 半球 ※※※ 玉 ※※ 玉 玉 洲 ※ 
35 16 12 8 4 4 () 。 ま 玉 玉 玉 ※ 玉 ※ 玉 玉 来 ※ 玉 ※※ 玉 ※ 
40 12 8 8 4  () * 半 半 玉 ※※ 米 玉 玉 玉 玉 ※ ※※※ ボボ ※※ 
45 12 8 4 (0 () 半球 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 ※※ 玉 ※※ 玉 ※※ 
50 8 4 4  [) * 半 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※※ ※※ 玉 
55 8 4 [0 ま 玉 玉 ※※ ※ 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 
60 4 (0 半球 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 涼 玉 ※ ※※ 玉 玉 ※ ポ 


| 外部 プリ ンタ で 印刷 する (PC-PR201 シ リー ズ で の 行間 司 / 文 字 剛司 ) 


一 B4 用 紙 綻 使 いひ の とき 

PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 縦 使い で 印刷 する に は 、 上 祭 白 、 行 間隔 、 行 数 を 次 の 
組合 せ で 設定 する と 文字 が B4 用 紙 1 ペ パー ジ に お さま り ま す 。( 表 中 の *** 部 分 は 行間 隔 や 文 
字 間隔 の 設定 を どの よう な 値 に し て も 1 ペー ジ に お さま り ま せん 。) 


行 数 ( 行 ) 

136 36 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 
上 款 白 (W) | 行間 隔 ( ド ッ ト ) 

15 56 52 44 40 36 32 28 28 24 20 20 16 12 12 
20 56 48 44 40 36 32 28 24 24 20 16 16 12 12 
25 52 48 44 36 32 32 28 24 20 20 16 12 12 ** 
| 30 52 44 40 36 32 28 24 24 20 16 16 12 12 *** 
mn 35 48 44 40 36 32 28 24 20 20 16 12 12 
タ ト 40 48 40 36 32 28 24 24 20 16 16 12 生玉 
に 45 44 40 36 32 28 24 20 16 16 12 12 本 
リ 50 44 36 32 28 24 24 20 16 16 12 玉吉 
55 40 36 32 28 24 Z0 16 16 12 12 kk 4 
科 60 提 32 28 20 224 Z0 16 12 12 9 RM NM OR NN 
EH 65 00 06 6D (2 條 200 10 1 12 0 2 2 


PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 縦 使い で 印刷 する に は 、 左 余白 、 文 字 間 隔 、 桁 数 を 次 
の 組合 せ で 設定 する と 文字 が B4 用 紙 1 ペ ー ジ に お さま り ま す 。 


桁 数 ( 桁 ) 
39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 
左 余白 (m) | 文字 間隔 ( ド ッ ト ) 

15 24 20 16 12 12 8 4 4 0 0 0 ww 
20 20 16 16 12 8 8 4 4 0 0 kt 
25 20 16 12 12 8 4 4 0 0 *MK 
30 16 16 12 8 8 4 0 0 0 MK 
35 16 12 8 8 4 4 0 0 KR tt 


四部 ブリ ンタ で 印刷 する (PC-PR201 シ リー ズ で の 行間 同 / 文 字 則 同 ) 【 に 


田 B5 用 紙 縦 使 いひ の とき 
PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 縦 使い で 印刷 する に は 、 上 奈 白 、 行 間隔 、 行 数 を 次 の 
合せ で 設定 する と 文字 が B5 用 紙 1 ペ ー ジ に お さま り ま す 。 ( 表 中 の *** 部 分 は 行間 隔 や 文 


字 間隔 の 設定 を どの よう な 値 に し て も 1 ペー ジ に お さま り ま せん 。) 


行 数 ( 行 ) 
20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 
上 余白 (m) | 行間 隔 ( ド ッ ト ) 

15 72 64 52 44 40 32 28 24 20 16 12 kk 
20 72 60 52 44 36 32 24 20 16 12 12 FMK キキ 
25 68 56 48 40 32 28 24 20 16 12 六 涼 玉 ※ 
30 64 52 44 36”"32 24 20 16 12 
35 60 48 40 36 28 24 20 16 12 PE 米 水 呈 束 ポ 
45 52 44 36 28 24 20 16 12 来 来 来 来 ※※※※ 来 ※※※ 来 ※ 来 来 氷 氷 ※※ 
65 40 32 24 20 12 来 来 来 玉 来 来 来 ※ 来 来 ※ 来 来 玉 氷 氷 来 氷 素 来 氷 ※ 来 来 氷 ※ 
70 36 28 20 16 12 来 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 ※ 来 素 ※ 来 ※ 来 氷 ※ 来 ※ 氷 ※ 来 ※ 玉 来 
75 32 24 16 12 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 来 氷 ※ 来 来 ※ 来 玉 玉 ※ ※ 来 ※ 
80 28 20 16 来 来 来 来 来 来 来 氷 来 来 来 来 来 玉 来 玉 来 ※ 氷 来 氷 氷 氷 ※ 玉 来 氷 氷 玉 来 玉 ※ 玉 


PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 縦 使い で 印刷 する に は 、 を を 奈 白 、 文 字 間 隔 、 桁 数 を 次 


の 組合 せ で 設定 する と 文字 が B5 用 紙 1 ペ パー ジ に お さま り ま す 。 
桁 数 ( 杵 ) 
29 65 27 導 9 39 


35 37 39 41 43 45 


左 余白 (mm) 
15 
20 
25 


3Z 
28 


24 
Z4 
20 


12 8 4 


0 来 来 来 来 玉 来 素 来 来 玉 玉 ※ 来 来 来 玉 ※ 来 涼 ※※ 玉 来 ※※ 玉 玉 玉 


16 
12 
12 
6 
8 
4 
0 


| 文字 間隔 (ドッ ト ) 


ーー 
尽 人 玉 OoOoGS 
つど の 人 太 尽 の G 


4 中 0 来 ※ 玉 玉 玉 ※※ 玉 ※※ 
4 0 来 来 来 来 ※※ 来 玉 来 ※ 玉 ※※ 
0 玉 来 ※※ 玉 氷 来 玉 来 水玉 玉 ※※※ 
0 来 来 来 来 ※※ 来 玉 玉 ※ 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 
来 来 氷 来 ※※※ 玉 ※ 玉 米 玉 玉 涼 玉 ※※ 玉 ※ 玉 
来 来 来 玉 ※※※ 玉 ※ 来 玉 来 玉水 ※※ 涼 涼 玉 ※※ 玉 ※※ 
0 素 来 来 玉 ※ 氷 玉 ※ 来 来 来 来 玉 玉 米 涼 玉 ※ 玉 ※ 玉 
0 素 来 来 玉 ※※ 玉 来 来 来 来 ※※※ 来 ※※ 来 玉 玉 玉 玉 来 来 玉 ※ 玉 


2 
部 
2 
リ 
ラン 
タ 
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EH 
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る 


外部 プリ ンタ で 印刷 する (PC-PR201 シ リー ズ で の 行間 司 / 文 字 間 隔 ) 


田 A4 用 紙 横 使い の と き 

PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 横 使 いで 印刷 する に は 、 上 余白 、 行 間隔 、 行 数 を 次 の 
組合 せ で 設定 する と 文字 が A4 用 紙 1 ペ パー ジ に お さま り ま す 。( 表 中 の *** 部 分 は 行間 隔 や 文 
字 間 隔 の 設定 を どの よう な 値 に し て も 1 ペー ジ に お さま り ま せん 。) 


行 数 ( 行 ) 

15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 4 
上 余白 (m) | 行間 隔 (ドッ ト ) 

10 玉 来 玉 玉 玉 素 玉 来 玉 ※※※ 素 ※※ 玉 来 玉 玉 来 来 氷 ※ 来 氷 玉 来 来 来 ※ 玉 来 来 氷 来 来 玉 来 来 来 ※ 
15 素 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 来 氷 ※※ 来 来 来 ※※ 玉 ※※ ※ 来 来 来 来 来 玉 来 来 来 来 ※※ 氷 来 来 来 ※ 玉 氷 来 来 玉 来 来 
20 玉 玉 玉 素 玉 玉 涼 ※※ 玉 玉 来 玉 来 来 来 玉 ※※ 玉 ※ 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 ※ 来 来 来 来 来 来 氷 ※ 氷 ※ 
25 素 素 玉 玉 玉 ※※ 玉 玉 来 玉 来 ※ 来 来 来 来 玉 来 来 氷 来 来 来 来 玉 玉 来 来 来 来 来 来 来 率 来 来 来 氷 来 来 来 ※ 
30 素 ※ 玉 ※※ 玉 来 玉 来 玉 ※※※ 来 玉 来 来 玉 ※ 玉 来 来 来 玉 来 玉 ※ 来 玉 玉 ※ 玉 玉 来 玉 玉 来 玉 玉 ※ 来 来 ※ 
35 |10084 68 56 48 40 32 28 24 20 16 12 **k 
40 |96 80 64 56 44 36 32 24 20 16 12 *W**e ek 
45 |92 76 60 52 44 36 28 24 20 16 12 *rk*ek 
50 |88 72 60 48 40 32 28 20 16 12 *Wf kk 
コ 55 |84 68 56 44 36 28 24 20 16 12 *wr kk 
60 |76 64 52 40 32 28 20 16 12 *PK KK 
出 65 |72 60 48 36 32 24 20 12 **k KR 
吉 70 |68 56 44 36 28 20 16 12 *W kh 


PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 横 使 いで 印刷 する に は 、 左 余白 、 文 字 間 隔 、 桁 数 を 次 
の 組合 せ で 設定 する と 文字 が A4 用 紙 1 ペ パー ジ に お さま り ま す 。 


桁 数 ( 桁 ) 
_|46 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 
を 款 白 (mm) | 文字 間隔 (ドッ ト ) 

の 5 8 4 4 0 0 0 素 ※ 玉 玉 玉 玉 来 玉 来 玉 ※※ 来 氷 玉 来 玉 ※※ 
30 8 4 4 0 0 玉 玉 玉 玉 来 来 来 ※※ 氷 玉 玉 玉 玉 玉 来 氷 来 氷 氷 ※ 
35 4 4 0 0 涼 玉 玉 玉 玉 来 氷 来 来 氷 玉 ※※ 玉 ※※ 玉 来 来 来 氷 来 玉 玉 ※※ 
40 4 0 素 ※ 来 涼 玉 来 来 玉 来 玉 玉 ※※ 氷 氷 来 来 来 来 来 氷 来 来 来 来 玉 氷 ※ 
45 4 0 0 玉 玉 玉 玉 玉 来 素 来 来 玉 ※※ 玉 氷 来 来 玉 玉 来 氷 玉 来 来 ※※※ 玉 来 来 
50 0 0 玉 玉 来 玉 玉 素 玉 来 玉 玉 来 玉 来 来 来 来 来 来 氷 来 来 来 来 氷 来 来 来 ※ 玉 
55 0D 玉 来 玉 来 ※※ 玉 来 玉 来 来 玉 玉水 ※ 来 来 玉 来 玉 来 来 来 氷 来 玉 来 来 ※ 玉 来 玉 ※※ 
60 玉 玉 来 玉 玉 玉 涼 玉 玉水 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 玉 来 氷 来 氷 氷 来 玉 来 来 ※※※ 
65 素 玉 来 率 玉 玉 玉 来 来 玉 来 ※ 来 玉 来 来 来 来 来 ※※ 来 来 来 来 氷 来 来 来 玉 来 氷 ※ 来 ※ 来 ※ 
70 玉 玉 来 来 ※※ 玉 率 玉 来 玉 玉 来 氷 来 氷 氷 来 玉 来 玉 氷 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 来 玉 来 玉 玉 氷 ※ 


外部 ブリ ンタ で 印刷 する (PC-PR201 シ リー ズ で の 行 則 同 / 文 字 間 同 ) 【 


田 B4 用 紙 横 使 い の と き 

PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 横 使 いで H 刷 する に は 、 上 祭 白 、 行 間隔 、 行 数 を 次 の 
組合 せ で 設定 する と 文字 が B4 用 紙 1 パ ペー ジ に お さま り ま す 。( 表 中 の *** 部 分 は 行間 隔 や 文 
字 間 隔 の 設定 を どの よう な 値 に し て も 1 ペー ジ に お さま り ま せん 。) 


行 数 ( 行 ) 
22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 
上 余白 (W) | 行間 隔 ( ド ッ ト ) 

20 来 来 来 来 座 来 来 来 ※ 氷 来 ※ 来 座 氷 来 座 氷 氷 氷 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 求 来 氷 氷 求 氷 ※※ 
25 来 来 来 来 ※ 来 来 来 ※※ 氷 来 来 来 ※※ 来 来 ※ 氷 氷 氷 来 来 氷 氷 来 ※※ 来 玉 来 ※※ 来 氷 氷 来 氷 氷 氷 ※※※ 
3 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 来 来 玉 来 来 氷 来 氷 氷 来 来 座 玉 来 来 氷 氷 氷 来 玉 求 来 来 氷 氷 氷 ※ 来 来 氷 ※ 
35 来 来 来 来 来 来 来 来 来 来 氷 来 氷 来 来 来 来 来 来 座 来 氷 来 氷 来 来 来 座 氷 ※ 氷 求 玉 来 氷 来 来 来 来 氷 氷 ※ 
40 80 68 60 52 44 40 36 28 24 20 20 16 12 *** 1 
45 76 68 56 48 44 36 32 28 24 20 16 12 12 *** 外 
50 72 64 56 48 40 36 32 24 20 20 16 12 *** **※ 部 
55 72 60 52 44 40 32 28 24 20 16 12 12 *** **t 放 
60 68 56 48 44 36 32 24 20 16 16 12 ** kk ポポ ン シ 
65 64 56 48 40 32 28 24 20 16 12 *k* 穫 
70 60 52 44 36 32 28 20 16 16 12 ED 
75 56 48 40 36 28 24 20 16 12 PF 刷 
80 56 44 40 32 28 20 16 12 12 kh 涼 玉 ※※ に 
85 52 44 36 28 24 20 16 12 *RK EK Ki  ※ ポ 


PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 横 使い で 印刷 する に は 、 左 奈 白 、 文 字 間隔 、 桁 数 を 次 
の 組合 せ で 設定 する と 文字 が B4 用 紙 1 ペ ー ジ に お さま り ま す 。 


桁 数 ( 桁 ) 
164 66 68 70 72 74 76 78 80 82 864 86 
を 奈 白 (Wm) | 文字 間隔 (ドッ ト ) 

30 4 4 4 0 0 0 来 来 ※※ 来 来 ※ 来 ※ 玉 玉 ※※ 玉 洲 来 ※ ※※※※※ 
40 4 0 0 0 素 来 来 来 ※※ 率 来 来 来 玉 来 玉 ※ 玉 玉 玉 ※ 素 ※ 玉 玉 玉 ※※ 
45 4 0 0 素 来 来 来 来 氷 玉 ※※ 素 来 玉 米 来 玉 涼 玉 米 涼 来 ※※ 玉 玉 来 米 玉 
50 0 0 0 来 玉 ※ 来 ※※ 来 来 ※ 来 玉 玉 来 玉 来 玉 ※※ 玉 ※ 玉 玉 来 玉 ※ 来 玉 玉 ※※ 
55 0 0 来 来 来 来 ※※ 来 ※※※※ 来 来 来 玉 玉 来 ※※ 素 来 来 来 玉 玉 涼 玉 来 ※ 玉 ※※ 
60 0 来 来 来 玉 ※ 玉 玉 来 来 来 来 来 来 ※※※ 玉 来 来 来 涼 玉 玉 ※※ 米 玉 玉 玉 玉 玉 来 氷 玉 
65 来 来 来 玉 玉 来 来 来 来 永 求 ※※ 氷 来 玉 ※ 玉 来 来 来 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 玉 ※ 玉 
70 来 来 ※※ 玉 来 来 来 来 来 来 来 ※※ 玉 玉 玉 玉 来 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 率 玉 玉 米 玉 来 玉 来 玉 玉 ※※※ 
75 来 来 来 氷 来 来 来 来 来 来 来 ※ 玉 ※※※ 素 来 来 氷 玉 ※ 玉 ※ 玉 率 玉 ※ 水玉 玉 玉 玉 玉 玉 ※※ 
80 素 来 来 来 氷 氷 来 玉 来 玉 来 氷 来 氷 ※※ ※ 玉 玉 素 来 玉 来 玉 ※ 玉 玉 玉 玉 来 玉 米 ※ 来 玉 玉 ※※ 
85 来 来 ※※ 来 玉 来 来 来 来 来 来 ※ 玉 ※※ 素 来 来 玉 ※※※ 玉 ※ 玉 率 来 ※ 来 玉 来 玉 来 ※ 玉 ※※ 


外部 プリ ンタ で 印刷 する (PC-PR201 シ リー ズ で の 行間 司 / 文 字 間隔 ) 


画 B5 用 紙 横 使 い の と き 

PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 横 使 いで 印刷 する に は 、 上 余白 、 行 間隔 、 行 数 を 次 の 
組合 せ で 設定 する と 文字 が B5 用 紙 1 ペ ー ジ に お さま り ま す 。(〈 表 中 の *** 部 分 は 行間 隔 や 文 
字 間 隔 の 設定 を どの よう な 値 に し て も 1 ペー ジ に お さま り ま せん 。) 

行 数 ( 行 ) 

11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 

上 款 白 (Wm) | 行間 隔 ( ド ッ ト ) 


10 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 率 玉 玉 涼 玉 玉 来 玉 来 来 来 来 ※※※ 玉 来 ※※ 玉 来 来 来 氷 ※ 玉 玉 来 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 
15 玉 ※ 玉 玉 玉 ※ 氷 ※ 玉 涼 玉 玉 来 ※ 来 来 来 ※ 玉 来 来 来 ※※ 来 玉 玉 来 来 ※※ 来 来 来 来 玉 ※※ 来 来 来 来 来 ※ 来 
20 玉 玉 ※ 玉 玉 玉 来 ※※ 玉 玉 ※※ 来 ※ 来 来 氷 来 玉 来 来 来 玉 来 氷 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 来 ※ 来 来 来 玉 玉 玉 
25 玉 ※※※ 玉 来 玉 ※ 玉 玉 来 来 ※ 来 玉 玉 ※ 玉 玉 来 素 ※※ 来 玉 来 来 来 来 来 来 来 来 玉 玉 来 来 来 来 ※※ 


30 128 100 80 64 52 44 36 28 20 16 12 *k kk 
35 120 92 76 60 48 40 32 24 20 16 12 *k kk 
40 112 68 72 56 44 36 28 24 16 12 KK fk 
45 108 84 64 52 40 32 24 20 16 KK KK ポポ 
50 100 76 60 48 36 28 24 16 12 * 六 涼 ※※ 


55 96 72 56 44 32 24 20 12 KK KK 
60 88 68 52 40 28 24 16 12 *KK kh 


PC-PR201 シ リー ズ 使 用 時 に 用 紙 横 使い で 印刷 する に は 、 左 余白 、 文 字 間隔 、 桁 数 を 次 
の 組合 せ で 設定 する と 文字 が B5 用 紙 1 ペ ー ジ に お さま り ま す 。 

桁 数 ( 桁 ) 

36 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 

を 款 白 (m) | 文字 間隔 (ドッ ト ) 


30 8 4 4 0 0 素 来 来 玉 来 玉 氷 来 来 氷 来 求 来 来 ※ 玉 来 来 
55 0 玉 玉 玉 氷 玉 玉 来 ※※ 来 玉 来 玉 玉 来 来 来 来 来 来 ※※ 来 来 玉 来 氷 来 来 玉 ※ 玉 
60 率 来 率 玉 玉 素 玉 来 玉 玉 来 氷 玉 来 来 玉 来 来 氷 玉 玉 玉 ※ 玉 来 来 玉 玲 ※ 玉 玉 ※ 


65 玉 玉 素 ※ 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 玉 来 ※※ 来 ※ 来 来 玉 来 玉 玉 玉 来 来 来 来 玉 玉 来 ※※ 


リー と す た 


文書 を 保存 する (保存 ) 

文書 を 呼び 出す (呼出 ) 

他 の 文書 を 参照 する ( 他 文 書 呼出 
文書 一 覧 表 を 表示 、 印 刷 す る (文書 一 覧 ) 
文書 名 を 変更 する (文書 名 変更 ) 
文書 を 複写 する (文書 複写 ) 

文書 を 削除 する (文書 削除 ) 

フロ ッ ピ ー の 内 容 を すべ て 複写 する ( 全 複 写 ) 
文書 フロ ッ ピ ー を 作る (初期 化 ) 


文書 を 保 邊 する 


作成 し た 文書 を 文書 フロ ッ 
ーー に 補 。 
5 3 【 お 知ら せ 】 
に 文書 は 、 い つ で も 呼び 出し て 
No ソフ ト ポ ボー ル 大 会 第 5 回 ソフ ト ボ 


文書 フロ ッ ピ ー 


文 

書 

を を 

: 「 し F8 (保存 ) を 押す 。 

[F8 屋 肝 拉 衝 に Ei ] 還 
の 分 類 名 を 入力 し [ 鹿 行 ] を 押す 。 

EN 6 DS 

実行 90 US omo NN 
枯 文書 名 を 入力 し [ 戻 行 ] を 押す 。 


書 償 仔 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て 実行 キー し て くだ さい 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て [実行] を 押す 。 


文書 フロ ッ ピ ー に つい て は ( 屯 158 ペ ー ジ )「 文 書 フ ロッ ピー を 作る 」 を 参照 し 


3 En 上 


フロッピー を 入れ る 


) 


文書 を 保存 する 【 記 


@ 英文 ワー プロ の 状態 で は 、 文 書 を 保存 で きま せん 。 日 本 語 ワー プロ に 切り 換え た 後 、 保 
存 し て くだ さい 。 

@ 分 類 名 、 文 書名 を 省略 する こと は で きま せん 。 

@ 分 類 名 、 文 書名 の 先頭 に 空白 を 入力 する こと は で きま せん 。 


e 本 機 で 保存 し た 文書 を 下記 の U1 シ リー ズ で 呼び 出す こと が で きま す 。 
FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201、P301、P501、P501Al、P701、K104 
た だ し 、 行 書式 ez88 ペ ー ジ ) で の サイ ズ 、 書 体 の 設定 は 無視 され ます 。 ま た 、 記 号 の 
地図 ・ イ ラス ト な どの 形 が 一 部 異な り ま す 。 

e 1 枚 の 文書 フロ ッ ピー に は 、 最 大 で A4 サ イズ 約 160 ペ ー ジ 、 ま た は 100 文 書 まで 保存 で 
きま す 。 た だ し 、 保 存する 文書 の サイ ズ が 大 きい と き な ど は 、 こ れ よ り 少 な く な り ま す 。 

e 分 類 名 と 文書 名 は 、 必 要 に 応じ て 変更 する こと が で きま す 。 変更 する 方 法 は 、「 文 書名 
を 変更 する 」 ( 150 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


@ 保存 し た 文書 の 一 覧 を 表示 ・ 印 刷 す る と 、 分 類 名 ・ 文 書名 の 区 点 . コー ド 順 に 表示 ・EH 
刷 さ れ ま す 。 文 書名 に 番号 を 付け て 管理 する 場合 、 番 号 の 桁 数 が 同じ で な いと 番号 順に 
表示 ・EH 刷 され ませ ん 。 

例 : 「 見 本 1 」 、「 見 本 2 」、…、「 見 本 10」 必 「 見 本 1 」 、「 見 本 10」 …、「 見 本 2 」 

数 字 が 小さ な 番号 を 付け る と き は 、 番 号 の 前 に 必要 な だ け 「 0 」 を 付け て 桁 数 を 揃え 
で くだ さい 。 


例 : 「 見 本 001」 、「 見 本 002」、…、「 見 本 010」 必 「 見 本 001]」 、「 見 本 002] 、…、 
「 見 本 010」 
@ 同名 の 文書 が ある と き 


次 の よう な メッ セージ が 表示 され ます 。 


同名 の 文書 が あり ます 
重ね 書き し て も よろ し いで すか ? 


【 実 行 】: は い 【 取 消 】 : いい え 


保存 され て いる 文書 の 内 容 を 消し て 、 重 ね 書き する 場合 は 、[ 実 行 ] を 押し ます 。 
分 類 名 、 文 書名 を 入力 し 直す 場合 は 、[ 服 潤 ' を 押し て 操作 し 直し ます 。 


e 再 保存 する と き 

一 度 保存 し た 文書 を 呼び 出し て 、 再 び 保 存する 場合 、 以 前 保存 し た 文書 の 分 類 名 、 文 書 

名 が 表示 され ます 。 

新しい 文書 と し て 保存 する と き 選 了 除 退 ] で 分 類 名 、 文 書名 を 消し た 後 、 新 し い 分 類 名 、 
文書 名 を 入力 し ます 。 

元 の 文書 に 重ね 書き する と き の 分類 名 、 文 書名 を 変更 せ ず に [ 戻 第 を 押し ます 。 

た だ し 、 重 ね 書き する 場合 は 、「 @ 同名 の 文書 が ある と き 」 と 同じ メッ セー ジ が 表示 さ 

れ ま す 。 


文 
書 
を 
保 
和 
す 
る 


文書 を 呼 び 出す 


保存 し た 文書 を 画面 に 呼び 出 
し ます 。 


文書 を 呼び 出す と 、 現 在 表示 され て い 
る 文書 が 消え て 、 呼 び 出 し た 文書 の 内 
容 に 置き 換え られ ます 。 表 示さ れ て い 
る 文書 を 消し た く な いと き は 、 呼 び 出 
す 前 に 保存 し て くだ さい 。 


【 お 知ら せ 】 
〇 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 


ン フ ト ボ ー ル 大 会 


(WW) 


文 
書 
を 
l 
び 
出 
す 


上 国 雇 還 思文 午 フ ロッ ピー を セッ ト し て ( 陸 条 を 押す 。 


実行 
O9O 年 上 

【 半 藻 。)。 O「S ロ 4) 條 軍人 

O9 0 年 下半期 企画 会 議 


【 出 張 報告 書 〇 ら 月 東京 ” の ら 月 福岡 
〇 8 月 ニュ ー ヨ ー ク 


= ルー カポ ソン) ルル 


文書 を 呼び 出す 


呈 び 出す 父 書 に カー ソル を 物 生 し て 細 還 きま f す ・ 


社員 有志 に よ る 第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 大 会 を 、 下 記 の と お り ae ます 。 さ わ や か な 秋空 


の 下 、 日 細 直 えた 腕前 を 発揮 する と き が や っ て まい り ま し た 。 回 
皆さん 、 - ふ る っ て 御 参 加 下 さい 。 参加 ご 項 望 の 方 は 
C 入 の 上 、 総務 課 の 山田 まで ご 提出 下さ い 。 回 
※ な お 、 用 貞 は こち ら で 挙 備 し て いま す が 、 電 用 の も の を 持参 し て も か まい ませ ん 。 回 ・ 


文 
書 
を 
呼 
び 
出 
す 


記 “下記 の U1 シ リー ズ で 作成 し た 文書 も 、 呼 び 出 すこ と が で きま す 。 
FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P20 1 、P301、P501、P501Al、P70 1 、K104 


呼び 出し た 文書 で 外字 を 使用 し て いる 場合 、 本 機 に 登録 し て いる 外字 が 表示 され ます 。 
呼び 出し た 文書 の 外字 を 使用 する と き は 、 次 の 操作 を 行っ て 本 機 に 外字 を 登録 し て くだ 
さい 。 
FW-U1P301、P501、P501AI、P701、K104 層 「 外 字 呼 出 」 ( 屯 176 ペ ー ジ ) 。 
FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201 層 「 外 字 変 換 」 (w174 ペ ー ジ ) 。 
※FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P20 1 で 作成 し た 外字 は 20 個 まで し か 使用 で きま 
せん 。 地 図 ・ イ ラス ト な ど 記 号 の 一 部 は 形 が 異な り ま す 。 

@FW-U1P701 で 作成 し た 斜線 の ある 文書 を 本 機 で 呼び 出す と 、 斜 線 は 表示 も 印刷 も され 

ませ ん 。 ま た 、 そ の 文書 を 本 機 で 保存 する と 、 冬 線 は 削除 ぐれ ます 。 


DEE:IUAM ICE 半 記 二 の 


文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し て あ 
る 文書 を 「 他 文書 」 と し て 現 
在 入力 中 の 文書 (本 文書 ) と 
同じ 画面 に 呼び 出し 、 参 照 し 
な が ら 文 書 を 作成 し ます 。 


他 文 書 の 内 容 を 本 文書 に 複写 する こと 
も で きま す 。 


文書 フロ ッ ピ ー 


ENWESSN 


【 営 業 成績 】 
90 年 度 関西 


中 
5678 et 


F9 (呼出 ) を 押し て [ F2 )( 他 文書 ) を 押す 。 


セッ ト し て 実行 キー を 押し て 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て ( 基 和 を 押す 。 


参照 する 文書 に カ 


〇 ポジ 〇 やら) 販 夫 和 
O「SR4」 販売 推進 〇 9 0 年 上 半期 営業 戦略 


ー ソ を 季 重 し て [陸地 す 


他 の 文書 を 参照 する 


画 他 文書 と 本 文書 の 問 で カー ソル を 移動 する に は 
[ ラ フト 」+[F1 (画面 切替 ) を 押し ます 。 


画 他 文書 を 本 文書 に 複写 する に は 
下記 の 手順 で 複写 し ます (gw72 一 74 ペ ー ジ ) 
① カ ー ソ ル を 他 文 書 に 移動 する 。 
②(F1 ] (複写 ) を 押し 、 (文字 列 )~[ 必 4 ) (全文 ) の 中 か ら 複 写 の 種類 を 選ぶ 。 
③(F1 ] (文字 列 )-[ 眉 3 ] ( 行 単位 ) を 選ん だ と き は 、 複 写す る 範囲 を 指定 。 
④ 本 文書 に カー ソル が 表示 され る の で 、 複 写 位置 を 指定 し 、[ 鹿 行 ] を 押す 。 


田 他 文書 参照 を 解除 する に は 
[ 影 ラ ト 人 F10] (解除 ) を 押し ます 。 
(カー ソル が 他 文 書 に ある と き は 、 人 10] だ け で も 解除 で きま す 。) 
確認 の メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 解除 する こと を 確認 し て [F1 ] を 押し ます 。 


他 
の 
文 
書 
を 
参 
照 
- 
る 


田 他 文書 参照 中 に 使え な い 機 能 
カー ソル が 他 文 書 に ある と き は 、 他 文書 か ら 本 文書 へ の 「 複 写 」 と 「 文 書 呼出 」( 本 文書 
の 呼び 出し ) し か 使え ませ ん 。 
カー ソル が 本 文書 に ある と き で も 、 下 記 の 機能 は 使用 で きま せん 。 
・「 画 面 分 割 ] 
・「 印 刷 ]」 の 「 行 印刷 」 と 「 ハ ン デ ィ プ リン タ 」 
・「 辞 書 編集 」 
・「 表 示 設 定 」 
・「 外 字 編 集 ] の 「 外 字 変 換 」 
・「 文 書 管理 ] の 「 複 写 」 と 「 全 複写 」 
・「 書 式 設定 」 


に e 他 文書 の 内 容 を 変更 (入力 、 編 集 ) する こと は で きま せん 。 
e 他 文書 に 図形 要 が ある 場合 、 全 文 複写 で きま せん . 
e 他 文書 と 本 文書 の 桁 政 が 異な る 場合 、 全 文 お よび 行 単位 で の 複写 は で きま せん .。 
e 他 文書 の 枠 あ け 、 図形 枠 、 英 文 行 を 複写 する こと は で きま せん .。 
。 全文 複写 で 他 文 書 側 の 文書 量 が 多い と き は 、 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
。 他 文書 参照 中 に スケ ジュ ー ル を 始め た り 電 源 を 切っ た りす る と 、 他 文書 参照 は 解除 され 
ます 。 


一 覧 表 を 表示 、 印 刷 す る 


文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し た 文 
書 の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 そ 


】 パー ティ ー の 案内 
の まま 印刷 する こと も で きま 第 3 回 社内 コン ペ 
す 。 第 5 回 ソフ ト ボ ー 

】 90 年 度 関西 
分 類 名 、 文 書名 の 他 に 各 文書 の 書式 (用 0 
紙 サ イズ 、 用紙 使い 、 桁 数 、 行 数 ) と 5 


「P5」 販売 推進 

「 SR 4 」 販売 推進 

9 0 年 上 半期 営業 戦略 
こ RE 売 会 議 


総 ペ ー ジ 数 も 表示 、 印 刷 で きま す 。 


[機能 2 ]m[F7 を 押す 
(文書 管理 ) 


0d 当 凍 | 靖 身 癌 


> ッ ト し て 実行 キー を 押し て 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て [実行 ) を 押す 。 
フロ ッ ピ ー を 入れ る 印刷 する と き は 、 次 ペー ジ の ま 順 5 へ 進ん で くだ さい 


実行 


第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 
1 90 年 度 関西 

90 年 度 関東 
】「P ら 」 キ キャンペー ン 

「 販売 推進 


文書 一 覧 表 を 表示 、 印 刷 す る 


文書 の 確認 が 終わ っ た ら [F10]( 中 断 ) を 押す 。 


[実行 】 を 押す 。 

用 紙 セ ッ ト の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 文書 の 一 覧 印刷 の と き は A4 の 用 紙 
を セッ ト (セッ ト の し か た は 「 人 門 ガ イド | 34 ペ ー ジ ) し て くだ さい 。 一 枚 の 
用 紙 に 36 文 書 ま で ED 届 で きま す 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て [実行 」 を 押す 。 
一 覧 表 の 印刷 が 始ま り ま す 。 


文 
書 
想 
表 
を 
表 
い N 
Eh 
刷 
す 
る 


- 印刷 が 終わ っ た ら [F10]( 中 断 ) を 押す 。 


@ 外部 プリ ンタ で は 印刷 で きま せん 。 


@ 保存 され て いる 文書 数 が 多い と き は 
1 を 押す と 前 頁 (前 画面 ) を 表示 し ます 。 
~ し | を 押す と @ 次 頁 (次 画面 ) を 表示 し ます 。 
@ 印刷 を 中 断 す る に は 、 停 止 す る まで [取消 ) を 押し 続け ます 。 
e 分 類 名 、 文 書名 は 頭 文字 の 区 点 コ ー ド ( 補 315 ペ ー ジ ) 順に 表示 され ます 。 


文書 名 を 変更 する 


保存 し た 文書 の 分 類 名 、 文 書 
名 を 変更 し て 、 文 書 を 整理 し 
直す こと が で きま す 。 


【 お 知ら せ 】 
o パー ティ ー の 案内 


【 案 内 状 】 
創業 祭 の 案内 


機能 2 」 
[機能 2 」 証 (F7 を 押す 。 


文 
書 
名 
を 
変 
L 
す 
る 


(文書 管理 ) 
「 
フロ ッ ピ ー を 入れ る 
了 【 議事 録 〇 「E5」 1 バー 押 9 Me 
隊 名 前 を 変更 する 文書 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


生生 UI 0 


ーー 。。。、)、、 回 EE 現在 の 分 類 名 [お 知ら せ ] 
実行 議 議 蘭 蘭 議 | 文書 名 [パー ティ の 寄 内 ] 


920 新 分 類 名 [お 知ら ] 
文書 名 [ " 


1 


文書 名 を 変更 する 


新しい 分 類 名 を 入力 し て [実行 | を 押す 。 
分 類 名 を 変え な いと き は 、 そ の まま ( 講 行 ] を 押し て くだ さい 。 


[お 知ら せ 
[パー ティ の 案内 


[案内 状 
[ 較 


新しい 文書 名 を 入力 し て [実行 】 を 押す 。 


いで すか が: 


頭 は い 買い いえ 買 Fal Fs| Fr| 刷 Fu| 責 両 中 断 


新しい 分 類 名 、 文 書名 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


文 
書 
ドー1 
を 
変 
更 
す 
る 


[F10]( 中 断 ) を 押す 。 


MNOUUUUNUEOEDO NUM NEW .. 】 
“同じ 名 前 の 文書 が ある と き 
P 生 = 着 エ ラー メッ セー ジ が 出 ます 。 
し ば らく する と メッ セー ジ が 消え 、 手順 4 に 戻り ます 。 
これ は 、 文 書名 変更 の と き に 、 間 違っ て 別 の 文書 を 削除 し な いた め の も の で す 。 も う 一 
度 名 前 を 変更 し て 、 入 力 し て くだ さい 。 


の び ql 同 満開 装 Fm | 


文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し た 文 
書 を 、 他 の 文書 フロ ッ ピ ー に 
複写 (コピ ー) し ます 。 


【 お 知ら せ 】 
。 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 


【 回 覧 】 
S ソ フト ボー ル 大 会 
分 類 名 、 文 書名 を 変え て 、 同 じ 文 書 フ 


ロッ ピー に 複写 する こと も で きま す 。 文書 フロ ッ ピ ーA 文書 フロ ッ ピ ーB 


19 革 [機能 2 ]+( F7 )( 文 書 管理 ) を 押し て [F1 )( 文 書 管理 ) 
| を 押す 。 
(文書 管理 ) 


( 


二 N エタ ーー Pe 
0 の ある 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て (実行 


実行 に 
陣 / パ パー ティ ー の 案内 
〇 第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 
【 党 業 成績 】 〇 9 年度 関本 
MM 複写 する 文書 に カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 。 
2 [お 知ら せ 
| 実行 文書 名 [第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 


[お 和 m ら せ 革 


文書 を 複写 する | 


( 「 新しい 分 類 名 を 入力 し て [実行 」 を 押す 。 
00 分 類 名 を 変え な いと き は 、 そ の まま [苦行 } を 押し て くだ さい 。 


| 実行 | 現在 の 分 類 名 [お 知ら せ ] 
実行 文書 名 [第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル ] 


せ 
複写 移 分 類 名 [回 覧 ] 
文書 名 [ 較 


新しい 文書 名 を 入力 し て [実行 】 を 押す 。 


写 先 の フロ ッ ピ ー RC 実科 一 


文 
書 
を 
宰 
写 
す 
る 


複写 先 の 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て [実行 を 押す 。 
フロ ッ ピ ー を 入れ る 同じ 文書 フロ ッ ピー に 複写 する と き は 、 そ の まま ( 庄 得 を 押し て くだ さい 。 

複写 し て も よい こと を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 
に 民有 

F10」( 中 断 ) を 押す 。 


に 注意 e 複写 先 の 文書 フロ ッ ピー に 、 複 写す る 文書 と 同じ 分 類 名 、 文 書名 の 文書 が ある 場合 、 確 
認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
「 @ 同名 の 文書 が ある と き 」 (143 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


名 複写 する 文書 量 が 多い と き は 、 手 順 8 の 後 、 文 書 フロ ッ ピー を 交換 する メッ セージ が 表 
示さ れ ま す 。 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 操作 し て くだ さい 。 


文書 を を 削除 する 


不要 に な っ た 文書 を 削除 し ま 
す 。 


【 お 知ら せ 】 
o 第 3 回 社内 コン ペ | 議 計 
2 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル | 

【 案 内 状 】 
| ・ 創 業 祭 の 案内 


。 | 【 お 知ら せ 】 
。 | “第 3 回 社内 コン ペ | 


【 案 内 状 】 


削除 し た 文書 を 、 元 に 戻す こと は で き 
ませ ん 。 必 ず 確 認 し て くだ さい 。 


機能 2 ] 十 し F7 (文書 管理 ) を 押し て [ F1 ]( 文 書 管理 ) 
を 押す 。 


9 
書 
を 
削 
除 
す 
る 


〇 第 ら 回 ソフ ト ボ ー ル 
〇 の 90 年度 関西 


文書 を 削除 する 【 


削除 し て も よい こと を 確認 し て [F1 (はい) を 押す 。 


5 g 


[F10」( 中 断 ) を 押す 。 


wl 各 中 計 購 竹 


品 フロ ソ ピ ー の 内 容 を すべ て 複写 する 


dlW 滴 >dt089-(tsDN 詳 敵 記 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の すべ て 
の 内 容 を 、 別 の 文書 フロ ッ 
ピー に 複写 し ます 。 


・ 複 写 先 の 文書 フロ ッ ピー の 元 の 内 容 
は 、 す べ て 消去 され ます 。 

・ 付 属 の 補助 フロ ッ ピー や デー タ ノ ー 
ト の フロ ッ ピー な ど 、 こ の 方 法 で も 
う 1 枚 同じ も の を 作っ て お く ( バッ 
クア ッ プ ) と 安心 で す 。 

・ 複 写 元 の フロ ッ ピー は 、 誤 まっ て 消 
去 し な いよ うに 、 書 き 込 み 保護 (w 
[入門 ガイ ド ] 41 ペー ジ ) を か け て 
お きま し ょ う 。 


[機能 2 中 ( F? 」 
(文香) 

フロ ッ ピ ー を 入れ る 

実行 | 

1 

フロ ッ ピ ー を 入れ る 

実行 


) 


中 


oO 


文書 フロ ッ ピ ーA 


P4 


【 お 知ら せ 】 


【 案 内 状 】 
っ 創業 祭 の 案内 


写 フ て の フロ ッ ピ ーー 


「3 1 


第 3 回 社内 コン ペ 
5 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 


文書 フロ ッ ピ ーB 


【 お 知ら せ 】 

第 3 回 社内 コン ペ 

ら 第 5 回 ソフ ト ボ ー ル 
【 案 内 状 】 

5 創業 祭 の 案内 


[機能 2 ]+[ F7 ]( 文 書 管理 ) を 押し て [ F4 ]( 全 複写 ) を 
押 


ッ ト し て 実行 キー 


LO 


複写 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セ 


フロ ッ ビ ピー 全 い MV 
面 は い 了 い いえ 囲 、 町 、 画 、 面 、 遼 両 古 一 曽 町 - 


ッ ト し て [実行 」 を 押す 。 


複写 し て も よい こと を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


フロ nyEー 


EE 写 移 の フロ ッ ピ ー を セッ 


し て 実行 キー 


文書 フロ ッ ピ ー を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


フロ ny ビー 


壊れ る こと が あり ます 。 


全 つ LC の フロ ッ ピ ー 


が 


て 実 


1 て くだ た さい 


e 手順 5 で [F1 ] (は い ) を 押し た 後 は フロ ッ ピー ディ スク の 複写 を 中 止 す る こと は で き 
ませ ん 。 電 源 を 切り 、 強 制 的 に 全 複写 を 中 止 す る と 、 複 写 先 の 文書 フロ ッ ピー の 内 容 が 


フロ ッ ピ ー の 内 容 を すべ て 複写 する 


メッ セー ジ に 従っ て 接写 元 の フロ ッ ピ ピー ディスク を 
セッ ト し て 実行 】 を 押す 。 


メッ セー ジ に 従っ て 複写 先 の フロ ッッ ピー ディス ク を 
セッ ト し て [実行 を 押す 。 

すべ て の 複写 が 終わ る まで 手順 6 と 7 を 繰り 返す (合計 12 
回 ) 。 6 


実行 キー を 押し て くだ さい 
想 『a 『g 


複写 が 終了 すれ ば [実行 ] を 押す 。 


2 
ロ 
ツ 
3 
の 
軸 
を 
F10」( 中 断 ) を 押す 。 
す 
る 


に e 複写 先 の フロ ッ ピー ディ スク と し て 使用 で きる の は 、 パ ナ ワ ー ド FW-U1 で 初期 化し た 
文書 フロ ッ ピー だ け で す 。 作成 の 方 法 は 、 文書 フロ ッ ピー を 作る 」 (sw158 ペ ー ジ ) を 参 
員 し て くだ さい)。 
e「 文 書 」 だ け で な く 、 保 存 さ れ て いる 「 ユ ー ザ 辞書 」 と 「 外 字 」 も 複写 され ます 。 
e 付 属 の 補助 フロ ッ ピー や デー タ ノ ー ト の プロ グラ ム フ ロ ッ ピー を 複写 先 に し て 全 複 写す 
る こと は で きま せん 。 し か し 、 補助 フロ ッ ピ ー や デー タ ノ ー ト の プロ グラ ム フ ロ ッ ピ ー 
の 内 容 を 他 の 文書 フロ ッ ピー に 全 複 写す る こと は で きま す 。 


@ 補 助 フ ロッ ピー の 予備 (バッ クア ッ プ ) を 作る 
万 一 、 補 助 フ ロッ ピー や デー タ ノ ー ト の プロ グラ ム フ ロ ッ ピー を 壊し て し まう と 、 そ の 
フロ ッ ピー が 必要 な 機能 が 使用 で き な く な り ま す 。 そ ん な と き 困 ら な いよ うに 、 こ の 方 
法 で も う 1 枚 同じ も の を 作っ て お きま し ょ う 。 普段 は 、 複 写 ( バ パ バックアップ ) し た フロ ッ 
ピー を 使い 、 元 の フロ ッ ピー は 大 切 に 保管 し て お いて くだ さい 。 

@ フ ロッ ピー ディ スク を 交換 する 回 数 は 常に 12 回 で す 。 


2nyE- 全 複 写 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス クマ ー ク 「 山 」 は 複写 元 の 内 容 が 複写 先 の 文書 フロ ッ ピー へ 書き 込 
まれ る た びに ひと つ ず つ 消 えて 、 残 り の 複写 を する た め に フロ ッ ピー ディ スク 交換 を 行 
う 回 数 を 示し ます 。 


文書 フロ ッ ビ ピー を 作る 


9-tsnN 章 征 納 EEJ 


市 販 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を SR に 了 
初期 化し て 、 文 書 フ ロッ ピー 3.5 イ ンチ 2DD タ イプ 
を 作成 し ます 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク の 元 の 内 容 は す 
べ て 消去 され ます 。 

・ 初期 化 が 必要 な の は 、 初 め の 1 回 だ け 
で す 。 

・ 初期 化 を 行っ て も 画面 の 文書 は 消え 
ませ ん 。 


ブロ ッ ピ ー を セッ ト し て 実行 キー 
「3 


初期 化す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し て [実行 ] を 押 
す 。 


フロ ッ ピ ー の 内 容 を すべ て 
よろ し いで て すか? 
Fa Fe 


は はい 妥 い いえ 


初期 化し て も よい こと を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 
「 護 実 行 中 」 と 表示 され 、 初 期 化 が 開始 され ます 。 初期 化 に は 約 2 分 か か り ま 
ず 。 


LI 


実行 キー を 押し て くだ さい 


初期 化 が 終了 すれ ば [実行 ] を 押し て 、 [F10] (中 断 ) を 
押す 。 


に @ 付属 の 補助 フロ ッ ピ ー と デー タ ノ ー ト の プロ グラ ム フ ロ ッ ピー は 初期 化 で きま せん 。 
この ま 手順 で 初期 化し た も の を 、 デ ー タ ノー ト の デー タフ ロッ ピー と し て 使用 する こと は 
で きま せん 。 デ ー タ ノー ト 用 の デー タフ ロッ ピー を 作成 する と き は 、 デ ー タ ノー ト で 初 
期 化 し て くだ さい 。 


多 。 % パ ソコ ン や 他 の ワー プロ な ど で 使 用 し て いた フロ ッ ピー ディ スク も 初期 化す る と 本 機 で 
使う こと が で きま す 。 た だ し 、2 DD と 表示 され て いる 3.5 イ ンチ の も の だ け で す 。 


万 本 ノー ノブ リ 編 


っ . 急 elE 
PF 

iM 
-。 ま M ゆ 
2 】 


は 旬 カ ー ee 【 で や 合せ 】 オン 【 機 能 1 3 
オフ 5 


外字 作成 画面 : 48X48 個 の マス 目 に 点 を 書く こと に より 、 
自由 に 記号 や 文字 を 作成 で きま す 。 


操作 の 流れ 
162 始め か た と 終わ りか た 


各 情 
ー ト 
の 
選 


164 外字 を 新しく 作る 
165 本 体 に 外字 を 登録 する (外字 登録 
166 外字 パタ ー ン を 消去 する (消去 ) 
167 登録 済 の 外字 を 呼び 出す (外字 参照 
成 168 記号 、 文 字 の パタ ー ン を 呼び 出す 
(記号 文字 参照 
罰 170 外字 パタ ー ン を 反転 する (反転 ) 
191 外字 パタ ー ン を 移動 する (移動 ) 
集 72 外字 パタ ー ン を 回 転 させ る (回 転 ) 
近 173 登録 し た 外字 を 保存 する (保存 ・ 呼 出 ) 
174 シス テム 外字 を 呼び 出す (外字 変換 ) 
16 保存 し た 外字 を 呼び 出す (呼出 ) 


が の) 


欠 宅 


さ 当 9 六 潤 重層 


探 作 の 流れ 


入力 し た い 文 字 や 記号 が 本 機 に な いと き 、 自 分 で 点 (ドッ ト ) を 書い て その 文字 
を 作る こと が で きま す 。 作 っ た 文字 や 記号 は 本 機 に 登録 し て 、 本 機 が 初め か ら 持 っ 
て いる 文字 と 同じ よう に 使う こと が で きま す 。 

この よう な 本 機 が 持っ て いな い 文 字 の こと を 外字 (が いじ ) と いい ます 。 

外字 に は 自分 で 作る ユー ザ 外 字 と 付属 の 補助 フロ ッ ピー に 保存 され て いる シス テム 外字 が あり ます が 、 

ここ で は ユー ザ 外 字 の 作成 手順 に つい て 説明 し ます 。 


外字 を 作成 する と き の 基 本 的 な 手順 を 説明 し ます 。 


[機能 2 ]+[F5 ) (外字 編集 ) を 押し て 、 外 字 編 集 画面 表示 させ る 。 
( 補 162 ペ ー ジ ) 


・ 表 示さ れ た 縦 48X 横 48 の マス 目 を 使っ て 外字 を 作成 し ます 。 

・ 外 字 の 作成 に は 大 きく 分 け て 、 下 記 の 方 法 1 と 次 ペー ジ の 方 法 2 が あ 
りり ます 。 
ここ で 説明 し て いる 方 法 は 、 一 つの 例 に すぎ ませ ん 。 自分 の 作り た 
い 外 字 に あっ た 方 法 を いろ いろ 試し て みて くだ さい 。 


1. 点 を 書く ( 能 1) 、 [機能 2 )、[ シ フト) と (し 」( 三 JCT (し! を 使っ て 


表示 され た マス 目 に 点 を 描き ます 。(164 ペ ー ジ ) 

・ 簡単 そう に 見 えま す が 、 全 体 の バラ ンス を と る の が 難し い の で 、 最 
初 は 1m 方 眼 紙 な ど に 下絵 を 書い て か ら 作成 する こと を お 勧め し ま 
す 。 


2. 編 る 作成 し た 外字 を 回 転 さ せ た り 、 白黒 反転 させ た り 、 移 動 さ せ た り し て 
編集 す 外字 を 完成 させ ます 。( 空 170-1792 ペ ー ジ ) 
・ た と えば 、 作 成 し た 外字 が 上 下 左右 いずれ か に か た よっ て いた り 、 
右向き の も の を 左向き に し た いと き な ど に 使い ます 。 


3. 登録 する 、 完成 し た 外字 を 本 機 に 登録 し ます 。 (my 165 ペ ー ジ ) 
・ 最大 20 個 まで 登録 で きま す 。 登 録 す る 場所 が な く な っ た と き は 、 登 
録 さ れ て ある 外字 を 外字 ファ イル と し て 文書 フロ ッ ピー に 保存 し 、 
新た に 登録 する こと が で きま す 。 


4. 終了 する [F10)( 中 断 ) を 押し て 外字 編集 を 終了 し ます 。 
登録 し た 外字 を 使用 する と き に は 、「 記 号 を 書く 」 (g45 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


ここ で は 「 攻 」 と 「MI」 か ら 「 条 」 を 作っ て み ま す 。 


1.「 攻 」 を 呼び 出す 


キ 


2.「」 だ け 残 す 


す 


3.「」 を 登録 する 


4. 外 字 パ ター ン を 消去 する 


す 


5.「M」 を 呼び 出す 


登録 し た 外字 を 使用 する と き に は 、 


区 点 コ ー ド 表 (315 ペ ー ジ ) 
で 「 以 」 の 区 を 調べ 、 呼 び 
出し ます 。 


「 記 号 、 文 字 の パタ ー ン を 呼び 
出す 」 (w168 ペ ー ジ ) 


移動 を 使っ て 不 必要 な 部 分 
を 消去 し ます 。 


「 外 字 パ ター ン を 移動 する 」 
(W171 ペ ー ジ ) 


いっ た ん 作成 し た 外字 を 登 
録 し ます 。 


「 本 体 に 外字 を 登録 する 」 
(165 ペ ー ジ ) 


| 外字 編集 枠 の 外字 パタ ー ン 


を 消去 し ます 。 


「 外 字 パ ター ン を 消去 する 」 
(w166 ペ ー ジ ) 


「 攻 」 と 同じ よう に 
「M」 を 呼び 出し ます 。 


す 


7.「X」 を 呼び 出し て 組み 合わ せる 


! 


8. 形 を 整え る 


10. 終 Y す る 


「 記 号 を 書く 」 


探 作 の 流れ | 


移動 を 使っ て 不 必要 な 部 分 
を 消去 し ます 。 


「 外 字 パ ター ン を 移動 する 」 
(171 ペ ー ジ ) 


登録 し て お いた 「 広 」 を 呼 
び 出 し ます 。 


「 登 録 済み の 外字 を 呼び 出す 」 
(167 ペ ー ジ ) 


[機能 1 )、[ 機 能 2 ]、 

と 
(1 に を 使っ て 欠け 
て いる 点 や 奈 分 な 点 を 修正 
し ます 。 


「 外 字 を 新しく 作る 」 
(164 ペ ー ジ ) 


完成 し た 外字 を 登録 し ます 。 


「 本 体 に 外字 を 登録 する 」 
(w165 ペ ー ジ ) 


(中 断 ) を 押し て 
外字 編集 を 終了 し ます 。 


(g45 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


人 
操 
作 
の 


グ IL 


/ 


は こび 滴 (Y 村 は す 王 香代 


[機能 2 店 [F5 


骨 始 めか だ と 終わ り ガ た 


外字 編集 画面 を 表示 させ て 外字 を 作成 、 編 集 し ます 。 


[機能 2 ] 二 し F5 ]( 外 字 編 集 ) を 押す 。 


作成 文字 枠 


(外字 編集 ) 
(⑥ 参 字 枠 

MK ③ カ ー ソ ル 画面 表示 文字 枠 | ーッ 「 。 
① 外 字 編 集 枠 
_ 陳 | か ル 移 動 【 で や 全 称 】 オン 【 機 能 1 】 
⑧② 操 作 ガ イド 反転 【 シ フト 】 オフ 【 機 能 2 】 

BT 本 OO 人 8 本 反転 周 移 動 調 司 転 』 久 肖 問 竹 . 佐 較 特 交換 遍 中 断 
① 外 字 編 集 枠 


外字 を 作成 し た り 、 編 集 す る 枠 で す 。 縦 48、 横 48 の マス 目 か ら 成 り 、 そ の マス 目 ひ と つ 
ひと つが 印刷 する と き の ド ッ ト ( 点 ) に な り ま す 。 
・ 4 マス ご と に 引か れ て いる 点線 は 、 外 字 を 作成 する と き の カ ー ソ ル 位 置 の 目安 と する 
た め の も の で す 。 
・ 外字 編集 枠 に 表示 され た 外字 の 構成 を 外字 パタ ー ン と 呼び ます 。 
② 操 作 ガ イド 
外字 作成 お よび 編集 時 に 操作 する キー と その 働き を 表示 し ます 。 
③ カ ー ソ ル 
点 を 書い た り 消し た りす る 位置 を 示し ます 。 [ 一 ]( ユー 」( 1] し! で 移動 し ます 。 
④ 画 面 表示 文字 枠 
外字 の 登録 時 に 、 ワ ー プ ロ の 画面 上 で 表示 され る 文字 や 記号 を 表示 し ます 。 
16X16 ド ッ ト で 表示 され る た め 、 登 録 し た 文字 と は 多少 異な っ て 見 えま す 。 
⑤ 作 成文 字 枠 
外字 編集 枠 で 作成 また は 編集 中 の 外字 を 表示 し ます 。 実際 に 印刷 され る 文字 の イメ ー ジ 
を 確認 する こと が で きま す 。 
⑥⑮ 参 照 文字 枠 
参照 し た 文字 を 表示 し ます 。 参照 し た 文字 と 作成 、 編 集 し た 文字 と を 比較 する こと が で 
きま す 。 
② 外 字 一 覧 
本 体 に 登録 され て いる 外字 を 表示 し ます 。 


始め ガ だ と 終わ り ガ だ | 


外字 を 登録 (ぼぼ 165 ペ ー ジ ) し て 、[F10」( 中 断 ) を 押す 。 
外字 を 登録 し な いと き は 、 そ の まま 全 10] を 押し て くだ さい 。 


ヨ 
備 
始 
め 
シク 
7 
e 
終 
わ 
り 
人 
た 


に am e 外字 作成 後 、 本 体 に 登録 せ ず に 終了 する と 、 作 成 し た 外字 は 消え て し まい ます 。 


日 外字 を 新しく 作る 


0 語 ACN\ 叶 則 っ | 


縦 48 、 横 48 の マス 目 に 点 を 描 
いて 新しい 文字 や 記号 、 イ ラ 
スト を 作り ます 。 


編集 、 登 録 し た 外字 を 修正 する と き に 
も 使え ます 。 


史 AE 
2 
だ < 


機能 1 | を 押し な が ら 、 カ ー ea を 押す 。 


ーー PP カー ソル キー を 押す 。 
空白 の マス 目 に 点 が 描か れ 、 点 が 押 か れ て いる マス 日 が 空白 に な り ます 。 


本 体 に 外字 を 登録 する 


作成 し た 外字 を 本 体 に 登録 し 
ます 。 


最高 で 20 個 まで 登録 で きま す 。 


PH 


カー ソル キー で 外字 を 登録 する 位置 へ 枠 を 移動 し て [実行 を 


押す 。 
四 科 H| 


2 する を し て [を 人 


上 l| | IIEDSEW 


_ 外 字 編 集 を 終わ る と き は 傾 10 (中断) を 押し て [実行 】 を 押す 。 


人 ・ す で に 外字 が 登録 され て いる 位置 に 別 の 外字 パタ ー ン を 登録 する と 、 上 書き され て 外字 
が 置き 換え られ ます 。 登録 し て いる 外字 を 置き 換え る と 、 文 書 中 で 使っ て いる 外字 も 同 
時 に 置き 換え られ ます 。 


EERIKYaeSY に | 誠 -- 


外字 パタ ー ン を 消去 する 


っ 悼 


0q 敗 淫 人 NV 一 尺 


外字 編集 枠 で 作成 また は 、 編 
集中 の 外字 パタ ー ン を 消去 し 
ます 。 


dd よろ し いで すか ら 
確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


文字 パタ ー ン を 消去 し て も よい こと を 確認 し て [実行 ) を 


持 か ル 移 動 【 で や 人 で せ 】 オン 【 
反転 【 シ フト 】 オフ 【 


ご 中] e 登録 し て いる 外字 を 消去 する と 、 文 書 中 で 使っ て いる その 外字 は 空白 に 置き 換え られ ま 


Q 登録 済 の 外字 を 消去 する に は 
外字 編集 枠 の 空白 の 外字 パタ ー ン を 消去 し た い 外 字 の と ころ に 登録 し て くだ さい 。 


が い じ 


登録 済み の 外字 を 上 呈 び 出す 


外字 一 覧 に 表示 され て いる 外 
字 を 利用 し て 新た な 外字 を 作 
成 し ま す 。 


| 隊 | JK 
四 上 SM MA 


の 位置 へ 枠 を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


dEG 因 WSS 遂 催 上 汐 還 


け H よろ し いで すか ら 
確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


- 呼び 出す 外字 を 確認 し て [実行 」 を 押す 。 
ここ か ら 後 の 操作 は 、 外 字 を 作成 する と き と 同じ で す 。 登録 済 の 外字 と 置き 換 
えた り 、 新 し い 外字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 


に e 外字 編集 欄 に 外字 の パタ ー ン が 残っ て いる と き は 、 外 字 パ ター ン を 消去 し て か ら 呼 び 出 
し て くだ さい 。 そ の まま 呼び 出す と 、 外 字 編 集 欄 に パタ ー ン が 重なっ て 表示 され ます 。 
外字 パタ ー ン の 消去 の し た か は 、 「 外 字 パ ター ン を 消去 する 」C 166 ペ ー ジ ) を 参照 し て 
くだ さい 。 


記号 、 文 の /【 ツ ー ン を 呈 び 出す 


区 点 コ ー ド 表 ( 字 315 ペ ー ジ ) 
に 載っ て いる 文字 や 記号 の パ 
ター ン を 利用 し て 、 外 字 を 作 


成 し ま す 。 
1 1 せ 則 YY 11MUXX 
0 クン ン 0 るり 4 
し 
字 
成 
記 | | F3 | 論 尊 ) 区 コー ド 入 力 ( 軒 )| 
号 作成 
呈 Eo5 
の 6 
タ MI 呼び 出す 文字 また は 記号 の 区 コー ド ( 呈 315 ペ ー ジ ) を 入 
較 I 力 し て [| 因 短 | を 押す 。 
“ 二 員 和 の ③④⑤⑥⑦②⑨⑧⑨⑩ 
軸 ' vi 
JNN に お 
実行 較 し と: 半 紳 箇 細 和 I1N 


HH よろ し いで すか ? 
確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


記号 、 文 字 の バタ ー ン を 呼び 出す 


4 Am つい 


胃 か 汐 移 動 【 や や 倒立 】 オン 【 機 人 1 】 
反転 【 シ フト 】 オフ 【 機 能 2 】 


ここ か ら 後 の 操 作 は 、 外 字 を 作成 する と き と 同じ で す 。 登録 済 の 外字 と 置き 換 『 
えた り 、 新 し い 外 字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 


qFEQ 量 NNV 一 誠 こ 9 下 対 是 韻 対 革 」 


に e 外字 編集 枠 に 外字 の パタ ー ン が 残っ て いる と き は 、 外 字 パ ター ン を 消去 し て か ら 呼 び 出 
し て くだ さい 。 そ の まま 呼び 出す と 、 外 字 編集 枠 に パタ ー ン が 重なっ て 表示 され ます 。 
外字 パタ ー ン の 消去 の し か た は 、 「 外 字 パ ター ン を 消去 する 」(y166 ペ ー ジ ) を 参照 し て 
くだ さい 。 
es 区 コー ド は [1 区 」 一 8 区 」 、「16 区 」 一 「84 区 」、「87 区 」 一 「93 区 」 まで で す 。 そ れ 
以外 の 数 字 を 入力 する と 、 警 告 音 が 鳴り 、 文 字 は 表示 され ませ ん 。 


e 区 コー ド の 入力 を 間違え た と き は 
[ 了 潤 | を 押し て 区 コー ド を 消し て か ら 、 入 力 し 直し ます 。 


@ 前 の 区 、 次 の 区 を 表示 する に は 


前 の 区 (シフ ト 」 二 [1 を 押し ます 。 
次 の 区 ウ ( フ ト 」 十 し ! 」 を 押し ます 。 


天 外字 パタ ー ン を 反転 する 


外字 編集 枠 の 外字 パタ ー ン を 
反転 し ます 。 


| (g 四 


0q 前 INVーy っ 学 江 莉 | の | 


則 カル 移動 【 と や 信心 】 オン 【 擬 能 1 
反転 【 シ フト 】 オフ 【 機 能 2 】 


ここ か ら 後 の 操作 は 、 外 字 を 作成 する と き と 同 じ で す 。 登 録 済 の 外字 と 置き 換 
えた り 、 新 し い 外 字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 


ご 間 e 外字 パタ ー ン を 反転 する と 、 外 字 入 力 の 画面 で は 文字 が つぶ れる こと が あり ます が 、 印 
刷 す る と 作成 し た 通り に な り ま す 。 


外字 パタ ー ン を 移動 する 


外字 編集 枠 の 外字 パタ ー ン を 
上 下 を 右 に 移動 し ます 。 
作成 また は 呼び 出し た 外字 の 一 部 を 流 
用 し た り 、 左右 また は 上 下 を 入れ 替え 
る こと が で きま す 。 


LF5 


外字 パタ ー ン を 移動 させ る 。 
計 だ R 1 還 認 な か ら あ ふれ た 点 が 消え る よう に 移動 '② カー ソル キー を 押す 。 
「 シ フト 枠 か ら あ ふれ た 点 が 消え な いよ うに 移動 〇 [ 光 フ ト 」+† カ ー ソ ルキ ー を 押す 。 
(カー ソル キー の み の と き ) ( ヲ トド + カ ー ソ ルキ ー の と き ) 
取消 ) を 押す 。 
ここ か ら 後 の 操作 は 、 外 字 を 作成 する と き と 同じ で す 。 登録 済 の 外字 と 置き 換え た り 、 
取 ? 新しい 外字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 
人 。 ぁ カーソル キー と [フト] カー ソル キー の 違い 
カー ソル キー で 移動 させ た 場合 、 枠 か ら あ ふれ た 外字 パタ ー ン の 点 は 消え て し まい ます 。 


消え て し まっ た 点 は 、 外 字 パ ター ン を 逆 に 移動 し て も 元 に 戻り ませ ん 。 
[ 交 フ ト 」] ユ カー ソル キー で 移動 させ た 場合 、 枠 か ら あ ふれ た 外字 パタ ー ン の 点 は 、 反 


対 側 に 移動 し ます 。 


Wal 務 届 邊 一 届 て 央 層 六 笠 


が い じ 


外 子 パタ ー ン を 回 転 さ せる 


外字 編集 枠 の 外字 パタ ー ン を 
右 回 転 、180" 回転 、 左 回 転 さ 
せま す 。 


し F6 (@ 志 
0 1 確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


時 旧 〇 純 回 国 〇 180' 回 転 〇 左 回 | 


1 只 電 w 


遇 2 回 転 させ る 方 向 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


編 
集 
外 ト 
字 
パ 
1 
> ン 
を 
回 
転 
さ 
せ 
る 


実行 


えた り 、 新 し い 外 字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 


登録 し た 外字 を 保存 する 


自分 で 作成 し 、 登 録 し た 外字 
を 「 外 字 フ ァイル 」 と し て 文 
書 フ ロッ ビ ピー に 保存 し ます 。 


、 フロッピ ー を 入れ る 


文書 フロ ッ ピ ー 


Tr し ロ 


確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


時 拉 よろ し いで すか ら 


確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


外字 を 保存 する こと を 確認 し て [実行 】 を 押す 。 


す 。 


| 


に e 1 枚 の 文書 フロ ッ ピー に は 、 ひ と つの 外字 ファ イル し か 保存 で きま せん 。 外 字 フ ァイル を 
保存 し て いる 文書 フロ ッ ピー に 別 の 外字 ファ イル を 保存 する と 、 内 容 が 書き 換わり ます 。 


記  。e 本 機 で 保存 し た 外字 は 、 次 の U 1 シリ ー ズ で 呼び 出す こと が で きま す 。 


FW-U1P301、P501、P501AlI、P701、K104 


保 
存 
一: 
角 
[ 貞 
7 だ 
外 
字 
を 
保 
存 
ce 
る 


人 
存 
シ 
4 
= 
ム 
庄 
に コ 
を 
呈 
び 
出 
す 


補助 フロ ッ ピ ー に 保存 され て 
いる シス テム 外字 ( 裕 310 ペ 
ー ジ ) を 呼び 出し ます 。 本体 
に 登録 され て いる 外字 は 、 呼 
び 出 し た 外字 に 置き 換わり ま 
す 。 

FW-U1PRO、 EX、SPRO、 PROMK2、 


P201 で 作成 し た 24 ド ッ ト 外 字 を 本 機 
で 使用 で きる よう に 48 ド ッ ト 外 字 に 変 


換 す る こと も で きま す 。 


「 琴 [機能 2 |+[ F5 ]( 外 字 編 集 ) を 押し 、 補 助 フ ロッ ピー を セッ 


ト し て [し F9 (外字 変換 ) を 押す 。 


』 シス テム 外字 を 呼び 出す や その まま [実行 ] を 押す 。 
| 『FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2 、P201 の 外字 (24 ド ッ ト ) を 
呼び 出す 外字 ファ イル が 保存 され て いる 文書 フロ ッ ピ ー を 


セッ ト し て [実行 ]】 を 押す 。 


『 呼び 出す 外字 ファ イル に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
記 ここ か ら 後 の 操作 は 48 ド ッ ト シ ステ ム 外 字 の 場合 と 24 ド ッ ト 外 字 の 場合 で 異な り ま す 。 


本 体 に 登録 され て いる 外字 を 保存 する か どう か 選ぶ 。 
| 保存 する 保存 する 」 に カー ソル を 移動 し て [実行 


を 押す 。 


保存 し な い 必 「 消 去 する 」 に カー ソル を 移動 し て [ 宴 行 


を 押す 。 


シス テム 外字 を 呼び 出す 


- 外字 編集 を 終わ る と き は 傾 10]( 中 断 ) を 押し て [実行 ] を 
押す 。 


1 文字 ずつ 変換 する 必 [F1 ]( 1 字 単 位 ) が 反転 し て いる 
の を 確認 する 


[ 裏 行 ) を 押す 。 
登録 する 場所 に 枠 を 移動 し て 
[実行 」 を 押す 。 
20 文 字 を 一 度 に 選 [F2 (20 字 一 括 ) を 押す 。 
変換 する 変換 する 最初 の 外字 に 矢印 を 移動 
し て [実行 ] を 押す 。 外 字 を 確認 し 
て 、 も う 一 度 [ 鹿 行 】 を 押す 。 


[F10」( 中 断 ) を 押す 。 
外字 編集 を 終わ る と き は 傾 10]( 中 断 ) を 押し て [実行 | を 
押す 。 


@ 他 文書 参照 中 ( ぽ 146 ペ ー ジ ) は 、「 外 字 変 換 」 で きま せん 。 

e 本 体 の 外字 ファ イル が 置き 換わる と 、 文 書 中 の 外字 パタ ー ン も 置き 換わり ます 。 

@ 一 度 に 呼び 出せ る 外字 ファ イル は ひと つ だ け で す 。 同 時 に 2 種類 以上 の 外字 ファ イル を 
使う こと は で きま せん 。 

@FW-U1PRO、EX、SPRO、PROMK2、P201 で 作成 し た 24 ドッ ト の 外字 を 本 機 で 使用 
で きる 48 ド ッ ト の 外字 に 変換 する 場合 ひと つの 外字 ファ イル に つき 、 最 大 20 個 まで で す 。 
また 、 変 換 し た 外字 は ドッ ト 数 の 違い に より 元 の 外字 と は 細部 が 異な る 場合 が あり ます 。 


変換 する 外字 に 矢印 を 移動 し て 


qEEG 情 梓 民 と AV 前 靖 


保 
存 
保 
存 
レ 
7 だ 
タ ト 
字 
を 
呼 
び 
出 
g* 


文書 フロ ッ ピ ー に 保存 され て 
いる 外字 を 呼び 出し ます 。 文書 フロ ッ ピ ー 


本 体 に 登録 され て いる 外字 は 、 呼 び 出 
し た 外字 ファ イル の 内 容 に 置き 換わり 
ます 。 


[機能 2 ] 二 [ F5 ]( 外 字 編集 ) を 押す 。 


、 (編集 ) 


[ F8 (呼出 ・ 保 存 ) を 押す 。 


FEHHHEEHE 提 


2 中 9 . 〇 外字 保存 
確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 


カー ソル が 「 外 字 呼 出 」 に ある こと を 確認 し て [実行 ) を 押す 。 


再 夫 生 _ 人 | 昌 よろ し いで すか 
確認 【 実 行 】 中 止 【 取 消 】 
Nd 外字 ファ イル を 呼び 出す こと を 確認 し て [実行 を 押す 。 
実行 


ご 注意 @ 本 体 の 外字 を 残し て お きた い 場 合 は 、 外 字 フ ァイル を 呼び 出す 前 に 外字 の 保存 され て い 
な い 別 の 文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し て くだ さい 。「 登 録 し た 外字 を 保存 する 」(@w173 ペ ー ジ ) 
@ 本 体 の 外字 ファ イル が 置き 換わる と 、 文 書 中 の 外字 パタ ー ン も 置き 換わり ます 。 
@ 本 体内 の メモ リ (記憶 領域 ) を 初期 化し た 場合 や 、 バ ッ ク ア ッ プ 用 乾電池 を 交換 し た と 
き に 登録 し た 外字 が 消去 され た 場合 は 、 文 書 フ ロッ ピー か ら 外 字 フ ァイル を 呼び 出し て 
だ さい 。 


@FW-U1P50 1、P501AI、P30 1、P701、K104 で 保存 し た 外字 を 本 機 で 呼び 出す こと が で きま す 。 


王族 ワー フロ 紀 


A ム 4 締 36 行 40 桁 1- 
読み 「 全 」 : 単 語 単語 数 : 6 
- ズ 9ー ピ 9 
。 の 有 ま : 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 1O06 
の ナ ・ さ ぃ 


:・ スー パー コン ピュ ー タ 
: セラ ミッ クス 


: 消費 税 
・ 癌 丘 朗 (た か お か あま きら) 


つら od の の らら の いい 


ユー ザ 辞 書 編集 画面 : 登録 し た ユー サザ 辞書 を 検索 や 削除 する こと が で きま す 。 


ペー ジジ 

178 始め か た と 終わ りか た 

180 頭 文 字 を 指定 し て 単語 を 表示 する (検索 ) 
181 単語 を 削除 する ( 削 了 ) 

182 ユー ザ 辞 書 を 初期 化す る (初期 化 ) 

183 単語 の 一 覧 を 印刷 する (Eh 刷 ) 

184 ユー ザ 辞 書 を 保存 する (保存 ) 

185 ユー ザ 辞 書 を 呼び 出す (呼出 ) 


施 書 


始め が だ と 終わ り ガ だ た 


単語 登録 ( 字 50 ペー ジ ) で 


登録 し た 単語 を 削除 し た り 、 
文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し た り 
ペー 隊 imNaMdB 症 ESECOE HENRYRISEE EL 
する の で 吉本 還 ・ 読み 「 全 」  : 単 語 単語 数 : 16 
ユー ザ 評 書 と は 単語 録 登 録 し た 単 2 PWMmUISS0 
語 が 納め られ て いる 辞書 の こと で す 。 9 RUI NGIZS 宮 凍 
3. さ み ・ 東京 サミ ッ ト 
4. じゅ ん び ぴい  : 準備 委員 会 
5. す ー ば ー  : ス ー パ ー3 0 1 条 
6. すず ー ば ー ミス ー パ ー コ ンピュータ 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て [機能 2 ] 十 [ F6 ]( 辞 書 編 
集 ) を 押す 。 


の : 消費 税 

8 り で (た か お か あき ら ) 
有人 電機 工業 人 

: NASA 

: 半 い 2 


① 読 み モ ー ド 

検索 ( 字 180 ペ ー ジ ) な ど で 指 定 し た 読み (先頭 の 1 文字 ) を 表示 し ます 。 読 み を 指定 し 
て いな いと き は 「 全 」 と 表示 され ます 。(〈 全 読み モー ド ) 。 
② 読 み : 単語 

登録 し て いる 単語 と それ に 対応 する 読み を 表示 し ます 。 読 み モ ー ド が 「 全 ]」 の と き は 登 
録 さ れ て いる 単語 すべ て を 、 読 み が 指 定 さ れ て いる と き は 該当 する 単語 を 読み の 区 点 
コー ド 順 に ( 五 十 音 順 ) に 表示 し ます 。 
③ 区 録 単語 数 

登録 し て いる 単語 数 を 表示 し ます 。 読 み モ ー ド が 「 全 ] の と き は 登録 され て いる 単語 の 
全数 を 、 読 み が 指定 され て いる と き は 該当 する 単語 数 を 表示 し ます 。 


| 【F10)( 中 断 ) を 押し ます 。 


人 Q 単語 が 16 個 以上 登録 され て いる と き は 
(1 ] を 押す と 前 頁 (前 画面 ) を 表示 し ます 。 

! ] を 押す と @ 次 貞 (次 画面 ) を 表示 し ます 。 

e 左 ペ ー ジ の 画面 の 状態 で 、 機 能 ガ イド 行 に 表示 され て いる 機能 を 使う こと が で きま す 。 
それ ぞ れ の 機能 こつ いて は 180 一 185 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 

e 登録 され た 単語 の 読み が 7 文字 以上 の と き は 、 半 角 で 表示 され ます 。 

@ ユ ー ザ 辞書 に 単語 が 登録 され て いな い (単語 数 0) 状態 で 、[ F2 ]( 検 索 )、[ F3 )( 削 除 )、 
[F5 (保存 )、[ F7 (Eh 刷 )、 を 押す と 、「 文 該当 する 単語 が あり ませ ん 」 と 表示 され 、 実 
行 され ませ ん 。 


始め だ と 終わ り ガ だ 


豆 
芝 
ー デ テ 
を 
指 
れ 
( 
上 
単 
語 
を 
到 
2 
す 
る 


ユー ザ 辞 書 に 登録 され て いる 
単語 の 読み の 頭 文 字 を 指定 し 
て 、 同 じ 頭 文字 の 単語 だ け を 。 ・ 黒田 区 松下 町 
表示 し ます 。 - す ぎ  : 杉並 区 

・ 杉山 浩 

・ 江戸 前 

・ ス ー パ ー 

・ スー パー 3 0 1 条 


頭 文字 を 入力 し て [実行 | を 押す 。 
読み 「 す 」 : 間 単語 数 : 6 
2 すぎ : 杉 才 区 
40O5G な 3 : 杉山 浩 路 
4 且 : 江戸 前 
INR 0 っ 
6. す ば ぱ ば : スー パー301 条 


辞書 編集 を 終わ る と き は [F10]〈 中 断 ) を 押す 。 


e ユー ザ 辞 書 に な い 読 み (あい うえ お や ゆ ゅ ょ っ わ ー ゐ ) また は 登録 単語 が な い 読 み を 入 
力 し た 場合 は 、「 文 該当 する 単語 が あり ませ ん 」 と メッ セージ が 表示 され ます 。 
頭 文字 を 入力 し 直し て くだ さい 。 
Q 前 の 読み 、 次 の 読み の 単語 を 表示 させ る に は 
前 の 読み や [シフ ト ]+[ 1 ] を 押し ます 。 
次 の 読み 必 (〔 シ フト ] 十 [ ! ] を 押し ます 。 
e 全 読 み モ ー ド に 戻す に は 


(一 覧 ) を 押し ます 。 


単語 を 削 際 す る 


ユー ザ 辞 書 に 登録 され て いる 
不要 な 単語 を 削除 し ます 。 


(削除 ) 


カー ソル を 移動 


F10 


3. さ み : 東京 サミ ッ ト 

4. じ ゅ ん び ぴい : 準備 委員 会 
5. す ー ば ー  : スー パー301 条 
6. す サー ば ー  : スー パー コン ピュ ー タ 


3. さ み ・ 東京 サミ ッ ト 
4. じ ゅ ん び ぴい : 準備 委員 会 


5. す サー ば ー  : スー パー コン ピュ ー タ 


[1 、 中 ゃ (Fg ] (検索) な ど で 削除 する 単語 を 画 書 


面 に 表示 する 。 

| 3. さ み : 東京 サミ ッ ト | 
4. じゅ ん ぴい  : 準備 委員 会 
5. す 一 ば ー  : ス ー パ ー301 条 
60985 : スー パー コン ピュ ー タ 

[ F3 )( 削 除 ) を 押す 。 


3. さ み 
4. じゅ ん 


WO 


削除 し て も よい こと を 確認 し て [F1 (は い ) を 押す 。 
辞書 編集 を 終わ る と き は [F10」( 中 断 ) を 押す 。 


に に] @ 単語 を 削除 し て も 、 一 度 か な 漢字 変換 で 呼び 出し た 単語 は 学習 機能 ( 字 27 ペ ー ジ ) に 記 
憶 さ れる た め 、 か な 漢字 変換 で 呼び 出さ れる 場合 が あり ます 。 


ONd 弟 半 放 義 世 


ユー ザ 辞 書 を 初期 化す る 


ユー ザ 辞 書 に 登録 され た 単語 
を すべ て 消去 し ます 。 


旋 み 「 全 」 : 単 語 。 還 語 燈 : 
えす ご  :FWー 


T 5 TU1S5O ーー 
2. か ど ま : 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 100 
3. さ み : 東京 サミ ッ ント 

4. じゅ ん び ぴい  : 準備 委員 人 

5. す 一 ば ー : スー パー30 1 条 

5. す ー ポ ー レン ペー 

7. せら : セ ラミ ックス 

8 


: 吉 丘 明 (た か お か あきら 

: 省 に 

ヽ : 日 本 電子 機械 工業 会 

2. な さ : NASA 

3. に ほん : 日 本 語 フ ー プ ロ 

14. は ん どう た い : 半導体 市 場 

5. まさ つ : 質 . ーー 

辞書 初期 化 友 辞 書 の 内 容 を すべ て 消去 し A 
よろ し いて すか ? 


は い いい 


辞書 籍 集 。 【I】: 次 買 【1】: 前 肌 
E 計 久 コ 


『 ユー ザ 辞 書 を 初期 化し て も よい こと を 確認 し て [ F1 ) 
(は い ) を 押す 。 


上 
が 
本 
書 
を 
初 
期 
化 
す 
る 


辞書 編集 を 終わ る と き は [F10]〈 中 断 ) を 押す 。 


に は 間 @ ユー ザ 辞 書 を 初期 化す る と 、 本 体 に 登録 され て いる ユー ザ 辞 書 の 内 容 は すべ て 消去 され 
ます 。 必 要 の ある 場合 は 、 文 書 フロ ッ ピー に 保存 し て お いて くだ さい 。 保 存 の 方 法 は 、 

「 ユ ー ザ 辞書 を 保存 する 」(w184 ペ ー ジ ) を 参照 し て お いて くだ さい 。 
ユーザ 辞書 を 初期 化し て も 一 度 か な 漢字 変換 で 呼び 出し た 単語 は 、 学 習 機能 ( 字 27 ペ ー 

ジ ) に 記憶 され る た め 、 か な 漢字 変換 で 呼び 出さ れる 場合 が あり ます 。 


里 語 の 一 覧 を El 刷 する 


ユー ザ 辞 書 に 登録 され て いる 遇 に 地 
単語 を 一 覧 E 還 刷 し ます 。 還 読み 「 全 」 
: 拓 ず ご 
. か ど ま 
. さ み 
. じゅ ん び い 
5。 ず 一 ぜ 一 
5 ーー ば ー 
. せら 
. ぜ い 
。 た か 
- つう さん 
. で ん きか い 


: 昔 語 単語 数 : 16 


:FW-U1S50 

: 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 1006 
: 東京 サミ ッ ト 

: 苺 備 委 員 会 

: スーパ ー301 条 

: スー パー コン ピュ ー タ 

: 形 ミッ クス 

: 消費 税 

: 高丘 朗 (た か お か あき ら ) 
: 日 本 電子 機械 工業 参 
:NASA 有人 軸 


A4 の 用 紙 を セッ ト し て [実行 」 を 押す 。 
印刷 が 2 ペー ジ 以 上 に な る と き は 、 
され ます 。 新 し い 用 紙 を セッ ト し て (実行 ] を 押し て くだ さい 。 


辞書 編集 を 終わ る と き は [F10]( 中 断 ) を 押す 。 


に 注意 e 印刷 に 使用 で きる の は A4 サ イズ の 用 紙 だ け で す 。 


用 紙 の セッ ト は 「 入 門 ガ イド 」 (mw34 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


@ 外 部 プリ ンタ で 印刷 する こと は で きま せん 。 


Q “印刷 を 中 断 す る に は 
[ 了 潤 を 押し ます 。 
e 頭 文字 を 指定 し て 印刷 する に は 


あら か じ め [ FZ ] (検索 ) を 押し て 頭 文 字 を 入力 し ます 。 指 定 し た 頭 文字 の 単語 だ けが 


表示 され ます 。 (印刷 ) を 押し て 印刷 し て くだ さい 、。 


1 ペー ジ 分 印刷 する ご と に メッ セー ジ が 表示 


Wet 思 1S 呈 攻 剛 


也 
も 
娠 
書 
を 
保 
存 
2・ 由 
る 


ユー ザ 辞 書 に 登録 され て いる 
単語 を 文書 フロ ッ ピ ー に 保存 
し ます 。 


5。 ず 一 ば 一 
6. す ー ば ー 


: FW-U1S50 
: 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 
: 東京 サミ ッ ト 


準備 委員 会 
・ ス ー パ ー301 条 
・ スー パー コン ピュ ー タ 


し F5 (保存 ) を 押す 。 


フロッピ ー を セッ トレ じ て く 実 行 キ ー 


補助 フロ ッ ピ ー を 取り 出し 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 
て [実行 】 を 押す 。 


辞書 編集 を 終わ る と き は [F10]( 中 断 ) を 押す 。 


半生 @1 枚 の 文書 フロ ッ ピ ー に は 一 つの ユー ザ 辞 書 し か 保存 で きま せん 。 
すでに ユー ザ 辞 書 を 保存 し て いる 文書 フロ ッ ピー に 別 の ユー ザ 辞 書 を 保存 する と 、 内 容 
が 書き 換わり ます 。 別 の 文書 フロ ッ ピー に 保存 し て くだ さい . 


コー ザ 辞 書 を 呼び 出す 


文書 フロ ッ 


出し ます 。 


ビ ピー に 保存 され て 
いる ユー ザ 辞 書 を 画面 に 呼び 
文書 フロ ッ ピ ー 
1. え すご ・FW-U1S50 
| 日 2. か ど ま ・ 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 
3. さ み ・ 東京 サミ ッ ト 
4. じ ゅ ん び い : 準備 委員 会 
5. サ ー ば ー  : スー パー301 条 
6. す サー ば ー  : スー パー コン ピュ ー タ 
| [F6 (呼出 ) を 押す 。 
「F6 (5 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て 実行 キー 


NE he 補助 フロ ッ ピ ー を 取り 出し 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 
AL て [実行 ) を 押す 。 


辞書 編集 を 終わ る と き は [F10]( 中 断 ) を 押す 。 
F10 


5) 


@ 文書 フロ ッ ピー か ら ユ ー ザ 辞書 を 呼び 出す と 、 本 体 に 記憶 され て いる ユー ザ 辞 書 は 、 呼 
び 出 し た ユー ザ 辞 書 の 内 容 に 書き 換え られ ます 。 必 要 の ある 場合 は 、 呼 び 出す 前 に 本 体 
の ユー ザ 辞 書 の 内 容 を 保存 し て お いて くだ さい 、。 保 存 の 方 法 は 「 ユ ー ザ 辞書 を 保存 する 」 
(w184 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

@$ ユ ー ザ 辞書 が 保存 され て いな い 文 書 フ ロッ ピー を セッ ト し て 呼び 出し を 行う と 、 本 体内 
の ユー ザ 辞 書 の 内 容 が すべ て 消去 され ます 。 

@ 本 体内 の メモ リ (記憶 領域 ) を 初期 化し た 場合 や 、 バ ッ クア ッ プ 用 乾電池 を 交換 し た こ 
と に よっ て ユー ザ 辞 書 の 内 容 が 消去 され た 場合 は 、 文 書 フ ロッ ピー か ら ユ ー ザ 辞書 を 呼 
び 出 し て ぐだ さ (①。 


qFQ 上 対 購 翌 キー 


互 示 主 ソ ワー フロ 費 


電卓 を 使う (電卓 ) 

優先 画面 と オー ト パ ワ ー オ フ を 設定 する 
(シス テム 設定 ) 

各 機能 の 説明 を 見 る (機能 説明 ) 

操作 手順 を 省く 上 級 モ ー ド (操作 設定 ) 
画面 の レイ アウ ト 、 縮 小 、 図 形 表 示 
(表示 設定 ) 

画面 を 2 つ に 分 ける (画面 分 割 ) 


画面 上 に 電卓 を 呼び 出し 、 計 
算 結 果 を 入力 し ます 。 


四則 計算 (足し 算 、 引 き 算 、 掛 け 算 、 
割り 算 ) を 行う こと が で きま す 。 


ーー 19520 


Panasnnic 


計算 結果 を 入力 する 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 


カー ソル を 移動 


に に 2 も は いた 。 120 間 和 和 昌 時 MO | 


拡張 / 補 助 」 を 押し て [ F2 ]( 電 卓 ) を 押す 。 


ee 1 YR しゅ し aIUY 衣 條 人 0M 人 本 れ 9 We 柳生 | ie 電 上 証 韻 | お まあ 


払 張 / 補 助 


し F2 介 重 0NEUU WMNO3o り 20001 
| テン キー と [FT1 [FE8 ) を 使っ て 計算 する 。 
計算 する テン キー に は | 只 人 へ この 位置 に 数 字 や 計算 記号 が 付い て いま す 。 
例 : 3x7 な ら |k | | 還 | 記 | と W し ます 。 
[実行 」 を 押し て 文中 に 入力 する 。 
実行 


12SNEIEEKOIG が 1 75 ら 20 調 RW eys ge 寺 紹 呈 統 生 | UM Me: eeUOeOMleu en 応用 IL 計 El 


に キー ボー ド の 一 番 上 の 数 字 キー ([ 1 ]-[ 0 ]) お よび 文字 キー は 使用 で きま せん 。 
e, (カン マ ) は 使用 で きま せん 。 
名 %「 二 」「 一 」「※X」「=」「ー」 は テン キー と ファ ンク ショ ン キ ー の どちら で も 操作 で き 
レモ 還 証 記 
@ 加減 と 乗除 が まじ っ た 式 で も 、 入 力 し た 順に 計算 し ます 。 
e 途中 で キー を 押し 間違え た ら [ F7 ](CE) を 押し て 再 入力 し ます 。 初 めか ら や り 直 す と 
き は [ F6 」(AC) を 押し ます 。 
e 計算 の み で 文中 に 入力 し な いと き は 、 手順 4 で [取消 }】 を 押し て くだ さい 。 


優 沈 田 団 こ オ ー ト リー オノ な 設 足 9 る 


電源 を 入れ た と き に 、 ス ケ 
ジュ ー ル を 優先 的 に スタ ー ト 
させ ます 。 ま た 、 充 電電 池 あ 
る い は アル カリ 乾電池 使用 時 
に キー 操作 が 行なわ れ な く 
な っ て か ら 電 源 が 自動 的 に 切 
れる (オー ト パ ワ ー オ フ ) ま 
で の 時 間 を 設定 し ます 。 


購入 時 、 オ ー ト パワ ー オ フ は 「10 分 」 
に 設定 され て いま す 。 


IP NRAIEirhy 


| 抜 款 補助 | [拡張 / 補 助 | を 押し て [ F4 ] (シス テム 設定 ) を 押す 。 
時 4 症 


し な い 5 分 


: 固 耳 する 


各 項 目 を 設定 する 。 
項目 間 の カー ソル 移動 [| 1 ]、[ !」 」 を 押す 。 
内 容 の 設定 [一 ]、[ 一 」 を 押す 。 


[実行 ] を 押す 。 


欄 講 ・ オ ー ト パワ ー オ フ が 作動 する の は 、 充電 電池 か アル カリ 乾電池 使用 時 だ け で す 。AC 
ダ プ タ を 使用 し て いる と き は 、 作 動 し ませ ん 。 


優 
先 
画 
面 
し 
1 

ト 


Nー 
ピン 


の wl 全 半 TN 和 キー] 


滑 語 


トー" 


DKIILNTEAoCt il い 敵 


機能 ガイ ド に 表示 され る 機能 
の 内 容 を 知る こと が で きま す 。 


[拡張 / 補 助 ] 
! (説明 ) 


: 欠 け い 線 を 複写 する こと は で きま せん 。 


調べ た い 機 能 の ある メニ ュー に カー 
[実行 ] を 押す 。 


その ソフ ト の 概略 が 表示 され ます 。「 ワ ー プ ロ 」、「 ス ケ ジ ュ ー ル 」、「 住 所 録 」 は 


文字 列 複 写 


: 文字 列 を 指定 し て 、 他 の 場所 へ 複写 し ます 。 
:【F 1 】 (複写 ) を 押し 、 


【F 1 】 (文字 列 ) を 押し ます 。 ガ イダ ンス 
に 従い な が ら 、 複 写す る 文字 列 、 複 写 先 を 指定 し て 複写 を 行い ます 。 

衣 文 字 列 複写 を 中 止 す る と き は 、【F 1 0 】 を 押し ます 。 
「 領 域 李 写 」 で 複写 し て くだ さ 


ク 、 改 内 スペ ー ス 、 イ ン デ ント マー ク 、 枠 あけ マー ク を 複写 
する こと は で きま せん 。 
の 枠 あ け マ ー ク 、 茜 提 ! 誤 域 を 複写 先 に 指定 する こと は で きま せ 


拡張 / 補 助 ーー 説明 ) を 押す 。 


ソル を 移動 し 、 


機能 ご と の より 詳し い 説明 を 見 る こと が で きま す 。 


人 較 図形 - グラ フ を 用 いて 、 個 性 豊か な 印刷 表現 が で きま す 。 


旬 日 夏 語 ワー プロ 
人 英文 ワー プロ 
免 図形 エディ タ 
参 グ ラフ 


は 
証 日 本 一 ・ 


表 計 算 、 マ ル チ ポ イン ト 、 マ ル チ フ ォ ン ト (オプ ショ ン ) 機能 
ワー ドラ ッ プ アラ ウン ド ・ ジ ャ ステ ィ フ ァ イ 機 弱 、 英文 3 書体 
日 本 語文 書 中 に イラ スト や イメ ー ジ が 入力 で きま す 

棒 ・ 円 ・ 折 線 ・ 積 上 ・ 帯 ・ レ ー ダ ー チ ャ ー ト が 作成 で きま す 


ワー フロ 機 3 


【 取 消 】 : 機 艇 説明 メニ ュー に まる 


台 機 能 の 説明 を 見 る 


rr の (の ラブ の 中 か ら 、 調べ た い 機 


実行 ] を 押す 。 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト し [実行 を 押す 。 


no ビ mA2 | ウラ ロロ + (ロロ (次 見 また は (区 ラ ド )+ 還 (前 員 ) で 画面 が 切り 換 わ 飼 
り ま す 。 能 
ロ ュ ンー の 
夫人 (ファ ンク ショ ン キ ー) 上 
岬 [複写 ] 悦 文 字 列 複 写 領域 複写 の 〇 行 複 写 了 條 
庫 [削除 ] 〇 文字 列 削 除 〇 領域 全 削除 の 〇 領域 文字 削除 〇 全文 削除 る 
較 [移動 ] 〇 文字 列 移 動 領域 移動 の 〇 行 移動 
証 [ 行 挿入 ] 〇 行 挿入 
男 [ 行 削除 ] 〇 行 削除 
軸 [揃え ] 〇 左寄せ 〇 セン タリ ング の 〇 右寄せ 


調べ た い 機能 に カー ソル を 移動 し [実行 ] を 押す 。 


画 文 字 列 複写 
[説明] : 文字 列 を 指定 し て 、 他 の 場所 へ 複写 し ます 。 

ーー [操作 方 法 ] : 【F 1 】 (複写 ) を 押し 、【F 1 】 (文字 列 ) を 押し ます 。 ガ イダ ンス 

実行 - に 従い な が ら 、 複 写す る 文字 列 、 複 写 先 を 指定 し て 複写 を 行い ます 。 
文字 覆 写 を 中 止 する と き は 、【F 1 0 】 を 押し ます . 

[ メ ne 補 PR 「 領 域 析 写 」 で 複写 し て くだ さ 
ぐ @ 改 由 マ ー ク 、 改 負 ス ペー ス 、 イ ン デ ント マー ク 、 枠 あけ マー ク を 複写 

する こと は で きま せん 。 

ぐ の けい 絡 、 枠 あけ マー ク 、 禁 則 領 域 を 複写 先 に 指定 する こと は で きま せ 


ん 。 
複写 先 の 領域 が 、 複 写 元 より 小さ いと 、 NM 文字 
、 が あふ れ ま す 。 あふ ぶれ た 文字 は 池 は 貼付 て き 


二 む で ティコ 、 一 の rm ーー ャ ンー つと = に テート / 


[F10]( 中 断 ) を 押す 。 
| (中 ) 


操 
作 
手 


テー 中居 人 革 人 


男 囲 始点 の 指定 や 文字 列 、 削 
除 な どの 確認 メッ セー ジ が 省 
さ れ 、 す 早く 機能 が 使え ま 


す 。 機 始 DS 確 
標準 に ー 人 に 介 
十文字 キー で 直接 編集 機能 所 定 寺 認 行 
に 入る こと も で きま す 。 
機 州 さ 実 
能 点 
上 級 選 に 指 3 還 
択 定 | 人 | 


[機能 2 ] 十 [ F8 ]( 操 作 設定 ) を 押す 。 


[機能 2 ][ F8 」 
、 ( 提 作 設定 ) 


どこ か ら ? ) を 省略 する 


① 範 囲 始 点 の 指定 ( ど 
② 文 字 列 削 除 等 の 確認 メッ セー ジ を 省略 する 
③【 機 能 1 】 十文字 キー で 編集 機能 を 直ちに 実行 で きる 


し 一 で 「 上 級 モ ー ド 」 へ カー ソル を 移動 し [実行 ] を 押す 。 


還 範 囲 始 点 の 指定 (「 ど こ か ら ?」 の メッ セー ジ ) が 省略 され ます 。 
機能 に 入る と き の カ ー ン ソル 位置 が 範囲 始点 に な り ま す 。 機 能 に 入る 前 に 、 
し 1 し! を 使っ て カー ソル を 範囲 始点 に 移動 し て くだ さい 。 


一 機能 に よっ て 確認 の 操作 (「 よ ろ し いで すか ?」 の メッ セー ジ ) が 省略 され ます 。 
文字 列 削除 、 領 域 削 除 、 行 削除 な ど で は 確認 の 操作 が 省略 され ます 。 範囲 終点 (「 ど こま で 
?」 の メッ セー ジ ) を 指定 する と 同時 に 削除 され ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 
全文 削除 や 保存 文書 の 削除 な ど は 確認 の 操作 が 行わ れ ま す 。 


画 ( 機能 1 十文字 キー で 機能 を 直接 実行 する こと が で きま す 。 (次 ペー ジ ) 
人 


Q 文字 列 削除 や 領域 削除 ( 全 削除 ) な ど で 、 誤 っ て 違う 所 を 削除 し た 場合 、 貼 り 付 け 機能 (gw 
68 ペ ー ジ ) で 元 に 戻す こと が で きま す 。 


探 作手 順 を 省く 上 級 モ ー ド 


上 級 モ ー ド 設定 時 


上 級 モ ー ド に する と 次 の 編集 機能 に つい て は 、[ 機能 1 」 と その 機能 に 対応 し て いる 文字 
キー を 組み 合わ せ て 操作 する こと も で きま す 。( ひ ら が な キー の 配列 は 「JIS 配 列 」 の 場 
合 を 元 に し て いま す 。) 


文字 列 複写 … [機能 1 ]+[F ] ([ は )) 右寄せ ……… [機能 1 ]+( R ] ([ す )) 
領域 複写 … [機能 1 ]+[ V ]([ ひ )) ャ ンタ リン グ … [機能 1 ]+[C ] ([ そ を )) 
行 複写 ……… (機能 1 ]+[ G ] (人 間 ) 左寄せ ……… [機能 1 ]+[ L ] ( 同 困 ) 
文字 列 削 除 … [機能 1 ]+[ S 《 bb 下線 ………… [機能 1 ]+[_U 《  b 
領域 全 削除 … [機能 1 ) 二 [D ] (( し )) 文字 サイ ズ … [ 和 能 1 ]+[M ) (( も )) 
領域 文字 削除 …[ 機能 1 ]+[ X ] ([ さき 」) 網 か け ……… [機能 1 ]+[ A ] ([ ち )) 
全文 削除 …… [機能 1 ]+[E 」 ( 位 剛 ) 強調 … の … の …… [機能 1 ]+[ Q 」 ( 議 約 ) 
文字 列 移動 … [機能 1 (1 ](( に ]) 回転 ………… [機能 1 ]+(K )(( の )) 
領域 移動 …… [機能 1 ]+[ O (5 」) 取消 線 ……… [機能 1 ] 二 [ T ] ( 共 J) 
行 移動 ……… [機能 1 ]+[P ( 園 議 ) 

貼付 け ……… [機能 1 )+[H ( 駐 議 ) 


操 
作 
に 
順 
を 
」 
て 
た 
級 
N 

ド 


人 Q 一 部 の 機能 こつ いて は 下 の よ うに 覚え る こと が で きま す 。 
右寄せ は RIGHT の R 

セン タリ ング は CENTER の C 

左寄せ は LEFT の L 

下線 は UNDERLINE の U 

文字 サイ ズ は MOJI の M 

網 か け は AMI の A 

回 転 は KAITEN の K 

取消 線 は TORIKESHI の T 


貼付 け は HARITUKE の H 


認 


! 


書 . ナ UN ヽ NNS 固 憎 


We 
【 
ン 


引 引 軸 


画面 の レイ アウ ト 縮図 形 表示 


入力 し て いる 画面 に 図形 エ 
ディ タ で 作成 し た 図形 や グラ 
フ を 表示 し た り 、 編 集中 の 文 
書 の 縮小 表示 や レイ アウ ト 表 
示 を 行い ます 。 


( 末 設定 


E 回 回 回 回 肌 ・・ 
ECCOETETEEIO ・・・・ て て ・ ぞ | 
回 回 回 回 回 回 回 回 回 EE 天 琶 天 03 富 


項目 を 設定 する 。 


項目 間 の カー し [し ! を 押す 。 
を 押す 


内 容 の 設定 忌 


図形 表示 を 「 す る 」 に 設定 し た と き は 、 図形 デー 所 衝 
ピー を や も ッ トレ ます 。 


実行 ) を 押す 。 


・ 還 3 人 和 0 電 
な の 2 ド 選 SH 
滞 品 あり 。 


画面 の レイ アウ ト 、 縮 小 、 図 形 表 示 


EECS 


文字 を 縮小 表示 (8X8 ド ッ ト ) し 、 最 大 34 行 X80 桁 を 一 
度 に 表示 し ます 。 

(標準 画面 : 16X16 ド ッ ト 、 最 大 18 行 X40 桁 ) 

・ レ イア ウト と 一 緒 に 表示 で きま す 。 


カー ソル の ある ペー ジ の 文字 や 表 の 配置 を 表示 し ます 。 


・ 1 文字 を ひと つの 点 で 表示 し ます 。 
・ 書式 に よっ て は 、 標 準 画面 の 表示 桁 数 が 少な く な り ま に IO2 人 0 
『 AN ラー ee | ・ 柏 ・ 田 ・| |5678 | | 5445 | 4990 | |567| 
す 。( 例 : B4 横 の 場合 、18 行 X29 桁 ) aw |2ee9 | 243412277 |2eg 


CFGEEENEEEEGEJEEE 
|2ess | 5og] ze5o]2ed] 
CIECEEHM 
本 EEEEIEO3 
ER 


岳 了 人 敵前 除 詳 滑 


・ 縮小 表示 と 一 緒 に 表示 で きま す 。 8 


* ほ 7 


図形 エディ タ で 作成 し 、 文 書 中 に 取り 込ん だ 図形 や グラ 回 誠 証 53 病 577 本 75 


フ を 表示 し ます 862 に PE 二 わ や 2E 
り J に 】 
・ 縮 小 ま た は レイ アウ ト 表 示 と 一 緒 に 表示 する こと は で 

きま せん 。 


・ 図形 表示 中 は 文字 の 入力 、 編 集 な どい っ さい 行え ませ 
ん 。 (カー ソル の 移動 の み 行え ます 。) 
・ 尼 10] (中 断 ) を 押す と 、 図 形 表 示 を 解除 で きま す 。 


・ 図形 表示 枠 が あっ て も 、 図 形 デ ー タ が な い 場 合 に は 「 
表示 する 図形 が あり ませ ん 」 と いう メッ セー ジ が 表示 
され ます 。 (中 断 ) を 押し て 、 図 形 表 示 を 解除 
し て くだ さい 。 

・ 作 成 し た 図形 枠 が 大 きす ぎる と き に は 、「 六 図形 枠 が 
大 き 過ぎ ます 図形 表示 で きま せん 」 と いう メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 (中 断 ) を 押し て 、 図 形 表 示 
を 解除 し て くだ さい 。 


許 ナ J ヽ て QS 回 較 | 


に 
し レー 
一 


引 絞 。 


に e 電源 を 切る か 、 書 式 の 変更 を 行う と 、 縮 小 表示 、 レ イア ウト 表示 、 図 形 表 示 は 解除 され 
ます 。 
es レイ アウ ト 表 示 で は 、 本 機 の メモ リ (記憶 領域 ) 容量 を 越え る 分 と 図形 枠 に つい て は 黒 
く 塗 り 潰し て 表示 され ます .。 
es 和 あ け は レイ アウ ト 表 示さ れ ま せん .。 
e 英文 ワー プロ は 英文 行 が 挿入 され た 時 点 で 、 行 単位 で レイ アウ ト 表 示し ます 。 文 字 列 の 
配置 は 表示 され ませ ん .。 
図形 表示 は 画面 中 の 図形 枠 の 大 き さ に 合わ せ て 表示 され ます の で 、 実際 に 印刷 され る 図 
形 と は 多少 異な り ま す 。 


画面 を の つ に 分 ける 


カー ソル の 位置 を 基準 に し て 
画面 を 縦 、 ま た は 横 に 2 つ に 
分 け ま す 。 桁 数 や 行 数 の 多い 


文書 で 表 に 入力 する と き や 表 
の 項目 を 確認 する と き な ど に 
使い ます 。 
※ 横 分 割 の 分 割 位置 に つい て は 
198 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
画面 を 分 ける 位置 へ カー ソル を 移動 する 。 
か ツル を 動 


判 し iLoolyi io 電 際 WO 9 月 ・ 
| ・ 相 ・ 田 ・| 5678 |5445 | 4990 15679 | 5452 | 4gg9 
9 衣 給 共和 +(E83 (画面 分 割 ) を 押す 。 

mem | 縦 方 向 に 画面 を 分 割 す る と き [F1 ]( 縦 分 割 ) を 押す 。 


人 隊 計 2 便 代 方向 に 画 男 を 分 判 する と き ぶ [EFZ (要害 ) を 押す 。 


Ei 1 


に es カー ソル が 画面 の 右端 、 ま た は 左端 に ある と き は 縦 分 割 で きま せん 。 
カー ソル が 画面 の 上 端 、 下 端 、 ま た は 下端 か ら 3 行 目 こ ある と き は 横 分 割 で きま せん 。 
e 1 行 の 桁 政 が 39 桁 以下 の と き は 、 終 分割 で きま せん 。 
e 縮小 表示 画面 、 図 形 表 示 、 ま た は 他 文書 呼出 を 設定 し て いる と き は 、 画面 分 割 で きま せん 。 
画面 分 割 を し て いる と き は 、 表 示 設定 を 変更 で きま せん 。 
図形 エディ タ や スケ ジュ ー ル を 始め た り 、 電 源 を 切る か 、 書 式 を 変更 する と 和 画 面 分 割 は 
解除 され ます 。 


人 Q  。 画 向 分 割 を 解除 する に は 
も う 一 度 [ 機能 1 ]+F6 ) (画面 分 割 ) を 押し て [F1 ] (解除 ) を 押し ます 。 


画面 を の 2 つ に 分 ける 


画面 分 割 の 上 手 な 使い か た 


画面 分 割 を 行う と 縦 分 割 の と き は 右側 の 画面 、 横 分 割 の と き は 下 側 の 画面 を ス 
クロ ー ル (22 ページ) させ る こと が で きま す 。 こ の と き 左 側 の 画面 、 上 側 の 
画面 は 固定 され て いま す 。 画面 分 割 を 使っ た 代表 的 な 文書 作成 例 を 2 つ 紹 介し 
ます 。 


用 紙 の 横 一 本 に この よう な 表 を 作る と き 、 画 面 分 割 を 使う と デー タ が 入力 し や 
すぐ く な り ま す 。 


9 0 年 度 営 業 成績 一 覧 表 


43 11187|11175| 924|11046|1180 


全品 
画 
面 
を 
2 
連 
(に 
分 
( け ナ 
る 


た と えば 、4 月 一 9 月 まで の デー タ を 入力 し た 時 点 で 、[ 三 」 を 押し て 画面 を スク ロー ル さ せ 、10 
月 一 3 月 分 まで の 表 を 表示 させ る と 、 画 面 分 割 を し た と き と し な いと き で は 、 次 の よう な 違い が 
あり ます 。 


画面 分 割 を し な いと き 営業 所 の 欄 と 4 月 の 欄 の あい だ て 縦 分 割 
し た と き 


営業 所 の 欄 が 画面 か ら 消 えて し まう の で 営業 所 の 欄 が 表示 され た まま な の で 楽に 
デー タ を 入力 する 所 を 間違え た り 、 入力 で きる 。 

し 一 ] を 押し て 営業 所 を 確認 する こと が 

多く な る 。 


画面 を 2 つ に 分 ける 


他 文 書 呼出 ( 字 146 ペ ー ジ ) で は 他 の 文書 を 参照 で きま し た が 、 横 分 割 を 使う と 
同じ 文書 内 の 他 の 部 分 を 参照 し な が ら 文書 を 作成 する こと が で きま す 。 
※ た だ し 、 参 照 文 書か ら の 複写 や 、 参 照 文 書 を スク ロー ル さ せる こと は で きま せん 。 


ここ で は 、 前 ペー ジ で 作成 し た 表 を 参照 し て 文章 を 入力 し て み ま す 。 


1. 上 1 (し で 参照 し た い 部 分 を スク ロー ル さ 
せ て 、 画 面 上 方 に 表示 させ ます 。 


ロニー タ : 応 4 和樹 4】 
上 


% 891 と 1 ee8 lele ee 人生 人 東江 電電 MNTet が 5eimellelll 人 9 4 癌 上京 生 (Ai る 
時代 20 天 し 孤 NN (寺地 思 洛 に LUIL IS 侍 に 訂 に 当 い PE 前 し は 10 Je 
補い 科 に 欄 っ WII 湯 k 統 2 BL MN8 AR UNR NIL 1 証 隊 き 章 に 提 CN 二 人生 本 79 TIE 作り は 
二 生か lx JefHMhe ON Lei 4 折衝 (04 5 全休 1 り 滴 (C@ 間 集 衣 香 層 吉 117 な 


電 2 le |> 6JcelM Eee ike ge を DSEe 1 の 9 る jerle】 [919 家計 ele 


liBeU!en sei (aeMlISMeslte 昌 人 (es 誠 相生 MkA 有 HaM ititepe の mi91 東 遇 仙山 4 を 」 


人 
2. 参照 し た い 部 分 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 
横 分 割 を 行い ます 。 


本 結 ワ ー フ ! ロ Bq 


QiOt 加 計 還 績 EE 


ed 人 5 ERCeE 呈 HE モ 委 9 ー 
ii73 


て 、 表 示し ます 。 


で フ m = ル 8 


: ト 727 
: ieso 
ー| ・ 福 A・|-672|.650|.772|.6gg| .731| ・ 


kJ 人 30 は 了 放 CGIE 伸 1 穫 MP30YML9C TK7 才 IRC 2 症 1WK : 億 MPT 直人 だ 上 認 
二 1 kEe 。HaL sj に 40 eKaihe1 el wl SRI 電 遇 59 ais、 1s、 ゃ は sis 間 あ 肖 1K あ MP な "2」 寺 を 


前 BL3。 に 放 も に 了 し 3 っ 世間 (ICE 謀 還 に 間 則 逢 齋 OCT て し ゴ リリ 証 間 


人 
4. 画 面 上 方 に 表示 され た 表 を 参照 し な が ら 文 書 を 
人 入力 し ます 。 


身 文 ワー フロ 編 


字体 (ボー ルド ) 


(w203 ペ ー ジ ) 修飾 (下線 ) 
(w208 ペ ー ジ ) 


BomDa こ CaCe8@ 


This is a fami1y of dicoty1edonous trees , OF モ て eGn Very 1arOe and 
sometimes with grotesque て runks con モ aining water Storage 15SUuG・ 
The 1eaves may be simp1le or pa1mate1ly divtded with dec1duou ら 8 
stipules:the  F1owers are aSymmetr+c with Five sepa15,F1ve Or man ァ ツア 
stamens (Free or united into a tube) and a Superior ovary. The 
seeds are smooth , oFten embedded in hair in 1arge CapSu1@GS . 

Cetpo pen て gnd7ro (C.cvesorro) From tropica1 America (also found in 
W Africa) 1i ら the Si1jk Cotton or Kapojk,a S1im tree we11] bu て tressed 
a て he と OO も お し も た 〇 SuDDo エ て ts great height. エト has 1arge,whitish and 


Fa9 エ am リト ee which are used 1n 1nSe ら Cc モーrepe 1 1n9, ざ a モ @ ェ ーー 


res15stant, sh1ky hairs which are used in many househo1d ar エ 1 こ 168, た 


making an eikxce11en モ =tuFfFing For cushuions,p111ows and mattreSSsGS . 


字体 (イタ リッ ク ) 均等 
(w203 ペ ー ジ ) (206 ペ ー ジ ) 
ペー ジ 


200 操作 の 流れ 

201 始め ゆか た と 終わ りか た 

202 英文 行 を 設定 する 

203 書体 を 変え る (字体 ) 

204 英文 を 入力 する 

206 行頭 と 行 未 を 揃え る (均等) 
208 修飾 する (修飾 ) 


EIC: 王 くい 


英文 ワー プロ は 基本 的 に 日 本 語 ワ ー プ ロ の 中 に 英文 を 入力 で きる 行 (英文 行 ) を 挿入 する と 
いっ た 形 を と り ま す 。 始める と き は 日 本 語 ワ ー プ ロ の 状態 で 英文 ワー プロ に 入っ て 文字 の 入 
力 と 編集 を 行い 、 日 本 語 に 戻っ て EH 刷 と 保存 を 行い ます 。 
英文 ワー プロ は 日 本 語 ワ ー プ ロ の 中 の 一 機能 (英文 入力 機能 と 英文 編集 機能 ) と 考え た 方 が 
わか りや すい で し ょ う 。 


英文 ワー プロ で 文書 を 作成 する と き の 基 本 的 な 操作 手順 を 説明 し ます 。 


| 1. 日 本 語 ワ ー プ ロ か ら ス ター ト 
日 木 語 フ ワー プロ 人 入 4 締 


二 の き 0MTA 同 人 本 過 抽 を 衝 調 宙 し 軸 居 本 記 いあ 作り を 


が It 人 伸和 遇 生生 人 且 沿 ま 拓 有 寺家 お 


Ca に WtU3D 二 RGD 抽 代 Er NIIE 3 0 本 介 ) 


ET 証人 ト 本 本 間 訴 dhGLz を (は 仙人 和 半 リエ 放せ 2 議 は 0 症 20 い 


地 入 才 に MMUE NIIP 補 も 首 、H. 提 TI0 む 福 1 半 1 主計 韻 108 、 


ひ 
| 2. 英文 ワー プロ で 文字 を 入力 する 
AA 35 行 則 


二 。 Ei JIIEL gi 訂 和 91 isE 取 41 本 TGMPY -UINHINrhontrng 本 本 
1 . 次 の 下線 部 を 日 本 語 に 訳し な さい 。 回 ・ 
[lear kynkn, 回 (1 2 PE 
Hnu hawe nu been thess daws? 1I hnpe wu 
fine. 1 must say thank you fpr sending p 
foruard tn seein9 9au agaim. 軒 て 


Re UI 人間 4 d 間 7 0 拉 記 7 汰 前 RY 間 軒 


Ho hawe you been thess days? | hnpe yo 
Tine 帳 ] must saw thahk nu fnr sendim9 bB 


Iformard t0 seeih9 り OU 4941.** バ パー ババ ・ 


は 箇 盾 昌和 人 | 生 竹林 | 二 E あ は 誠に 肖 天 に | 還 11e 1 は を 過大 


回 ーー 人 < | 
1 . 次 の 下線 部 を 日 本 語 に 訳し な さい 。 回 ・ 
| Dear kwnkn. 回 ESLdHS ae も leUSUIe 


日 本 語 ワ ー プ ロ か ら ス ター ト し ます 。 
・ 英 文 を 入力 し た い 行 に カー ソル を 移動 し 、 

(| メニ ュー を 押し て か ら ( F2 ] (英文 ) を 押し ます 。 
(g 次 ペー ジ ) 


文字 や 記号 を 入力 し ます 。 


入力 し た 文書 を 編集 し ます 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻っ て EH 刷 ・ 保 存 し ます 。 

・ 印刷 の し か た は 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 の 「 文書 を 印刷 する 」 
(w112 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

・ 保存 の し か た は 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 の 「 文書 を 保存 する 」 
(g142 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


始め が だ こと 終わ り ガ だ 


英文 ワー プロ は 日 本 語 ワ ー プ 
ロロ か ら 始 め る こと が で きま す 。 
英文 ワー プロ を 終了 する と 、 
日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 。 


ロー 彰 基 加 
ロー ロ 油 油 


カー ソル を 移動 


[ メニ ュー ] を 押し 、[ F2 (英文 ) を 押す 。 
」「 英 文 ワー プロ 」 と 表示 され る 。 


(英文 ) 


入力 禁止 マー ク 1 
この マー ク の 位置 に は 
[シラ ト (終了 を 押す 。 入力 で きま せん . 


日 本 語 ワー プロ に 戻り ます 。 
シフ ト ] 直 (終了 


英文 ワー プロ で 作成 し た 行 の 中 に 日 本 語 を 入力 し た り 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 作成 し た 行 の 
に 中 に 英文 を 入力 する こと は で きま せん 。 
英文 ワー プロ の 行 が ある と 、 書 式 の 変更 は で きま せん 。 あ ら か じ め 書 式 を 設定 し て か ら 
英文 ワー プロ を 始め て くだ さい 。 
@ 図形 枠 の ある 行 で は 、 英文 ワー プロ を 始め る こと は で きま せん 。 
Q “英文 ワー プロ は 行 単位 で 挿入 され ます 。 
英文 ワー プロ の 行 は 日 本 語 ワ ー プ ロ の 行 削除 で 削除 で きま す 。 間 違え て [ FZ ) (英文 ) 
- を 押し た と き は 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻っ て 英文 の 行 を 行 削除 レ し て くだ さい 。 
@ [ メニ ュー を 押し て 、 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻る こと も で きま す 。 


yr き S な を 一 


り 
か 
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で ささ マテ ケ クン ミル 

舌 文 行 を 設定 する 
英文 を 入力 する に は 英文 行 が 

必要 で す 。 


日 本 の パパ へ 
今 、 私 達 は ニュ ー ヨ ー ク に 居 ま す 。 
ホテ ル の 名 前 は 、 

Hotel Old Patrick, 
41, 7th Blvd., N.Y. 


日 本 語 ワ ー プ ロ 


英文 ワー プロ 


一 英文 を 始め る と き 、 カ ー ソ ル の ある 行 が 英文 行 に な り ま す 。 
日 本 語 ワ ー プ ロ 


ES 
交 
行 
を 
設 
定 
{の 
る 


一 英文 を 入力 し て いて 最終 桁 ま で 入力 する と 次 の 行 が 英文 行 に な り ま す 。 
確定 前 確定 後 


RCEE 団 還 図 較 較 較 団 較 較 図 団 較 図 図 
・・ 国 図 較 較 図 較 国 図 図 図 図 


画 カ ー 生生 ( 行 挿入 ) を 押す と 英文 行 が 挿入 され ます 。 


3 "日 本 語 行 を 英文 ワー プロ で 行 削除 する こと は で きま せん 。 


Q “英文 行 は 日 本 語 ワ ー プ ロ の 行 削除 で 削除 する こと が で きま す 。 


書体 を 変え る 


英文 専用 の 書体 (字体 ) に は 、 


区 事 相 ミー イタ リッ ク 、 ボ ー 


ルド の 3 種類 が あり ます 。 


は じ め は スタ イミ ー に 設定 され て いま す 。 
文字 を 入力 する 前 に 決め て くだ さい 。 


(MMSP IT ' 
_ How have you 8en these days?2 


(au 
ー 胡 oo naoe yog peen て nese doySs? 


1 
_How hav@_ you been these day8S? 


「 (実生 を 押す 
以後 、 入 力 し た 文字 は 選ん だ 書体 に な り ま す 。 


| Hng hawe you been these days? 1 hope 較 間 に に に に 回 回 回 人 人 還 還 回 回 還 回 加 “回 回 加 回 


書体 が 変わ る 


@ 変更 し た 後 で 入力 する 文字 の 書体 が 変わ り ま す 。 す で に 入力 済み の 文字 の 書体 を 変更 す 
る こと は で きま せん 。 


@ 変 更 し た 書体 は 、 


次 に 変更 する まで 有効 で す 。 


[F8 )( 字 体 ) を 押し て [F1 ]( ス タイ ミー)ー[ F3 ]( ボ ー 
ルド ) の 中 か ら 選 ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 


書 
体 
を 
変 
え 
る 


入力 は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 英 
数 字 入力 と 同じ で す 。 例 : 英 小文字 入力 の 場合 


英 数 犬 / 小 ] で 大 文字 入力 と 小文字 入 
力 を 切り 換え る こと が で きま す 。 ま た 
[シフ ト ] を 押し な が ら 入 力 する と 、 


大 文字 と 小文字 が 入れ 替わり ます 。 
Iong 


キー ボー トド か ら 英 字 を 入力 する 。 


き 文字 衝 

スペ ー ス 、 カ ンマ (,)、 ピ リオ ド (.) を 入力 する と 文字 が 確定 する 。 
人 [実行 を 押し て も 確定 し ます 。 

す スペ ー ス 


空白 を 入力 する と 文字 が 確定 する 。 


ご e 確 定 し た 文字 の 修正 方 法 は 日 本 語 ワ ー プ ロ の と き と 同 じ で す が 、 移 動 や 複写 な ど で 日 本 
6 語 の 行 を 含む 範囲 を 指定 する こと は で きま せん 。 
e (後退 ]、[ 1 字 削 除 ] で 英文 行 の 文字 を すべ て 削除 し た り 、 行 削除 を 行う と 、 英 文 行 が 
削除 され て し まい ます 。 英文 行 を 挿入 する と き は [ F4 ] ( 行 挿入 ) を 押し ます 。 
@ 確定 し た 文字 より 前 の 制御 スペ ー ス は 空白 に な り ま す 。 
e 単語 が 入力 禁止 領域 に か か る と き は 
語 を 入力 し て いて 入力 禁止 領域 に か か る と 、 ぞ の 単語 は 自動 的 に 次 の 行 へ 送ら れ ま す 
(ワー ドラ ッ プ アラ ウン ド )。 
英文 ワー プロ で は 、 常 に この 機能 が 働き ます 。 


固 較 較 較 | 


| 1 must say thank wau fnr sending picture. I'm Innking fanruard tn 華 還 
1 入力 禁止 領域 に 表示 
[| スペ ー ス ]、[ 雇 行 ] な ど を 押し て 文字 が 確定 する と 


1 must say thank wanu far sending picture. I'M lnnking fnrard tn ・ 回 還 較 較 較 較 較 較 較 較 
seein9 邊 に TEE は か っ で と 8 っ で はい に し 1 


1 次 の 行 に 送ら れる 


英文 を 入力 する 


田 1 行 の 桁 数 
英文 行 1 行 に 入力 で きる 文字 数 は 、 標 準 書 式 (文字 間隔 が 12 ド ッ ト ) の 場合 、 日 本 語 の 
全角 文字 数 の 約 1.6 何 と な り ま す 。 画面 で は 半角 で 表示 され る た め 、 入 力 で きる 文字 数 


を 越え た 部 分 に 文字 入力 禁止 マー ク が 表示 され ます 。 


一 印刷 され る 文字 
英文 行 は 幅 36 ドッ ト の 英文 書体 で 印刷 され ます 。 文字 間 隔 は 書式 の 設定 値 に か か わら ず 


常に 一 定 で す (1 イン チ あ た り 10 文 字 パ イカ ピッ チ ) 。 
印刷 例 時 に す 

ー イ タリ ッ ク 

ー ボ ー ル ド 

ー 日 本 語 ワー プロ 


How have you been these days? 


刀 oo Aooe ら yoou p ち ee て れ ese goys2 


How have you been て hese days? 


How have you been these days? 


た だ し 、 書 式 で 文字 間隔 を 24 ドッ ト 以 上 に 設定 し た と き は 、 日 本 語 行 と 英文 行 の 行末 が 
抽 い ませ ん 。 


田 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 で きる 文字 
英字 の 大 文字 と 小文字 、 記 号 、 数 字 の み 入力 で きま す 。 
確定 せ ず に 一 度 に 入力 で きる 文字 数 は 、 1 行 に 入力 で きる 文字 数 か ら 4 文字 を 引い た 文 


英 
文 
を 
人 
5 す 
字 ま で で す # 


田 使 用 で きる 記号 (マル チリ ン ガ ル ) 
英文 ワー プロ で は 、[ 語 号 ) で 次 の 記号 と 欧文 文字 を 使用 する こと が で きま す 。 外字 や 他 


の 記号 は 呼び 出せ ませ ん 。 
人 才 き 人 生 きき で 6 も きも れん 欠 生 66OoO0uwV サ の せな た お NKKW チ 
る ま の OWNRao て と こめ MM 1 し (くう き さそ て YO660QuH 呈 こぐ %Ys 


田 次 の 機能 ガイ ド に 表示 され て いる 機能 が 使用 で きま す 。 複 写 、 削 除 、 移 動 、 行 挿入 、 行 
削除 、 揃 え に つ いて は 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 の それ ぞ れ の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


・ 領 域 単 位 で の 複写 、 削 除 、 移 動 は で きま せん 。 
・ 全文 削除 を 行っ て も 1 行 目 は 英文 行 に な り ま す 。 
・ け い 線 を 5| く こと は で きま せん 。 


画 ( 単 渓 字 ]、 ( 至 角 / 半 角 ] 、 [カタ カナ 変 換 ] [ 無 変換 )、 [変換 / 次 候補 、 文節 縮 ]、 
[ 前 入力 呼 有 | を 押す と スペ ー ス (空白 ) が 入力 され ます 。 
[みな / カ ナ ) 、[ ロー マ 字 / か な ] は 無効 に な り ます 。 


と 行 未 を 揃え る 


行頭 と 行末 を 揃え ます 。( ジ ャ 
ステ ィ フ ィ ケ ーション ) How have you been these days? T 


hope you and your fami1]y are 
ワー ドラ ッ プ アラ ウン ド な ど で パ ラバ パ 
ラ に な っ た 行末 を 、 き れい に 揃え る こ 
と が で きま す 。 S@Gnd1n9 Dicture . 


Fine. T must say thank you for 


How have you been these days?2 Il 
hope you and your fami]y arel 
|]fine. 1 must say thank you forl 


SGnd1n9 D1 ユ ご CU と @ . 


ENET 
カー ソル キー で 二 囲 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 
『 と Fa F 
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Hanu have wm hesn these daws ツ 
fine. | must say thank you Tor sending picture. IT'm lnnking ・………・ 還 較 還 国 較 還 較 団 
fanrmard to Seeing yQu again. 還 016 い ! い %C お 1& を 1 さあ 19『 き 0 を と ば 1 いし NG 1 回 II ロ I ロ IGIIGII ロ IIGI ロ II ロ 


行 
頭 
先 
行 
末 
還 

|! 
え 
る 


最後 の 行 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 。 


範囲 を 確認 し て [ F1 ] (は い ) を 押す 。 


Ha have yau been these days? 1 hnpe you amd ynur 1 3 ml り ae 回 較 加 回 回 図 回 還 還 加 還 回 
明 ne. 1 must say thank you for sending picture. Im 19nk jlg 加 II 回 回 回 加 回 の 
forward to seeing yau again. 還 geYe Ver る Pe 594 は 和 衝 e 4 0 る: 人 SS 2380 団 回 団 団 団 国 較 較 加 国 困 団 較 


行末 が 揃う よう に 単語 間 に 空 白 が 搬 入 され ます 。 


行頭 と 行末 を 揃え る 【 


@ 改行 マー ク が ある 行 は 、 均 等 割付 され ませ ん 。 
e 空白 に 網 か け や 下 線 の 修飾 ( 呈 208 ペ ー ジ ) を し て いる 部 分 は 、 均 等 割付 を 行っ て も 単 
語 間 に ス ペー ス は 入り ませ ん 。 網 か け や 下 線 を 付け る 前 に 均等 割付 を 行っ て くだ さい 。 


1 must say 較 図 図 較 較 較 較 較 較 


均等 割付 する と 


sending Pi ctUre . 回 還 図 較 較 較 較 還 図 還 較 較 


スペ ー ス は 入ら な い 


e 均等 割付 は 、 そ の 行 の すべ て の 空白 (制御 スペ ー ス を 含む ) を 単語 間 に 均 等 に 割り 付け 
ます 。 そ の た め 、 元 の 単語 間 の 空白 より 詰まる 場合 が あり ます 。 


1 must say IEIEIBIBIIBIBIEIEIIGIB 上 | 


均等 割付 する と 


Say yOU Tar sendin9 DICture . 較 較 較 較 較 図 較 較 


元 の 単語 間 よ り 詰 まる 


英文 ワー プロ で 作成 し た 文書 
の 文字 に 網 を か けた り 、 下 線 
(アン ダー ライ ン ) を 付け ます 。 


| F7 | 人) 
| 1 ] ま た ほ |[ F2 ) 


カー ソル を 移動 
実行 


カー ソル を 移動 


F10 


Dear kyoko, 


How have you been these days? 


シ 


Dear kyolkko, 


How have you been these days? 


し F7 (修飾) を 押し て [ F1 ]( 網 か け ) 、 ま た は [ F2 ) 
(下線 ) を 選ん で 押す 。 


下 交 どこ か らら ? 
カー ソル キー で 較 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 


修 侵す る 最初 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


前 have ynu been these days? 1 hnpe you and 9OuP amily ar'eIEIEIEI 加 回 加 


最後 の 文字 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


Ha hae nu been these days 凛 「 hnpe nu amd ynur' ail》 al 回 回 回 回 GII 回 


[F10」( 中 断 ) を 押す 。 


@ 網 か け 、 下 線 を 消す に は 
手順 1 で を れ ぞ れ [ F3 )( 網 解除 )、 F4 )( 下 線 解除 ) を 押し て 範囲 を 指定 し ます 。 


名 


Hi f ji ビ デオ 


S-VHS ビ デオ 


大 型 カ ラー テレ ビ 


エア コン 


| 思 皿 血 血 四 
RS 


上 の 表 を グラ フ 化 (積み 上 げ グ ラフ ) し た も の で す 。 


ペー ジ 


210 探 作 の 流れ 

212 グラ フ を 作る た め に 
214 始め か た 

216 終わ りか た 

218 グラ フ の 種類 を 選ぶ 
219 詳細 を 決め る (詳細 ) 
222 大 き さ を 選ぶ (サイ ズ ) 
224 グラ フ を 作る (作図 ) 


日 本 語 ワ ー プ ロ で グラ フ を 作成 する と き の 基 本 的 な 操作 手順 を 説明 し ます 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 


り 表 を 作成 する 


LA4 六 3 行 和 箱 1 1_ TI 時 全 朋 が 人 な 

ロ PT A 
品名 ・・|4・ 月 |5・ 月 | 6・ 月 | 7・ 月 |8・ 月 |9・ 月 | ・ 全 計 : | ・ 
Hifi ビ デ ォ ・|・31|・29|・52|・4c6|・33|・ ・229 1・ 
8-VHSE デ オォ | ・・7 |・11 |・24 |・21 | 5| 8| 76|・ 
・56 5 ・66 |・455 1・ 

RE 


・32|・63 


大 型 カ ラー テレ ビ 
| テア コン ・ ーー・ 


・79 
・14 


3 


V 
3. 種類 を 選ぶ 
F2 円 F3 折線 
F4 積 上 F5 帯 Fe 負 ・ 
4. 詳細 を 決め る 
F2 円 F3 丘 線 


2 
記 ーー 症 _ 
5. 大 き さ を 選ぶ 
ト | 人 ポ | _F2 f9W2 記 取 : っ と 
績 3X 杜 160m 科 61x 横 120m 特 35X 材 回 
F4 精細 1 F5 精細 2 F6 精細 3 
内 49x 欄 85m 縮 31x 杉 回 肛 18x 棋 9] 


ルル ※ 次 ペー ジ へ 続く 


まず 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 表 作 成 機能 な ど を 使っ て 、 グ ラ 
フ 化 し た い 表 を 作成 し ます 。 


し メニ ュー を 押し た あと [ F4 ] を 押し て グラ フ に 入り 、 
グラ フ 化 する 範囲 を 指定 し ます (sw214 ペ ー ジ )。 
・ 付 属 の 補助 フロ ッ ピー が 必要 で す 。 


グラ フ の 種類 を 選び ます ( 字 218 ペ ー ジ ) 。 

・ グ ラフ に は 棒グラフ 、 円 グラ フ 、 折 れ 線 グラ フ 、 積 み 
上 げ グ ラフ 、 帯 グラ フ 、 レ ー ダ ー チ ャ ー ト の 6 種類 が 
あり ます 。 


グラ フ の 軸 方 向 や 項目 表示 な どの 詳細 を 決め ます 
( 補 219 ペ ー ジ ) 。 


グラ フ の 大 き さ を 決め ます (222 ペ ー ジ ) 。 


6. 作図 する 


| 側 名 【[ 栓 グ ] 
文書 名 LO 年度 上 山 | 


IITIE 


いり k/ 
$-VI“S 7 コッ 


日 本 語 ワ ー プ ロ で | ゞ 


5 滞り 0 の る 
| 一 癌 名 ・ 4 月 |5 月 9 


こ へ 
だ 上 の 位置 を 憎 定 し 、 実行 ペギー を 他 し て くだ さい 


し 


9. 文書 を 印刷 、 保 存する 


クン ング > 


ンク 
ン ン ンク ジ 


\ 


作成 し た グラ フ を 画面 上 に 表示 し ます ( 屯 224 ペ ー ジ ) 。 
・ 画 面 上 で 作成 し た グラ フ の 確認 が で きま す 。 

・ グ ラフ を 作図 せ ず 、 (終了 ) を 押し た 場合 、 グ 
ラフ は 作成 され ず に 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 。 この 
場合 、 グ ラフ を 印刷 で きま せん 。 


F10]( 終 了 ) を 押し 、 作 成 し た グラ フ を 文書 フロ ッ ピ ー に 
保存 し ます (216 ペ ー ジ )。 


作成 し た グラ フ を 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 貼り 付け ます 。 
貼り 付け が 終わ る と 、 自 動 的 に 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 
(216 ペ ー ジ )。 

・ 貼 り 付 けた グラ フ は 、 図 形 枠 と し て 表示 され ます 。 


文書 を 印刷 、 保 存 し ます 。 

・EH 刷 の し か た は 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 の 「 文書 を Eh 刷 す る 」 
(g112 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

・ 保存 の し か た は 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 の 「 文書 を 保存 する 」 
(g142 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


ラフ を 作る だ め に 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 表 を 作り 、 
デー タ を 入力 し ます 。 


品 名 4 月 | 5 月 | 6 月 | 7 月 | 8 月 | 9 月 | 台 計 


Hiffi ビ デオ 31| 29| 52| 46| 33| 38| 229 


S-VHS ビ デオ 7| 11| 24| 2 1 5 8 7 6 


大 型 テ レビ 79| 56|1104| 63| 87| 66| 455 


表 を 作る 。 

自動 表 作成 機能 、 手 動 表 作成 機能 を 使っ て 表 を 作り ます 。 

各 項 目 の 大 き さ が 同じ と き 嘱 自 動 表 作 成 機能 (gw94 ペ ー ジ ) 
項目 ご と に 大 き さ が 異な る と きむ ま 動 表 作成 機能 ( 字 96 ペ ー ジ ) 


プー 

ラ 

を 

た | | 必要 に 応じ て デー タ を 整理 する 。 
め > 表 計 算 (g102 ペ ー ジ ) 


並 替 え (w106 ペ ー ジ ) 
分 類 (108 ペ ー ジ ) 
抽出 ( 李 108 ペ ー ジ ) 


@ 日 本 語 ワ ー プ ロ の 書式 設定 で 「 縦 書き 」 を 設定 し た 場合 は 、 グ ラフ の 向き と 文字 の 向き 
nm が 一 致し ませ ん 。 


グ ブラフ を 作る た め に 邊 


| PH 
ん は 由 ょ < 層 
中 DERDEUO Gi 


次 の よう な 表 は グラ フ を 作成 する こと が で きま せん 。 
田 縦 の けい 線 が 揃っ て いな い 
手動 表 作成 機能 や [ 機能 1 ] ユ カー ソル キー で 作成 する 場合 、 縦 の けい 線 が 揃っ て いる 
こと が 必要 で す 。 次 の よう な 表 は グラ フ を 作成 で きま せん 。 


田 1 項 目 の デ ー タ が 2 行 以 上 ある 
本 機 は 1 行 で 1 デー タ と 考え て グラ フ 化 し ます か ら 、 次 の よう な 2 行 以 上 の デー タ が ある 
場合 は 、 正 常 な グラ フ が 作成 で きま せん 。 


証 EEOJESJKBJIEIEEJIESJEIi 
* 生 選 * 掃 1 の きき トコ 9 本 者 いう | 1 は 9 1 本 
SA 生 7P 誠 ドア US は まま 本 も の 本 暗 人 9 ら 1*・8 旧 7 人 


圧 数 値 の 文字 サイ ズ を 大 きく し て いる 。 
数 値 を 縦 倍角 、 横 倍角 、4 倍 角 に 拡大 する と グラ フ 化 で きま せん 。 
使用 で きる 数 値 の 文字 サイ ズ は 、 全 角 、 半 角 、1/4 上 付き 、1/4 下 付き で す 。 


一 整数 部 が 17 桁 以上 の デー タ が ある 。 
整数 部 が 17 桁 以上 の 数 値 が ある と 、 グ ラフ 化 で きま せん 。 グ ラフ 化 で きる 数 値 は 整数 部 
16 桁 、 小 数 部 16 桁 まで で す 。 


ダグ 
ラ 
ッ グ 
を 
作 
る 


め 


*ー 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 作成 し た 表 
の デー タ を も と に グラ フ を 作 
り ま す 。 


表 の 形 や デー タ を 指定 し た 範囲 に よっ 
て は 、 グ ラフ を 作成 で き な い 場合 が あ 
り ま す ( 呈 213 ペ ー ジ ) 。 


フロ ッ ピ ー を 入れ る 


カー ソル を 移動 


カー ソル を 移動 
実行 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト す る 。 


用 途 キ ー の [| メニ ュー を 押し 、[ F4 」( グ ラフ) を 押す 。 


の 


NEWOi 
カー ソル キー て で 範囲 始点 を 選び 実行 キー を 押し て くだ さい 


グラ フ 化 する デー タ の 始点 に カー ソル を 移動 し て [実行 ) 


を 押す 。 
財 に PHDLHOcaCrnr- 


終点 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


よろ し いで すか 5 
FE D り 


上 の 画面 を グラ フ の 「 初 期 画面 ] と 呼び ます 。 


@ 頂 目 名 を 範囲 指定 する と 、 グ ラフ 化 で きま せん 。 項 目 名 は 男 囲 指定 し な く て も 、 
グラ フ 作 成 時 に 上 1 行 目 と 左 1 列 目 の 内 容 が 自動 的 に 項目 名 と し て 表示 され ます 。 
e 次 の 大 き さ を 越え て 範 囲 を 指定 する と 、 グ ラフ 化 で きま せん 。 


軸 方 向 」 棒グラフ | 円 グラ フ | 折線 グラ フ | 積 上 グラ フ | 帯 グ ラフ | レー ダー 
行方 向 | 24 行 X 8 列 | 1 行 X8 列 | 24 行 X 8 列 | 24 行 々 6 列 | 8 行 X8 列 |8 行 X8 列 
列 方 向 | 8 行 X8 列 | 12 行 X 1 列 | 12 行 X 8 列 | 12 行 X 8 列 | 12 行 X 8 列 | 12 行 X 8 列 


@ グラ フ 化 する 範囲 に 次 の 文字 が ある と 、 グ ラフ 化 で きま せん 。 
数 値 の 先頭 の 「\」、 
外 の 文字 が ある と 、 グ ラフ 化 で きま せん 。 


「$ 」、 


「@」、 


「 十 」、 


「 一 」 お よび 位 取 り の 「, 」 (カン マ ) 以 


終わ り ガ だ 


作成 し た グラ フ を 保存 し て 日 
本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 貼付 け 
ます 。 


日 沙 語 フー フ ( A4 締 6 行 40f ララ 評 計 

想 王 mE5EzJrrkzcprggui 

ERzERIEEEEIEHIEEIEEEE 

EERZESZJEKEHIEZIETIEEEEEEIEEkE 
79 | 56 |194| 


“ 


初期 画面 (215 ペ ー ジ ) ま た は 作図 画面 "224 ペー ジ ) で 


[F10( 終 了 ) を 押す 。 


作図 ( 字 224 ペ ー ジ ) を し な か っ た 場合 は 、 こ の 時 点 で 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り 


し RA し いで すか 


mm グラ フ を 保存 する こと を 確認 し て [F1 (は い ) を 押す 。 
ム 四 分 類 名 [ 較 ] 
上 ' 文書 名 〔 ] 

了 分 類 名 を 入力 し て [実行 ] を 押す 。 

実行 

文字 入力 


実生 グラ フ 保 存 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て 実行 キー を 押し て くだ さい 


補助 フロ ッ ピ ー を 取り 出し 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 
2 ロ nyE= を 交 問 還 て [実行 を 押す 。 


レー 


実行 


カー ソル 移動 押す 。 
者 ) 


に @e「 グ ラフ を 作る 」( 呈 224 ペ ー ジ ) の 操作 を せ ず に 、 全 10]( 終 了 ) を 押し た 場合 、 グ ラフ 
は 保存 され ず に 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 。 こ の 場合 グラ フ を 印刷 で きま せん 。 
e 手順 6 で 左上 の 位置 示す カー ソル は 、 図 形 要 が 右 へ は み で る よう な 位置 へ は 移動 し ま 
せん 。 
e すでに 図形 枠 が ある 場合 
用 = 着 「 前 回 作成 し た 図形 枠 を 削除 し ます / よ ろ し いで すか 」 と 表示 され ます 。 図形 枠 を 削除 す 
| る と き は [FE1 ] (は い ) を 押し ます 。 図形 枠 を 残し て お きた いと き は [ F2 ] (いい え ) 
を 押し て 、 図 形 桁 の な い ペ ー ジ に グラ フ を 貼り 付け る 位置 を 指定 し ます 。 
e 保存 し た グラ フ の ファ イル は 、 図 形 エ ディ タ の ファ イル と し て 取り 扱わ れ ま す 。 
グラ フ の デー タ を 部 分 的 に 修正 し た いと き は 、 図形 エディ タ で 呼び 出し て くだ さい 。 
e 保存 し た グラ フ を 削除 する に は 
「 図 形 フ ァイル を 削除 する 」 (286 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


人 六 首 SJN 講 WMN 


て 
1 の 4 
ン 


グラ フ の 種類 を 選ぶ 


棒グラフ 

各 項 目 の 数 量 を 知り た いと き に 使い ます 。 
例 : 商品 別 の 売り 上 げ や 科目 別 の 得点 な おど を 
棒 の 長 さ で 知る こと が で きま す 。 


円 グラ フ 

各 項 目 の 比率 を 知り た いと き に 使い ます 。 
例 : 総 売り 上 げに 占め る 各 商品 の 割合 や 、 市 
場 に お ける 各社 の シェ ア な ど を 円 に 占め る 割 
合 で 知る こと が で きま す 。 


折れ 線 グ ラフ 

吉 項 目 の 推移 を 知り た いと き に 使い ます 。 
例 : 月 ご と の 売り 上 げ は 伸び て いる か 、 定 期 
試験 の 成績 は 良く な っ て いる か な ど を 線 の 傾 
き で 知る こと が で きま す 。 


[F1 」( 棒 ) 一 F6 (レー ダー) の 中 か ら 選 ん で ファ ン 
ショ ン キ ー を 押す 。 


積み 上 げ グ ラフ 
各 項目 の 数 量 お よび それ ら の 合計 の 推移 を 知 
り た いと き に 使い ます 。 
例 : 総 売 りつ 上げ と 各 商 品 別 売り 上 げ な ど が ど 
の よう に 増え た り 減 っ た り し て いる の か を 棒 
の 高 さ や 推移 線 の 傾き で 知る こと が で きま す 。 


帯 グラ フ 
各 項 目 の 比 率 の 推移 を 知り た いと き に 使い ま 
す 。 

例 : 総 売り 上 げに 占め る 各 商 品 の 割合 が 年 に 
よっ て どの よう に 変わ っ て き て いる か な ど を 、 
帯 の 幅 や 推移 線 で 知る こと が で きま す 。 


レー ダー チャ ー ト 

全体 の バラ ンス や 総合 力 を 知り た いと き に 使 
いま す 。 

例 : 各 商 品 の デザ イン 、 操 作 性 、 機 能 、 価 格 
な どの バラ ンス や 総合 力 な ど を 、 線 で 結ん で 
で きる 大 き さ と 形 か ら 知る こと が で きま す 。 


@ 各 グラ フ の 詳し い 内 容 は 「 詳 細 を 決め る 」 ( 補 219 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


詳細 を 決め る 


グラ フ の 詳細 ( 枠 、 項 目 表示 、 
軸 方 向 な ど ) を 設定 し ます 。 


詳細 を 設定 する 。 
項目 問 の カー ソル 移動 必 [ 1 ]、[ ! 」 を 押す 。 
内 容 の 設定 ウー ]、 し を 押す 。 


グラ フ に より 設定 する 項目 が 異 
な り ま す 。 詳しく は 「 各 グラ フ 
の 項目 ] ( 220 ペ ー ジ ) を 参 
照 し て くだ さい 。 


DSEt 揚 ま NIIIM 


[実行 】 を 押す 。 


@ E 刷 時 に は 、 画 面 に 表示 され て いる 文字 を その まま 印刷 する た め 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 印 
和 刷 さ れる 文字 と は 異な り ま す 。 グ ラフ の サイ ズ に 応じ て 文字 が 縮小 され る た め 、 グ ラフ 
の サイ ズ が 小さ いと き は 見 づら く な り ま す 。 
@ 項目 表示 と 文字 数 の 関係 
項目 表示 は 、 文 字 サ イズ や 文字 修飾 の 設定 に か か わら ず 、 す べ て 一 定 の 文字 で 表示 され ます 。 
- 主 角 、 半 角 、1/4、 縦 倍角 必 5 文字 まで 表示 され ます 。 
横 何 角 、4 倍 角 や 3 文字 まで 表示 され ます 。 
項目 数 が 多い と き は 表示 され る 文字 が 減り ます 。 


さき 当 過 秋 


詳細 を 決め る 


画 目 盛り 
「 あ り 」 に 設定 する と 自動 的 に 表示 され ます 。 
「E 十 1」 の 表示 は 、10 の n 乗 を 表し ます 。 
例 E 十 2 : 10? 選 100 (目盛 X100) 
画 最 大 値 と 最小 値 
目盛 り の 最大 値 と 最小 値 を 設定 し ます 。 
設定 で きる 範囲 は ー5X10?ー5X10? で す 。 た だ し 、 最 大 値 > 最小 値 の 範囲 で 設定 し て 
くだ さい 、。 
C…… 一 0.0000000000000002、 一 0.0000000000000001、0、1、2、5、10、20、50…) 
数 値 を 大 きく する と き 必 [ ] を 押し ます 。 
数 値 を 小さ くす る と き @ [一 ] を 押し ます 。 
画 棒グラフ 


軸 方 向 : 行方 向 


目盛 り 


田 円 グラ フ 

軸 方 向 : 行方 向 
ジノ ク 
ング ク 


に い ジグ 
中 空 円 ング 2 


田 折 線 グ ラフ 


軸 方 向 : 列 方 向 


目盛 り 


詳細 を 決め る 


画 軸 方 向 
行方 向 、 列 方 向 ( ど ちら に つい て グラ フ 化 する か を 設定 し ます 。 ( 呈 219 ペ ー ジ の 上 の ワ 
ク 内 の 例 を 参照 し て くだ さい 。) 

圧 較 本 
12 種類 あり ます 。「 あ り 」 に 設定 する と 自動 的 に 付き ます 。 種類 を 選ぶ こと は で きま せ 
ル 。 

男 項 目 数 と デー タ 数 
軸 方 向 を 行方 向 に 設定 時 : 項目 数 ご 行方 向 の 項目 数 、 デ ー タ 数 

や 列 方 向 の 項目 数 
電 方 向 を 列 方 向 に 設定 時 : 項目 数 ご > 列 方 向 の 項目 数 、 デ ー タ 数 
行方 向 の 項目 数 
画 積 上 グラ フ 
要 


軸 方 向 : 行方 向 


目盛 り 


軸 方 向 : 行方 向 
項目 表示 


軸 方 向 : 列 方 向 


が OST | 

放 首 朋 

kt が 
9 リング AN、20xEr1 


か 
|/ 


頂 目 表示 


頂 目 番号 は 中 央 上 の 軸 か ら 時 計 向 り に 番号 が 付け られ て いま す 。 
(上 記 例 で は 、1 一 4 月 、2 一 5 月 、3 一 6 月 、4 一 7 月 、5 一 8 月 、6 一 9 月 ) 
項目 番号 に よっ て 軸 ご と の 最大 値 、 最 小 値 を 設定 する こと が で きま す 。 


詳 
細 
を 
決 
め 
る 


大 き さ を 選ぶ 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 印刷 する と 
き の 大 き さ を 選び ます 。 


1 標準 1 F2 標準 2 F3 標準 3 


縦 35X 横 68mm 


精細 を 選ぶ と 、 小 さい な が らき め の 細 
か い グ ラフ を 印刷 する こと が で きま す 。 


F4 精細 1 F5 精細 2 F6 精細 3 


紺 2x 相 | 縦 31x 楠 60m 


、[F8 ]( サ イズ ) を 押す 。 


_[F1 (標準 1 一 [ F6 (精細 3) の 中 か ら 選 ん で ファ ンク 
ショ ン キ ー を 押す 。 


4 
プン 
ンタ 


@ グラ フ の 大 き さ は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 書式 設定 に より 変わ り ま す 。 
e グラ フ の 大 き さ は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 印刷 する と き の 大 き さ で す 。 
@ 標準 3 や 詳細 9 また は は が き へ 印刷 する 場合 、 小 さ な グ ラフ で は 項目 名 や 目盛 り 数 字 が 印 
刷 さ れ ま せん 。 
標準 … 縦 57X 横 112mm 以 上 の 場合 、E 刷 され ます 。 
精細 … 縦 29X 横 56mm 上 の 場合 、 印 刷 さ れ ま す 。 
名 “書式 設定 と グラ フサ イズ の 関係 (単位 : m、 縦 X 横 、 標 準 書式 の 場合 ) 

| 標準 1 | 標準 2 | 標準 3 | 精細 1 | 精細 2 | 精細 3 
A 4 縦 |83x169|61x120| 35x68 | 42X85 | 31x60 | 18x34 
B 4 縦 |83X169|61X120| 35X68 | 42x85 | 31X60 | 18x34 
B 5 縦 
縦 


68X138 | 48X 97 | 28X56 | 34x69 | 24x49 | 14x28 
37x 75|26x 54| 15x32 | 19x37 | 13x27 | 8x16 
A 4 横 |86x164|63x116| 36x66 | 43X82 | 32x58 | 18x33 
B 4 横 |86X164|63x116| 36x66 | 43x82 | 32x58 | 18x33 
B 5 横 |86x164|63x116| 36x66 | 43x82 | 32x58 | 18x33 
は が き 横 | 52x101| 38x 72| 23x42 | 26x50 | 19x36 | 11x21 
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[F1 」 標 準 1 (083X169m) 
[FZ ) 標 準 2 (61X120m) 
[F3 」 標 準 3 (35X68m) 


A4 縦 の 場合 


プラ フ を 作る 


グラ フ を 作り 、 確 認 し ます 。 


し F9 (作図 ) を 押す 。 


上 の 画面 を 「 作 図画 面 」 と 呼び ます 。 


説 
5 
フ 
を 
作 
る 


へ 有 有 ヵ 有 有 uo 


名 % グラ フ を 終了 する に は 
(終了 ) を 押し ます 。(em216 ペ ー ジ ) 
e グラ フ を 作り 直す と き は 
( 再 設定 ) また は [取消 } を 押し て グラ フ の 初期 画面 に 戻り ます 。 
種類 、 詳 細 、 サ イズ を 選び 直す こと が で きま す 。 
@ 条件 に より 作図 で き な い グラ フ 
すべ て の デー タ が 0 また は 負 の 数 の 場合 円 グラ フ 、 積 上 グラ フ 、 帯 グラ フ 
項目 数 が 2 個 以下 の 場合 や レー ダー チャ ー ト 
e 作図 する と き に 確認 の メッ セー ジ が 表示 され る グラ フ 
負 の 数 の デー タ を 0 に 置き 換え る 心 円 グラ フ 、 積 上 グラ フ 、 帯 グラ フ 
項目 数 が 多 す ぎる と 、 許 容 範囲 以外 は 無視 する 必 円 グラ フ 、 折 線 グ ラフ 、 積 上 グラ フ 、 
帯 グ ラフ 、 レ ー ダ ー チ ャ ー ト 


ウー ッ レ トド で 竹 


今 修め 新作 ワー プ g 必 示 針 玩 会 


日 ご ろ の お 世話 に 感 調 を 込め て 、 新 作 ワ ー プ ブロ の 展示 即売 会 を 開催 いた し ます 。M 社 の 
U1--5700D を は じ め 、 各 社 の 最新 鋭 機種 を 45 台 展示 。 さ わっ て 、 比 べ て 、 お 客 様 
の 納得 の いく 機種 を お 選び くだ さい 。 


期 間 :10 月 1 日 一 7 日 

営業 時 間 :10:00-19:00 
: 松下 区 千代 田町 2-4 一 7 
ワー ルド 家電 7 階 大 ホー ル 


スキ ャ ナ 入 力 通 ・ JR 松下 駅 か ら 徒 歩 5 分 (松下 球場 前 ) 
( 補 292 ペ ー ジ ) 無料 駐車 場 完備 


PE 人 
(w243 ペ ー ジ ) 


平行 線 (g242 ペ ー ジ ) 


226 操作 の 流れ 


ea 
231 始め か た 


se os 232 終わ りか た 


234 画面 に つい て 


文字 入力 
(258CNocs) 
四角 形 
(w246 ペ ー ジ ) 


円 
(244 ペ ー ジ ) 


図柄 
( 補 240 ペ ー ジ ) 


228 図形 を 入れ る た め の 枠 を 作る ( 枠 作 成 ) 


探 作 の 流れ 


図形 エディ タ で 図形 を 作成 する と き の 基 本 的 な 操作 手順 を 説明 し ます 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 


図形 枠 を 作る 


図形 エディ タ で 


9. 


図形 を 作成 する 


4. 


※ 次 ペー ジ へ 続く 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 文書 内 に 入れ る 図形 の 枠 (図形 枠 ) を 作 
り ま す 。( 屯 228 ペ ー ジ ) 

・ 図形 枠 を 作ら ず に 、 図 形 エ ディ タ を 始め る こと も で きま 
す 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ か ら 図 形 エ ディ タ に 入り ます 。(g231 ペ ー ジ ) 


直線 や 平行 線 、 四 角形 、 円 、 な ど を 使っ て 図形 を 描い て い 

きま す 。( 呈 238 一 254 ペ ー ジ ) 

・ 文字 を 入力 し た り 、 イ メー ジス キャ ナ (別売 り ) で 絵 を 
と り 込 ん だ りす る こと も で きま す 。 


作成 し た 図形 の 細部 を 修正 し た り 、 位 置 や 大 き さ を か える 

な ど し て 、 図 形 を 完成 させ ます 。( 字 256 一 275 ペ ー ジ ) 

・ 図形 エディ タ の 中 で 、 図 形 だ け を 印刷 し て みる こと が で 
きま す 。 


探 作 の 流れ 


5. 図形 を 保存 する 


6. 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻る 


E 還 A4 5 行 4 策 下 521 1 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 


7. 文書 を 印刷 する 


8. 文書 を 保存 する 


作成 し た 図形 を 文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し ます 。( ぼ 278 ペ ー ジ ) 


図形 エディ タ を 終了 し 、 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 。 

(wg232 ペ ー ジ ) 

・ 図 形 枠 を 作成 し て いな か っ た り 、 枠 の 変更 を 行っ た 場合 
は 、 図 形 を 入れ る 位置 を 指定 し ます 。 


図形 の 入っ た 文書 を 印刷 し ます 。( 字 112 ペ ー ジ ) 
・ 印刷 に は 図形 を 保存 し た 文書 フロ ッ ピー が 必要 で す 。 


図形 の 入っ た 文書 を 保存 し ます 。( 字 142 ペ ー ジ ) 
・ 図形 を 保存 し た フロ ッ ピ ー と 同じ フロ ッ ピ ー に 保存 し ます 。 


過 図形 を 入れ る ため の 枠 を 作る 


図形 エディ タ を 始め る 前 に 図 
形 を 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 
取り 込む た め の 図 形 枠 を 作り 
ます 。 


図形 枠 を 作ら ず に 図形 エディ タ を 始め 
る こと も で きま す 。 こ の 場合 、 直 接 231 ペ 


ー ジ の 操作 を 行っ て くだ さい 。 
[機能 1 庫 [F8 
( 枠 編集 ) 


語 尼 上 半 09Sii0 さ > と Qt 較 


カー ソル を 移動 


カー ソル を 移動 
実行 


固 回 固 固 固 回 固 固 固 岡 固 回 固 固 回 回 回 
回 回 固 岡 固 固 固 固 固 圏 較 固 岡 固 農 岡 回 
回 固 固 固 固 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 中 | 


2 


人 


1 


し 2 汗 提 半音 3 1 生生 


し 2 2 1 (20 


日 本 語 ワ ー プ ロ の 入力 編集 画面 で [機能 1 ] 十 [ F8 ) 
( 枠 編集 ) を 押し て [ F1 ]( 枠 作成 ) を 押す 。 


図形 枠 の 種類 を 選ん で ファ ンク ショ ン キ ー を 押す 。 
標準 の 図形 を 作る と き は 忌 [ F2 ]( 図 形 標準 ) を 押す 。 
精細 な 図形 を 作る と き は 己 [ F3 ]( 図 形 精細 ) を 押す 。 


図形 枠 を 作る 始点 ヘ へ カー ソル 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


MI | 


oN トコ 5 は に 1 人 計 し に 7 沸 )E 1 0 0PTPEZSPESIRS 有 N 還 PD 


終点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 | を 押す 。 


図形 枠 の 範囲 を 確認 し て [F1 ]( は い ) を 押す 。 


人 3 人 議 に 43 HU 9 


国 回 人 [回 回 (回 (回 回 
圏 較 岡 岡 岡 固 岡 岡 回 較 回 回 回 回 回 回 EERKRSRS 和 生生 


図形 を 入れ る だ め の 枠 を 作る 


図形 標準 必 図 形 エ ディ タ で の 1 ドッ ト を 4X4 ド ッ ト に し て 印刷 し ます 。 

図形 精細 図形 エディ タ で の 1 ドッ ト を 2X2 ド ッ ト に し て 印刷 し ます 。 

図形 精細 に する と 、 図 形 標準 の 約 1 / 4 の 大 き さ に な り 、 全 体 的 に な あめ ら か な 感じ に な り ま 
す 。 

例 : 図形 標準 


こい 


2 衣 220 人 > 


@ 図形 梓 は 1 ペー ジ に ひと つ し か 作成 で きま せん 。 
@ 2 ペー ジ に また が る 図形 枠 は 作成 で きま せん 。 
@ 他 の 枠 ( 枠 あ け ・ 図 形 枠 ) と 接する 位置 に 図形 枠 を ボ 作 る こと は で きま せん 。 

@ 図形 枠 を 作る と 書式 の 変更 は で きま せん 。 あ ら か じ め 書 式 を 設定 し て お いて くだ さい 、。 

@ すでに 文字 が 入力 され て いる 位置 に は 、 図形 枠 を ボ 作 ら な いで くだ さい 。 文 字 が 正しく 送 
られ な い 場 合 が あり ます 。 

@ 縦 倍角 、4 倍 朋 の 文字 が ある 行 で は 、 図 形 枠 は 2 行 分 表示 され ます が 、 実際 に は 1 行 分 の 
み 有 効 で す 。 印 刷 す る と 、 縦 何 角 、4 倍 角 の 文字 が ある 行 数 分 、 図 形 の 下部 が 空白 に な 
り ま す 。 

@ 図形 枠 の 大 き さ を 変え る に は 
図形 エディ タ で 枠 変更 の 機能 を 使い ます 。 
参照 し て くだ さい 。 

@ 書式 に よる 図形 枠 の 最大 値 (文字 間隔 12 ド ッ ト 、 


ノ 


詳し く は 「 枠 を 変更 する 」( 屯 267 ペ ー ジ ) を 


行間 隔 46 ドッ ト の 標準 の 場合 ) 


式 


図形 標準 


図形 精 細 


書式 


図形 標準 


図形 精細 


7 行 X21 桁 


A 4 横 


14 行 4 42 桁 


E |14 行 X40 桁 
|14 行 X42 桁 


7 行 X21 桁 | 


B 4 横 


14 行 X42 桁 


7 行 x21 桁 
7 行 X21 桁 


9t 上 | ロロ | アテ 


14 行 X33 桁 


7 行 x21 桁 


B 5 横 


|14 行 X42 桁 


7 行 X21 桁 


錠 |14 行 X18 橋 


7 行 メ 18 桁 


は が き 横 


11 行 X25 桁 


7 行 メ <21 桁 | 


。 和 に RE 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 の 「 枠 を 削除 する 」 (gy 85 ペ ー ジ ) 


お よび 「 枠 を 移動 する 」 ( 補 84 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


oO 


あり ます 
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230 六 


図形 エディ タ を 始め ます 。 

@ 文書 中 に 図形 を 入れ る と き は 、 あ ら 
か じ め 日 本 語 ワ ー プ ロ で 図形 枠 を 作 
成 し て お きま す 。( 呈 228 ペ ー ジ ) 

@ 作成 する 図形 の 大 き さ が 決ま っ て い 
な いと き な ど 、 図 形 枠 を 作成 せ ず に 
始め る こと も で きま す 。 


ロロ 一 本 状 口 
立山 日 ざ 図 


用 途 キ ー の [ メニ ュー を 押す 。 


[ F3 (図形 ) を 押す 。 

図形 エディ タ の 枠 (ウィ ンド ウデ 図形 を 描く 画面 ) が 表示 され ます 。 
図形 枠 を 作成 し て いる と き 図形 枠 に 合せ た 大 き さ の ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
図形 枠 を 作成 し て いな いと き 選 最大 枠 の 大 き さ の ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


時 = っ y FH IP HH 手 スー 
図 半 2 工 ィ タ 展 yH 人 由 4 p 出 書 月 が か 


e 最大 枠 の 大 き さ は 、 日 本 語 ワー プロ の 書式 設定 に よっ て 変り ます 。(w「 図 形 を 入れ る 
た め の 枠 を 作る 」 228 ペ ー ジ ) 
e 2 つの ペー ジ が 画面 に 表示 され て いる と き は 、 カ ー ソ ル が ある ペー ジ の 図形 枠 を 表示 し 
ます 。 
e 図形 が 入っ て いる 文書 を 呼び 出し た 後 で 図形 エディ タ を 始め る と 、 文 書 フ ロッ ピー の 
セッ ト を 確認 する メッ セージ が 表示 され 、 そ の 文書 中 の 図形 を 呼び 出し ます 。 (mw 「 文 
書 中 の 図形 を 書き 換え る 」 290 ペ ー ジ ) 
器 図形 枠 を 作成 し て いな い 場 合 、 図 形 エディ タ を 終了 する と き に 図形 の どの 範囲 を 取り 込 
むか 、 文 書 の どの 位置 に 図形 を 置く か を 指定 し ます 。(ez 「 終 わり か た 」232 ペ ー ジ ) 


終わ り ガ だ 


図形 エディ タ を 終了 し 、 日 本 
語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 。 
終了 の 手順 の 中 で 必ず 図形 を 
保存 し ます 。 


@ 保存 せ ず に 終了 し た り 、 電 源 を 切っ 
た りす る と 図形 が 消え て し まい ます 。 

@ 終了 時 に 保存 し た 図形 が 、 日 本 語 ワー 
プロ の 文書 に 取り 込ま れ ま す 。 


= 日 


立 へ 山寺 図 
ロリー ロロ 旧 状 加 


F10]( 終 了 ) を 押す 。 
LF 10 ] 代 「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 】 を 押す 。 


よろ し いて すか ? いい え 
取 消 
「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ) を 押す 。 
実行 
「 分 類 名 」 を 全角 10 文 字 以内 で 入力 し 、 [実行 を 押す 。 
文字 入力 
実行 了 
RNNKW グ ] 
] 
「 文 書名 」 を 全角 10 文 字 以内 で 入力 し 、 [実行 ]】 を 押す 。 
文字 入力 
座 術 よろ し いて すか ? いい え 


取 消 


還 是 思文 褒 フ ロン ピー を セッ ト す る ・ 
「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 】 を 押す 。 
夫人 生 @ 符 変更 を し た と き 、 図 形 枠 を 作成 し て な いと き 飛 手順 6 へ 
@ 桁 (ウィンドウ) と 図形 枠 が 同じ 大 き さ の と き 必 日 本 語 ワ ー プ ロ に 戻り ます 。 
( 枠 変更 し な か っ た 場合 ) 


終わ り ガ だ 


図形 枠 の 大 き さ が 反転 表示 され ます 。( 梓 変更 を 行っ た 場合 、 元 の 図形 枠 は 消去 され ます 。) 


貼り 付け る 位置 に カー ソル を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


ご e 保存 し な いで 終了 する と 、 図形 は 消え て し まい ます 。 
e 手 順 6 で 、 け い 線 ・ 文 字 問 けい 線 が 含ま れる 領域 は 、 図 形 を 貼り 付け る 位置 に 指定 で き 
ませ ん 。 ま た 、 す で に 文字 が 入力 され て いる 位置 へ は 指定 し な いで くだ さい 、。 文字 が 正 
し く 送 られ な い 場 合 な お ど が あり ます 。 
e また 、 他 の 枠 ( 枠 あけ ・ 図 形 枠 ) と 接する 位置 は 、 指 定 で きま せん 。 
( 補 「 図 形 を 入れ る た め の 枠 を 作る 」 228 ペ ー ジ ) 
e 手順 6 で 、 左 上 の 位置 を 示す カー ソル は 、 図 形 枠 が 行 未 か ら 右 へ は み 出 る よう な 位置 へ 
は 移動 し ませ ん 。 
加 手順 1 で 用 途 キ ー の [ メニ ュー を 押し て 終了 する こと も で きま す 。 
終了 時 に 保存 を 行わ な か っ た 場合 は 、[F5 ] (ファ イル ) 、[F1 (保存 ) で 一 番 最後 に 
保存 し た 図形 が 取り 込ま れ ます 。 
@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ) を 押し ます 。 
e@ 呼び 出し た 図形 を 使っ た 場合 は 、 手 順 2 で 、 分 類 名 ・ 文 書名 が 自動 的 に 表示 され ます 。 
変更 が な けれ ば ( 詩 征 ] を 押し て くだ さい 。 ( 補 「 図 形 フ ァイル を 更新 する 」 288 ペ ー ジ ) 
@「 分 類 名 」「 文 書名 」 の 入力 の し か た は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ と 同じ で す 。 


画 
面 
( こ 
1: う 
( 
て 


9] 


『1 > 先 調 図柄 庄 】 田 田 


上 フ イル 軸 双 字 三 ホ ナ 男 EH 員 | 賠 要 交 更 請 終 7 


(⑤) 


① プ ログ ラム 名 … 使 用 中 の プロ グラ ム 名 を 表示 し ます 。 
② 枠 サイ ズ ……… 印刷 時 の 枠 の サイ ズ を mm 単位 で 表示 し ます 。 
③ 標 準 ・ 精 細 …… 「 標 準 」 か 「 精 細 」 か を 表示 し ます 。 
④ 縦 ・ 横 ………… 日 本 語 ワ ー プ ロ の 書式 設定 (ED 刷 方 向 ) が 「 縦 書き ] か 「 横 書き ]」 か を 
表示 し ます 。 
⑤ 時 本 メニ ュー… 図 形 エ ディ タ で 使用 で きる 機能 で す 。 
ファ ンク ショ ン キ ー (( 尼 一 休 10]) を 押し て 選び ます 。 


e 書式 設定 (EH 刷 方 向 ) が 「 縦 書き 」 の 文書 に 図形 を 入れ る 場合 は 、 図形 を 「 左 回 転 」 さ 
せ て くだ さい 。 文書 と 同じ 方 向 で Eh 刷 す る こと が で きま す 。( 字 「 図 形 を 移動 する 」256 
ペー ジ ) 

@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ] を 押し ます 。 

@ メニ ュー の 表示 位置 を 変え る と き は 、[ タ タプ ] を 押し ます 。 メ ニュ ー が 消え 、 枠 だ けが 表 
示さ れ ま す 。 
カー ソル キー で 枠 を 移動 し て 、[ 雇 行 ]} を 押す と 、 そ の 位置 に メニ ュー が 表示 され ます 。 
[ 庄 利 の か わり に [ 服 消 ] を 押す と 、 元 の 位置 に 戻り ます 。 


画面 に つい て 


メレ ュー を 表す る 


尼 1( ペ ン 先 ) 一 伯 10) (終了 ) の 基本 メニ ュー か ら 機 能 を 選ん で 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
を 押す と 、 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 
例 : 敢 人 (ペン 先 ) の メニ ュー 


② ③ ④ ⑥ ⑥ の ⑦ 

(① メ ニュ ーー の emem この 中 か ら 処 理 を 選択 し ます 。 

② フ ァ ン クシ ョ ン 名 … 使 用 中 の 機能 名 を 表示 し ます 。 

③ 機 能 ガ イド 行 ……… この 指示 に 従っ て 操作 し て くだ さい 。 

(④ 線 種 

⑤ 図 柄 

⑥ 文 字 の 書体 ・ 修 飾 0 = 

の 文字 の 回 転 角度 現在 設定 され て いる も の を 表示 し ます 。 


と Ufi 回 層 


カー ソル キー で 、 選 ぶ 頂 目 に カー ソル を 移動 し て [ 標 利 を 押す と 、 選 ん だ 項目 が 反転 表示 


され ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー (( 町 一條 10)) を 押し て 選ぶ こと も で きま す 。 
設定 を 終了 する と き は 、 「 設 定 終了 ] に カー ソル を 移動 し て [ 鹿 生 ] を 押し ます 。 


な 移動 方 法 


1 


| カー ソル の いろ いろ 


(人間 (っ )) 1 ドッ ト 単 位 で 移動 


9 ルギー 


恒 +( 還 介 8 ドッ ト 単 位 で 移動 


[機能 2 ]+[ 1 16 ド ッ ト 単 位 で 移動 


線 の 太 さ と 種類 を 選ぶ (ペン 先 ・ 線 種 ) 
模様 を 付け る (図柄 ) 
直線 を 描く (直線 ) 
平行 線 を 描く (平行 線 ) 
生地 "で で 描く (フリ ー ハ マソ ド ) 
円 を 描く (円 ) 

四角 形 を 描く (四角 形 ) 

網 か け を する ( 網 か け ) 

図形 を 消し ゴム で 消す (消し ゴム ) 
図形 を すべ て 消す (クリ ア ) 

文字 を 入力 する (文字 ) 


控 
の 
近 
人 き 
と 
種 
類 
を 
選 


て 
の / 
ン 


線 の 太 さ と 種類 を 選ぶ 


ペン 先 ( 線 の 太 さ ) と 線 種 を 
選び ます 。 


ペン 先 (4 種類 ) と 、 線 種 3 種類 ) の 
組み 合わ せ に より 、12 種 類 の 線 を 選ぶ 
こと が で きま す 。 


9 に FI6 


ペン 先 線 種 
や 実線 
る NN 
2 
科 。 名 線 一 一 ーー 一 一 


[F1 ]( ペ ン 先 ) を 押す 。 


[F1 」( 細 ) 一 [F4 (極太 ) の 選び た い ペ ン 先 に カー ソル 
を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


回 6 治 画 する と き 、 カ ー ソ ル の 形 が 設定 し た ペン 先 の イラ スト ( や ) に な り ま す 。 


メモ | 


線 の 太 さと 種類 を 選ぶ た 


ei に カー ソル を 移動 し て 
実行 | を 押す 。 


「 設 定 終 了 ] に カー ソル を 移動 し て [ 鹿 行 」 を 押す 。 
ペン 先 、 線 種 の 設定 が 終了 し て 初期 画面 に 戻り ます 。 


人 仙 C 交 蔽 YO【 小 落 


ン 
ご 


2 


記 < 設定 し た 線 種 に 関係 な く 、 円 は 実線 で 描画 され ます 。 
@ メニ ュー を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ) を 押し ます 。 


模様 を 付け る 


円 や 四角 形 を 描く 前 に 図柄 を 
設定 し ます 。 そ の あと 、 円 や 
四角 形 を 描く と 、 自 動 的 に そ 
の 図柄 で 塗り つぶ され ます 。 網 1 


網 2 旨 N EN だ 挟 た 


時 
2 
KSC は 
Co] トト は すそ すす 


( 還 


行 」 を 押す 。 
実行 図柄 の 設定 が 終了 し て 初期 画面 に 戻り ます 。 


0 本 人 還 間 ( 要 べ だ ) に カー ソル を 移動 し て 


較 ひさ 


* 一 度 描 いた 図柄 を 変更 する こと は で きま せん . 


人 Q “メニ ュー を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ) を 押す か 、「 取 消 ] に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 
押し ます 。 
@「 透 明 」 と 「 白 べた 」 の 違い 
透明 白 べ た 


「 透 明 」 以外 の 図柄 を 重ね る と 、 下 の 図形 が 消え ます 。 


1 [ F3 ]@ 画 


実行 識 


カー ソル を 移動 


実行 」 


カー ソル を 移動 
実行 層 


取消 
(取消 ) 


直線 を 描く 


2 つの 点 (始点 と 終点 ) を 指 
定 し て 直線 を 描き ます 。 


始点 


|F3 ]( 描 画 ) を 押す 。 
|F1 ]( 直 線 ) に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押 


経 点 ヘ カー ソル を 移動 し て (実生) を 押す 。 
設定 し て お いた ペン 先 ・ 線 種 で 直線 が 描画 され ます 。 


ー > 
新 し く rr 定 す る と き は [取消 )」 を 押す 。( 手 順 2 へ 戻 
る ) 

直線 の 描画 を 終わ る と き は 、 も う 一 度 [取消 ) を 押し ます 。 


@ 手順 3 の あと 続け て 終点 を 指定 する と 、 連 続 し て 折れ 線 を 描く こと が で きま す 。 


@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ] を 押し ます 。 


e 手順 3 で [取消 ) を 押す と 、 始 点 を 指定 する 画面 に 戻り ます 。 


は じ め に 基準 の 直線 を 描き 、 
次 に 平行 線 の 位置 (始点 ) を 
指定 し て 描き ます 。 


何 本 で も 続け て 平行 線 を 引く こと が で 
きま す 。 


、 
し F2 ]( 平 行 線 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


上 ト っ 本 人 AA 


平行 線 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 。 
複数 の 平行 線 を 描く と き は 、 こ の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


TH か TNC EESTIEUTTH5 で PRIMEIIREWHYGE23EHETLIREETRATSSHSEEFETRENWTHSSE[ CTR 
陸 : 下行 線 の 位置 を 指定 し て くだ さい _ 5 昌明 世 ( 度 
平行 線 の 描画 を 終わ る と き は 、[ 取 消 ) を 押す 。 


し て [実行]】 を 押し ます 。 


e メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ) を 押す か 、 ま た は 「 取 消 」 に カー ソル を 移動 
@ 斜め の 直線 に 対す る 平行 線 は 、 指 定 し た 始点 より も 1 ドッ ト 下 へ ずれ て 描画 され ます 。 


カー ソル キー で 描く 


ー ソ ルキ ー を 使っ て 、 自 由 
直線 を 描く こと が で きま す 。 


|F3 (描画 ) を 押す 。 
|F5 |( フ リー ハン ド ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押 
す 。 


[機能 1 ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す 。 


呈 


や 


フリ ー ハ ンド の 描画 を 終わ る と き は 、[ 取 消 ) を 押す 。 


| e 曲線 を 描く こと は で きま せん 。 
間 還 ・ 
| e 設 定 し た ペン 先 ・ 線 種 で 描画 され ます . 


英 較 前 コ サミ バー サ 


2 つの 点 (円 の 中 心 点 と 円 周 
上 の 1 点 ) を 指定 し て 描き ま 
す 。 


円 周 上 の 1 点 


す 1 
に F3 ]( 円 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 。 


[実行 】 を 押す 。 


設定 し た ペン 先 ・ 図 柄 で 円 が 描画 され ます 。 
複数 の 円 を 描く と き は 、2 一 4 の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


@ 設定 し た 線 種 に 関係 な く 、 円 は 実線 で 描画 され ます 。 


| 人 Q < 手順 2 で 中 心 を 指定 し 直す と き は 、[ 取 消 ) を 押し ます 。 
| e 手順 3 で 逆 方 向 の カー ソル キー を 押す と 、 円 は 小さ く な り ま す 。 
@ メニ ュー を 取り 消す と き は 、[ 取 満 】 を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移動 し て [ 詩 行 
を 押し ます 。 


』 四角 形 を 描く 


2 つの 点 (始点 と 対 角 点 ) を 
指定 し て 描き ます 。 


、 
| F4 ]( 四 角形 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


四角 形 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 」 を 押す 。 


] 角 点 を 指定 し て くだ さい 


四角 形 を 描く 


[実行 を 押す 。 


設定 し た ペン 先 ・ 線 種 ・ 図 柄 で 四角 形 が 描画 され ます 。 
複数 の 四角 形 を 描く と き は 、2 一 4 の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 、。 


て て て そそ て そそ そそ そそ すそ で そそ で そそ そそ て で で で て 
で で で で で て で です で て で で で で で で で で で で で で で 1 
と て で で で で で て て 


ユエ ユエ ユエ そよ すす てる 
エエ エエ ユエ ユエ ュ ユエ ニュ エエ さ ユエ ュー マユ ユ ュ マー て 


四角 形 の 描画 を 終わ る と き は 、[ 取 消 ) を 押す 。 


人 Q 手順 2 で 始点 を 指定 し 直す と き は 、[ 取 消 ) を 押し ます 。 
e 手順 3 で 逆 方 向 の カー ソル キー を 押す と 、 四 角形 は 小さ く な り ま す 。 
| @ メニ ュー を 取り 消す と き は 、[ 取 満 】 を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移動 し て 
[実行 ] を 押し ます 。 


呈 宙 か け を する 


> Ed WITS 


四角 の 範囲 を 指定 し て 、 図形 
に 網 か け (3 種類 ) を し ます 。 


( 捕 画 ) 


カー ソル を 移動 実行] 


カー ソル を 移動 [実行 


カー ソル を 移動 


カー ソル を 移動 
実行 


[F3 ]( 描 画 ) を 押す 。 
[ F7 ( 網 か け ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


し F1 ]( 綱 1 一 [F3 ]( 網 3 うに カー ソル を 移動 し て [実行 
を 押す 。 


網 か け を する 範囲 の 始点 ヘ へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 
押す 。 


対 角 点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 
複数 の 網 か け を 行う と き は 、2 一 3 の 操作 を 繰り 返し ます 。 


で すす そそ で 


網 か け を 終わ る と き は 、[ 取 消 ) を 押す 。 


綱 け を する 


NN 
も 私] 
NNNNNNNNS 
NNNNNNNNN 
NNNNNNNNN 
NNNNNNNN い 


NNNNNNNN い 
NNNNNNNNN 
NNNNNNNN へ NN 
NNNNNNNN や 


NNNNNNNNN 
NNNNNNNN や 


NNNNNNNN 
Ns 
NNNNNNNN へ NN 
NNNNNNNN や 


網 か け と 図柄 の 違い 


人 PPTEEEHHHEHRREERIEI 提 HELHOISEHEH 時 BC モーPiZPYHEESEEGBBT55E キ RESHEI EE 
急 。e 手 順 1 で メニ ュー を 取り 消す と き は 、[ 取 消 }】 を 押す か 、 ま た は 、 カ ー ソ ル を 「 取 消 」 に 

移動 し て [ 戻 行 ] を 押し ます 。 

e 手順 3 で 始点 を 指定 し 直す と き は 、[ 取 消 ) を 押し ます 。 

@ 違う 網 を 重ね て 描画 する こと も で きま す 。 


図形 や 文字 の 一 部 を 消す と き 


は 、 消 し ゴム を 使い ます 。 


仙 


消し た いと ころ へ カー 


そそ すす そそ そそ すそ そそ 
もみ て もい て ーー 
- そ そそ で すそ そそ すす て マ で ・ 
と て で で で で で で す で て ず す イ 


カー ソル (消し ゴム の 頭 の 部 分 : 


(ユネ ャ で で て や ユイ 
せな すす せ せ せ の 


「 


消し ゴム を 終わ る 時 は 、 


@ 細か い 部 分 を 消す と き は 、 「 拡 大 修正 」 ( 呈 264 ペ ー ジ ) を 使っ て くだ さい 


で 消す こと が で きま す . 


せれ 

を せ キキ 

キキ 

そそ すす する す すす マエ 

そ す やす すす て すす や よせ 
みて て ィ pri 


[ F1 ]( ペ ン 先 ) を 押す 。 
[F5 (消し ゴム ) に カー 


「 消 し ゴム 」 の 形 を し た カー ソル が 表示 され ます 。 


ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 


ソル を 移動 する 。 


機能 1 ) を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す 。 


: 6X10 ド ッ ト ) が 通っ た 部 分 が 消え ます 。 


取消 ) を 押す 。 


。 1 ドッ ド 単 位 


図形 を すべ て 消す 


還 面 に 表示 され て いる 内 容 を 
度 に すべ て 消し ます 。 


間 〔LF3 (描画 ) を 押す 。 
』 [F6 ]( ク リア ) に カー ソル を 移動 し て [実行 」 を 押す 
0 図形 エディ タ 自 : 納 橋 169mm 標 稚 要 所 ンー 


8 き か な 


は 


と そそ そそ か 
すす すす る で で へ 
そそ です すそ て で で い 
すす そそ そそ すそ すそ そ て 

「 そ そそ す そそ で そそ すす て で 
すそ そそ そそ すす 

いそ そそ そそ そそ すす 

や そそ そそ すそ すか 


せ す 


凡人 。\|>dQN 因 


「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ]) を 押す 。 
画面 が すべ て 消去 され ます 。 


急 手順 2 で 「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に カー ソル を 移動 し て [ 鹿 行 ] を 押す と 、 消 去 せ ず に 
初期 画面 に 戻り ます 。 


文字 を 入力 する 


日 本 語 ワ ー プ ロ と 同じ 入力 ・ 
変換 方 法 で 、 文 字 を 画面 に 入 
力 し ます 。 


[ F6 ]( 文 字 ) を 押す 。 
6: た う 


文字 を 10 文 字 以 内 で 入力 する 。 


文字 入力 


1 0 文字 以内 で 入力 し て くだ さい 


[実行 ] を 押す 。 


以降 4、5、6、7 一 9 の 操作 は 必要 が ある も の の み 行 っ て くだ さい 。 


つ lo ひ q 寺 > 昌 紋 


面 明 昌 訂 回 | 千 忠 人 
| の | (3>) 選抜 大 重 付 
岡 文字 修飾 


縦 書き 
画 視 書 さ | 


[F1 ]( 明 朝 体 ) ま た は [ F2 (オプ ショ ン ) に カー ソル を 
移動 し て [実行 ] を 押す 。 
夫 生 (オプ ショ ン ) は 、 別 売り の 「ROM カ ー ド 」 (毛筆 体 、 ゴ シッ ク 体 ) が 
必要 で す 。ROM カ ー ド が 接続 され て いる と き は 、 (オプション) の か わり に ぞ 
れ ぞ れ の 書体 が 表示 され ます . 


文字 を 入力 する 


症 義 "NRetEI 間 細 計 5 NGI 人 
Otae 


カー ソル を 移動 
実行 


[F3 )( 縦 書き ) ま た は [ F4 (横書き ) に カー ソル を 移動 
し て [実行 】 を 押す 。 


[ F5 (標準 割付 ) ま た は [ F6 (拡大 割付 に カー ソル を 
移動 し て [実行 を 押す 。 
「 拡 大 割付 ] で は 文字 を 拡大 、 縮 小 す る こと が で きま す 。 (254 ペ ー ジ ) 


カー ソル を 移動 
実行 


[ F7 )( 文 字 修飾 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


カー ソル を 移動 
六 
に 
を 
和信 、 
カ 
0 [F1 標準) 一 [F4 」( 太 字 )、[ F5 CO 度 ) 一 [F8 ) ー 
ーーー、 (270 度 ) に それ ぞ れ カー ソル 実行 5 
度 ) に それ ぞ れ カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 
修 艇 標準 自 穴 き 嘆 付 き 太字 妥 
回 転 角度 本 17 圭 で 
(0 度 ) (90 度 ) (180 度 ) (270 度 ) 
「 設 定 終了 J に カー ソル を 移動 し て [実行 を 押す 。 
2 3 の 画面 に 戻り ます 。 


| 「 設 定 終 了 J に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 
カー ソル を 移動 文字 の 表示 は 、「 標 準 割付 」 と 「 拡 大 割付 」 と で 操作 が 異な り ま す 。 


文字 を 入力 する 


表示 する 位置 に カー ソル (文字 枠 ) を 移動 し て [実行 ] を 押 
す 。 


カー ソル を 移動 


計 賀 新年 ee 


間 リ 半 


5 ?? 位 置 に カー ソル (文字 循 ) を 移動 し て [苦行 ] を 提 


0 9 
je 
“ へ っ ey 
2 4 " ie カー ソル キー を 押し て 文字 枠 を 拡大 また は 給 小 し 、 隔 


276 _- 


e 縮小 し すぎ る と 、 文 字 が 欠け て し まう こと が あり ます 。 
匠 間 WF @ 字 は 、 画 面 に 表示 され る 通り に Eh 刷 さ れる た め 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 印刷 され る も の と 
や や 異な り ま す 。 
人 Q “文字 の 入力 の 方 法 は 、 日 本 語 ワー プロ と 同じ で す 。 
@ 一 度 に 入力 で きる 文字 数 は 10 文 字 ま で で す 。 
-  W11 で 位置 を 合わ せる と き 、 表 示す る 位置 と カー ソル (文字 枠 ) の 左上 の 角 を 合わ せ て く 
症 さ も )。 
e 拡大 割付 は 、 縦 と 横 の 拡大 率 は 同じ で す 。 
@ 各 メニ ュー を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ] を 押し ます 。 
@ 画面 石 下 に 、 現 在 設定 され て いる 書体 お よび 修飾 回転 の 角度 が 表示 され ます 。 


線 種 文字 修飾 


中 【 案 内 状 用 イラ スト M 


図柄 
@ 別 売り の ROM カ ー ド に つい て は 、 詳 し く は それぞれ の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


太 の 克 に 友 漁 だま て くみ 


の 


図形 を 移動 する (移動 ) 

図形 を 複写 する (複写 ) 

拡大 し て 修正 する (拡大 修正 ) 
白黒 反転 する (白黒 反転 ) 

枠 を 変更 する ( 枠 変更 ) 

標準 精細 を 切り 替え る ( 枠 変更 ) 


| 0d 財 St 


すす 


図形 を 移動 する 


範囲 を 指定 し て 図形 を 移動 し 
ます 。 移動 する と き に 、 左 ・ 
右 回 転 (90") 、 上 下 ・ 友 右 
逆転 、 拡 大 縮小 する こと も で 
きま す 。 


[ | F4 | 編 第 
「 


カー ソル を 移動 
実行 


カー ソル を 移動 
実行 


を 提 す 
し F 1 (移動 )/ に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押 
間 。 


移動 元 の 始点 と 対 角 点 を 指定 し て 四角 の 枠 で 囲み ます 。 
移動 元 の 始点 へ カ ー ソ ル を 移動 し て [実行 を 押す 。 


ckOMUUOG987 が 2 NB 
| 


図形 を 移動 する 


MA 
実行 を 押す 。 

(通常 )(F5 ] (左右 逆転 ) と [F6 」 (拡大 縮小 ) で は 後 の 操 作 が 異な 
り ま す 。 


| 上 計 本 (通常) 
(左右 逆転 ) 
ul の と 


移動 先 へ カー ソル ( 枠 ) を 移動 し て [実行 」 を 押す 。 
左 回 転 、 右 回 転 、 上 下 逆転 、 左 右 逆 転 、 だ け を 行い た いと き は 、 カ ー ソ ル ( 枠 ) 
を 移動 せ ず に [苦行 ] を 押す 。 


(通常 


(上 下 逆転 ) (を 大 逆転 ) 


に 全 alWS 出 較 


ーーー 


(拡大 縮小 ) 


の と き 


OO 


カー ソル を 移動 行 」. を 押す 。 
実行 


! 拡大 縮小 先 (移動 先 ) の 始点 ヘ へ カー ソル を 移動 し て [実行 ) 
カー ソル を 移動 を 押す 。 


実行 
” 任意 の 場合 


と エイ + す で で で 1 


しい ュ ュ ュ ユネ マユ ユエ ュー ッ /L 
る か せよ みみ ツ みりん 


等 倍 の 場合 
必 


カー ソル キー を 押し て 枠 の 大 き さ を 変え る 。 
( 三 、 由 ] ゆ そ れ ぞ れ の 方 向 に 拡大 。 
[し ]、[ 1 ] や それ ぞ れ の 方 向 に 縮小 。 
@ [ F1 ]( 等 仁 ) の と き 上 下 と 左右 の 拡大 縮小 率 は 同じ で 、 大 き さ の み 変 えら れる 。 


引 D 
- 由 


Oi 上 沿 上 較 


2 


細 


[実行 ] を 押す 。 


対 角 点 が 指定 され 、 枠 の 大 き さ に 合わ せ て 図形 が 拡大 また は 縮小 され ます 。 


e[F1 | (等 倍 ) e [EZ ] (任意 ) 


か で すさ で で で で で で エディ 
るる る で すみよ か 
すす と ユマ 


と すす テモ ン 
区 区 下す 放 ひ P/ 
よ す すす 本 の 


| っ 議 に か に ic 


@ 図形 の ある と ころ を 移動 先 に 指定 する と 、 そ の 図形 は 上 書き され て 消さ れる の で 注意 し 
で くだ さい 。 
@ 払 大 また は 縮小 し すぎ る と 見 づら く な り ま す 。( 文 字 に つい て は 欠け る 場合 が あり ます 。) 


ご 注意 


名 。“ 書 き の 文書 中 に 図形 を 入れ る 場合 、 ( 左 回 転 ) を 使用 し て 図形 の 向き を 変え る 
と 、 文 字 と 同じ 方 向 で 図形 を 印刷 する こと が で きま す 。 
( 屯 「 入 門 ガ イド 「 年 賀 状 に チャ レン ジ !」 ) 
e 等 倍 の 移動 で 、 移 動 先 を 指定 する と 、 範 囲 指定 の 枠 は いっ た ん 消え ます が 、 カ ー ソ ル を 
移動 させ る と 、 重 な っ て いな い 部 分 の 線 は 見 えま す 。 
@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 還 潤 ) を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移 
動 し て [ 陸 短 】 を 押し ます 。 


図形 を 複写 する 


0l 由 満 NN 因 


男 囲 を 指定 し て 図形 を 複写 し 
ます 。 複写 する と き に 、 左 ・ 
右 回 転 (90") 、 上 下 ・ 左 右 
逆転 、 拡 大 縮小 する こと も で 
きま す 。 


|F2 」( 複 写 ) へ カー ソル を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


_ 複写 元 の 始点 と 対 角 点 を 指定 し て 四角 の 枠 で 囲み ます 。 
複写 元 の 始点 ヘ へ カー ソル を 移動 し て [実行 ]】 を 押す 。 


図形 を 復 写す る 


|F1 (通常 ) 一 [F6 (拡大 縮小 ) ヘ カー ソル を 移動 し て 


実行 ] を 押す 。 


(通常 )- 必 5 (左右 逆転 ) と (F6 (拡大 縮小 ) で は 後 の 操 作 が 異な 
り ま す 。 


複写 先 へ カー ソル ( 枠 ) を 移動 し て [実行 」 を 押す 。 
左 回 転 、 右 回 転 、 上 下 逆転 、 左 右 逆転 、 だ け を 行い た 
いと き は 、 カ ー ソ ル ( 枠 ) を 移動 せ ず に [実行 を 押す 。 


て よそ ユマ 上條 
ささ り 


AAL ao 
ブス 
すか レ 


人 Aam 詳 出 怖 


( 右 回 転 ) 


で て で で て で で そそ で で て 1 
そそ そよ そそ すそ ナマ ーー| 
- そ すす そそ みる て ナン 


そそ すす 


2 
(上 下 逆転 )| 6 (を 逆転 


図 
形 
を 
複 
写 
す 
る 


[F1 ]( 等 倍 ) ま た は [ F2 ]( 任 意 ) に カー ソル を 移動 し て 


| [ 固 生 を 押す 。 


拡大 縮小 先 (複写 先 ) の 始点 ヘ へ カー ソル を 移動 し て [実行 ) 
を 押す 。 


任意 の 場合 


等 倍 の 場合 
や 


カー ソル キー を 押し て 枠 の 大 き さ を 変え る 。 
| 時 胃 や それ ぞ れ の 方 向 に 拡大 。 
(ご) 、 較 上 ゆ そ れ ぞ れ の 方 向 に 縮小 。 
@ [ F1 (等 倍 ) の と き 上 下 と 左右 の 拡大 縮小 率 は 同じ で 、 大 き さ の み 変 えら れる 。 


図形 を 複写 する 


実 和 | を 押す 。 
対 角 点 が 指定 され 、 枠 の 大 き さ に 合わ せ て 図形 が 拡大 また は 縮小 され ます 。 
e [1 (等 人 e し F2 ) (任意 


ql 岬 端 選 限 


@ 図形 の ある と ころ を 複写 先 ( お よび 拡大 縮小 先 ) に 指定 する と 、 そ の 図形 は 上 書き され て 
消さ れる の で 注意 し て くだ さい 。 
@ 拡大 また は 縮小 し すぎ る と 見 づら く な り ま す 。( 文 字 に つい て は 欠け る 場合 が あり ます 。) 


名 等 倍 の 複写 で 、 複 写 先 を 指定 する と 、 範 囲 指定 の 枠 は いっ た ん 消え ます が 、 カ ー ソ ル を 
1 ドッ ト で も 移動 させ る と 、 重 な っ て いな い 部 分 の 線 は 見 えま す 。 


@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 } を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移 
動 し て [ 鹿 得 を 押し ます 。 


払 大 し て 修正 する 


図形 の 一 部 分 を 拡大 し て 表示 
し 、1 ド ッ ト ( 点 ) 単位 の 細 
か い 修 正 を する こと が で きま 
す 。 


す 。 


カー ツジ J ( 


し F4 ]( 編 集 ) を 押す 。 
| F4 (拡大 修正 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


16X16 ド ッ ト の 口 の 形 を し た カー ソル が 表示 され ます 。 


拡大 修正 する 部 分 へ カー ソル ( 口 ) を 移動 し て [実行 を 押 


拡大 表示 位置 を 指定 し て くだ さい 


「 拡 大 表示 枠 」 を 表示 させ る 位置 へ カー ソル を 移動 し 
て [実行 ] を 押す 。 


拡大 表示 枠 の 左上 の 位置 を 指定 し ます 。 


拡大 表示 桁 


) で 指定 し た 16X16 ド ッ ト ( 点 ) の 男 囲 が 拡大 表示 され ます 。 


拡大 し て 修正 する 


修正 する 点 (ドッ ト ) に カー ソル ( 十 ) を 移動 する 。 

較 に カー ソル が ある と き 、[ F1 ] を 押す と 口 に 変わ る 。 
に カー ソル が ある と き 、[ F1 ] を 押す と 画 に 変わ る 。 
拡大 表示 の 点 を 修正 する に 従い 、 元 の 修正 部 分 も 同時 に 修正 され て いき ます 。 


9 ブリ 


修正 が 終わ る と 、[ 実 行 ] を 押す 。 
拡大 修正 する 部 分 を 指定 する 画面 に 戻り ます 。 他 に も 修正 する 部 分 が ある と き 
は 、25 の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 、。 


拡大 修正 を 終了 する と き は 、[ 取 消 ) を 押す 。 


| て っ 還 人 Eh な (ei 


 。「 拡 大 表示 枠 」 は 、 元 の 修正 部 分 が 隠れ な い 位 置 に 表示 し て くだ さい 。 
@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 潤 ] を 押し ます 。 


日 黒 反転 する 


四角 の 範囲 を 指定 し て 、 図形 
の 白黒 を 反転 し ます 。 


そそ で せ 
すす せ て で で て で で) 
で て で そ で や 


いて て 
も すす 7 
すす 
に て サザ て 


i 
n n 


い 


| 。 販 あ 語 請 上 4 (編集 ) を 押す 。 
人 内 意 に 細 還 my。 


カー ソル を 移動 
実行 
白黒 反転 を する 範囲 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 
カー ソル を 移動 を 押す 。 
計 
> 
る 92 
人 
カー ソル を 移動 


記 手順 3 で [取消 ) を 押す と 、 始 点 を 指定 する 画面 に 戻り ます 。 
e メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 服 潤 ) を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移 
動 し て [ 戻 行 ] を 押し ます 。 


枠 (ウィ ンド ウ ) の 大 き さ を 
変更 する こと が で きま す 。 


文書 中 に 入れ る 図形 枠 を 適当 な 大 き さ 
に 変更 し た り 、 大 き な 枠 (ウィ ンド ウ ) 
を 使っ て 描画 ・ 編 集 し た りす る こと が 
で きま す 。 

@ 日 本 語 ワ ー プ ロ で 作成 し た 図形 枠 が 
小さ く て 、 フ ロッ ピー か ら 呼 び 出 し 
た イラ スト が 入ら な いと き や ぜ や 図形 が 
描き に くい と き な ど に 図形 枠 を 大 き 
くす る こと が で きま す 。 


[ F9 )( 習 変更 ) を 押す 。 


[F1 ]( 最 大 枠 )-[F3 」( 初 期 枠 )/ に カー ソル を 移動 する 。 


選ん だ 機能 に よっ て 、 以 降 の 操作 が 異な り ま す 。 
枠 の 大 き さ を 変更 し て いな い 場 合 は (初期 枠 ) を 選ん で も 処理 され ませ ん 。 


最大 枠 (設定 し た 書式 で の 最大 の 大 き さ ) 
(gg271 ペ ー ジ ) 範囲 指定 (最大 和 の 範囲 内 で 自由 に 大 き さ を 指定 で きま す ) 


し ビ 


初 史 ie プロ の 図形 枠 で 設定 され た 大 き さ の 枠 ) 


ma 回 
※ 初 期 梓 は 、 枠 の 大 き さ 
人 有 本 還 つ を 変更 し た 後 、 元 の 図 
同 6 ゴ テ 形 枠 の 大 き さ に 戻す た 
め の も の で す 。 


初期 枠 最大 枠 に 変更 する 初期 梓 に 戻す 


… き 


要 
を 
変 
し 
す 
る 


を 押す 。 桁 が 最大 枠 に 変更 され ます 。 


すそ すす で で そる で で 
て そそ そそ そそ す で そそ る 
で そそ そそ そそ そそ そそ ず 


Co っ 本 iu 


DUHIUOUITDIHDIHIDUUIULIIUOIUDI 


指定 する 範囲 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て 


を を いと 
し と すす 


HEUITTTTTTTTOTTTT 


NO 
jp 
上 
RM 
約 
年 


ソル を 移動 する 。 


対 角 点 へ カー 


実行 」 を 押す 。 


範囲 に 変更 され ます 。 
、 始 点 を 表示 する 画面 に 戻り ます 。 


に 


枠 が 指定 し 
[取消 ] を 押す と 


た 


と で す 
で で で で で で で 1 


SIUIAN っ 目 


を 押す 。 


実行 


枠 の 大 き さ を 
れ ヵ 


枠 で 設定 さ 


語 ワ ー プ ロ の 図形 


初期 枠 (日 本 


ヽ 


変更 し て いる 場合 は 
枠 ) が 表示 され ます 。 


大 き さ の 


*ー 


[て で で で で で て で で で 1 
[て で で で で で て で で て で 
で で で で で て で で て で ] 
『 で で て で で て で で で 


枠 を 変更 する 


カー ソル ( 枠 ) を 移動 し て 、 図 形 を 枠 内 の 適当 な 位置 に 
表示 する 。 


店 て で で で で で て で で 世 
で で で で で で で て で で て 1 
で で で で で で で て で で て 
いて て で で で で で で で て 
エキ で て で で で で で 
NN PE て で で で で で 2 


証 請 証 (実利 を 押す 。 


て て て で て いも 、 
(て て て で で で さて て 


際 dl 油 内 


@ 同時 に 、 標 準 ・ 精 細 を 切り 換え る こと も で きま す 。(272 ペ ー ジ ) 
@ 範囲 指定 の と き 表示 され る 目盛 り (最小 目盛 り は 1m) は 、 目安 と し て お 使い くだ さい 。 
@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ) を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移 
動 し て [ 実 毎 を 押し て くだ さい 、。 
@ ヘッ ダー( 画 面 上 部 ) に 現在 設定 され て いる 「 枠 サイ ズ 」 が 表示 され て いま す 。( 単 位 : m) 


枠 サイ ズ 


枠 を 変更 する 


図形 梓 
(日 本 語 ワ ー プ ロ ) 


初期 枠 図形 枠 
① ま ず 、 イ ラス ト の 全体 を 取り 込め る よう に [ 還 全 (最大 枠 ) に 変更 し 、 イ ラス ト を 呼び 出し て 編集 する 。 
@ 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 入る よう に 元 の 図形 枠 F3 )( 初 期 枠 ) に 変更 する 。 


田 較 形 桁 を 作成 せ ず に 図形 エディ タ を 始め た と き 
自動 的 に 最大 枠 に 設定 され ます 。[FZ (範囲 指定 ) を 使う と 適当 な 大 き さ に 柏 変 更 す る こと が で きま す 。 


0ql 光 寺 夫 


e [F2 (範囲 指定 ) を 選ん だ と き 、 枠 は 8 ドッ ト の 整数 倍 で 変更 され る の で 、 実際 に 指定 
し た 範囲 と ずれ る 場合 が あり ます 。 
e 日 本 語 ワ ー プ ロ で 図形 枠 を 作成 し な いで 図形 エディ タ を 始め た と き は 、 初 期 枠 三 最大 枠 
に な り ま す 。 
e [F8 (初期 枠 ) を 選ぶ と 、 枠 の 大 き さ と 標準 ・ 精 細 の 設定 が 、 日 本 語 ワー プロ の 図形 要 
作成 時 の 設定 に 戻り ます 。 
e 最大 枠 の 大 き さ は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 書式 設定 に より 変わ り ま す 。 
最大 枠 の 大 き さ ( 縦 X 横 〔m〕、 標 準 書 式 の 場合 ) 


A4 ] B4 B5 は が き 

用 | 標 92X169 92X176 92X138 92X75 

科 

人 間 46X88 46X88 46X88 46X76 
IT 

人 95X171 95 メ 171 95X171 75x101 
精 

便 電 47 x85 47 85 47X85 47 X85 


@ 桁 サイ ズ は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 印刷 する と き の 大 き さ で す 。 


0 只 こ 滞 澤 療 恒 


標準 精細 を 切り 替え る 


標準 ・ 精 細 を 切り 替え る こと 
が で きま す 。 

標準 ・ 精 細 を 切り 替え る に は 、 枠 に つ 
いて も 指定 し 直す 必要 が あり ます 。 
標準 

日 本 語 ワー プロ で 図形 を 印刷 する と き 、 
図形 画面 の 1 ドッ ト ( 点 ) を 4X4 ド ッ ト 
の 大 き さ で ED 刷 し ます 。 


精細 

図形 画面 の 1 ドッ ト を 2X2 ド ッ ト で 印刷 
し ます 。 大 き さ は 標準 の !4 に な り ま す 
が 、 全 体 的 に な め ら か に な り ま す 。 


を 
(標準 ) また は [ F5 ] (精細 ) に カー ソル を 移動 し て 
[実行 】 を 押す 。 


(最大 枠 ) ま た は [ F2 (範囲 指定 ) に カー ソル を 移動 し 
(3 を 押す 。 

図形 の 大 き さ を 最大 に する と き 選 [ F1 ]( 最 大 枠 ) 

図形 の 大 き さ を 変更 する と き し F2 」( 範 囲 指定 ) 

(mg「 枠 を 変更 する 」 の 「[ F2 (範囲 指定 ) を 選ん だ と き 」267 ペ ー ジ ) 

日 本 語 ワ ー プ ロ の 図形 枠 作 成 時 の 設定 に 戻す と き 選 [F8 (初期 枠 ) 


名 標準 ・ 精 細 の 設定 に か か わら ず 、 図 形 エディ タ の [F8 ] (印刷 ) で は 、 常 に 標準 で ED 過 
され ます 。 


@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ]} を 押す か 、 ま た は 、「 取 消 」 に カー ソル を 移 
動 し て [ 詞 毎 を 押し ます 。 


全 画 面 E 刷 


私 の 家 に 遊び に き て ね 


領域 Eh 刷 


ペー ジ 
294 範囲 を 指定 し て EH 刷 する (領域 ) 
276 全 画 面 を 印刷 する 〈 全 画面 ) 


He 


電 時 を 指定 レ て E 刷 する 


画面 に 表示 され て いる 図形 の 
男 囲 を 指定 し て EH 刷 する こと 
が で きま す 。 

図形 全体 を 印刷 する と き は 、「 全 画面 を 


印刷 する 」( 珍 276 ペ ー ジ ) を 参照 し て く 
だ さい 。 


始点 
Eh 刷 する 範囲 


EE 
し F2 (領域 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


_ 印刷 する 範囲 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


に 2 


* 


SU ペソ 1 に 


よろ し いで すか 馬 欄 器 い し 


範囲 を 指定 し て 印刷 する 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 。 

「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 
用 紙 の セッ ト 方 法 は 、 入 門 ガ イド の 「 用 紙 を セッ ト す る 』( 攻 34 ペ ー ジ ) を 参照 
し て くだ さい 。 

印刷 が 終了 する と 、 初 期 画面 に 戻り ます 。 

(印刷 例 ) 


範 
半 
を 
指 
AF 
レ 
レ 
Eh 
刷 
ed 
る 


e 手順 3 で 範囲 は 縦横 と も 8 ドッ ト の 整数 倍 で 確定 され る の で 、 印 刷 さ れる 範囲 は 指定 し た 
範囲 より も 小さ く な る 場合 が あり ます 。 
名 手順 4 で 「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す と 、 印 刷 を し な 
いで 初期 画面 に 戻り ます 。 
@ 印刷 を 中 止 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [取消 ] を 押し 続け て くだ さい 。 
e 設 定 が 「 標 準 」「 精 細 」 の いずれ の 場合 で も 、 図 形 エ ディ タ で 印刷 する と 「 標 準 」( ひ と 
つの 点 が 4X4 ド ッ ト の 大 き さ ) で 印刷 され ます 。 


王 画 面 を El 刷 す る 


画面 に 表示 され て いる 枠 
ウィ ント ドウ ) 内 の 図形 を EH 
刷 す る こと が で きま す 。 


庄 計 0 し 3 用 


、 


|F1 ]( 全 画面 )( に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 】 を 
押す 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 。 
「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 」 を 押す 。 


用 紙 の セッ ト 方 法 は 、「 入 門 ガ イド 】 の 「 用 紙 を セッ ト す る 」( 字 34 ペ ー ジ ) を 
参照 し て くだ さい 。 


(EU 刷 例 ) 


了 証 %q き 回 


印刷 が 終了 する と 、 初 期 画 面 に 戻り ます 。 


人 Q 図形 エディ タ で 印刷 で きる の は 、 画 面 の 枠 内 の 図形 だ け で す 。 
日 本 語 ワー プロ の 文書 と 図形 デー タ を いっ し ょ に 印刷 する と き は 、 図形 エディ タタ 終了 時 

に 保存 を 行っ た の ち 日 本 語 ワ ー プ ロ で 印刷 し て くだ さい 。〈「 文 書 を 印刷 する 」112 ペ ー 
ジ ) 

e 手順 2 で 「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す と 、 印 刷 し な い 
で 初期 画面 に 戻り ます 。 

@ 印刷 を 中 止 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [取消 ) を 押し 続け て くだ さい 。 

e 設 定 が 「 標 準 」「 精 細 」 の いずれ の 場合 で も 、 図形 エ ディ タ で 印刷 する と 「 標 準 」 (ひと 
つの 点 が 4X4 ド ッ ト の 大 き さ ) で 印刷 され ます 。 


ペー ジ 


278 
282 
286 
288 
290 


図形 を 保存 する (保存 ) 
図形 を 呼び 出す (呼出 ) 

図形 ファ イル を 削除 する (文書 管理 ) 
図形 ファ イル を 更新 する (保存 ) 
文書 中 の 図形 を 書き 換え る 


図形 を を 保 和 存 する 


図形 を 文書 フロ ッ ピ ー に 保存 
する こと が で きま す 。 


@ 図形 は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し な いと 消え て し まい ます 。 


作成 し た 図形 を 消し た く な いと き は 、 


必ず 保存 し て くだ さい 。 

@ フ ロッ ピー ディ スク は 、 必 ず 初 期 化 
し て ご 使用 くだ さい 。 
( 補 「 文 書 フロ ッ ピー を 作る 」158 ペ ー 
ジ ) 


(ファ イル ) 
実行 


カー ソル を 移動 


文字 入力 


文書 フロ ッ ピ ー 


[ F5 ]( フ ァイル ) を 押す 。 


[F 1 ]( 保 存 ) に カー ソル が ある の を 確認 し て 、[ 実 行 ] を 押す 。 


[F1 )( 全 画面 ) ま た は [ F2 ]( 領 域 )( に カー ソル を 移動 し て 
[実行 】 を 押す 。 


[F1 」( 全 画面) 作成 し た 図形 の 全 画 面 を 保存 
[FZ (領域 ) 作成 し た 図形 の 指定 し た 範囲 を 保存 


「 分 類 名 」 を 全角 10 文 字 以 内 で 入力 し て [実行 ] を 押す 。 


人 
文書 名 [ 園 和 


「 文 書名 」 を 全角 10 文 字 以 内 で 入力 する 。 


分 類 名 [図形 エディ タ ] 
文書 名 [サン プル 2 圏 ] 


[実行 ]】 を 押す 。 


[F1 ]( 全 画面 ) を 選ん だ と き と [ F2 ]( 領 域 ) を 選ん だ と き と で は 、 以 降 の 操作 が 異な り 
ます 。 


いみ すす で で エネ する で ・ 


図形 を 保 存 する 


( 全 画面 ) を 選 
ん だ とき 、 

文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト す る 。 

「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 
画面 保存 が 始ま り ま す 。 保存 が 終了 する と 、 初 期 画 面 に 戻り ます 。 


(領域 ) を 選ん 
保存 する 領域 の 始点 と 対 角 点 を 指定 し て 四角 の 桁 で 囲み ます 。 
保存 する 領域 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 


対 角 


図 
形 
を 
保 
存 
- 
る 


図形 を 保 算 する 
5 実生 を 押す . 


[ 取 潤 を 押す と 、 始 点 を 指定 する 画面 に 戻り ます 。 


昌 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト す る 。 
| 「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 


保存 が 始ま り ま す 。 


で さ で で で で で で 
\ て で ます で す で や 


[WY 
、 
さす か い サ ッ 


ア 
に 3 光 合 ラ 


保存 が 終了 する と 、 初 期 画面 に 戻り ます 。 


図 
形 

和 を 

人 

す e 図形 エディ タ 終 了 時 に 保存 し た 図形 が 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 取り 込ま れ ま す 。 

人 や 終了 時 に 保存 を 行わ な か っ た 場合 は 、 (ファ イル ) の [FT ] (保存 ) で 最後 に 保 


存 を 実行 し た 図形 が 取り 込ま れ ま す 。 
e 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 に 図形 を 入れ る 場合 は 、 文 書 と 図形 を 必ず 同じ 文書 フロ ッ ピー に 
保存 し て くだ さい 。 
e 手順 2 で [F2 ] (領域 ) を 選ん だ 場合 、 範 囲 は 縦 棋 と も 8 ドッ ト の 整数 倍 で 確定 され る の 
で 、 実際 に 指定 し た 範囲 ずれ て 、 指 定 し た 範囲 より 小さ く な る 場合 が あり ます 。 
名 図形 の 大 き さ に よっ て 、 文 書 フ ロッ ピー に 保存 する と き の メ モリ 容量 が 変わ り ま す 。 
( 例 ) 枠 サイ ズ が 81X68m の 図形 ファ イル を 、 他 の デー タ が 保存 され て いな い 文 書 フ ロッ 
ピー に 保存 する と 、60 個 まで 保存 する こと が で きま す 。 
@「 分 類 名 」 「 文 書名 」 の 入力 の し か た は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ と 同じ で す 。 
e 手順 4 で (取消) を 押す と 、 カ ー ソ ル が 「 分 類 名 」 に 戻り ます 。 
@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 限 潤 ) を 押す か 、「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に カー 
ソル を 移動 し て [甘利]} を 押し ます 。 
e 図形 の ファ イル を 削除 する と き は 、「 図 形 ファ イル を 削除 する 」 (286 ペ ー ジ ) を 参 
照 し て くだ さい 。 


図形 を 保 邊 す る 


朋也 較 形 を 保存 する と き 、 そ の 文書 フロ ッ ピー の 中 に 、 同 じ 分 類 名 ・ 文 書 
LE 2 名 の 図形 ファ イル が ある 場合 は 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます .。 


セー ジ が 表示 され た 


と き [ 同名 の ファ イル が あり ます 
NMM 【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 


[ 詩 和 を 押す と 、 保 存 が 続行 され 、 図 形 ファ イル の 内 容 が 新しく 作成 
し た も の に 書き 換え られ ます 。 


@「 同 名 の ファ イル が あり ます 」 の メッ セー ジ が 表示 され た と き 、 [ 鹿 街 ] を 押す と ファ イ 


ル の 元 の 内 容 は 消去 され ます 。 消 さ な い 場合 は [ 了 消 } を 押し 、 別 の 分 類 名 ・ 文 書名 で 保 
存 し て くだ さい 。 


| つ 人 人 ES 


図 
の 
を 
叶 
【 る 』 
出 
す 


図形 を 呼び 出す 


文書 フロ ッ ピ ー に 保存 し て お 
いた 図形 を 呼び 出し ます 。 

「 グ ラフ 」 で 作成 、 保 存 し た ファ 
イル や 補助 フロ ッ ピ ー に 保存 
され て いる シス テム イラ スト 
を 呼び 出す こと も で きま す 。 


画面 に 図形 が ある 場合 は 、 呼 び 出し た 
図形 は 元 の 図形 の 上 に 上 書き され ます 。 


カー ソル を 移動 


フロ ッ ピ ー を 入れ る 
実行 


文書 フロ ッ ピ ー 
[ F5 ]( フ ァイル ) を 押す 。 


し F2 (呼出) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 、「 は い 」 に カー ソル が あ 
る の を 確認 し て [実行 を 押す 。 


〇 渋谷 営業 所 
〇 大 阪 支店 


図形 を 呼び 出す 


呼び 出す 図形 の 分 類 名 ・ 文 書名 に カー ソル を 移動 し て 
[実行 】 を 押す 。 


8 の 


呼び 出す 図形 の 分 類 名 ・ 文 書名 を 確認 し 、 よ けれ ば 
「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 


|F1 ]( 範 囲 ) ま た は [ F2 ]( 図 形 枠 ) に カー ソル を 移動 し 
て [実行 ] を 押す 。 


(範囲 ) 指定 し た 範囲 で 取り 込み ます 。 (gw284 ペ ー ジ ) 
EZ ] (図形 枠 ) 必 図形 枠 (ウィ ンド ウ ) の 大 き さ で 取り 込み ます 。(w285 ペ ー 
) 


ヾ 


形 
を 
上 
び 
出 
す 


図形 を 呼び 出す 


取り 込む 範囲 の 始点 へ カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 提 す 。 


カー ソル を 移動 
実行 
対 角 点 へ カー ソル を 移動 する 。 
BMN 取り 込む 範囲 
1 
を 押す 。 
ーー 表示 位置 を 指定 する 画面 に な り ま す . 


ウィ ント ドウ 内 の 適当 な 位置 に カー ソル ( 枠 ) を 移動 し て 
カー ソル を 移動 [実行] を 押す 。 


是 昌 qaFECHG3 


図形 梓 (ウィ ンド ウ ) の 枠 が 表示 され ます 。 ご この 枠 に 囲ま れ た 部 分 が 取り 込ま 
れ ま す 。 


カー ソル ( 枠 ) を 移動 し て 部 分 を 指定 し 、[ 実 行 」 を 押す 。 


詳 旧 JFC 


放 。。。。 グ ラフ も 図形 と し て 呼び 出す こと が で きま す 。 
@ 枠 ( ウ ィ ン ド ウ ) が 、 呼 び 出す 図形 より も 小さ いと き は 、 手 順 1 の 前 に 枠 (ウィ ンド ウ ) を 
大 きく し て お く こ と も で きま す 。「 枠 を 変更 する 」 (w267 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 
@ メニ ュー や 操作 を 取り 消す と き は 、[ 取 消 ) を 押す か 、「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に カー 
ソル を 移動 し て [ 鹿 行 ]】 を 押し ます 。 


層 
形 
ジア 
pg 
ル 
を 
削 
陸 
1 
る 


図形 フ ア 


図形 エディ タ ま た は グラ フ で 
作成 し た ファ イル を 削除 し ま 
す 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ の 「 文 書 管理 」 の 機能 
を 使っ て 行い ます 。 
図形 エディ タ に 入っ て いる と き は 、 図 
形 エ ディ タ を 終了 し 、 日 本 語 ワ ー プ ロ 
に 戻っ て くだ さい 。 


和 
(文書 管理) 


フロ ッ ピ ー を 入れ る 


実行 


カー ソル を 移動 


実行 


イル を 削 隊 す る 


【 案 内 状 】 
ー プ ロ 展 示 会 
【 図 形 】 


【 案 内 状 】 
ワー プロ 展示 会 
【 地 図 】 
大 阪 支店 
【 図 形 】 
サン プル 1 


文書 フロ ッ ピ ー 


機能 2 |+[ F7 (文書 管理 ) を 押し て [ F2 ]( 図 形 削除 ) を 
押す 。 


ピー を セッ ト し て 実行 キー を 押し て 


削除 する 図形 ファ イル の ある 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て 
実行 を 押す 。 


UN RT 


戻 内 状 用 イラ スト 〇 費 

〇 松 

【 図形 エディ タ 〇 サン プル 2 

【 地 図 】 〇 丸の内 支店 
ご 新宿 営業 所 


削除 する 図形 ファ イル に カー ソル を 移動 し て [実行 ) を 押す 。 


較 挟 針 除 胡 指 定 トレ 
よ に し いて で すか? 


図形 ファ イル を 削 際 す る 


削除 し て も よい こと を 確認 し て [ F1 ]( は い ) を 押す 。 


_ 他 10]( 中 断 ) を 押す 。 


形 
2” 
イ 
ル 
還 
除 
す 
る 


@ 削除 し た 図形 ファ イル を 元 に 戻す こ と は で きま せん 。 よ く 確 認 し て くだ さい 。 


図形 ファ イル を 更新 する 


呼び 出し た 図形 を 書き 換え て 


対 | DEN に | 


「 図 形 を 呼び 出す 」( ぽ 282 ペ ー ジ ) の 手順 に 従っ て 図形 
を 呼び 出す 。 


[F1 ]( ペ ン 先 ) 一 [ F9 ]( 枠 変更 ) の 機能 を 使い 、 図 形 の 
修正 ・ 編 集 な ど を する 。 


[ F5 」( フ ァイル ) を 押す 。 
[F1 (保存 ) に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押 
す 。 


図形 ファ イル を 更新 する |: 


2 [F1 ]( 全 画面 ) ま た は [ F2 ]( 領 域 ) に カー ソル を 移動 し 
2 て [実行 ]) を 押す 。 
| 実行 呼び 出し た 図形 の 分 類 名 ・ 文 書名 が 表示 され ます 。 
全 画 面 と 領域 の 違い や 、 領 域 指 定 の し か た に つい て は 「 図 形 を 保存 する 」 ( 宇 
278 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


分 類 名 [図形 エディ タ 較 ] 
文書 名 [サン プル 2 ] 


分 類 名 ・ 文 書名 を 確認 し て それ ぞ れ [実行 を 押す 。 


EZZEZZETIC 


「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 を 押す 。 


半生 2 症 
に ED 生 計 ァイル が あり ます 
に ED 生 計 続行 【 取 消 】 中 止 


実行 ] を 押す 。 
実行 元 の 図形 は 削除 され 、 更 新 し た 図形 が 保存 され ます 。 
回 


元 の 図形 と 更新 し た 図形 の 両 ガ 


つつ) 還 )OEUEt よ ま WN に EN 


人類 名 所 て それ せれ 欄 較 4 衝 す 


「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 」 を 押す 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 呼び 出し た 文書 中 の 図形 を 更新 し ます 。 


日 本 語 ワ ー プ ロ で 図形 が 保存 され て いる 文書 を 画面 に 表示 し た あと 図形 エディ 
タ を 始め る と 、 文 書 フロ ッ ピ ー の セッ ト を 確認 する メニ ュー が 表示 され ます 。 
文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し 、「 は い 」 に カー ソル が ある 
の を 確認 し て [実行 を 押す 。 


よろ し いで すか いい え 


分 類 名 ・ 文 書名 を 確認 し 、 よ けれ ば 「 は い 」 に カー ソ 
ル が ある の を 確認 し て [実行 ]) を 押す 。 


回 W 党 0 講 N 局 9 革 剛 


@ 図形 が 保存 され て いる 文章 フロ ッ ピー を セッ ト し な か っ た と き は 、「 呼 出す 図形 が あり 
ませ ん 」 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 正 し い フ ロッ ピー を セッ ト し て 、 操作 を や り 直 
し て くだ さい 。 


記 。e 中 の 新しい 図形 を 作成 する と き 、 ま た は 保存 され て いる 別 の 図形 を 使う こき は 、 手順 1 
で カー ソル を 「 い いえ 」 に 移動 し て [ 苦 利 を 押し ます 。 


イメ ー ジ スキ ャ ナ ( 呈 292 ペ ー ジ ) シス テム イラ スト (298 ペ ー ジ ) 


この の P1 cg 


と ここ 1 


ペー ジ 
292 
298 
300 


イメ ー ジ スキ ャ ナ の 使い か た 
シス テム イラ スト を 呼び 出す 
年 賀 状 を 作る 


別売 り の イメ ー ジ スキ ャ ナ 
(FW-RSU1W) を 接続 する と 、 
お 気に入り の イラ スト や 写真 
を 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 中 に 
取り 入れ る こと が で きま す 。 


@ 詳し い 取 り 扱 い に つ いて は 、 イ メー 
ジス キャ ナ の 取扱 説明 書 を 参照 し て く 
門 き 6 
@ イメ ー ジ スキ ャ ナ は 、 必 ず ワ ー プ ロ 
本 体 の 電源 を 切っ た 状態 で 接続 し て く 
だ さい 。 


ワー プロ 本 体 の 電源 を 切る 。 


電源 を 切る 


コネ クタ を 持っ て 、 ワ ー ブ プロ 本 体 の 端子 に 差し 込む 。 


コネ クタ を 差し 込む 


図形 を 終了 し 、 電 源 を 切る 。 


E3 4: に いま NO 


電源 を 切る 


イメ ー ジ スキ ャ ナ の 使い た 


コネ クタ を 持っ て 、 ワ ー プ ロ 本 体 か ら 取 り 外 す 。 


スキ ャ ナ 入 力 の し か た 
図形 エディ タ を 始め 、[ F7 |( ス キャ ナ ) を 押す 。 


スキ ャ ナ の 接続 を 確認 し 、「 は い 」 に カー ソル が ある の 
を 確認 し て [実行 」 を 押す 。 


枠 ( ウ ィ ン ド ウ ) が 表示 され ます 。 こ の 枠 内 に 、 原 稿 を スキ ャ ナ 入 力 し ます 。 
カー ソル を 「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に 移動 し て 実行 を 押す と 、 初 期 画面 に 戻 


り ま す 。 
| イメ ー ジ スキ ャ ナ の サー チラ イト (赤色 の ラン プ ) が 点灯 し ます 。 


@ サー チラ イト が 点灯 する の は 、[ 実 行 ]】 を 押し た 後 、 約 60 秒 間 だ け で す 。 こ の 
間 に ス キャ ナ 人 入力 を 行わ な いと 、「 ス キャ ナ の 入力 エラ ー で す 」 の メッ セー 
ジ が 表示 され 、 警 告 音 が 鳴っ て サー チラ イト が 消え 、 初 期 画面 に 戻り ます 。 


スキ ャ ナ 入 力 を 行う 原稿 の 上 に 、 イ メー ジス キャ ナ を 
セッ ト す る 。 


スタ ー ト スイ ッ チ を 押す 。 


※ 次 ペー ジ へ 続く 


@$ コー ド を 引っ 張っ て 抜か な いで くだ さい 。 


漁 9++ 半 ツーX ユ 


(ON 
小 


計 


イメ ー ジ スキ ャ ナ の 使い ガ だ 


スキ ャ ナ を 動か す 動か す 。 


Aa ] 


培 生 mm ホ ペイ タチ 


イメ ー ジ スキ ャ ナ を 動か す と 同時 に 、 原 稿 の イメ ー ジ デー タ (画像 ) が 画面 に 
人 入力 され て いき ます 。 

入力 が 終わ る と 、 ス キャ ナ 人 入力 終了 を 知ら せる 「 ピ ッ 」 と いう 音 が 只 り 、 イ メー 
ジ デ ー タ が 正常 に 入力 され た か どう か を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


WM も 
EHU な ル 0 
図形 和 シル ん 
RY PB ン 』 4 
MES IL24 15 


3 滴 の | 計 き C 浴 きす TXーX ユ 
州 
NN 
| 


イメ ー ジ スキ ヤナ の 使い ガ だ 


0 3 LF1 (範囲 ) ま た は [F2 (図形 要 ) に カー ソル を 移動 し 
実行 」 を 押す 。 
実行 。 (範囲 ) を 選ん だ と き 295 ペ ー ジ 手順 8 へ 
(図形 枠 ) を 選ん だ と き 296 ペ ー ジ 手順 8 へ 


スキ ャ ナ 入 力 を や り 直 す と き は 、「 い いえ 」 に カー ソル 


カー ソル を 移動 を 移動 し て [実行 】 を 押す 。 
実生 「 還 消 ] に カー ソル を 移動 し て 居 和 を 押す と 、 初 画面 に 戻り ます 


よろ し いて すか ゃ 馬琴 可 いい え 
取 消 


ML 「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [ 誠 待 ] を 押す . 
AN つ 手 順 3 か ら や り 直 し ます 。 


イメ ー ジ デー タ (画像) を 取り 込む く 自 証 財 (範囲 ) を 
取り 込む 範囲 の 始点 ヘ へ カー ツリ 生じ で 議 還 を 。 


カー ソル を 移動 攻 
キ 

2 

の 

対 角 点 へ カー ソル を 移動 する 。 供 

た 

カー ソル を 移動 le 
利 


※ 次 ペー ジ へ 続く 


イ 
ィ 
ジジ 
ス 
キ 
上 マ 】 
の 
使 
( 
レク 
7 ご 


イメ ー ジ スキ ヤナ の 使い ガ だ 


カー ソル を 移動 
[実行 


9 ( 委 ・ 骨 
いい ee 


[実行 ]) を 押す 。 


表示 位置 を 指定 する 画面 に な り ま す 。 


ウィ ンド ウ 内 の 適当 な 位置 に カー ソル ( 枠 ) を 移動 し て 
[実行 ] を 押す 。 


図形 枠 (ウィ ンド ウ ) の 枠 が 表示 され ます 。 この 枠 に 囲ま れ た 範囲 が 取り 込ま 
れ ま す 。 


⑳ 


Hp 


イメ ー ジ スキ ャ ナ の 使い た 


カー ソル ( 枠 ) を 取り 込み た い 範 囲 に 移動 し て [実行 ] を 


押す 。 


@ イ メー ジス キャ ナ が 接続 され て いな く て も 、「 ス キャ ナ を 正しく 接続 し て くだ さい 」 の 
メッ セー ジ は 表示 され ませ ん 。[ 取 消 ) を 押し て スキ ャ ナ 入 力 を 中 断 し て くだ さい 。(( 取 江 
を 押さ な い 場 合 は 、 約 60 秒 後に 「 ス キャ ナ の 入力 エラ ー で す 」 の メッ セー ジ が 表示 され 
て 初期 画面 に 戻り ます 。) 

@ イ メー ジス キャ ナ の 「 線 密度 切り 換え スイ ッ チ 」 を 4(4dot/m) に 設定 し た 場合 は 、 
枠 (ウィ ンド ) の 右端 92 ド ッ ト 分 に は イメ ー ジ デー タ (画像 ) は 入力 され ず 黒 い 帯 が 入 
り ま す 。 枠 いっ ぱい に イメ ー ジ デー タ を 入力 し た いと き は 、 線 密度 切り 換え スイ ッ チ を 
6 6dot/m) また は 8 (8dot/m) に 切り 換え て 使用 し て くだ さい 。 詳し く は 、 イ メー 
ジス キャ ナ の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


@ 従来 つ イ メー ジス キャ ナ (FW 一 R SU 1 ) も 使用 で きま す 。 

@ ス キャ ナ 入 力 を 途中 で 中 断 す る と き は 、[ 取 消 ) を 押し て くだ さい 。 

@ イ メージ スキ ャ ナ の 入力 中 に 、 ス ター トス イッ チ を 押す と 、 ス キャ ナ 人 入力 が 中 断 さ れ ま 
す 。 再 び ス ター トス イッ チ を 押す と 、 引 き 続 き 入力 で きま す 。 

e 原稿 の 色 に よっ て は 、 読 み 取れ な い 場 合 が あり ます 。 特 に 赤 ・ 黄 色 系 統 の 色 の 原稿 は き 
れい に 読み 取れ な いこ と が あり ます 。 思 う よ う に イメ ー ジ が 読み 取れ な い 場 合 は 、 原 稿 
を コピ ー し 、 コ ピー 原稿 を 読み 取っ て くだ さい 。 


漁 9+ 填 私 ツーx ユ 


< 家 4 
は と 


7 だ 


フス ト を 呼び 出す 


立 EE dEEG 叶 NMA よ NAV 


付属 の 「 補 助 フ ロッ ピー」 に 
保存 され て いる シス テム イラ 
スト を 呼び 出し ます 。 

(gg シス テム イラ スト 一 覧 308 ペ ー ジ ) 


@ シス テム イラ スト を 呼び 出す 方 法 は 


「 図 形 を 呼び 出す 」(282 ペ ー ジ ) と 同 
じ で す 。 


(Fs )@) 
カー ソル を 移動 


フロ ッ ピー を 入れ る 


カー ソル を 移動 
実行 


補助 フロ ッ ピ ー 


> っ: 委 k 


ca イル ) を 押す 。 
LF2 (呼出 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


付属 の 「 補 助 フ ロッ ピー」 を セッ ト す る 。 
「 は い 」 に カー スー uk 


レシ スチ ムイ ラス 

【 シ ステ ムイ ラス 

【 シ ステ ムイ ラス 馬 

【 年 賀 状 イ ラス ト ・ -・・・ の 〇 あけ まし て ・ 門 松 


【 年 賀 状 イ ラス ト ・ 〇 あけ まし て ・ 馬 〇 迎春 


早出 ー ソ ルキ ー : カー ソル 移動 【 実 行 】 : 文書 選択 


呼び 出す シス テム イラ スト 名 に カー ソル を 移動 し て 
[実行 」 を 押す 。 


シス テム イラ スト を 呼び 出す に 


呼び 出す シス テム イラ スト の 分 類 名 ・ 文 書名 を 確認 し 、 
よけれ ば 「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [ 戻 行 ] を 


押す 。 

「 い いえ 」 ま た は 「 取 消 」 に カー ソル を 移動 し [実行 ] を 押す と 、 初 期 画面 に 戻 
り ま す 。 

シス テム イラ スト が 表示 され ます 。 


2 
以後 の 操作 は 、「 図 形 を 呼び 出す 」 手 順 5 か ら (pw283 ペ ー ジ ) と 同じ で す 。 


@ 呼び 出し た シス テム イラ スト に 修正 を 加え た 後 、 付 属 の 「 補 助 フ ロッ ピー」 に 保存 する と 、 
記 シス テム イラ スト が 書き 換え られ ます 。 文書 フロ ッ ピー に 保存 し て くだ さい 。 
名 $ シ ステ ムイ ラス ト よ り も 小さ い サ イズ の 図形 枠 を 作成 し て いて 、 シ ステ ムイ ラス ト の 全 
月 生 = 逢 体 を 枠 に 取り 込み た いと き は 、 「 枠 変更 」 ( 字 267 ペ ー ジ ) を する か 、 ま た は 、 い っ た ん 図 
形 エ ディ タ を 終了 し て 、 図 形 枠 の 作成 を や り 直 し て くだ さい 。 
@ A4 縦 の 標準 書式 (36 行 X40 杵 ) で セス テム イラ スト の 全体 を 取り 込む 場合 、 次 の 大 き 
さ 以 上 の 図形 枠 が 必要 で す 。 


シス テム イラ スト (01) ~〔02) | シス テム イラ スト [03〕~(08) 
標準 | 10( 行 ) x 20( 遷 12 ( 行 ) X 22( 橋 ) 
5 ( 行 ) x 10( 頂 ) 6 ( 行 ) x 11 ( 衝 


@「 年 賀 状 イ ラス ト A・B」 に つい て は 「 年 賀 状 を 作る 」( 字 300 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


つう 証 Plkdecie SNE LV 


シス テム イラ スト を 使っ て 年 
賀 状 を 作り ます 。 


専用 の 書式 が 、 付 属 の 「 補 助 フ ロッ 
ピー」 に 保存 され て いま す 。 補助 フロ ッ ピ ー 


3 し レデ 
還 ーーーーーーーー 
今年 が あな た に こっ て 最 
ご 健勝 を お 科 り いた し て お り ま す 。 


まず 、「 シ ステ ムイ ラス ト 一 覧 」( 補 309 ペ ー ジ ) の 「 年 賀 状 イ ラス ト A・B」 か 


(呼出 ) ら 、 使 用 する イラ スト を 決め ます 。 
日 本 語 ワー プロ で 、[ F9 (呼出 ) 、[ F1 ]( 文 書 ) を 押す 。 
科 重 


付属 の 「 補 助 フ ロッ ピー」 を セッ ト し て [実行 ]】 を 押す 。 
フロ ッ ピ ー を 入れ る 


使用 する シス テム イラ スト に 人 怠 わ せ て 「 書式 AJ」 


カー ソル を 移動 また は [書式 B」 に カー ソ Mc し 、 5 sk 
[ 


に 2 


(ファ イル ) 
カー ソル を 移動 
実行 


フロ ッ ピ ー を 入れ る 


実行 


カー ソル を 移動 


年 賀 状 を 作る | 
[| メニ ュー を 押し 、[ F3 ]( 図 形 ) を 押す 。 


図形 エディ タ の ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


[ F5 ]( フ ァイル ) を 押す 。 
[F2 (呼出 ) に カー ソル を 移動 し て [実行 ] を 押す 。 


付属 の 「 補 助 フ ロッ ピー」 を ディ スク ドラ イブ に セッ ト 
する 。 
「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 】 を 押す 。 


{年賀状 イラ スト -A 】 〇 A HAPPY・・・- 〇 あけ まし て ・ 門 松 
〇 詳 賀 新年 
{ 年賀 状 イ ラス ト ・E 】 〇 あけ まし て ・ 馬 〇 迎春 


使用 する シス テム イラ スト 名 に カー ソル を 移動 し て 
[実行 ) を 押す 。 


手順 3 で 書式 A を 選ん だ と き は 「 年 賀 状 イ ラス ト ・A」 か ら 、 書 式 B を 選ん だ 
と き は 「 年 賀 状 イ ラス ト ・B」 から 選ん で くだ さい 。 


呼び 出す シス テム イラ スト の 分 類 名 ・ 文 書名 を 確認 し 、 
よけれ ば 「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 


年 

賀 

状 

押す 。 作 
る 


年 賀 状 を 作る 


[F2 (図形 枠 ) に カー ソル を 移動 し て [ 戻 行 ] を 押す 。 


シス テム イラ スト 全体 を 読み 込み ます 。 
実行 」 を 押す 。 


図 胸 エディ 3 


< リオ クー 


図 エ ディ タ を 終了 し ます 。 


F10]( 終 了 ) を 押す 。 
「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [実行 ] を 押す 。 


図形 を 保存 し ます 。 


「 は い 」 に カー ソル が ある の を 確認 し て [ 戻 行 ]】 を 押す 。 


年 賀 状 を 作る 


付属 の 「 補 助 フ ロッ ピー」 を 取り 出し 、 文 書 フ ロッ ピー 
を セッ ト す る 。 
「 は い 』 に カー VIUU 導 計 の や の し じ て 実行 実行 | を 押す 。 


アー 


時 MAIN 


本 移動 困 行 挿入 前 え 硬 下 線 回 保存 hn 
日 本 語 ワ ー プ ロ の 図形 梓 に 、 選 ん だ シス テム イラ スト が 取り 込ま れ ま す 。 
[機能 2 ] 十 [F10]( 表 示 設定 ) で 、 イ ラス ト を 画面 に 表示 し て みる こと が で きま す 。 


印刷 の し か た に つい て は 、 入 門 ガ イド の 「 年 賀 状 に チャ レン ジ ! 」 を 参照 し て 
くだ さい )。 

この あと 日 本 語 ワ ー プ ロ で 文書 を 保存 する 場合 は 、 文 書 と 図形 を 必ず 同じ 文書 
フロ ッ ピー に 保存 し て くだ さい 。 


@ 手順 14 で 保存 する と き は 、 必 ず 文 書 フ ロッ ピー に し て くだ さい 。 付 属 の 補助 フロ ッ ピー 
に 保存 する と 、 シ ステ ムイ ラス ト が 書き 換え られ て し まい ます 。 
人 Q 。“ ま 順 10 で 、 呼 び 出 し た シス テム イラ スト に 、 図 形 エディ タ の 豊富 な 機能 を 使っ て 図形 や 
文字 を 入れ た りす る こと も で きま す 。 
-  @ シ ステ ムイ ラス ト 下 部 の 余白 に は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ で 文字 を 入力 し た り 、 手 書き で メッ 
セー ジ を 書き こむ こと が で きま す 。 


回 回 I 回 回 [回 I 回 | 還 [ 図 [回 [回 回 [回 [回 [回 回 回 [回 [ 較 回 回 回 回 回 固 較 | 回 [ 固 [回 [回 [ 較 [ 較 [ 較 画 
Ei 


今年 が め あな た に と っ て 最良 の 年 で あり ます よう に ・ 
ご 健勝 を お 祈り いた し て お り ま す 。 較 ・ 


( 奈 白 は 、「 書 式 A」 で 4 行 X23 桁 、「 書 式 B」 で 2 行 X32 桁 で す 。) 


画面 に 表示 され る 記号 の 一 覧 
文書 に 入力 で きる 記号 の 一 覧 

シス テム イラ スト 一 覧 

シス テム 外字 一 覧 

用 紙 サ イズ と 桁 数 、 行 数 、 奈 白 の 値 
区 点 コ ー ド 表 

部 首 名 一 覧 

エラ ーー メッ セー ジー 買 


画 
問 
表 
示 
さ 
れん 
る 
記 
号 
の 
覧 


国 面 に 表示 され る 記号 の 一 覧 


画面 に 表示 され る 記号 の 一 覧 で す 。 各 記 号 の 名 前 と その 記号 の 簡単 な 説明 で す 。 


人 明 
カー ジル マー ク 文字 の 入力 位置 や 選択 する 処理 を 指定 する た め に 表示 され る 記号 で す 。 


制御 スペ ー ス まだ 文字 が 入力 され て いな い 位 置 に 表示 され る 記号 で す 。 


枠 を あけ た 男 囲 に 表示 され る 記号 で す 。 
この 領域 に は 、 文 字 を 入力 する こと は で きま せん 。 


図形 枠 マー ク 図 彩 エディ タ で 図形 を 描く た め に あけ た 枠 の 範囲 に 表示 され る 記号 で す 。 


ト を 設定 する と 設定 し た 桁 の 前 まで 表示 され る 記号 で す 。 


を 押す と 表示 され る 記号 で す 。 
改行 マー ク の 次 の 行か ら 次 の 改行 マー ク ま で が ー つ の 段落 と な り ま す 。 


十 [ 改 買 ] を 押す と 表示 され る 記号 で す 。 


タブ 設定 の と き に 、 タ ブ を 設定 し て いる 位置 に 表示 され る 記号 で す 。 
ヘッ ダー 下部 に 表示 され ます 。 


周 
加 
1 
「 


タプ 位置 マー ク 


改 軸 スペ ー ス 改 軸 マ ー ク の ある 行 に 表示 され ます 。 


印刷 一 時 停止 マー ク 印刷 一 時 停止 を 設定 し た 位置 に 表示 され る 記号 で す 。 


イン デン ト 位 置 マ ー ク イン デン ト を 設定 し た 桁 に 表示 され る 記号 で す 。 ヘ ッ ダ ー 下 部 に 表示 され ます 。 


禁則 領域 禁則 処理 の と き に 文字 が 入力 され ます 。 


ディ スク ドラ イブ が アク セス (動作 ) し た と き に 表示 され る 記号 で す 。 
フロ ッ ピ ー 全 複写 の と き に は 、 複 写 の 残り 回 数 を 表示 し ます 。 


入力 禁止 マー ク シー 記 。 
(英文 ワー プロ ) 英文 ワー プロ の 行末 に 表示 され ます 。 こ の 範囲 に は 、 文 字 を 入力 で きま せん 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス クマ ー ク 


文書 に 入力 で きる 記号 の 一 邊 


文書 に 入力 で きる 記号 を グル ー プ 名 ご と に まとめ た 一 覧 表 で す 。 記 号 を 入力 する と き に ファ ンク 
ショ ン キ ー で クル ー プ 名 を 選ぶ と 、 画 面 に は グル ー プ 単位 で 表示 され ます 。 英文 ワー プロ で は 、 
欧文 の 一 部 し か 入力 で きま せん 。 
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〔 シ ステ ムイ ラス ト 01〕 
トロ ピカ ル 


〔【 シ ステ ムイ ラス ト 02]〕 
お 正月 


(システム イラ スト 03)〕 
志 


〔 シ ステ ムイ ラス ト 04) 
ヒッ ツジ 


サル 


[シス テム イラ スト 06]〕 
トリ 


に ゆめ 


〔 シ ステ ムイ ラス ト 07)〕 
馬 の 親 子 


[シス テム イラ スト 08〕 
馬 と コマ 


シス テム イラ スト 一 覧 


年 賀 状 イラ スト ・A 年 賀 状 イラ スト ・B 

ww [12] あ け ま し て ・ 馬 

A HAPPY NEW YEAR あけ まし て お め て と う ご ざ いま す 
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日 用 品 


食べ 物 


動物 ・ 植 物 


乗り 物 ・ 景 色 


標識 ・ マ ー ク 


じ 


外字 変換 ( 補 1794 ペ ー ジ ) の 機能 を 使っ て 文書 中 で 使用 で きる 外字 の 一 覧 で す 。 


共 必 着 則 層 和 田 狗 賠 
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居 牙 R⑯ 


T ヤ 画 回 の の ⑳ と @9 脇 


必 \ 人 きっ て 


り 7 区 潤一 度 に 使用 で きる の は 20 個 まで で す 。) 


シス テム 人 外字 一 覧 


手書き 風 ひ ら が な 手書き 風 カ タカ ナ 手書き 風 ABC アル ファ ベッ ト 1 

あい クタ ず お か きく け 。 プイ ウェ オカ キク ケ CDEFGHT ABCDEFe 軒 H 
こざ し 人 癌 義 欠 お 用 | コザ サザ シス セ ソ タチ ツ JKLFINOPQR JKLMNOPO 還 
ズ と な に ぬ ね の は ひ テト ナニ タネ ノ ハ ヒ STUVUXYZ. STUVwxYZ. 
ふ へ ほ ま の み の む めも や フ へ ヘ へ ホ マミ ム メ モ や obcdefoGh abcqgergmi 
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いう え あ お やゆ さ ぶつ 一 


( う [ ]#$@2 の 


が ウ 和 ペペ ウ ララ ゼー 


A-1 SVHS B-1 映画 C-1 喜劇 

A-2 テー プ の 種類 B-2 音楽 C-2 ホラ ー 

A-3 テー プ の 種類 B-3 アニ メ C-3 オカ ルト 

A-4 ハイ ファ イ B-4 スポ ー ツ C-4 宗 

A-5 PCM 録音 B-5 趣味 C-5 ハー ド ボ イ ルド 
A-6 ステ レオ B-6 ドキ ュ メ ンタ リー C-6 アダ ルト 

A-7 サラ ウン ド Baz7 ニュ ー ズ スズ C-7 ラプ スト ー リ ー 
A-8 2 ヶ国 語 放送 B-8 ノン フィ クシ ョ ン GEB。 SE 

A-9 ハイ クオ リティ B-9 西部 劇 C-9 装 f 

D-1 スリ ラー E-1 ビデ オ テ ー プ の 長 さ の 意味 の T 

D-2 時 代 劇 E-2 カセ ッ ト テ ー プ の 長 さ の 意味 の C 

D-3 スペ ー ス オペ ラ E-3 ソー ス の 種類 テー プ 

D-4 テレ ビア ニ メ E-4 ソー ス の 種類 ライ ブ 

D-5 ドラ マ E-5 ソー ス の 種類 エア チェ ッ ク 

D-6 邦画 Es6 LP、 EP 

D-7 洋画 E-7 CD 

D-8 日 付 E-8 LD 

D-9 ノイ ズリ ダク ショ ン E-9 VHD 

F- 1 一 9 テー プ の 長 さ で E- 1、2 を 組合 わせ る 

G-1 メタ ル テ ー プ H-1 クラ シッ ク ト -1 クラシック 

G-2 クロ ー ム テー プ H-2 ポッ プス |-2 ポッ プス 

G-3 ノー マル テー プ H-3 ニュ ー ミ ュー ジッ ク ト -3 ニュ ー ミ ュー ジッ ク 
G-4 3 倍 モ ー ド H-4 演歌 |-4 演歌 

G-5 コピ ー し た テー プ H-5 ジャ ズ ト -5 ジャ ズ 

G-6 保存 用 テー プ H-6 ロッ ク | ト -6 ロッ ク 

G-7 マス ター テー プ H-7 ソウ ル | ト 7 ソウ ル 

G-8 A 和 面 H-8 カン トリ ー ト -8 カン トリ ー 
G-9 B 面 H-9 ボー カル |-9 ボー カル 
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| 用紙 サイ ズ と 桁 和 行 者 値 


用 紙 サ イズ ご と に 1 行 の 桁 数 、1 ペ ー ジ の 行 数 、 上 奈 白 、 お よび 文字 間隔 、 行 間 
隔 の 標準 値 、 最 大 値 、 最 小 値 を まとめ た 表 で す 。 書 式 設定 を する と き の 参 考 に 
し て くだ さい 。 


田 桁 数 (単位 : 桁 ) 
sl ww | mlems 


LEIEIEIELIEIELIEIE 
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e 標準 値 は 左 奈 白 と 文字 間隔 が 標準 値 の と き の 値 で す 。 最 大 値 は を 示 白 と 文字 間隔 が 最小 の 
と き 、 最 小 値 は を 奈 白 と 文字 間隔 が 最大 の と き の 値 で す 。 


一 行 数 (単位 : 行 ) 


sl w | w | mlems 
CEIEICIEIEIEIEIEI 
PIEIEIEIEIEIEIEE 
IIEIEIEIEEIEIEIE 
ICEIEIEIEIEIEIEIE 


@ 標準 値 は 上 款 白 と 行間 隔 が 標準 値 の と き の 値 で す 。 最 大 値 は 上 奈 白 と 行間 隔 が 最小 の と き 、 
最小 値 は 上 示 白 と 行間 隔 が 最大 の と き の 値 で す 。 


田上 示 白 (単位 : mm) 


sl ww | mlems 


CCIEIEIPIEIEIEIEIEI 
PIEEEIEEEIEIE 
還 還 slslslslslslsls 
IEEEIEIEEIEE 


用 紙 サ イズ と 桁 数 、 行 数 、 款 曰 の 値 


一 左 寺 白 (単位 : mm) 


田 文 字 間 隔 (単位 : ドッ ト ) 


ICEIEIEIEIEIEIEIEI 
ロ CIEEEEEEE 
EEIEEEEIEIEEE 


一 行間 隔 (単位 : ドッ ト ) 


esl we | wm | mw lm 
ICEIEIEIEIEICIEIEI 
PCIEIEEIEIEEIE 
EE 
PIEEEIEEIEEE 
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用 紙 サ イズ と 桁 数 、 行 数 、 奈 白 の 値 


「 印 刷 モ ー ド 」 を 「 縮 小 EH 刷 」 に 設定 し た と き の 、 桁 数 と 行 数 の 最大 値 で す 。 
上 款 白 、 を 款 白 、 文 字 間隔 、 行 間隔 に つい て は 「 標 準 Eh 刷 」 の と き と 同 じ で 
す の で 、312 一 313 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


一 朽 数 (単位 : 桁 ) 


sl ww ls lms 
CEIEIEIIPIEIEIEI 
ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 
ビビ 回 四 凹 E 
IEEE 


@ 標準 値 は を 余白 と 文字 間隔 が 標準 値 の と き の 値 で す 。 最 大 値 は を 余白 と 文字 間隔 が 最 
小 の と き 、 最 小 値 は 左 款 白 と 文字 間隔 が 最大 の と き の 値 で す 。 


一 行 数 (単位 : 行 ) 


CIIE 


_ 回 
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@ 標準 値 は 上 未 白 と 行間 隔 が 標準 値 の と き の 値 で す 。 最 大 値 は 上 余白 と 行間 隔 、 お よび 
桁 数 が 最小 の と き 、 最 小 値 は 上 示 白 と 行間 隔 が 最大 の と き の 値 で す 。 

@ 用紙 サ イズ に よっ て は 、 桁 数 、 行 数 を 同時 に 最大 値 に 設定 する こと は で きま せん 。 桁 
数 を 最大 値 に 設定 し た 場合 、 行 数 の 最大 値 は 、 か っ この 中 の 値 に な り ま す 。 


標準 E 刷 縮小 印刷 


4 倍角 導 LTD 
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1 グ 4 下 付 


区 点 コ ー ド 表 


区 点 コ ー ド と は 、 日 常 使用 する 文字 に 区 と 点 で 番号 を 付け て 分 類 し た も の で す 。 
番号 の 付け か た は 、84 区 まで JIS (日 本 工業 規格 ) で 定め られ て いま す 。 


区 点 コ ー ド 表 に つい て 
区 点 コ ー ド は 、 次 の よう に 大 きく 分 類 さ れ て 並ん で いま す 。 
・8 区 まで は 記号 や ひら が な 、 か た か な 、 英 字 に 割り 当て られ て いま す 。 
・16 区 か ら 47 区 まで は 第 1 水準 の 漢字 で す 。 
・48 区 か ら 84 区 まで は 第 2 水準 の 漢字 で す 。 
・87 区 か ら 93 区 まで は 拡張 用 の 数 字 、 欧 文 、 略 号 、 そ の 他 に 割り 当て られ て いま す 。 
・9 区 か ら 15 区 及び 85 一 86 区 は 使用 し て いま せん 。 


功 第 1 水準 の 漢字 の 並び 
第 1 水準 の 漢字 は 、 漢 字 の 代表 的 な 読み の 50 音 順に 並ん で いま す 。 同 じ 読 み の 漢字 は 、 
先 に 音読 み (中 国語 に お ける 発音 に 由来 する 漢字 の 読み ) の も の 、 次 に 訓読 み ( 音 以 
外 に 固定 し た 読み ) の も の の 順に 並ん で いま す 。 同 じ 音 、 同 じ 訓 の 漢字 は 、 部 首 順 ・ 
画数 順に 並ん を で いま す 。 


一 第 2 水準 の 漢字 の 並び 
第 2 水準 の 漢字 は 、 漢 字 の 部 首 順に 分 類 さ れ て 並ん で いま す 。 部 首 は 、 そ の 画数 順に 
並ん で いま す 。 同じ 部 首 の 中 の 文字 は 、 画 数 順 、 同 じ 画数 の も の は 、 読 み の 50 音 順に 
並ん で いま す 。 た だ し 、84 区 の 文字 は 、 部 首 に 関係 な く 補充 され た も の で す 。 


この 表 の 使い か た 


この 区 点 コ ー ド 表 は 、 区 ご と に 漢字 を まとめ た も の で す 。 区 コー ド を 指定 する と き は 、 
区 の 2 桁 の 数 字 を 入力 し て くだ さい 、。 
コー ド が 探し や すい よう に 読み 、 部 首 を 表示 し ます 。 


文字 の 書体 に つい て 


表 中 の 文字 の 形 は 、 本 機 の プリ ンタ を 使用 し 、 明 朝 体 で 印刷 し た と き の も の で す 。 
画面 の 表示 お よび 毛筆 体 、 ゴ シッ ク 体 で 印刷 し た 場合 は 形 が 異な り ま す 。 


算 二 剖 テ ーL 狐 図 


区 点 コ ー ド 表 


記号 ・ 英 字 ・ 数 字 ・ ひ ら が な ・ カ タカ ナ な と 
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漢字 (JIS 第 1 水準 ) 


区 


漢 に 


あ 
義和 
投 暗 案 開 寺 杏 以 伊 位 依 偉 羅 委 万 尉 人 意 団 易 格 為 明 異 移 維 紳 胃 壮 胡 主 中 遺 医 井 
HE 本 


あ 


院 陰 陣 欠 右 宇 鳥 羽 和 雨 卵 鵜 肝 攻 確 日 渦 嘘 唄 区 茶 撲 巡 厩 清 瓜 半 噂 云 運 守 大 餌 才 
営 製 影 映 曳 栄 永 泳 洩 瑛 硫 類 顧 敵 衛 詠 鐘 液 疫 益 駅 悦 調 越 関 榎 訂 円 園 場 奄 宴 延 短 挫 
援 沿 倫 炎 如 煙 燕 玉 縁 旧 苑 菌 遠 鉛 堆 塩 於 汚 坦 凹 央 奥 往 応 


の ) 
押 時 横 欧 区 王 菊 複 営 鳴 黄 岡 沖 荻 億 屋 憶 肛 桶 牡 乙 俺 卸 恩 温 生 音 音 下 化 仮 何 伽 価 佳 加 
可 台 夏 嫁 家 奏 科 暇 果 架 歌 河 火 珂 褐 未 稼 箇 花 音 導 荷 華 菓 明 課 嘩 貨 通過 霞 夷 優 峨 我 
オ 画 駅 芽 賊 賀 雅 優 坊 介 会 解 回 塊 壊 廻 快 怪 悔 居 懐 戒 拐 改 


租 略 械 海 灰 界 皆 絵 介 蟹 開 階 上 且 中 効 外 咳 害 崖 層 概 涯 旭 蓋 街 該 鎧 骸 浸 筑 星 垣 柿 天 釣 
禄 跡 各 廊 拡 失格 核 殻 獲 確 衝 覚 角 煽 較 郭 閣 隔 革 学 岳 楽 額 顎 掛 笠 極 橿 梶 鈴 潟 割 喝 愉 
括 活 渦 滑 葛 褐 轄 且 鯉 叶 桃 樺 昌 株 更生 蒲 金 鎌 噛 鴨 柏 茅 管 
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剃 刈 交 万 乾 保 冠 寒 刊 勘 勧 巻 喚 堪 到 完 官 宮 二 幹恵 感 慣 憎 換 敢 相 柏 格 款 歓 汗 漢 潤 浴 
時 洗眼 岩 鬼 訂 
礁 頑 顔 原 企 人 拓 喜 器 基礎 結 寄 岐 希 幾 足 揮 机 旗 既 期 棋 案 
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機 帰 毅 気 汽 嘉 祈 李 稀 紀 微 規 記 貴 起 軌 輝 餅 騎 鬼 電 偽 儀 宜 戯 技 擬 欺 犠 疑 祇 義 蝶 語 
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鍋 及 級 紐 給 旧 和牛 去 居 巨 拒 拠 挙 近 虚 許 距 鍋 漁 仙 魚 亭 享 京 


区 
点 
+ 
科 
和 表 
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供 合 倫 別 競 共 凶 協 必 卿 叫 奪 境 峡 強 政 村 世 恭 挟 教 橋 況 狂 狭 矯 胸 脅 興奮 郷 鏡 響 響 父 

ぐ 
仰 凝 計 暁 業 局 曲 極 玉 桐 僅 勤 均 店 錦 圧 克 飲 琴 禁 信 筋 皿 天 菌 窒 科 座 近 金 吟 銀 九 倶 
句 区 狗 玖 知 苦 駆 駆 騙 駒 具 愚 虎 喰 空 偶 寅 過 隅 品 格 釧 居 屈 


区 点 コ ー ド 表 | 


漢字 (JIS 第 1 水準 ) 
区 漢 字 


ドー | 


(⑦ 
掘 写 疹 靴 等 窪 熊 隈 休 栗 旨 桑 欠 勲 君 意 訓 群 軍 郡 封 提 家 係 傾 刑 兄 啓 圭 王 型 契 形 径 恵 
23 | 鹿 吉 量 掲 携 敬 景 桂 渓 時 稽 系 経 継 繋 時 茎 痢 蛍 計 語 警 軽 頸 鶏 芸 迎 鯨 劇 埋 撃 激 隙 桁 傑 
欠 決 潔 穴 結 血 訣 月 件 偽 備 健 券 剣 喧 圏 堅 嫌 建 定 懸 挙 挫 


(9) 
検 権 牽 犬 献 研 視 絹 県 肩 見 謙 賢 軒 遺 鍵 険 顕 験 鹸 元 原 厳 幻 弦 減 源 玄 現 紋 航 言 詩 限 平 
24 | 個 古 呼 固 嬉 孤 己 庫 弧 戸 故 枯 湖 狐 棚 裕 股 胡 攻 席 誇 噂 鮎 雇 顧 鼓 五 互 何 午 呉 吾 娯 後 御 
悟 本 檎 環 基 語 誤 護 王 を 鯉 交 佐 侯 候 倖 光 公 功 効 勾 厚 口 向 


后 喉 寺 垢 好 孔 孝宏 工 巧 大 幸広 鹿 康 弘 恒 慌 抗 拘 控 攻 遇 晃 更 杭 校 梗 構 江 洪 浩 港 溝 甲 
9 | 皇 硬 稿 雪 紅 統 絞 綱 耕 考 表 豚 腔 斉 航 荒 行 稀 講 貢 購 苑 酵 鉱 克 鋼 癌 降 項 香 高 鴻 剛 効 号 
合 載 措 涯 裏 工 現 底 刻 告 国 殺 酷 仙 黒 獄 源 腰 崩 多 人 局 骨 旬 途 


比 頃 今 困 電 聖 婚 恨 懇 皆 昆 根 机 混 痕 紺 衣 魂 和佐 叉 吹 左 差 査 沙 落 誕 鎖 装 池 座 控 
26 | 債 催 再 最 哉 塞 妻 宰 彩 才 採 栽 歳 済 災 来 主 砕 砦 祭 斎 細 菜 裁 載 際 剤 在 材 罪 財 沈 坂 阪 堺 
則 有 咲 崎 埼 砂 砂 作 削 昨 搾 昨 期 棚 卒 策 索 錯 桜 鮭 笹生 冊 


察 拶 撮 接 札 殺 薩 雑 揚 鯖 拉 錆 餃 皿 晒 三 傘 参 山 惨 撤 散 枝 灯 下 産 算 策 奏 讃 賛 酸 押 斬 暫 
い 

27 | 狭 仕 仔 伺 使 刺 司 史 嗣 四 士 始 姉 姿 子 恨 市 師 志 思 指 支 和 和 施 旨 枝 止 死 氏 獅 祉 私 糸 紙 

柴 肢 脂 至 視 詞 詩 試 誌 許 資 賜 雌 飼 歯 事 似 侍 児 字 寺 慈 持 時 


次 滋 治 際 環 半 磁 示 面 耳目 時 辞 汐 鹿 式 識 具 答 軸 実 替 七 叱 執 失 室 朱 温 漆 疾 質実 部 
篠 偶 柴 芝 展 忘 結 舎 写 射 捨 赦 斜 煮 社 紗 者 謝 車 遮 蛇 邪 借 勾 尺 的 和 爵 的 釈 鍋 若 寂 弱 若 
主 取 守 手 朱 殊 狩 珠 種 腫 趣 酒 首 偽 受 呪 寿 授 樹 緩 需 囚 収 周 
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款 就 州 修 区 拾 洲 秀秋 終 縁 習 臭 舟 下 衆 襲 警 蹴 皿 週 苗 酬 集 醒 仕 住 充 十 従 救 柔 汁 渋 獣 
29 | 縦 重 銃 航 貝 宿泊 祝 縮 粛 塾 熟 出 術 述 俊 財 春 瞬 竣 狂 駿 准 循 旬 桶 狗 光 準 潤 慎 純 巡 遵 酵 
順 処 初 所 暑 里沙 麻緒 署 書 暮 攻 諸 助 叙 女 序 徐 勉 除 傷 償 


区 点 コ ー ド 表 
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区 
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漢 字 


勝 匠 井 台 哨 商 唱 党 胡 奏 怒 育 将 小 少 商 庄 床 誠 彰 承 抄 招 堂 昇 昌 昭 晶 松 槽 欄 機 沼 消 
渉 湘 焼 焦 照 症 省 硝 礁 祥 称 章 笑 粧 紹 肖 墓 焦 衝 有 裳 訟 証 詞 詳 象 賞 替 久 鐘 鐘 障 輔 上 丈 
氷 乗 冗 剰 城 場 壌 嬢 常 情 援 条 杖 浄 状 畳 稼 蒸 譲 醸 錠 嘱 壇 飾 
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吉村 獲 糧 織 職 色 骸 食 館 写 尻 伸 信 侵 時 娠 絆 審 心 慎 振 新 普 森 栖 浸 深 申 疹 真神 秦 紳 臣 
心 新 親 診 身 辛 進 針 震 人 仁 刃 訂 王 尋 基 尽 臣 抽 迅 陣 各 筆 諏 須 酢 図 厨 如 吹 垂 師 推 水 炊 
睡 粋 率 衰 遂 酔 凶 鍵 随 瑞 髄 崇高 数 枢 超 雛 据 艇 机 菅 願 雀 裾 
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代 揚 十 世 瀬 麗 是 姜 制 勢 姓 和 性 成 政 整 星 晴 痛 棲 栖 正 清 牲 生 盛 精 聖 声 製 西 誠 誓 請 逝 醒 
青 静 斉 税 脆 隻 席 惜 式 床 昔 析 石 積 籍 績 脊 責 赤 跡 頭 右 切 抽 接 摂 折 設 究 節 説 雪 絶 舌 虹 
仙 先 十 占 宣 専 失 川 戦 扇 撰 栓 格 泉 浅 洗 染 潜 煎 煽 旋 容 笛 線 
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3 
繊 肖 腺 狂 船 共 診 財 践 選 起 銭 久 内 鮮 前 善 若 然 全 禅 繕 膳 析 噌 竣 昌 措 骨 曽 禁 狙 中 疎 礎 
祖 租 相 素 組 多 訴 阻 遡 必 僧 創 双 叢 倉 可 壮 奏 爽 宋 層 陣 惣 想 捜 掃 挿 挿 操 早 曹 巣 槍 槽 病 
燥 当 痩 相 窓 精 総 統 聡 草 荘 葬 蒼 藻 装 走 送 遭 錯 定 騒 像 増 憎 
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め 
臓 蔵 贈 造 促 側 則 即 息 提 東 測 足 速 俗 属 賊 族 続 卒 袖 其 揃 存 孫 尊 損 村 層 他 多 太 汰 族 嘩 
堕 妥 恒 打 棚 能 陀 駄 騨 体 堆 対 耐 供 帯 待 怠 態 戴 替 泰 滞 胎 乳 苔 袋 貸 退 逮 隊 借 鯛 代 台 
大 第 醍 題 鷹 滝 瀧 卓 明 宅 慈 択 拓 沢 濯 辺 託 鍵 濁 諾 茸 凪 端 只 
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叩 但 達 辰 奪 脱 胃 PS 敵 坦 担 探 旦 表 淡 満 炭 短 端 律 綻 胆 重 誕 鍛 
団 壇 弾 断 曖 醒 段 男 談 値 知 地 比 取 知 池 疾 稚 置 致 交 遅 築 畜 竹 筑 著 到 を 秩 窒 人 茶 婚 着 中 
仲 宙 忠 抽 昼 柱 注 虫 青 計 本 鋳 駐 棒 消 猪 苦 著 貯 丁 兆 洞 喋 鶴 
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帖 帳 庁 中 張 彫 徴 懲 挑 得 朝 潮 護 町 眺 聴 用 腸 蝶 調 謀 超 跳 銚 長 頂 鳥 勅 捗 直 腔 沈 珍 賃 鎮 
陳 津 墜 椎 植 追 氏 痛 通 塚 欄 槻 個 帝 格 辻 高 級 負 椿 満 坪 者 尋 細 爪 吊 釣 鈴 底 停 人 半 
貞 旦 堤 定 帝 旗 庭 廷 弟 憶 抵 抵 提 本 洒 委 補 程 締 艇 訂 諦 踊 通 


区 点 コ ー ド 表 


漢字 (JIS 第 1 水準 ) 
区 6 漢 字 


邸 部 釘 県 泥 摘 握 敵 滴 的 笛 適 錯 湧 哲 徹 撤 内 途 鉄 典 填 天 展 店 添 纏 知 貼 転 画 点 伝 殿 滅 
つり 

9 | 田 電 兎 吐 培 塗 始 層 徒 斗 杜 渡 登 葛 賭 途 都 銭 砥 砺 努 度 土 奴 怒 倒 党 冬 凍 刀 唐 塔 玉 人 央 

島 嶋 悼 投 搭 東 桃 村 棟 次 海 湯 潜 条 当 癒 裕 等 答 筒 糖 統 到 


童 湯 藤 討 騰 豆 踏 送 透 鐘 陶 頭 騰 闘 働 動 同 堂 導 憧 挿 洞 瞳 童 胴 区 道 銅 峠 匿 得 徳 特 
( ぬ 
| 曽 到 和 毒 独 読 栃 様 凸 突 概 届 功 苫 寅 西 滞 順 屯 蛋 敦 懇 通 頓 知 時 鈍 奈 履 内 征 凪 基 


上 フロ バ 9 


に 
江 捧 鍋 模 馴 縄 皮 南村 軟 難 流 二 尼 弐 迄 匂 賑 肉 虹 廿 日 乳 入 


ぬ お の ーー 
如 尿 圧 任 妊 忍 認 濡 補 徐 蜜 攻 猫 熱 年 念 捨 換 燃 粘 乃 争 之 柱 裏 悩 濃 納 能 脳 肛 ぜ 農 覗 油 巴 
99 把 播 軸 想 波 派 琶 破 光 寺 苗 馬 俳 廃 拝 排 敗 杯 益 牌 背 肺 医 配 倍 培 媒 梅 棋 角 買 売 賠 階 
半音 各 知 秋 伯 剥 博 拍 柏 泊 白 第 柏 舶 薄 迫 昌江 爆 縛 英 双 麦 


函 箱 秦 箸 英 答 丁 幡 肌 畑 健 八 鉢 沈 発 酸 髪 伐 劉 抜 後 閥 鳩 路 培 央 隼 伴 判 半 反 上 帆 搬 斑 
(ひび ) 

40 | 板 池 汎 版 犯 班 畔 繁 盤 落 販 範 来 類 頒 飯 挽 晩 番 盤 磐 善 褒 隆 蜂 否 妃 底 彼 悲 扉 批 拓 斐 比 

| 泌 疲 皮 硬 秘 弥 骨 肥 被 誹 費 避 非 飛 桶 僚 備 尾 微 札 昆 馬 眉 美 


見 格 種 匹 下 昧 彦 膝 凌 肘 敵 必 里 健 遇 栓 姫 媛 紐 白 誠 依 央 標 水 漂 弟 上 票 表 評 区 誠 描 病 秒 
澤 錯 鉄 大 蜂 鏡 品 棚 矯 浜 瀬 貧 損 頻 敏 瓶 不 付 埋 夫 婦 富 富 布 府 怖 拓 敷 着 普 浮 父 符 腐 具 
甘 譜 負 農 赴 申 附 傷 撫 武 舞 衛 部 封 楓 風吹 路 伏 副 復 幅 服 


の ゴー ドー 

福 腹 複 覆 淵 講 払 沸 仏 物 鯛 分 史 噴 墳 慎 提 抽 奮 粉 美 紛 究 文 聞 下 併 兵 堀 幣 平 敵 柄 並 蔽 
(E3 

42 | 閉 隆 米 頁 健 壁 癖 碧 別 菅 蔵 修 偏 変 片 篇 編 辺 返 遍 便 勉 婚 弁 鞭 保 舗 錆 園 捕 歩 南 補 輔 策 


区 
点 
T 

ド 
表 


募 墓 慕 成 暮 母 簿 若 人 俸 包 呆 報 奉 宝 峰 笑 月 褒 抱 捧 放 方 朋 


区 
点 
和 

ド 
表 
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EE 


区 


漢 事 


法 泡 豆 砲 縫 胞 芳 萌 逢 蜂 褒 訪 豊 邦 鐘 飽 鳳 腸 乏 亡 傍 剖 坊 妨 帽 忘 忙 房 暴 望 某 棒 冒 編 肪 
3 

膨 謀 貌 賢 魚 防 呈 北 僕 ト 墨 撲 朴 牧 睦 程 釧 勃 没 殆 堀 幌 信 本 翻 凡 盆 摩 磨 魔 麻 埋 妹 昧 

人 


上 行人 和民 眼 季 竣 無 件 赤 様 婚 旭 名 命 明 軸 品 迷 銘 
只 妊 和 江 免 村 締 細 面 和 携 旋 交 二 毛 獲 2 


| 門 負 也 治 夜 師 耶 野 弥 矢 厄 g 役 約 業 訳 躍 靖 柳 数 錆 愉 息 油 癒 


呈 
諭 輸 唯 佑 優男 友 風 幽 悠 憂 所 有 柚 湧 浦 猫 責 由 祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 夕 予 余 与党 興 預 備 

⑤ 
幼 妖 容 唐 揚 擁 曜 楊 様 洋 溶 誠 用 窯 羊 雄 葉 容 要 詳 踊 析 陽 養 谷 抑 欲 泊 浴 翌 y 算 演 羅 遇 
控 来 菜 頼 雪 導 絡 落 酷 乱 久 嵐 柚 江 蘭 覧 利殖 履 李 梨 理 交 


痢 裏 祥 里 離陸 律 率 立 律 抹 略 劉 流 溜 琉 留 硫 粒 隆 竜 龍 偶 慮 旅 虜 了 之 僚 両 凌 寮 料 染 涼 
(に) (① わ 

猟 療 瞭 村 糧 良 訪 遼 量 陵 領 力 緑 倫 林 河 焼 丈 臨 輪 隣 鱗 麟 瑠 抄 涙 累 類 令 谷 例 冷 励 嶺 

愉 玲 礼 谷 鈴 隷 零 寺 肛 齢 暦 歴 列 劣 烈 像 廉 恋 憐 光 灯 矢 練 障 
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の ) わ 
運 連 錬 可 香 梅 炉 略 路 串 労 暴 廊 弄 朗 楼 和 浪 漏 生 狼 和 老 龍 郎 六 菜 禄 助 録 論 佑 和 話 
湯 賭 脇 惑 枠 驚 玉 理 欠 詫 藤 枕 湾 碗 腕 


区 点 コ ー ド 表 | 


漢字 (JIS 第 2 水準 ) 

| 首 | 区 漢 字 

SL: 拉 | ヽ 、 グ il ー ーー 人 

の 式 正 不 不 訓 、 丼 双 例 乗 負 | 駒 事 錠 弐 干 亜 悪 一 志 京 訓 信 伯 訳 條 伯 佐 人 例 仁 傘 


4 人 倍 合作 條 倍 人 人 人 何人 信人 條 人 人 人 信介 介 人 人 信人 人 人 人 
| 謀 作 令 偶 舎 佑介 佑 価 価 優 優 會 億 修 偶 仙 催 像 父 便 依 値 偏 仙 
人 ル 入 八 


届 * 錠 
人 何人 人 人 人 和合 人 人 か 人 人 全人代 和 和 敬 分 要 


回 月 再 了 表 薄 易 一 生 巧 家 夫 決 河 沖 涼 況 光 注 流 凛 代 和風 明 丸 下 利 

| | 却 員 副食 利 症 久 訓 刺 創 劉 共 浪 剰 割 刺 吊 剣 先 名 免 黄 剤 

お カ 2 | モ 十 

1 ーー 
口 

ムロ 韻 中 準 居 外乱 虐 破 上 叫 浅 ム 参 委 明 般 町 功 唄 唄 呼 吐 叶 叫 叩 史 只 只 


音 I 味 困 税 咳 唄 中 芝 守 時 昌 吸 中 只 別 吐 同 感 星 咳 嗣 只 何 


恩 晒 喧 叶 央 中 習 距 員 吐 嘆 虹 軸 貴 叶 唄 星 細 叶 皆 暖 較 喘 申 吟 紀 東 喋 路 員 距 員 和 了 喘 
51| 箇 晶 貴 貴 只 嗣 鳴 吊 咲 吸 嗜 貴 噴 嘱 吸 噴 史 了 暗 嘩 嗜 器 党 里 戸 喘 暗 嘆 路 距 喋 噌 嘩 
senassemmmmmms 


3 
毅 國 園 園 較 賠 益 園 和 寺 地 頑 折 電 束 幸 垂 食 城 夫 地 坊 大 考 坪 基 球 到 博 埼 培 絹 地 二 
過 
52| 二 二 場 場 保 境 挙 海 黄 埼 坦 加 壇 場 塊 圭 増 塔 随 夜 歴 記 壇 墳 時 坦 場 壌 龍 填 埋 
久 娘 夕 5 
者 玉 久信 愛 外 整 天天 本 奏 次 音 交 人 梨 符 笑 敵 春 英 奥 毅 准 


灸 炎 少 内 
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寸 小戸 


中 山 


《 エ ロ 巾 


千 る 左 


戸 拉 K 才 ) 


女 
PR 人 


UTE 多 聞 双 … 世 度 宮 窟 窟 
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小 レビ 戸 
| | 謝 聞 間 導 半 北 天 必 居 中 
山 
履 寿 選 属 兄 過労 財 放 今 委 妥 幅 由 則 過 由 貼 容 時 家 峡 量 内 二 内 単 史 岡 才 補 過 寿 符 
《⑯ 正 民 。 


峰 財 剣崎 辿 還 内 過 鬼 差 賜 幅 斬 央 購 崎 賊 内 獲 隆 疑 虹 農 軒 題 千歳 <〈 巫 巳 居 豆 帯 帳 常 
干 補 、「 一 
吊 常 肉 帳 甲 帆 帳 帽 帳 農 幅 幣 才 寺 井 女 磨 末 座 購 店 膚 許 朗 


了 
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を ナオ 葉 号 五 2 
半生 


タ 昌 科 伯 往生 往 和 人 徒 邊 衝 条 入選 性 選 層 奏 分 選民 情 条 志 邊 色 恒 司 


| | 尼 尾 快 集 素 値 属 休 交 協 恒 愉 尾 個 知 悟 司 昼 慢 條 司 便 
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情 尼 居 愉 乙 側 悦 悪 惨 恵 殿 性 尾 懐 個 恨 憎 慢 情 息 憧 春 複 憎 慢 情 惚 側 民 菩 慢 駿 属 殻 人 
パロ EE 
信人 人 人間 


有理 衝 記 所持 打 打 投 折 皇 扶 折 折 提 披 拓 抹 失 提 失 全 所 換 丘 挫 提 
挑 掛 拠 拉 搭 持 抑 振 採 挫 指 拉 提 捜 押 披 捨 拡 搬 振 制 拘 兵 搾 勧 拉 振 近 描 兵 反 描 採 
搬 鬼 拉 措 接 揚 措 播 掲 損 捕 推 撃 提 反 扶 搬 携 接 質 携 振 
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手 :( 手 交 
斗 丘 方 元 
日 


漢 字 


手 支 
拓 携 岳 撮 振 拘 播 拉 軸 固 岳 揮 拾 境 搭 失 描 擁 質 撮 板 探 援 拉 描 擬 掌 揚 文 父 攻 収 人 敗 


斗 圧 方 元 日 
赦 救 氏 数 和英 散 南 敷 租 敵 鋼 冒 研 秘 許 施 施 故 旋 施 施 元 移 早 果 虹 戻 受 査 明 下 易 
胡 上 叔 暴 申 書 申 虹 展 哲 断 晃 量 映 昌 暗 喝 明 腎 選 暁 江 管 


白 月 木 
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日 有 森 
暴 曖 盟 果 嘩 暴 日 曳 史 有 服 慕 腰 騰 欠 沙 束 計 槍 科 杜 札 札 朴 机 配 柱 本 票 本 杉 
札 析 本 柳本 本 東 松 李 本 相 析 析 析 柚 想 欄 机 檜 葉 槍 棚 筑 椅 椿 欄 枯 棒 枠 構 杏 上 
格 楼 板 條 柳 概 構 板 梓 印 相 禁 枯 栓 本 様 共 格 殖 梱 棒 欄 要 梶 


橋 楼 醒 機 板 楼 素 様 柳 柿 染 槍 柄 械 村 模 樹 槍 檜 模 杜 拉 醒 模 標 椿 棋 棒 欄 要 和 李 栓 棟 極 
様 村 村 樽 格 柄 醒 楼 案 架 梅 楊 薬 和 要 椅 根 棒 棒 箇 杭 柳 業 本 樺 樺 模 材 繋 概 概 楊 概 標 
椅 据 棒 本 様 棲 柱 横 槽 机 本 頂 棋 椅 樺 機 模 檎 橋 枯 染 柳 松 横 


貞 葉 橋 横 欄 本 様 柄 様 欄 枯 棲 要 式 杉 業 禁 覆 奴 区 人 飲 歌 静 信 吉 飲 央 


レー ゴイ 


正久 交 母 毛 居所 
歓 虫 残 天 珍 玖 究 残 殖 玖 瘍 媒 殖 大 区 身 殻 臣 母 徹 笑 客 和室 奏 答 磨 央 劇 気 気 令 気 
水 
未 油 注 注 泊 泊 注油 渦 泊 泊 浸 引 港 決 江 活 洋酒 激 混 活 


酒 浅 泥 注 消 演 符 潤 光治 洗 泊 泡 光 酒 渕 洗 滑 湊 次 決 激 混 沸 潮 混 光洋 湘 漁 江 次 潤 沙 洋 
滞 滴 津 漆 河 肖 涼 決 漂 准 准 滑 澤 満 漁 北 凛 澤 溶 激 洪 着 滞 淳 涯 港 洒 か 清 清 漁 済 測 答 湾 混 
注 洋 洗 湖 党 洪 治 膝 注 湯 溢 類 当 瀧 漏 六 渡 猿 竣 激 洪 湊 浴 


火 
落 江 温 溝 光 濾 源 潮 紗 洪 渡 消 靖 潤 状 湿 漠 炎 炒 畑 畑 妨 姓 往 糧 燃 価 束 和 訂 爆 燃 燃 申 
民 照 称 糧 爆 糧 恵 煙 旭 類 災 花 六 意 粒 焼 燃 爆 和 粒 燃 灯 
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点 
8 
記 
表 
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火 爪 怒 』 片 和牛 
炎 燈 燃 糖 燃 凌 争 過 愛 包 丈 和寿 名 


64| 反 用 修 導 狗 鎖 独 恩 旬 搬 半 間 時 張 独 多 馬 放 貞 猛 珈 人 珠 披 提 班 環 地 玉 
罪人 現 区 


甘 生 用 田 
折半 計 会 2 測 貯 瞳 昧 台 春 欧 時 填 書 昧 因 


68 。 時 末 衝 用 洒 玖 凶 六 死 聞 間 次 六 六 哲 導 癒 療 疾 癌 門 癒 閣 粉 交 導 痺 顔 菊 閣 
場 療 癌 嬉 靖 癒 ーー 


白 血 目 
次 交 美 邊 下見 叔 人 習 館 有 災 誠 症 晶 尊 半 膚 旨 小 嶋 此 晃 果 凡 肥 候 


矛 矢 石 
背 上 昧 奪 畔 晃 具 昭 睡 晴 瞬 答 典 賭 暗 星 劇 虹 瞳 販 時 曖 如 輸 贅 購 骨 咽 中 賜 稔 笑 艇 代 合 
低 秦 但 備 砕 大 着 研 確 礎 奏 太 礁 確 磁 硝 礎 礁 大 礁 人 般 二 


示 ※1 


人 人 克夫 才 和 香 和 績 球 
析 穫 条 格 各 模 和 条 和 和 和 和 栓 宮守 包 宙 守 客 宙 窟 客 補 傍 人 和 
立 竹 

半 中 誠 導 吊 攻 議 距 竣 凍 敵 細 筑 久 世 導 店 邊 合 池 字 笑 筐 


筐 守衛 短 徐 先 鑑 党 笑 算 御 彼 短 徐 和 矯 偽 籠 人 生生 
96) 生生 籠 濱 疹 能生 笠 EUROUUNETUUGU 
委 析 和 和 本条 受 梓 入 本 柱 本 検品 林 紅 科 


※1. 「 示 」 (し めす へ ん ) の 文字 の うち 次 の 文字 は 、 画 面 上 で は 「 ネ 」 (ね へ ん ) で 表示 され ます 。 


や や 。 | 神祇 祥 補 被 禄 補 視 福神 宰 補 
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ネ 約 紅 素 細 条 旨 給 竹 絆 終 統 衝 弥 紋 架 綴 縛 條 級 組 紀 綺 弥 絢 細 繊 細 絹 絢 


99 給 結 繊 組 結 級 級 総 獲 絵 頻 絆 縦 縛 繕 組 膝 経 弧 麻 旨 練 縮 組 線 縺 繧 繝 織 続 緒 
笛 
缶 | | 弧 絆 給 旨 継 編 績 結 結 商 入 細 織 績 旨 線 繊 織 丁 氏 似 


央 ビ コ 羽 
四半 3 | | 締 加 天外 鐘 較 午 問 洒 習 刀 零 洒 調 本 時 堪 駐 時 人 光 基 欠 笛 掲 載 壮 美 失 誠 著 区 和 
老 来 老 未 耳 事 
耳 加 |0 紀和 半 胡 融 自 趣 宅 奏 未 枝 息 粗 勧 和光 凡 馬 陰 双 内 衆 響 駿 隊 袋 毅 了 基 駿 革 吉 
還 肉 
四 | | 妊 詞 臣 肛 笛 肝 膨 骨 肝 歪 表 誕 皮 表 有 用 及 騰 腕 腔 條 唇 騰 且 


了 膜 膜 膨 肘 腹 肌 腸 騰 脆 膜 肪 肝 勝 疹 脱 爵 腹 膝 膝 腸 肛 膳 騰 肥 有 騰 店 臣 誰 須 膳 臓 肛 


臣 至 折 舌 | 臣 至 折 舌 。 舟 展 色 

舟 民 色 腹 勝 臓 臓 北大 豪 昧 過 只 春男 興 秋 舎 直 舗 航 筋 銅 舶 解 蟹 租 稀 入 条 般 簡 肖 懇 航 航 此 艶 
放 

誕 ( ず ) 訓 文 世 工 坊 欧 分 必 世 苗 斉 科 苺 付 池 侍 浴 名 苑 首 来 立 


菌 商 各 凛 洒 角 茹 春 谷 伏 注 名 藻 答 鞍 義 含 共 率 英 沙 動 赴 祭 台 登 切 其 痢 廊 甘 菅 曹 工 示 
(2 夫 衝 姜 療 著 藤 渋 非 漆 月 非 黄 湊 株 酸 募 募 攻 章 語 区 牙 凍 高 敬 導 高 著 大 茎 革 
交 産 著 到 修 藤 秦 席 草 基 祭 葵 専 藤 参 基 話 項 劉 参 下 薄 葛 草 


圭 抽 導 溢 葬 墓 側 意 薔 酵 敷 微 芋 預 曹 華 若 齋 蔵 童 貌 二 琶 抹 雄 論 紀 牧 問 頼 境 護 
訂 虫 

虫 | 問 龍 茜 短 難 上 記 度 貴 表 陳 詞 量 射 還 上 申 其 申 敵 曲 帳 番 准 野里 蛇 敵 明 明 罰 

[ 厨 明仁 時 里 上 誠 喝 時 暑 晴天 明 輩 昌 暑 嶋 昭 曲 期 虹 事 六 


娠 里 昌 螺 谷 蝶 邊 款 里 上 星 時 難 整 勢 蜂 募 虎 虹 暁 器 蜂 昌 書 畔 暗 虹 蝶 蝶 暴 暑 春 蓋 器 
血 行 衣 
牙 坪 喜 答 鋼 駅 符 衡 衛 秘 嘉 備 衰 祖 社 裕 袖 密 邊 祖 補 福 祥 礼 衣 半 祥 裕 神 祐 診 義 祖 装 


裏 祖 褐 胡 禅 補 寝 禅 福 補 葵 福 宮 神 福 被 要 共 福 禄 禅 禅 福 避 
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表 ( ネ ) | 導 
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1 字 


門 


王 1 


衣 本 見 角 
補 補 補 補 補 視 神 抽 間 泊 宛 良 表 失 角 痕 製 邊 臣 本 失 灸 角 解 腸 角 計 族 計 放 放 
褒 庁 庄 衣 褒 試 則 謎 語 論 床 計 計 放 誠 誕 庄 語 褒 証 誠 放 褒 誕 諫 詳 諾 譲 誠 計 請 主 誤 旨 


問 調伏 訟 論 課 譜 誘 族 語 物 向 請 誤 主 詳 庫 庶 語 培 庶 譜 主 庶 
合 豆 和 ポ 内 
課 敬 詳 詳 豊 論議 侵 護 議 議 庶 知 銘 豊 員 堅 豊 表 箇 猪 用 苔 攻 外 攻 旬 角 懇 到 氏 
赤 走 : 征 
信 貼 交 直武 上 商 交響 時 賞 錠 人 窟 剛 暗 准 肛 晶 購 眼 閑 補 超 破 直 中 吐 


喘 中 中 喘 足 欧 路 路 眼 史明 貴 遇 吐 中 貴 践 還 中 中 路 中 


身 車 
礁 貴 中 踏 路 違 路 足 忠 路 貴 鳴 中 蝶 踏 員 壁 叶 中 中 距 嘩 喘 中 忠司 晒 障 遇 秋 典 陵 皿 加 
堪 
理 軟 還 朝 軽 畔 四 雪夫 輪 較 軸 輌 芋 団 四 由 較 載 畔 韓 博 還 輪 田 轄 電 軽 輔 率 冬 凍 鋼 


ここ 


巴 
遇 局 週 適 直 度 敵 呆 乱 汰 施 遠 随 層 避 遠 遺 導 直 避 部 子 邸 邦 野 入居 客 度 卿 施 陸 導 
画 %* 里 金 
親王 融 本 本 馬 酷 醒 酷 酔 酢 本 区 醒 酸 酸 醒 王 酸 却 租 種 衣 名 名 金 旬 負 伯 爺 釣 釘 錠 包 氏 
人 鍼 氏 外 久 釣 錠 鎮 外 多 鉛 稀 人 鈴 印 錦 鉄 鐘 負 錠 争 錠 全 鋼 
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錯 銭 外 銀 鐘 多 錯 赴 鍵 鍼 鏡 鍵 鈴 鍋 島 鈴 錠 器 鍵 整 釘 錯 釣 銀 久 鍵 鐘 鍵 鐘 倫 鐘 錯 鐘 鎧 錯 
門 
鐵 鐵 負 納 孔 人 鏡 氏 鏡 銀 鎖 急 鐘 人 雛 鏡 錯 錯 鍋 騰 鍋 軸 門 有 問 関 閑 間 間 閣 関 賠 病 間 病 


旧 6) | | 関 同 欄 関 闘 開 隊 関 間際 間 開 開 軒 明 院 E 貞 町 際 明 階 際 隊 


端 | um 
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青 非 面 
"mw 天 杖 大 入村 
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食 

風 食 @ ) 部 明 親 陸 銀 人 人 人 全 鐘 人 人 餅 人 人 仙 人 人 人 人 健 人 人 
首 香 馬 首 理生 
IP 


本 了 只 呈 中 明和 本 朝 形 電報 
昌和 吉 由 関 間 記 拉 和 生 半 古人 巡 和希 錠 
0 全 紹 色 錠 通 角 眼 鮨 魚 内 包 鱗 欠 飯 角 鯉 鯉 錠 人 館 錬 角 角 負 包 秘 錠 負 角 半 鯉 角 錠 
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| 部 首 部 首 名 部 | 導 | 序章 名 | 旬 導 | 馬上 導 較 
に | か くし が まえ  ※t は ば 
で 1 Wi | 夢 。 。 | | が る し 中 は ば へ ん 
い て ん 十 じゅ う 。 | し 」 に りん 
りや リ 年 1 トト 大 0 を 、: oo ee 
の か ん むり 京 し づ 々 り 。 |: 2 !N いと が し らち 
メ の め p に 7 | まだ れ 。 
0 ドー 給 わり ふ ャ えん に ょ う 
ーー ン | お つ に ょ う - BB | 京 し づく < くり 。 |  」 い ん に まう | 
| MM 1 香 | 旧 | が ん だ れ イオ  」 に じゅ う あ し 
1 | 性 答 層 う 。 | . | も 。 。 し き が まえ 
に っ ak ヌ また ーー 
ーー 生生 と な べ ぶ た 昌和 ま mit 号 ゆみ へ ん 
し 5 1 も 。。 。 PP で けい が し ら 。 
は 取 2 メー) . 以 じん くち へ ん 貞 けい 
時 や ね 間 くに が まえ Eee 
KA - 合 @ 二 暫 ho hb II ドー に 
人 0 に dE に ん ベル ん ルー 和博 _ 人 人 DD oo 
し 。 | ひと あし 土 | つ ち へ ん ク きん 
に ん に * う | ど へ ん け か ざり 
いる _ 主 走 加 9 Th 年 ぎょ うに ん べ ぺん 
落 いり が し ら 0 ふゆ が し ら ※2 Ge 
4 20 1 いり や ね | 小 。 | し た ご ころ 。 
は ち 。 っ 100 た 生 | り っ し ん ぺん 
EE は ち が し ら - タ | ゆ うー か の ほこ 
えん が まえ 。 | 容 . 門人 。 到 ほこ づく り 
口 けい が まえ e お ん な | Il ほこ が まえ 
atu まき が まえ 。 | |」 お ん な へ ん と びら の と 
、 わか ん むり 品 ご に と びら 
2 わ ご へ ん と か ん むり 
).。 | に あお うか ん むり と だ れ 
うき 区 。 | | 和 oi と びら の と 
き に ょ う 補 すん 戸 と びら 
ーーーーーーー] ーーーーーーー ーー で に ーー ーーーーーー と か ん むり 
うけ ば こ 。 0 0 0 | 隊 ち いさ い 和音 と だ れ 
唱 か ん が まえ we 和 お が し 全 。 。 | し ーー ョ ーー- 9 
か ん に ょ う マッ | っ うつ ee 
時 カ | が た な な | | まげ あし | 
| ゃ eo き 。 だ | し か ば ね 計 1 
cs り っ る と う 。 。 | まま | も の え だ に ょ う 
> 山 や ま - 支 | と また 
- づ つう つつみ が まえ | 4. 半生 ーー 時給 凌 村 し 
全 IN 和音 《 まがり が わ を ぼく に ょ う 
ek も | さじ の ひ | 川 | さん ぼん が わ ぼく づく り 
了 は こ が ま え ※*1 | | 11 た くみ 還 ぶん 
了 こ | お の れ ぷん に ょ う 


※1.「 上 」( か くし が まえ 、 か くし ) の うち 「 裕 」 以 外 の 漢字 は [ 「 」( は こ が ま え 、 は こ ) に 含ま れ て いま す 。 
※2.「 冬 」( す い に ょ う ) の うち 「 冬 」 以 外 の 漢字 は 「 婦 」( ふ ゆ が し ら 、 ふ ぶ ふゆ) に 含ま れ て いま す 。 
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Tn 
上 


お い が し ら 
お いか ん むり 


時 | NN 叫 叶 


※3.「 曰 (ひら び ) の 漢字 の うち 「 戸 」「 曳 T 曲 』「 虹 」 以 外 は 「 日 (に ち 、 に ち へ ん ) に 含ま れ て いま す 。 


※4. (に く 、 


に く づ き ) の うち 「』 


』 の 漢字 は 「 月 (つき) に 含ま れ て いま す 。 
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ふ ね 
了 ぶ ね へ ん 
紅 に に 
に 
2 人 
eS | 信人 きか が おり 
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ーー ーーー 


NL 
TT 


ーー ーー 


し ん の た つ 


さけ の と り 
さけ づく り 
ひび よみ の と り 


も ん が まえ 
ぎふ の ふ ・ こ ざと ※5 
ぎふ ・ こ ざと へ ん 


お お が い 
いち の か い 


に お いこ う 


か み が し ら 
か み 
か みか ん むり 


※5. (こざ と 、 こざ と へ ん ) の うち 「5 


」 の 漢字 は 「 


E 』 (お お ざと ) に 含ま れ て いま す 。 


ルウ ラウ ァ メッ セー ジー 邊 


間違っ た 操作 を する と 、 画 面 に エラ ー メ ッ セ ー ジ (間違い を 知ら せる メッ セー ジ ) が 表示 され ます 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら 、 


メッ セー ジ お よび 下 表 の 「 対 策 」 に 従っ て 近作 し て くだ さい 。 


(あい うえ お 順 ) 
画 面 表示 原 因 対 策 
表 修正 で 移動 先 に 文字 が ある と き は 
9 表 修正 で 文字 の ある 場所 に 表 ま た は | 表 を 移動 で きま せん 。 制御 スペ ー ス 
バ 
移動 する 場所 が あり ませ ん けい 線 を 移動 し よう と し た 。 を 挿入 する か 、 文 字 を 移動 し た 後に 


移動 し て くだ さい 。 


印刷 する 文書 が あり ませ ん 


入力 され て いる 文書 が な い の に 印刷 
し よう と し た 。 


文書 を 入力 する か 、 呼 び 出し た 後に 
印刷 し て くだ さい 。 


イン デン トマ ー ク は 指定 で きま 
せん 
カー ソル 位置 を 修正 し て くだ さい 


イン デン トマ ー ク が 設定 され て いる 
と ころ に 揃え の 指定 を し た 。 


イン デン トマ ー ク に 揃え を 指定 する 
こと は で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 
を 変更 し て くだ さい 。 


イン デン トマ ー ク は 指定 で きま 
せん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


イン デン トマ ー ク を 文字 列 の 複写 、 
移動 、 削 除 や 下線 、 サ イズ の 変更 ま 
た は 文字 修飾 な どの 範囲 に 指定 し よ 
を も だ 


イン デン トマ ー ク は 指定 で きま せん 。 
カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さ 
い 。 


英文 行 以 外 は 指定 で きま せん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


英文 ワー プロ の 入力 編集 状態 で 日 本 
語 ワ ー プ ロ で 作成 し た 文書 を 文字 単 
位 、 行 単位 で 複写 、 削 除 、 移 動 や 綱 
か け 、 下 線 、 均 等 な どの 操作 を し よ 
あと た も 半 。 


操作 を 解除 し て くだ さい 。 日 本 語 
ワー プロ で 作成 し た 文書 を 操作 を す 
る 場合 、[ メニ ュー を 押す か 、 
[シフ ト [終了 で 日 本 語 ワ ー プ ロ 
に 戻っ て か ら 操 作 し て くだ さい 。 
続け て 英文 ワー プロ の 操作 を 行う 場 
合 カ ー ソ ル を 英文 行 に 移動 し て くだ 
さい 。 


英文 行 は 指定 で きま せん 


文字 列 削除 し た デー タ を 貼付 けし よ 
うと し た と き に 、 貼 付け 先 に 英文 行 
が 含ま れ て いた 。 


英文 行 に 貼付 け で きま せん 。 


カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さい 。 


英文 行 は 指定 で きま せん 
移動 先 を 選び 直し て くだ さい 。 


文字 列 移動 の 移動 先 に 英文 行 を 指定 
し 法 : 


英文 行 は 文字 列 移動 の 移動 先 に 指定 
で きま せん 。 カ ー ン ソン ル の 位置 を 変更 
し て くだ さい 。 


英文 行 は 指定 で きま せん 
カー ソル 位置 を 修正 し て くだ さい 


英文 行 に カー ソル が ある と き 、 揃 え 
の 機能 を 使 お っ と し た 。 


英文 行 で 揃え の 機能 は 働き ませ ん 。 
カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さ 
も $。 


英文 行 は 指定 で きま せん 
格納 先 を 選び 直し て くだ さい 


英文 行 を 表 計 算 の 結果 を 書き 込む 合 
計 欄 に 指定 し た 。 


英文 行 は 合計 欄 に 指定 で きま せん 。 
カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さ 
( 各 思 
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エラ ー メ ツ ッ ツ セ ー ジ 一 覧 


(あい うえ お 順 ) 
画 面 表 示 原 因 対 策 
・ 身 文 行 を 文字 単位 で の 複写 、 移 動 、 | 
削除 の 範囲 始点 に 指定 し よう と し | 
だ 
英文 行 は 指定 で きま せん ・ 下 線 、 文 字 サ イズ 、 文 字 修 飾 、 表 作 | 英文 行 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ ル 
男 囲 始点 を 選び 直し て くだ さい | 成 、 表 削除 ロゴ 均等 、 枠 作成 な ど | の 位置 を 変更 し て くだ さい 。 
| の 範囲 始点 に 指定 し よう と し た 。 | 
| ・ 領域 単位 で の 複写 、 移 動 、 削 除 の 
男 囲 始点 に 指定 し よう と し た 。 | 


同じ 表 内 で な けれ ば 指定 で きま 
せん 
範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい 


同じ 読み の 登録 可能 語数 を 越え 
まし た 
| 登録 で きま せん 


| 日 本 語 ワー プロ の 並 替 え 、 分 類 、 抽 
出 の と き 、 男 囲 始点 と 範囲 終点 が 同 | 
| じ 表 の 中 に な か っ た 。 


範囲 終点 を 同じ 表 の 中 で 指定 し て く 
| だ さい 。 


単語 登録 の と き に 同じ 見 出し の 単語 
を 6 個 登録 し よう と し た 。 


カー ソル キー を 枠 の 一 部 に 移動 
し て くだ さい 


| カー ソル が 桁 あ け や 図 形 枠 の 領域 に 
な いと き に 、 枠 移動 や 枠 削 除 を 行 お 
うと し だ 。 


カー ソル の 下 に 対象 と する けい 
線 が あり ませ ん 
カー ソル の 右 に 対象 と する けい 
線 が あり ませ ん 


表 修正 で カー ソル の 下 側 に 表 ま た は 
けい 線 が な い の に 、 縦 方 向 に 表 修 正 
し よう と し た 。 
表 修 正 で カー ソル の 右側 に 表 ま た は 
けい 線 が な い の に 、 横 方 向 に 表 修 正 
し よう と し た 。 


改行 マー ク の 右側 で は 指定 で き 
ませ ん 


禁則 領域 の 前 に 改行 マー ク が ある と | 
き 、 改 行 マ ー ク の 右側 か ら 行 未 まで 
の 間 を 文字 列 複写 、 文 字 列 移動 、 文 


| 凌 。 
| カー ソル が 枠 あ け や 図 形 枠 の 領域 に 
| な いと き に 桁 移動 また は 枠 削除 する 
| こと は で きま せん 。 枠 の ある 位置 に 


| 変更 し て くだ さい 。 


ニール トー 


| を 変更 し て くだ さい 。 


だき Sb 


同じ 見 出し で 登録 で きる 単語 数 は 5 
個 まで で す 。 見 出し を 変更 し て くだ 


表 修 正 で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 
を 変更 し て くだ さい 、。 


表 修 正 で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 


祭 則 領域 の 前 に 改行 マー ク が ある と 
き は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位 
置 を 変更 し て くだ さい 。 | 


| 改 貞 行 は 指定 で きま せん 。 カーソル 


の 位置 を 変更 し て 移動 先 を 指定 し 直 


改 軸 行 を 含ん で 範囲 指定 する こと は 
で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 
| し て くだ さい 、。 


範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい | 字 列 削除 、 下 線 、 文 字 サ イズ 、 文 字 

1 し | 修飾 な どの 操作 を し た 。 

改 軸 行 が 含ま れ て いま す | 改 頁 行 を 含め た 領域 を 領域 移動 の 移 

移動 先 を 選び 直し て くだ さい 動 先 に 指定 し た 。 

|  。 | 改 軸 が 設定 され て いる 行 を 含ん で 、 

改 買 行 が 含ま れ て いま す 複写 、 移 動 、 削 除 、 文 字 サ イズ 、 文 

範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい | 字 修 飾 、 表 作成 の 範囲 指定 を し よう 
| 6 雇 _| と し た 。 ー ーー ーー 
ョ | 改 貞 行 は 指定 で きま せん 改 軸 行 で 行書 式 の 設定 を 指定 し よう 


| 改 貞 行 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ ル 


カー ソル 位置 を 修正 し て くだ さい 
改 貞 行 は 指定 で きま せん 


格納 先 を 選び 直し て くだ さい 


| と し た 。 


| 改 軸 の 設定 を 行っ た 行 を 表 計算 の 結 


果 を 書き 込む 合計 欄 に 指定 し た 。 


| カー ソル 位置 を 変更 し て くだ さい 。 


エラ ー メ ツ セ ー ジ 一 覧 


(あい うえ お 原 ) 
画 面 表示 原 因 | 対 策 
ミル ノー 
改 貞 行 は 指定 で きま せん 人 改 員 行 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ ル 
地点 を 選び 直し て くだ さい | 人 の に 指し た の 位置 変更 し て くだ さい 。 
- ユー ザ 辞 書 の 読み 指定 で 登録 し て | ・ 登 録 し て いな い 単語 の 読み を 指定 
いる 単語 に な い 読み を 指定 し た 。 | する こと は で きま せん 。 正しい 読 
み で 指定 し て くだ さい 。 
バ 
該当 する 単語 が あり ませ ん 。 - ユー ザ 辞 書 に 単語 を 登録 し な いで | ・ 単 語 登録 を し な いで 各 処理 を 実行 
単語 の 印刷 、 単 語 の 削除 、 保 存 、 | する こと は で きま せん 。 単 語 を 登 
織 8 | 検索 な ど を 実行 し よう と し た 。 | 録 し て か ら 処理 を 行っ て くだ さい 。 
・ 外部 プリ ンタ が 正しく 接続 され て | ・ ワ ー プ ロ 本 体 と 外部 プリ ンタ を 正 
いな い 。 し く 接 続 し て くだ さい 。 
- 外部 プリ ンタ の 電源 が 入っ て いな | ・ 外 部 プリ ンタ の 電源 を 入れ て くだ 
外部 プリ ンタ を 確認 し て くだ さい 35 さい 。 
[実行 】 続行 【 取 消 】 中 止 ” |・ 外 部 プリ ンタ に 用 紙 が セッ ト さ れ )| ・ 外 部 プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て 
で 6 が 60)。 7 きい )。 
・ 外 部 プリ ンタ が 「ON-LINE」( オ ン | ・ 外 部 プリ ンタ の ON-LINE ス イッ 
ライ ン ) に な っ て いな い 。 チ を 入れ て くだ さい 。 


書き 込み 保護 を 解除 し て くだ さい | 文書 フロ ッ ピー を 書き 込み 禁止 の 状 | し 、 セ ッ ト し 直し ます 。 [実行 ] を 押 

【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 態 で セッ ト し て いた 。 | す と 操作 を 続行 し ます 。 を 押 
_ | す と 操作 を 中 止 し ます 。 | 

書式 設定 で 1 行 の 本 数 が 39 桁 以下 に 縦 分 割 で きま せん 。 た だ し 、34 桁 以 

画面 分 割 で きま せん 設定 し た と き に 縦 分 割 し よう と し | 上 の 文書 は レイ アウ ト 表 示 を する と 

5 4 | た 。 | 縦 分 割 する こと が で きま す 。 

・ カ ー ソ ル が 右端 また は 左端 に ある | ・ カ ー ソ ル が 右端 また は 左端 に ある 

と き に 画面 を 縦 分 割 し よう と し た 。| と き に 画面 を 縦 分 割 す る こと は で 

きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 

し で る 天 き い 。 
・ カ ー ソ ル が 上 端 ま た は 下端 に ある | ・ カ ー ソ ル が 上 端 ま た は 下端 に ある 
だ | 
画 間 分割 で きま せん と き に 画面 を 横 分 割 し よう と し た 。| Et 
ー ソ ル 位 置 を 修正 し て くだ さい た rod 
・ カ ー ソ ル が 画面 の 最 下 行か ら 3 行 目 | ・ 横 分 割 で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位 
に ある と き 、 ま た は 画面 の 最上 行 | 置 を 変更 し て くだ さい 。 
に 縦 倍角 文字 な ど が あり 、 分 割 し 
た 後 の 下 の 画面 に は 4 行 以上 も な 

_ | いな どの と き 横 分 割 し よう と し た 。 っ 結 。 
| の 表示 モー ド が 縮小 画面 の と き は 画面 | 
画 | で N 3 
画面 分 割 で きま せん 表示 モー ド が 縮小 画面 の と き に 画面 | 全て よせ ん 表示 モー ド を 標準 | 


表示 サイ ズ を 標準 に し て くだ さい 


| 分 割 し よう と た だ 。 


に 設定 し て くだ さい 。 


フロ ッ ピー の 書き 込み 禁止 を 解除 | 


一生 <XーMIH 


晶 |N 


(あい うえ お 順 ) 


EE エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


画 面 表示 


対 策 


箸 請 | | く -tsxーH 


行 数 が 24 行 を 越え て いま す 
グラ フ は 実行 で きま せん 


指定 し た 範 囲 が 25 行 以上 だ っ た 。 


1 d 


グラ フ を 作成 で きる 行 数 は 24 行 まで 
で す 。 男 囲 を 指定 し な お し て くだ さ 
( 催 具 


行頭 の タブ は 解除 で きま せん 


禁則 領域 に 文字 が あり ませ ん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


禁則 領域 は 指定 で きま せん 


禁則 領域 は 指定 で きま せん 
格納 先 を 選び 直し て くだ さい 


禁則 領域 は 指定 で きま せん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


計算 で き な い も の が あり まし た 


けい 線 、 文 字 間 けい 線 が 含ま れ 


て いま す 
範囲 終点 を 選び 直 し て くだ さい 


| けい 線 、 枠 領域 が あり ます 


タプ 設定 で 行頭 の タブ を 解除 し よう 
と し た 。 

| 文字 の な い 禁 則 領 域 を 文字 列 の 複 
写 、 移 動 、 削 除 や 文字 サイ ズ 、 下 
線 、 文 字 修飾 な どの 範囲 の 始点 に 指 
定 し よう と し た 。 


カー ソル が 禁則 領域 に ある と き に 貼 
付け を 行 お うと し た 。 


禁則 領域 を 表 計 算 の 結果 を 書き 込む 
人 計 欄 に 指定 し た 。 


| 禁則 領域 を 図形 枠 、 枠 あけ 、 表 な ど | 
| を 作成 する 領域 の 範囲 始点 に 指定 し 
写 。 
| 表 計 算 で 指定 し た 範囲 に 数 字 、 
[ 着 」、「 二 上 、 『@』」、[ 士 」 、 
「 一 」、「, 」、「. 」 以外 の 記号 、 
文字 、 数 式 ま た は 全角 、 半 角 、1/ 4 
以外 の 文字 が あり 、 そ の 枠 内 を 0 と 
し て 扱っ た 。 


・ 整数 部 分 が 17 桁 以上 ある 数 字 を 計 | ・ 


算 し よう と し た 。 衣 間 | 


線 、 文 字 間 けい 線 が 含ま れ た 男 囲 を 
指定 し た 。 


| けい 線 、 枠 あけ が ある と き に 書式 を | け 


図形 枠 、 枠 あけ の 範囲 指定 で けい | 


行頭 の タブ を 解除 する こと は で きま 
_| せん 。 


禁則 領域 に 文字 の な いと き は 指定 で 
きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 し 
| て くだ さい 。 


禁則 領域 に は 貼付 け で きま せん 。 
カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さ 
Ca 


| 禁則 領域 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ 


_ | ル の 位置 を 変更 し て くだ さい 。 


禁則 領域 で は 図形 枠 、 梓 あけ 、 表 を 
作成 する こと は で きま せん 。 カ ー 
由 還 0 


表 計 算 に 使え る 文字 は 数 字 、 

「 汗 」 。 事 』 。 人 軸 』 。 耳 直 」 
「 一 」 、「。 」、「. 」 の み で す 。 全 
角 、 半 角 、1 / 4 サイ ズ の 文字 の み 表 
計算 で きま す 。 


表 計 算 で きる 数 字 の 桁 数 は 整数 部 
分 、 少 数 部 分 と も に 16 桁 まで で す 。 | 
けい 線 、 文 字 間 けい 線 が 含ま れ た 範 
囲 は 指定 で きま せん 。 範 囲 を 指定 し 
_」 な お し て くだ さい 。 


けい 線 、 枠 あけ が ある と き は 書式 の 
| 桁 数 を 変更 する こと は で きま せん 。 


・ けい 線 に 貼付 け で きま せん 。 カ ー | 
ソル の 位置 を 変更 し て くだ さい 、。 


・ 範囲 始点 を けい 線 以 外 の 位置 に 指 
定 し て くだ さい 。 


けい 線 は 指定 で きま せん 。 カ ー ン ソル | 
の 位置 を 変更 し て 移動 先 を 指定 し な 
お し て くだ さい 。 


桁 数 の 変更 は で きま せん | 変更 し よう と し た 。 
・ 文字 列 削除 し た デー タ を 貼付 けし 
よう と し た と き に 貼付 け 先 に けい 

けい 線 は 指定 で きま せん | 線 を 指定 し よう と し た 。 

・ 表 を 編集 中 に 範囲 始点 を けい 線上 | 
bi ーー に 指定 し た 。 ー | 
けい 線 は 指定 で きま せん PT 

移動 先 を 選び 直し て くだ さい 還 8 

けい 線 は 指定 で きま せん けい 線 を 表 計 算 の 結果 を 書き 込む 合 


格納 先 を 選び 直し て くだ さい 


| 計 欄 に 指定 し た 


| けい 線 を 合計 欄 に 指定 で きま せん 。 | 
| カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さ 
( 麗 本 


(あい うえ お 順 ) 


画 面 表示 原 因 対 員 
。。。。 | けい を 区 芝 、 文字 an 
けい 線 は 指定 で きま せん 。 ーー けい 線 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ ル 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい | ペー で ーー ュー の 位置 を 変更 し て くだ さい 。 
文字 列 複写 の 設定 を 行っ た 後 、 け い | けい 線 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ ル 
生生 ーー 。、 | 線 に カー ソル を 移動 し て 複写 先 に 指 | の 位置 を 変更 し て 複写 先 を 指定 な 
記 定 し た 。 | お し て くだ さい 。 
表 計 算 の 結果 を 書き 込む 合計 欄 の ス | 表 計算 の 結果 を 書き 込む 合計 欄 の ス 
桁 あ ふれ し まし た ペー ス が 小さ く て 、 表 の な か に 納 ま | ペー ス を 表示 し きれ る よう に 修正 し 
りき れ な か っ た 。 | て 大 きく 設け て くだ さい 。 
項目 数 が 多 す ぎ ま す [実行 ] を 押す と 許容 範囲 以外 を 無視 
許容 範囲 以外 は 無視 し ます 指定 し た 項目 が 多 す ぎ た .。 し て 作図 し ます 。 
よろ し いで すか ? [取消 ) を 押す と 作図 され ませ ん 。 
項目 数 が 2 つ 以 下 で す 0 拉 | eb に 
Pe 項目 数 が 2 以下 の と き に レー ダー | 項目 数 を 3 以上 に 増やし て くだ さ 


実行 キー を 押し て くだ さい 


(0。 


この フロ ッ ピ ー は 初期 化 で きま 
せん 


チャ ー ト を 作図 し よう と し た 。 
付属 の 補助 フロ ッ ピー また は デー タ | 


ノー ト の プロ グラ ム フ ロ ッ ピ ー を 初 


[取消 ) を 押し て 操作 を 中 止 し 、 別 の 
フロ ッ ピー ディ スク を セッ ト し て 操 


【 取 消 】 中 止 期 化 し よう と し た 。 作 を 続行 し て くだ さい 。 
これ 以上 拡大 で きま せん 表 修 正 で 拡大 方 向 と 行末 が ぶつ か る | 表 修 正 で 行末 に ぶつ か っ た と き は 、 


よう な 表 修 正 を し よう と し た 。 


| それ 以上 拡大 で きま せん 。 


これ 以上 縮小 で きま せん 


表 修正 中 、 カ ー ソ ル が 表 の 左右 の 端 
に きた と き に [ 一 を 押し た 。 ま た 
は 、 上 下 の 端 に きた と き に [ 1 ] を 
押し た 


表 修正 で カー ソル 位置 まで 縮小 する 
と 、 ぞ それ 以 上 縮小 され る こと は あり 
ませ ん 。 


・ 図形 枠 を 作成 する と き に 設定 で き 
る 範囲 より 大 きく 指定 し た 。 
・ 領域 全 削 除 で 一 度 に 削除 で きる 文 


・ 図 形 枠 の 範囲 を 指定 し な お し て く 
だ さい 。 
・ 一 度 に 設定 で きる の は 330 文 字 ま 


Lu 字数 を 越え て 指定 し よう と し た 。 | で で す 。 
To エン 。、、 | ・ 析 あけ を する 錠 囲 を 次 の ペー ジ に | ・ 欄 あけ を する 範囲 を 次 ペー ジ に ま 
て ざい | また が っ て 指定 し た 。 た が っ て 指定 で きま せん 。 

- 文字 サイ ズ の 範囲 指定 を し た と き | ・ 指 定 範囲 を 小さ くし て くだ さい 。 
に 、 全 角 文 字 で 330 文 字 を 越え る 
男 囲 を 指定 し た 。 

17 朽 以 上 の 数 値 が あり ます | 範囲 指定 し た 中 に 避 数 部 17 桁 上 の | クフフ を 作成 する に は 、 数 個 は 諾 数 


グラ フ は 実行 で きま せん 


数 値 が あっ た 。 


少数 と も に 16 桁 せ で で す 。 
(少数 部 は 17 桁 以上 を 無視 し ます 。) 


縮小 文字 は 指定 で きま せん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


登録 単語 の 範囲 指定 の と き に 半角 文 
字 、1/ 4 上 付 文字 、1 / 4 下 付 文字 を 
範囲 始点 に 指定 し た 。 


| 半角 文字 、1 / 4 上 付 文字 、1 / 4 下 付 


文字 は 単語 登録 で きま せん 。 男 囲 を 
指定 し な お し て くだ さい 。 


小数 部 分 が 切り 捨て られ まし た 


表 計算 の 結果 を 書き 込む 合計 欄 が 小 
さく て 、 小 数 点 以 下 の 計 算 結果 が 表 
示 で き な か っ た 。 


合計 欄 は あら か じ め 桁 数 に 奈 裕 を 持 
た せ て 設定 し て くだ さい 。 


に 
? 
メ 
ツン 
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レン 
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覧 


(あい うえ お 順 ) 


本 


記 当 


画 面 表示 原 因 対 策 
数 値 以 外 の デー タ が あり ます グラ フ を 作成 する 量 準 に な る 表 の 中 | 表 の 中 の 数 値 以 外 の デー タ を 削除 し 
グラ フ は 実行 で きま せん に 数 値 以外 の デー タ が 入っ て いる 。 | て くだ さい 、。 


スキ ャ ナ の 入力 エラ ー で す 


スキ ャ ナ 入 力 を 開始 し て 規定 時 間 
( 約 60 秒 ) 以上 経過 し た 。 


も う 一 度 ス キャ ナ 入 力 を 行っ て くだ 
さい 。 


スキ ャ ナ を 正しく 
接続 し て くだ さい 


スキ ャ ナ 以 外 の ハン ディ プリ ンタ 等 
が 接続 され て いる 。 


| だ さい 。 


図形 エディ タ を 終了 し 、 電 源 を 切っ 
た 後 、 ス キャ ナ を 正しく 接続 し て く 


図形 枠 、 英 文 行 が あり ます 


図形 枠 、 英 文 行 が 設定 され て いる 文 


図形 枠 、 英 文 行 の 設定 され て いる 文 


| 実行 キー を 押し て くだ さい 


ラフ を 作図 し よう と し た 。 


書式 変更 で きま せん 20 RS 
行 キー を 押し て くだ さい | きり 寺 定 を 変更 し よう と し た 。 | 書 は 書式 設 定 の 変更 が で きま せん 、 
較 形 要 が あり ます ES 図形 枠 を 含む 行 は 移動 で きま せん 。 
範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい | エー トロ に 月 科 が お り ます 。 | 区 較 を 指定 し 直し て くだ さい 。 

べ て の デー タ が St 本 
MIE すべ て の デー タ が 0 また は 負 の 数 の | すべ て の デー タ が 0 また は 負 の 数 の 
2 と き に 円 グラ フ 、 積 上 グラ フ 、 帯 グ | と き に は 、 円 グラ フ 、 積 上 グラ フ 、 


帯 グ ラフ は 作図 で きま せん 。 


制御 マー ク 、 縮 小 、 拡 大 文字 が 
含ま れ て いま す 
範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい 


単語 登録 の と き に 制御 マー ク 、 縮 小 
また は 拡大 文字 を 含む 文字 列 を 登録 
する 範囲 に 指定 し た 。 


制御 マー ク 、 縮 小 また は 拡大 文字 は | 
単語 登録 で きま せん 。 登録 する 範囲 
を 指定 し 直し て くだ さい 。 


制御 マー ク は 指定 で きま せん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


単語 登録 の 範囲 指定 の と き に 、 制 御 
マー ち ウ 。 宇 電 ば マー ク 、 イン デシ ト 
マー ク 、 図 形 梓 マー ク の いずれ か を 
範囲 始点 に 指定 し た 。 


設定 数 が 多 す ぎ ま す 


制御 マー ク 、 枠 あけ マー ク 、 イ ン デ 
ント マー ク 、 図 形 枠 マー ク は 単語 登 
録 で きま せん 。 登録 する 範囲 を 指定 
し 直し て くだ さい 。 


タプ を 31 個 以上 設定 し よう と し た 。 


タプ は 31 個 以上 設定 する こと は で き | 
ませ ん 。 


専用 の フロ ッ ピ ー を セッ ト し て 
くだ さい 
【 実 行 】 続 行 【 取 消 】 中 止 


FW-U1 シ リー ズ 用 以外 の フロ ッ 
ピー ディ スク を セッ ト し て 実行 し よ 
うと し た 。 


FW-U1 シ リー ズ 用 の フロ ッ ピ ー を 
セッ ト し 、 を 押す と 操作 が 続 
行 し ます 。 を 押す と 操作 を 中 
止 し ます 。 


| 縦 倍角 、4 倍 角 文 字 は 


| 縦 倍角 文字 、4 何 角 文字 は 単語 登録 | 


実行 キー を 押し て くだ さい 


よう と し た 。 


指定 で きま せん 峡 文字 、4 倍 角 文 字 を 範囲 始点 に 指 | で きま せん 。 範囲 始点 を 指定 し 直し 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい | 定 し た 。 _ て くだ さい 。 
本 文書 の 一 部 を 削除 する か 、 一 部 上 
or 他 文書 を 全文 複写 する と 、 本 体 の メ | 書き する 位置 に カー ソル を 移動 し て 
間 モリ (記憶 領域 ) の 容量 を こえ る 。 | 他 文書 を 全文 複写 する 。 ま た は 他 文 
則 ' 書 の 一 部 を 削除 し て 全文 複写 する 。 
他 文 書 参 照 中 で す | 了 は 
人 他 文書 参照 中 に 書式 の 設定 を 変更 し | 他 文書 参照 を 解除 し た 後 、 書 式 の 設 


定 を 変更 し て くだ さい 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 一覧 


(あい うえ お 順 ) 
画 面 表示 」 原 因 対 策 
に eee 昌和 他 文 書 参照 中 に グラ フ を 作成 し よう | 他 文書 参照 を 解除 し て か ら 、 グ ラフ 
と し た 。 を 作成 し て くだ さい 。 
他 文 書 解除 し て くだ さい 
ia 他 文書 参照 中 に 図形 を 編集 し よう と | 他 文書 参照 を 解除 し て か ら 、 図形 編 
図形 編集 は 実行 で きま せん 。 | 人 
他 文書 解除 し て くだ さい 
AC ア タプ タ を 使用 し て くだ さい 。 
電圧 降下 の た め 正 し く 動作 で き 乾電池 を ご 使用 の 場合 は 電源 スイ ッ 
ませ ん フロッピー ディス ク ド ラ イブ ゃ プリ | チ を 切り 、 新 し い アル カリ 乾電池 と 
ル 衝 の ※ た だ し 印刷 する 場合 は 、 乾 電池 で 
※ 充 電電 池 また は 乾電池 使用 時 時 は 動作 し ませ ん の で 、 充 電電 池 ま 
の み 表示 され ます 。 た は AC ア ダ プ タ を お 使い くだ さ 
ー い 。 
これ 以上 単語 登録 で きま せん 。 登録 
5 _ | し た いと き は 辞書 編集 で 不要 な 単語 
登録 可能 久 数 を 越え まし た | エ っ い Oo こさ に mmm | を 削除 す る か フロ ッ ピ ー に 保存 し て 
登録 で きま せん ー 生 か ら ユ ー ザ ー 辞 書 を 初期 化し て くだ 


衣 和 意地 上 た 。 


さい 。 た だ し 、 以 前 に 登録 し た 内 容 
は 消去 され ます 。 


uu パパ パパ ーーー 上 ーー ナーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーー | 


並 替え で き な い も の が あり まし た 


並べ 替え る 範囲 内 に 文字 デー タ が 含 
ま 松 ⑯* だ 。 


レ と 
同名 の 文書 が あり ます すでに 保存 され て いる 文書 (ファ イ なー SR 
重ね 書き し て よろ し いで すか ? | ル ) と 同じ 分 類 名 、 文 書名 を 付け て 宮 [ 取 潤 ] を 押す と 文書 名 入力 の 
[実行 】 は い 【 取 消 】 い いえ | 保存 また は 複写 し よう と し た 。 ・ 
状態 に 戻り ます 。 
同名 の 文書 が あり ます トー AM 別 の 分 類 名 また は 文書 名 を 付け て く 
別 の 文書 名 を 入力 し て くだ さい | ピトー> し た だ さい 。 
並べ 替え 量 準 で 数 字 を 指定 し た が 、 


並べ 替え る 範囲 内 の 文字 デー タ を 削 
除 し て くだ さい 。 


バッ クア ッ プ 電池 の 電圧 が 低下 
し て いま す 

バッ クア ッ プ 電池 を 交換 し て く 
だ さい 

【 実 行 】 確認 


・ バ ッ ク ア ッ プ 電池 を セッ ト し て い 
な い 。 

・ バ ッ ク ア ッ プ 電池 の 電圧 が 低下 し 
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・ バ ッ ク ア ッ プ 電池 を セッ ト す る 。 


・ バ ッ ク ア ッ プ 電池 を 新しい も の に 
交換 する 。 


貼付 デー タ が あり ませ ん 


貼付 デー タ が な い の に 貼付 け を 行 お 
うど し た だ 。 


文字 サイ ズ を 実行 する と 、 貼 付 デ ー 
タ は な く な り ま す 。 領域 文 字 削除 で 


削除 し た 内 容 は 貼付 け で きま せん 。 


慎 | ツー は マメ ーMIH 


エラ ー メ ツ ッ ツ セ ー ジ 一 覧 


(あい うえ お 順 ) 


画 面 表示 原 因 対 策 

半角 下位 位置 の 文字 を 文字 単位 の 複 | 半角 下位 位置 で は 指定 で きま せん 。 

FPPmmt Ino 和 人 写 、 削 除 、 移 動 お よび 表 作成 や 枠 作 | 操作 を 解除 し て か ら カ ー ソ ル の 位置 
に 成 の 範囲 始点 に 指定 し た . | を 変更 し て くだ さい 。 

表 編集 の 並べ 替え 、 分 類 、 抽 出 で 時 | 表 編集 の 並べ 替え 、 分 類 、 抽 出 で 量 
反転 男 囲 の 外 で は 指定 で きま せん | 準 と な る 項目 を 反転 範囲 外 の と こ | 準 と な る 項目 は 反転 範囲 内 に 指定 し 

ろ に 指定 し た 。 て くだ さい 。 
表 が 不正 で す 表 が 正しく 作ら われ て いな いと き に グ | 213 ペ ー ジ を 参照 の 上 、 表 を 正しく 
グラ フ は 実行 で きま せん ラフ を 作成 し よう と し た 。 作成 し て くだ さい 、。 

語 ワー 並べ 替え 

表 の 外 は 指定 で きま せん 3 範囲 始点 を 表 の 中 に 選び 直し て くだ 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい | 6 

| 呼出 で 該当 する 文書 (ファ イル ) が | 該当 する 文書 (ファ イル ) が 保存 さ 
ファ イル が 見 つか り ま せん 保存 され て いな い 文 書 フ ロッ ピー を | れ て いる 文書 フロ ッ ピー を セッ トレ 

セッ ト し て いた 。 て 呼出 の 操作 を 行っ て くだ さい 、。 
負 の 数 の デー タ が あり ます 範囲 指定 し た 中 に 負 の 数 が ある と き を 押す と 0 に 置き 換え て 作図 
0 に 置き 換え ます に 円 グラ フ 、 積 上 グラ フ 、 帯 グラ フ | し ます 。 
よろ し いで すか ? | を 作成 し よう と し た 。 [取消 ) を 押す と 作図 され ませ ん 。 
フロ ッ ピ ー が いっ ぱい で す | 文書 フロ ッ ピ ー に 保存 で きる ほど の | 滑り を 押し て 保存 を 中 止 し た 役 
[取消 】 中 上 空き 容量 が な い 。 新しい 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て 

再び 保存 を 行っ て くだ さい 、。 


フロ ッ ピ ー を セッ ト し て くだ さ 
い 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 文書 
フロ ッ ピー が セッ ト さ れ て いな い 、。 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 文書 
フロ ッ ピー を セッ ト し て か ら (実行 ) 


六 
M 
メ 
ツン 
『 
ジ 
覧 


【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 を 押し て くだ さい 、。 

to [取消 ) を 押し て 操作 を 中 止 し て くだ 
3 on が | 本体 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ | さい 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 
[取消 】 中 に 何ら か の 異常 が 発生 し た 。 に 異常 が 発生 し た こと が 考え られ ま 

| す 。 サ ービス 店 に ご 相談 くだ さい 、。 
プリ ンタ が 正しく 印刷 時 に 用 紙 が 正しく セッ ト さ れ て | 用 紙 を 正しく セッ ト し て [実行] を 押 
動作 し て いま せん いな い 。 ま た は 紙 づ まり な ど で 用 紙 | し て 印刷 を 続行 する か 、[ 取 消 ] を 押 
【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 が 正しく 送ら れ て いな い 。 し て 印刷 を 中 止 し ます 。 
プリ ンタ の ふた (右側 面 ) を あ | B4 用 紙 に 印刷 する と きか 、 行 印刷 | 右側 面 の フタ を あけ た あと (実行 ] を 
け て くだ さい で 拡大 文字 を 印刷 する と き に 、 本 体 | 押す と 印刷 が 続行 され ます 。[ 取 消 ) 
【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 右側 面 に ある フタ を あけ な か っ た 。 | を 押す と 印刷 を 中 止 し ます 。 
| 議 レベ 

文書 が 一 杯 で す 本 体 の メモ リ (記憶 領域 ) の 容量 を | し て か ら 英 文 ワー プロ を 実生 


英文 ワー プロ は 実行 で きま せん 


いっ ぱい に 使っ て いる と き に 、 
行 を 作成 し よう と し た 。 


英文 


し で ざ だ さ 6)。 


本 体 の メモ リ (記憶 領域 ) の 容量 を 


改 軸 で きま せん 。 作 成 し た 文書 を 保 | 


ee 1 
人 いっ ぱい に 使っ て いる と き に 、 改 買 | 存 し て か ら 、 再 入力 編集 を 行っ て 
を 実行 し よう と し た 。 くだ さい 。 
文書 が 一 本 です 本 体 の メモ リ (記憶 領域 ) の 容量 を | 行 挿 人 で きま せん 。 作 成 し た 文書 を 
は いっ ぱい に 使っ て いる と き に 、 行 挿 | 保存 し て か ら 、 再 ひび 入力 編集 を 行っ 
行 挿入 で きま せん 


入 を 実行 し よう と し た 。 


て くだ さい 。 


(あい うえ お 順 ) 


画 面 表示 原 因 対 策 
文書 が 一杯 で す 本 文書 が いっ ぱい の と き に 全文 複写 Ph 
全文 複写 で きま せん し よう と し た 。 No 


し て か ら 全 文 複写 し て くだ さい 。 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て く 
だ さい 


「 全 文 複写 」 で 複写 先 に 付属 の 補助 
プロ ッ ゼ だ ー ま た は デー デキ プロ | 


文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し た 後 [ 実 行 ) 
を 押し て 「 全 文 複写 」 を 続行 する 
か 、 を 押し て 「 和 全文 複 写 」 を 


[実行 】 続行 【 取 消 】 中止 グラ ム フ ロッ ピー を セッ ト し た 。 | ささっ 
頁 数 が 制限 を 越え ます 強制 改 軸 で 作成 可能 な ペー ジ 数 を 越 | 強制 改 軸 で 作成 可能 な ペー ジ 数 は 最 | 
改 軸 で きま せん えて 設定 し よう と し た 。 大 99 ペ ー ジ まで で す 。 


貞 内 に 別 の 枠 デ ー タ が あり ます 
枠 作成 で きま せん 


すでに 図形 枠 が 設定 され て いる 同じ | 
ペー ジ に 図形 枠 を 設定 し よう と し 
7/e 夫 


図形 梓 は 1 ペー ジ に 1 つ し か 作成 で き 
ませ ん 。 


補助 フロ ッ ピ ー を セッ ト し て く 
だ さい 。 
【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 


付属 の 補助 フロ ッ ピー を セッ ト せ ず 
に 「 移 末 テ チム 外 嘱 | が 生 有 チ ] 、 
「 機 能 説 明 」 、「 郵 便 番号 辞書 」 の 機 」 
能 を 使 お うと し た 。 


| 文書 フロ ッ ピ ー を セッ ト し た 後 [ 実 行 ) 


を 押し て 操作 を 続行 する か 、 
を 押し て 操作 を 中 止 する . 


| 入力 され て いる 文書 が な い の に 、 保 | 


文書 を 入力 し て か ら 保存 し て くだ さ 


保全 す る 文書 が あり ませ ん 人 な し よう と し た . 1 
] | 参 ーー し 、 ミル = ユ 
本 文書 と 他 文書 の 桁 数 が 違い ま | 本 文書 と 他 文 書 の 桁 数 が 違う と き に 7 
す 行 複 写 で きま せん 行 複写 し よう と し た 。 も 
ーー 語 ーー es mcs な NT 可 ドニ と 8 
本 文書 と 他 文 書 の 桁 数 が 違い ま | 本 文書 と 他 文書 の 本 数 が 違う と き に | で ン ao ニン た 
す 全文 複写 で きま せん 全文 複写 し よう と し た 。 
_ | AC ア ダ プ タ を 使用 し て くだ さい 、。 
メイ ン 電 池 の 電 圧 が 低下 し まし た ! 乾電池 を ご 使用 の 場合 は 電源 スイ ッ 
ア ア 切り 、 ア の 
AC ア ダブ タ 又 は 新しい アル カ | 証 操 を 入れ た と き や 入 力 編 集中 に 本 | 切り 、 新 し い アル カリ 乾電池 と 
リ 乾 電池 を お 使い くだ さい 機 を 動作 させ る 電圧 が 足ら な く な っ 交換 し て くだ さい 。 
古い 電池 は 抜き 取っ て くだ さい | | ※ た だ し 印刷 する 場合 は 、 乾 電池 で 
の は 動作 し ませ ん の で 、 充 電電 池 ま 
※ 充 電電 池 ま た は 乾電池 使用 時 た は AC ア ダ プ タ を お 使い くだ さ 
の み 表 示さ れ ま す 。 い 。 
一度 に 330 文 字 を 越え て 文字 列 の | ・ 文 字 列 で 一 度 に 複写 、 移 動 、 削 除 
複写 、 移 動 、 削 除 を 行 お うと し た 。 | で きる 文字 数 は 330 文 字 ま で で す 。 
ン ミ 五 本 ー 字 | . 一 = = > 
MM 半 き 名 する と き に 一 度 に 3D 文 一 破 に 革 録 で きる 文字 数 は 90 
男 囲 終点 を 選び 直し て くだ さい 人 We 
- 文字 サイ ズ の 範囲 指定 を し た と き | ・ 指 定 範囲 を 短く 変更 し て くだ さ 


に 、 全 角 文 字 で 330 文 字 を 越え る 
範囲 を 指定 し た 。 
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0。 


すこ 3 晶 | ツー は < メーMIH 


り 合 Z エラ ー メ ツ ッ ツ セ ゼ セー ジ 一 覧 


に 
1 
メ 
ツン 
T 
ジ 
臣 


(あい うえ お 原 ) 
画 面 表示 原 因 対 和 
・ 領域 削除 で 削除 し た デー タ を 禁則 | ・ 貼 付け の デー タ が あふ れ な い 位置 
領域 に か か る よう に 貼付 け よ うと | を 指定 し て くだ さい 。 
し た 
空 N 二 ミ ー 9 し 
ee - 領域 複写 また は 領域 移動 で 処理 す | ・ 複 写 また は 移動 する デー タ が あふ 
る デー タ を 禁則 領域 に か か る よう | れ な い 位 置 を 指定 し て くだ さい 。 
に 複写 また は 移動 し よう と し た 。 
- 置換 で 置き 換え た 文字 数 が 元 の 文 
字数 より も 多く 、 け い 線 な ど で 文 
字 が あふ れ た 。 
- 文字 列 削 除 で 削除 し た デー タ を 貼 
付け よう と し た が 、 け い 線 が ある 
な ど で 貼 付け 領域 が 足り な か っ 前 
-。 また は 元 の 文字 列 が ある ・ デー タ が あふ れ な い 領域 を 指定 し 
文字 列 が あふ れ ま し た 2 あれ て て くだ さ 0 
ふれ た 交 所 は 貼付 で きま す 本村 の メモ リ (記憶 領域 ) の 容量 
いっ ぱい の と き に ペー ジ 未 で 改行 
し た 。 
・ 本 体 の メモ リ (記憶 領 域 ) の 容量 
いっ ぱい の と き に 、 後 ろ 詰 め さ れ 
て メモ リ か ら あ ふれ る よう な 文字 
列 挿入 を 行っ た 。 | 
枠 あけ や 図形 枠 を 設定 し た 範囲 、 け 
人 あ の ある 信 イン ニン ト | 六 字 玖 が 連続 し て いな いと ころ で 文 
文字 列 が 連続 し て いま せん | っ ー の シー ムッ | 宇 列 枯 写 、 文 字 列 移動 、 文字 旬 除 
sas7 ぶ 直 に 天 陸 人 > 行う ご 
遇 終 京 を 選び 直し て くだ さい | マー マエ ーーー ーー \ 文 サイ ズ の 纏 作 を 行う こと は で 
除 や 文字 サイ ズ の 操作 を し よう と し 
寺 。 
用 紙 が 正しく セッ ト 印刷 時 に 用 紙 が 正しく セッ ト さ れ て | 用 紙 を 正しく セッ ト し て [実行 を 押 
され て いま せん いな い 。 ま た は 紙 づま り で 用 紙 が 正 | し て E 刷 を 続行 する か 、[ 取 酒 ] を 提 
[実行 】 続 行 【 取 消 】 中 止 ” | し < 送ら れ な い 。 | し て 還 届 を 中 断 し ます 。 
横 倍 角 文 字 は 指定 で きま せん 単語 登録 の 範囲 指定 の と き に 横 倍 角 | 横 倍 角 文 字 は 単語 登録 で きま せん 。 
| 範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい | 文字 を 範囲 始点 に 指定 し た 。 。 | 範囲 を 指定 し 直し て くだ さい . 
9 図形 ファ イル の 保存 され て いる フ 
レ な 
呼び 出す 図形 が あり ませ ん PT か ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て 、 
ー・ | 「 呼 出 」 を 行っ て くだ さい 。 
読み 出し また は 書き 込み エラ ー 章 ET [取消 ) を 押し て 操作 を 中 止 し ます 。 
が 発生 し まし た シー | 全 複 写 時 は 電源 を 切っ て 中 止 し ま 
【 取 消 】 中 止 - 由 す 。 


(あい うえ お 順 ) 


画 面 表示 


リボ ンカ セッ ト を 

交換 し て くだ さい 

【 実 行 】 続行 【 取 消 】 中 止 

※ 金 色 、 銀 色 の リボ ンカ セッ ト 
を ご 使用 の 場合 、 こ の メッ 
セー ジ は 出 ま せん 。 

※ 印 刷 時 に 「 感 熟 紙 ] を 「 使 う 」 に 
設定 し て いる 場合 、 こ の メッ 
セー ジ は 出 ま せん 。 


印刷 中 に リボ ンカ セッ ト を 使い きっ 
で し レ しま る だ 。 


リボ ンカ セッ ト を 交換 し 、[ 実 行 を 
押し て 印刷 を 続行 する か 、[ 取 消 ] を 
押し て 印刷 を 中 止 し ます 。 [実行 ] を 
押し た 場合 、 リ ボン カセ ッ ト を 使い 
きっ た 行 の 先頭 か ら 再 び 印 刷 を 開始 
し ます 。 


に ーー テ 


グラ フ を 作成 で きる 範囲 は 8 列 まで 
列 数 が 8 列 を 越え て いま す 人 し 8 
De 指定 し た 範囲 が 9 列 以 上 だ っ た 。 で す 。 二 較 を 提 定 し 直し て くだ き 
枠 が 貞 に また が り ま す | 要 移 動 で 図形 枠 の 移動 先 を 次 の ペー | 2 ペー ジ に また が る よう な 移動 先 は 
移動 先 を 選び 直し て くだ さい | ジ に また が っ て 指定 し た 。 指定 で きま せん 。 

ーー 3 
枯 が 頁 に また が り ま す 株 移動 で 図形 枠 の 範囲 指定 を 次 の 5 
範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい | ペー ジ に また が っ て 指定 し た 。 明 EE 


ん 。 


枠 デ ー タ が 分 断 さ れ ま す 


図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 男 


囲 で 貼付 け を 行 お うと し た 。 


図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 範 


位置 を 変更 し て くだ さい 。 


囲 に 貼付 け は で きま せん 。 カ ー ン ル | 


枠 デ ー タ が 分 断 さ れ ま す 


図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 範 


囲 で 強制 改 軸 は で きま せん 。 カ ー ン 


図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 範 


改 軸 で きま せん 囲 で 強制 改 軸 を 実行 し よう と し た 。 ル の 位置 を 変更 し て くだ さい 。 
枠 デ ー タ が 分 断 さ れ ま す 図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 行 | 図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 行 
行 挿入 で きま せん に 行 挿入 し よう と し た 。 に 行 挿入 で きま せん 。 


枠 デ ー タ が 分 断 さ れ ま す 
| 複写 先 を 選び 直し て くだ さい 


図形 枠 、 欄 あけ が 設定 され て いる 行 
を 含ん で 複写 先 に 指定 し た 。 


図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 行 
を 含め て 複写 先 に 指定 する こと は で 
きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 し 
て くだ さい 。 


枠 デ ー タ が 分 断 さ れる の て 英文 
ワー プロ は 実行 で きま せん 


図形 枠 が 設定 され て いる 男 囲 で 英文 
ワー プロ に 切り 換え よう と し た 。 


図形 枠 が 設定 され て いる 範囲 で 英文 
ワー プロ に 切り 換え る こと は で きま 
せん 。 


桁 デ ー タ が 頁 に また が り ま し た 
【 枠 移動 】 で 移動 し て くだ さい 


T 
行 挿入 や 行 削除 を 行う と 、 す で に 設 


定 さ れ て いた 図形 枠 が 移動 し て 2 


図形 枠 が 2 ペー ジ に また が る と 正 し 
< 処 理 で きま せん 。 枠 移動 で 元 の 
ペー ジ に 戻し て くだ さい 。 


枠 の 大 き さ が 制限 を 越え ます 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


ペー ジ に また が っ て し まっ た 。 


自動 表 作 成 で 縦 方 向 の 枠 の 数 が 180 


| を 越え た 。 


だ さい 。 


証 | ツー は マメ ーWMIH 


縦 方 向 の 枠 の 数 を 180 以 下 に し て く | | 


枠 領域 、 英 文 行 が 含ま れ て いま す 
範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい 


領域 複写 や 領域 移動 の 範囲 を 指定 す 
る と き に 、 枠 あけ 、 図 形 枠 、 英 文 行 
を 含め て 指定 し た 。 


|] さい 。 


枠 領域 、 英 文 行 を ふく ん だ 領域 複写 
や 領域 移動 の 範囲 指定 は で きま せ 
ん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 し て くだ 


年 
了 
メ 
ツ 
『 
ジ 
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(あい うえ お 順 ) 


画 面 表示 


原 因 


対 策 


枠 領域 、 英 文 行 が 含ま れ て いま す 
複写 先 を 選び 直し て くだ さい 


図形 枠 、 枠 あけ 、 英 文 行 が 設定 され 
て いる 範囲 を 含ん で 複写 先 の 指定 を 
訟 。 


枠 領域 、 英 文 行 は 複写 先 に 指定 で き 
ませ ん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 し て 
くだ さい )。 


枠 領域 が つなが り ま す 
移動 先 を 選び 直し て くだ さい 


梓 移 動 す る と 前 後 の 枠 領域 が つ な 
が っ て し まう よう な 移動 先 を 指定 し 


に o 


要領 域 生 士 が つなが る よう な 枠 移動 
は で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変 
更 し て くだ さい 。 


枠 領 域 が つなが り ま す 
行 削除 で きま せん 


行 削除 する と 、 前 後 の 枠 領域 が つ な 
が っ て し まう よう な 範囲 を 指定 し 
5 


枠 領域 同士 が つなが る よう な 範囲 指 
定 は で きま せん 。 


枠 領域 が つなが り ま す 
範囲 終点 を 選び 直し て くだ さい 
(範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい ) 


すでに 設定 され て いる 枠 あ け の 領域 | 


と 接し て つなが る よう に 範囲 を 指定 
した 。 


枠 領域 と 枠 領 域 が つなが る よう な お 範 
囲 は 指定 で きま せん 。 


枠 領 域 は 指定 で きま せん 


文字 列 削除 し た デー タ を 貼付 けし よ 
うと し た と き に 貼付 け 先 に 枠 領域 が 


営ま れ て いた 。 


枠 領域 に 貼付 け で きま せん 。 カ ー ソ 
| ル の 位置 を 変更 し て くだ さい 。 


枠 領 域 は 指定 で きま せん 
移動 先 を 選び 直し て くだ さい 


梓 あ け 、 図 形 枠 が 設定 し て ある 範囲 


| を 文字 列 移動 の 移動 先 に 指定 し た 。 


枠 領域 を 文字 列 移動 の 移動 先 に 指定 
で きま せん 。 カ ー ソ ル の 位置 を 変更 
し て く 7ReXc 6 


枠 領域 は 指定 で きま せん 
格納 先 を 選び 直し て くだ さい 


枠 あけ 、 図形 枠 の 設定 を 行っ た 範囲 
を 表 計 算 の 結果 を 書き 込む 合計 欄 に 


5 指定 尺 だ 。 


枠 領域 を 合計 欄 に 指定 で きま せん 。 
カー ソル の 位置 を 変更 し て くだ さ 
(e。 


枠 領 域 は 指定 で きま せん 
範囲 始点 を 選び 直し て くだ さい 


・ 枠 あけ や 図形 枠 が 設定 され て いる 
細 囲 を 下線 、 文 字 サ イズ 、 文 字 修 
飾 、 表 作成 、 表 削除 、 ロ ゴ 均等 、 


枠 作成 な どの 範囲 指定 の 始点 に し | 


よう と し た 。 
・ 枠 あけ や 図形 枠 が 設定 され て いる 
範囲 を 複写 、 移 動 、 削 除 (文字 列 


削除 、 領 域 全 削除 、 領 域 文字 削除 ) 」 


の 範囲 始点 に 指定 し よう と し た 。 


・ 枠 領域 は 指定 で きま せん 。 


・ 枠 領域 は 指定 で きま せん 。 カ ー ソ 
| ル の 位置 を 移動 させ て くだ さい 。 


枠 領域 は 指定 で きま せん 
複写 先 を 選び 直し て くだ さい 


| 図形 枠 、 枠 あけ が 設定 され て いる 範 


囲 を 文字 列 複写 で 複写 先 に 指定 し 
だ 


に o 


枠 領域 を 文字 列 複写 の 複写 先 に 指定 
する こと は で きま せん 。 カ ー ソ ル の 


| 位置 を 変更 し て くだ さい 。 


ei 
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